
R1年度政府によるGHS分類結果  正誤表

分類結果 絵表示 注意喚起語 危険有害性情報 注意書き 分類根拠・問題点 分類結果 絵表示 注意喚起語 危険有害性情報 注意書き 分類根拠・問題点

R02-B-062-
MHLW, MOE

２，２’－｛イソプ
ロピリデンビス
［（２，６－ジブ
ロモ－４，１－
フェニレン）オキ
シ］｝ジエタノー
ル   (別名：テト
ラブロモビスフェ
ノールAビス(2-ヒ
ドロキシエチル)
エーテル）

4162-45-2

特定標的臓器
毒性（反復暴
露）

区分に該当しな
い

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)～(5) より、実験動物への経口投与、吸入ばく露、経皮適用によりガイダンス値の範囲内
で毒性影響はみられていないことから、区分に該当しないとした。新たな情報源の情報に基
づき検討を行い、旧分類から分類結果を変更した。

【根拠データ】
(1) ラットに90日間混餌投与した結果、100 mg/kg/day (区分2の上限) までの投与で毒性影
響はみられなかった (EHC 172 (1995))。
(2) マウスに3ヵ月間混餌投与した結果、2,200 mg/kg/day以上 (区分2超) で体重増加抑制、
赤血球、ヘモグロビン、ヘマトクリット値、血清トリグリセリド、総タンパク質の減少、脾
臓重量増加、脾臓における髄外造血が、7,100 mg/kg/day (区分2超) でおそらく栄養失調と
貧血が原因で試験期間中に全ての動物が死亡したとの報告がある (EHC 172 (1995))。
(3) ラットを用いた反復投与毒性・生殖毒性併合試験 (TG422) の結果、200 mg/kg/daｙ以
上 (90日換算: 93 mg/kg/day、区分2の範囲) で雌雄で軟便、盲腸の拡張 (病理組織学的所見
を伴わない)、雌で無機リンの高値、胸腺絶対及び相対重量の低値、脾臓の髄外造血の亢進
が、1,000 mg/kg/daｙ (90日換算: 467 mg/kg/day、区分2超) の雌雄で尿素窒素の高値、雌
で体重の低値、下痢、胸腺の皮髄質の軽度萎縮等がみられたとの報告がある (経済産業省に
よる安全性試験結果 (2011))。
(4) ラットに微粉化した本物質を2週間吸入ばく露 (4時間/日、5日/週) した結果、6 mg/L以
上 (ガイダンス値換算: 0.15 mg/L、区分2の範囲) で雌で肝相対重量の減少が、18 mg/L以上
(ガイダンス値換算: 0.4 mg/L、区分2超) で唾液分泌過多、赤色又は透明鼻汁、流涙がみら
れた (EHC 172 (1995))。
(5) ウサギに本物質100～2,500 mg/kg/dayを3週間 (6時間/日、5日/週) 経皮適用した結果、

分類できない 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1) より、経口経路についてはガイダンス値の範囲内で毒性影響はみられていないことか
ら、区分に該当しないと考えられる。他の経路についてはデータがないため、分類できない
とした。

【根拠データ】
(1) ラットを用いた反復投与毒性・生殖毒性併合試験 (TG422) の結果、200 mg/kg/daｙ以
上 (90日換算: 93 mg/kg/day、区分2の範囲) で雌雄で軟便、盲腸の拡張 (病理組織学的所見
を伴わない)、雌で無機リンの高値、胸腺絶対及び相対重量の低値、脾臓の髄外造血の亢進
が、1,000 mg/kg/daｙ (90日換算: 467 mg/kg/day、区分2超) の雌雄で尿素窒素の高値、雌
で体重の低値、下痢、胸腺の皮髄質の軽度萎縮等がみられたとの報告がある (経済産業省に
よる安全性試験結果 (2011))。

2022.9修正
分類結果およ
び分類根拠の
修正

R02-B-062-
MHLW, MOE

２，２’－｛イソプ
ロピリデンビス
［（２，６－ジブ
ロモ－４，１－
フェニレン）オキ
シ］｝ジエタノー
ル   (別名：テト
ラブロモビスフェ
ノールAビス(2-ヒ
ドロキシエチル)
エーテル）

4162-45-2
皮膚腐食性／
刺激性

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)、(2) より、区分に該当しないとした。

【根拠データ】
(1) 本物質 (500 mg) のウサギを用いた皮膚刺激性試験において、非刺激物または軽度刺激
物と報告されている (Canada Screening Assessment Report (2013))。
(2) 本物質 (500 mg) をウサギに24時間適用した皮膚刺激性試験において、刺激性はみられ
なかった (EHC 172 (1995))。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)より、区分に該当しないとした。

【根拠データ】
(1) 本物質 (500 mg) のウサギを用いた皮膚刺激性試験において、非刺激物と報告されてい
る (Canada Screening Assessment Report (2013))。

2022.9修正
分類根拠の修
正

R02-B-062-
MHLW, MOE

２，２’－｛イソプ
ロピリデンビス
［（２，６－ジブ
ロモ－４，１－
フェニレン）オキ
シ］｝ジエタノー
ル   (別名：テト
ラブロモビスフェ
ノールAビス(2-ヒ
ドロキシエチル)
エーテル）

4162-45-2

眼に対する重
篤な損傷性／
眼刺激性

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)、(2) より、区分に該当しないとした。

【根拠データ】
(1) 本物質 (100 mg) のウサギを用いた眼刺激性試験において、非刺激物または軽度刺激物と報
告されている (Canada Screening Assessment Report (2013))。
(2) 本物質をウサギに適用した眼刺激性試験において、刺激性はみられなかった (EHC 172
(1995))。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)より、区分に該当しないとした。

【根拠データ】
(1) 本物質 (100 mg) のウサギを用いた眼刺激性試験において、非刺激物と報告されている
(Canada Screening Assessment Report (2013))。

2022.9修正
分類根拠の修
正

R02-B-062-
MHLW, MOE

２，２’－｛イソプ
ロピリデンビス
［（２，６－ジブ
ロモ－４，１－
フェニレン）オキ
シ］｝ジエタノー
ル   (別名：テト
ラブロモビスフェ
ノールAビス(2-ヒ
ドロキシエチル)
エーテル）

4162-45-2 皮膚感作性
区分に該当しな

い
変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)、(2) より、区分に該当しないとした。新しいデータ　(1)、(2) が得られたことから分類結果を変更し
た。

【根拠データ】
(1) 54人のボランティアによる本物質  (3～5 mg) の反復パッチテストの結果、感作性なしと報告され
ている (Canada Screening Assessment Report (2013)、EHC 172 (1995))。
(2) モルモットを用いた皮内投与 (週3回、計10回) 及び閉塞パッチ (6時間閉塞、計9回) による皮膚
感作性試験で陰性と報告されている (EHC 172 (1995))。

分類できない 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし
【分類根拠】
データ不足のため、分類できない。

2022.9修正
分類結果およ
び分類根拠の
修正

R02-A-001-
METI, MOE

２－｛［３－（ト
リメトキシシリ
ル）プロポキシ］
メチル｝オキシラ
ン

2530-83-8
特定標的臓器
毒性（反復暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）より、経口経路では区分に該当しない。（２）より、吸入経路では区分1の範囲から
呼吸器症状が発現するが、病理組織検査では気道を含めて影響が認められていない。以上、
経口経路では区分に該当しないと考えられるが、他経路での分類に十分な情報がなく、デー
タ不足のため分類できない。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた強制経口投与による4週間経口投与試験（5日/週）において、1000
mg/kg/day（換算値：222 mg/kg/day、区分に該当しない範囲）で影響がみられなかったと
の報告がある（SIDS (2004)、REACH登録情報（Accessed July  2020)）。

【参考データ等】
（２）ラットを用いた2週間吸入ばく露試験（6時間/日、計9回）において、0.075 mg/L
（90日換算：0.0075 mg/L、区分1の範囲）で呼吸器症状（鼻からの分泌物、乾性/湿性ラッ
セル音）が、0.225 mg/L（90日換算：0.0225 mg/L、区分2の範囲）で体重減少、死亡ない
し切迫屠殺されたとの報告がある。（SIDS (2004)、REACH登録情報 (Accessed July
2020)）。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）より、経口経路では区分に該当しない。（２）より、吸入経路では区分1の範囲から
呼吸器症状が発現するが、病理組織検査では気道を含めて影響が認められていない。以上、
経口経路では区分に該当しないと考えられるが、他経路での分類に十分な情報がなく、デー
タ不足のため分類できない。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた強制経口投与による4週間経口投与試験（5日/週）において、1000
mg/kg/day（換算値：225 mg/kg/day、区分に該当しない範囲）で影響がみられなかったと
の報告がある（SIDS (2004)、REACH登録情報（Accessed July  2020)）。

【参考データ等】
（２）ラットを用いた2週間吸入ばく露試験（6時間/日、計9回）において、0.225 mg/L
（90日換算：0.0225 mg/L、区分2の範囲）で呼吸器症状（鼻からの分泌物、乾性/湿性ラッ
セル音）が、0.075 mg/L（90日換算：0.0075 mg/L、区分1の範囲）で体重減少、死亡ない
し切迫屠殺されたとの報告がある。（SIDS (2004)、REACH登録情報 (Accessed July
2020)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正

物質ID 物質名 CAS番号 項目
修正前 修正後

備考
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R1年度政府によるGHS分類結果  正誤表

R02-A-002-METI, MOE

ナトリウム＝１－
オキソ－１λ
（５）－ピリジン
－２－チオラート

3811-73-2
特定標的臓器
毒性（単回暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）、（３）より、振戦、後肢機能障害がみられており、区分1（神経系）とした。
（１）～（３）の一部症状（嗜眠、流涎、瞳孔拡張など）もこれを支持する所見と考えた。
また、（３）はLC50値より区分1の範囲と考えられるため、区分1（神経系）とした。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた複数の単回経口投与試験において、運動失調、円背姿勢、嗜眠、振
戦、流涎、流涙、下痢、筋緊張度の変化、立毛及び努力呼吸の非致死影響がみられたとの報
告がある（NICNAS IMAP（2017)）。
（２）ラットを用いた複数の単回経皮ばく露試験において、嗜眠、鼻から分泌物、鼓張、下
痢、眼瞼下垂、瞳孔拡張の非致死影響がみられたとの報告がある（NICNAS IMAP
(2017)）。
（３）ラットを用いた複数の単回吸入ばく露試験（粉塵）において、流涎、顔面・腹部・生
殖器周囲の汚染、後肢の機能障害 (Hindlimb impairment)、衰弱、嗜眠、立毛、色素涙、眼
瞼下垂、振戦、異常歩行及び黄斑紅斑の非致死影響が見られ、雌のLC50（4時間）は0.5～
1.0 mg/Lであったとの報告がある（EU CLH提案文書(2019)、DFG MAK (2019)）。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）、（３）より、振戦、後肢機能障害がみられており、区分1（神経系）とした。
（１）～（３）の一部症状（嗜眠、流涎、瞳孔拡張など）もこれを支持する所見と考えた。
また、（３）はLC50値より区分1の範囲と考えられるため、区分1（神経系）とした。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた複数の単回経口投与試験において、運動失調、円背姿勢、嗜眠、振
戦、流涎、流涙、下痢、筋緊張度の変化、立毛及び努力呼吸の非致死影響がみられたとの報
告がある（NICNAS IMAP（2017)）。
（２）ラットを用いた複数の単回経皮ばく露試験において、嗜眠、鼻から分泌物、鼓張、下
痢、眼瞼下垂、瞳孔拡張の非致死影響がみられたとの報告がある（NICNAS IMAP
(2017)）。
（３）ラットを用いた複数の単回吸入ばく露試験（ミスト）において、流涎、顔面・腹部・
生殖器周囲の汚染、後肢の機能障害 (Hindlimb impairment)、衰弱、嗜眠、立毛、色素涙、
眼瞼下垂、振戦、異常歩行及び斑状紅斑の非致死影響が見られ、雌のLC50（4時間）は0.5
～1.0 mg/Lであったとの報告がある（EU CLH提案文書(2019)、DFG MAK (2019)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-002-METI, MOE

ナトリウム＝１－
オキソ－１λ
（５）－ピリジン
－２－チオラート

3811-73-2 生殖毒性 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（４）より、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）（純度40.8％）ラットを用いた強制経口投与による二世代生殖毒性試験（交配10週間
前から試験終了前日まで）において、1.4 mg/kg/day以上でF0、F1親動物に子宮重量増加、
腎臓重量増加（雌）、F2児動物には出生児体重の減少、停留精巣がみられたとの報告がある
（EU CLH提案文書（2019）、NICNAS IMAP (2017)、REACH登録情報 (Accessed May
2020)）。なお、F0親動物の生殖能力低下については、精子パラメータへの影響がみられて
いないことから、毒性学的な関連性は評価できないとの報告がある(DFG MAK (2019))。
（２）ラットを用いた強制経口投与による二世代生殖毒性試験（交配前11週間及び分娩後25
日まで）において、3.5 mg/kgでF0親動物に体重増加抑制、後肢の筋肉萎縮、交尾成立まで
の時間の増加と交尾及び妊娠成立動物数の減少、F1児動物に児動物数の減少傾向（非有
意）、発育指標の遅延傾向（非有意）、体重増加抑制、後肢の筋肉萎縮がみられたとの報告
がある（EU CLH提案文書（2019）、NICNAS IMAP (2017)）。
（３）ラットを用いた強制経口投与による発生毒性試験（OECD TG414、GLP、妊娠6～19
日）において、4 mg/kg/dayで親動物に体重減少、摂餌量減少、自発運動低下、衰弱及び子
宮重量減少がみられたが、児動物には軽微な影響（胎児体重の低値及び骨化遅延）のみがみ
られたとの報告がある（EU CLH提案文書（2019）、NICNAS IMAP (2017)）。
（４）ウサギを用いた経皮投与による発生毒性試験（妊娠6～19日）において、5
mg/kg/dayで発生毒性がみられなかったとの報告がある（EU CLH提案文書（2019）、
NICNAS IMAP (2017)）。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（４）より、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）（純度40.8％）ラットを用いた強制経口投与による二世代生殖毒性試験（交配10週間
前から試験終了前日まで）において、1.4 mg/kg/day以上でF0、F1親動物に子宮重量増加、
腎臓重量減少（雌）、F2児動物には出生児体重の減少、停留精巣がみられたとの報告がある
（EU CLH提案文書（2019）、NICNAS IMAP (2017)、REACH登録情報 (Accessed May
2020)）。なお、F0親動物の生殖能力低下については、精子パラメータへの影響がみられて
いないことから、毒性学的な関連性は評価できないとの報告がある(DFG MAK (2019))。
（２）ラットを用いた強制経口投与による二世代生殖毒性試験（交配前11週間及び分娩後25
日まで）において、3.5 mg/kgでF0親動物に体重増加抑制、後肢の筋肉萎縮、交尾成立まで
の時間の増加と交尾及び妊娠成立動物数の減少、F1児動物に児動物数の減少傾向（非有
意）、発育指標の遅延傾向（非有意）、体重増加抑制、後肢の筋肉萎縮がみられたとの報告
がある（EU CLH提案文書（2019）、NICNAS IMAP (2017)）。
（３）ラットを用いた強制経口投与による発生毒性試験（OECD TG414、GLP、妊娠6～19
日）において、4 mg/kg/dayで親動物に体重減少、摂餌量減少、自発運動低下、衰弱及び子
宮重量減少がみられたが、児動物には軽微な影響（胎児体重の低値及び骨化遅延）のみがみ
られたとの報告がある（EU CLH提案文書（2019）、NICNAS IMAP (2017)）。
（４）ウサギを用いた経皮投与による発生毒性試験（妊娠6～19日）において、5
mg/kg/dayで発生毒性がみられなかったとの報告がある（EU CLH提案文書（2019）、
NICNAS IMAP (2017)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-003-METI, MOE

ビス（２－エチル
ヘキサン－１－イ
ル）＝マレアート

142-16-5
特定標的臓器
毒性
（単回暴露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）より、経口経路では区分に該当しない。ただし、他経路での分類に十分な情報がな
く、データ不足のため分類できない。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた単回経口投与試験（OECD TG410、GLP）において、2,000 mg/kgで
影響が見られなかったとの報告がある（REACH登録情報 (Accessed May 2020)）。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）より、経口経路では区分に該当しない。ただし、他経路での分類に十分な情報がな
く、データ不足のため分類できない。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた単回経口投与試験（OECD TG401、GLP）において、2,000 mg/kgで
影響が見られなかったとの報告がある（REACH登録情報 (Accessed May 2020)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-004-
METI, MOE

４－イソプロピル
－３－メチルフェ
ノール

3228-02-2
特定標的臓器
毒性（単回暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）、（２）より区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた単回吸入（粉塵）ばく露試験（OECD TG403、GLP）において、1.41
mg/L（区分2の範囲）で呼吸数の増加、猫背姿勢、立毛、数例に眼及び/又は鼻周囲の赤色
ないし褐色の汚れが見られたとの報告がある（NICNAS IMAP (2016)、REACH登録情報
Accessed May 2020)）。
（２）ラットを用いた単回経口投与及び単回経皮ばく露試験からは、分類根拠とすべき所見
は見られなかった（NICNAS IMAP (2016)、REACH登録情報 (Accessed May 2020)）。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）、（２）より区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた単回吸入（粉塵）ばく露試験（OECD TG403、GLP）において、1.41
mg/L（区分2の範囲）で呼吸数の増加、猫背姿勢、立毛、数例に眼及び/又は鼻周囲の赤色
ないし褐色の汚れが見られたとの報告がある（NICNAS IMAP (2016)、REACH登録情報
Accessed May 2020)）。
（２）マウスを用いた単回経口投与及び単回経皮ばく露試験からは、分類根拠とすべき所見
は見られなかった（NICNAS IMAP (2016)、REACH登録情報 (Accessed May 2020)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-071-
METI, MOE

（Ｅ）－Ｎ－（１
－｛Ｎ－［（６－
クロロ－３－ピリ
ジル）メチル］－
Ｎ－メチルアミ
ノ｝エチリデン）
カルバモニトリル
（別名：アセタミ
プリド）

135410-20-7

水生環境有害
性 短期（急
性）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし
甲殻類（ミシッドシュリンプ）96時間LC50 = 0.066 mg/L（EU CLP CLH, 2018）であるこ
とから、区分1とした。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

甲殻類（ミシッドシュリンプ）96時間LC50 = 0.066 mg/L（EPA OPP Pesticide Ecotoxicity
Database, 2018）であることから、区分1とした。
(注)同一と考えられる報告が EU CLP CLH, 2018に 96時間EC50 として掲載されている。曝
露時間が96時間であり、EU CLP CLHには「最低濃度のみ死亡が観察されなかった」との記
述もあり、安全側の解釈で利用することとし、96時間LC50とした。

2022.12修正
分類根拠の修
正
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R1年度政府によるGHS分類結果  正誤表

m-nite-65405-77-8
３－ヘキセニルサ
リチレート

65405-77-8 生殖毒性 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）はスクリーニング試験のため生殖発生影響の懸念なしとは判断できないことから、
データ不足のため分類できない。なお、（１）では、360mg/kg/dayで生殖発生影響がみら
れたが、母体死亡率が10%を超えているため分類に用いるには不適切と考えられる。また、
一般毒性影響のない中用量以下では生殖発生毒性はみられなかったが、発生毒性に関する
データがない。

【参考データ等】
（１）ラットを用いた強制経口投与による反復投与毒性試験と生殖発生毒性スクリーニング
試験の併合試験（OECD TG422、GLP、交配14日前から剖検前日まで（42日間）（雄）、
交配14日前から授乳4日まで（41～49日間）（雌））において、360 mg/kg/dayで親動物に
母動物死亡（3/12例）、体重増加抑制、摂餌量減少、血液影響（赤血球数低値、MCV・
MCH・網赤血球比率高値、APTT・PY延長（以上、雄）、血小板数低値（雌)）、肝臓重量
高値・AST/ALT高値（雌）等の一般毒性影響、生殖影響（出産率低値傾向、妊娠期間延長、
着床痕数低値、分娩率低値傾向、死産児数高値傾向）、児動物に出生児数低値、奇形増加
（痕跡尾・完全脊椎裂・外脳）、生後の体重増加抑制、生後4日生存率の低値がみられたと
の報告がある（厚労省既存化学物質毒性データベース (Accessed June 2020)）。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）はスクリーニング試験のため生殖発生影響の懸念なしとは判断できないことから、
データ不足のため分類できない。なお、（１）では、360mg/kg/dayで生殖発生影響がみら
れたが、母体死亡率が10%を超えているため分類に用いるには不適切と考えられる。また、
一般毒性影響のない中用量以下では生殖発生毒性はみられなかったが、発生毒性に関する
データがない。

【参考データ等】
（１）ラットを用いた強制経口投与による反復投与毒性試験と生殖発生毒性スクリーニング
試験の併合試験（OECD TG422、GLP、交配14日前から剖検前日まで（42日間）（雄）、
交配14日前から授乳4日まで（41～49日間）（雌））において、360 mg/kg/dayで親動物に
母動物死亡（3/12例）、体重増加抑制、摂餌量減少、血液影響（赤血球数低値、MCV・
MCH・網赤血球比率高値、APTT・PT延長（以上、雄）、血小板数低値（雌)）、肝臓重量
高値・AST/ALT高値（雌）等の一般毒性影響、生殖影響（出産率低値傾向、妊娠期間延長、
着床痕数低値、分娩率低値傾向、死産児数高値傾向）、児動物に出生児数低値、奇形増加
（痕跡尾・完全脊椎裂・外脳）、生後の体重増加抑制、生後4日生存率の低値がみられたと
の報告がある（厚労省既存化学物質毒性データベース (Accessed June 2020)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-011-METI
亜鉛＝ビスメタク
リラート

13189-00-9

特定標的臓器
毒性（単回暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）より、経口経路では麻酔作用と考えられる症状が、（２）より、吸入経路では気道粘
膜刺激により呼吸器症状が発現したものと考え、区分3（麻酔作用、気道刺激性）とした。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた単回経口投与試験（OECD TG423、GLP）において、300 mg/kg（区
分1の範囲）で投与30分後に自発運動減少(6/6例)、正向反射の減少（5/6例）、及び立毛
（5/6例）が、2,000 mg/kg（区分2の範囲）で全例（3/3例）が死亡し、死亡前の症状とし
て筋緊張低下を伴う自発運動減少、プライア―反射及び正向反射の減少又は消失及び立毛が
みられたとの報告がある（REACH登録情報 (Accessed Aug. 2020)）。
（２）ラットを用いた単回吸入（粉じん、鼻部ばく露）ばく露試験（OECD TG436、GLP、
4時間）において、5.32 mg/L（区分該当しない範囲）で1/3例が死亡した。ばく露終了後に
全例で呼吸数増加、運動失調及びばく露後1時間後まで持続する呼吸雑音（少数例）がみら
れた。翌日には猫背姿勢と立毛が全例でみられた。死亡例の剖検では、肺の暗班及び胃のガ
ス膨満がみられたが、生存例に異常はみられなかったとの報告がある（REACH登録情報
(Accessed Aug. 2020)）。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）より、経口経路では麻酔作用と考えられる症状が、（２）より、吸入経路では気道粘
膜刺激により呼吸器症状が発現したものと考え、区分3（麻酔作用、気道刺激性）とした。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた単回経口投与試験（OECD TG423、GLP）において、300 mg/kg（区
分1の範囲）で投与30分後に自発運動減少(6/6例)、正向反射の減少（5/6例）、及び立毛
（5/6例）が、2,000 mg/kg（区分2の範囲）で全例（3/3例）が死亡し、死亡前の症状とし
て筋緊張低下を伴う自発運動減少、プライア―反射及び正向反射の減少又は消失及び立毛が
みられたとの報告がある（REACH登録情報 (Accessed Aug. 2020)）。
（２）ラットを用いた単回吸入（粉じん、鼻部ばく露）ばく露試験（OECD TG436、GLP、
4時間）において、5.32 mg/L（区分該当しない範囲）で雌1/3例が死亡した。ばく露終了後
に全例で呼吸数増加、運動失調及びばく露後1時間後まで持続する呼吸雑音（少数例）がみ
られた。翌日には猫背姿勢と立毛が全例でみられた。死亡例の剖検では、肺の暗班及び胃の
ガス膨満がみられたが、生存例に異常はみられなかったとの報告がある（REACH登録情報
(Accessed Aug. 2020)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-013-METI
ポリメチレンポリ
フェニレン＝イソ
シアナート

9016-87-9

特定標的臓器
毒性（単回暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（３）より、区分1（呼吸器）とした。

【根拠データ】
（１）本物質の短期間ばく露で眼と気道を刺激するとの報告がある（DFG MAK (2008)）。
（２）客車の内部に絶縁体を取り付ける作業において、本物質のエアロゾル混合物を用いた
ところ、風により吹き飛ばされ、20～40m離れたところにいた作業員12人がばく露された。
全員が2時間以内に眼の後ろの痛み、鼻の分泌物、胸骨後胸痛、胸部締付け感、咳、頭痛な
どの症状を発症した。数日以内に回復したとの報告がある（DFG MAK (2008)）。
（３）ラットを用いた単回吸入（蒸気）ばく露試験（4時間）において、0.384 mg/L及び
0.523 mg/L（区分1の範囲）の群で、ばく露中に努力呼吸及び口呼吸を呈し、死亡例では一
部の例で肺の出血、鼻の周囲に血様液体付着が、最高用量群では殆どの例で肺は灰白色を呈
し湿り気を帯びていたがみられたとの報告がある（REACH登録情報 (Accessed Oct.
2020)、NICNAS IMAP (2013)、DFG MAK (1992)）。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（３）より、区分1（呼吸器）とした。

【根拠データ】
（１）本物質の短期間ばく露で眼と気道を刺激するとの報告がある（DFG MAK (2008)）。
（２）客車の内部に絶縁体を取り付ける作業において、本物質のエアロゾル混合物を用いた
ところ、風により吹き飛ばされ、20～40m離れたところにいた作業員12人がばく露された。
全員が2時間以内に眼の後ろの痛み、鼻の分泌物、胸骨後胸痛、胸部締付け感、咳、頭痛な
どの症状を発症した。数日以内に回復したとの報告がある（DFG MAK (1992)）。
（３）ラットを用いた単回吸入（蒸気）ばく露試験（4時間）において、0.384 mg/L及び
0.523 mg/L（区分1の範囲）の群で、ばく露中に努力呼吸及び口呼吸を呈し、死亡例では一
部の例で肺の出血、鼻の周囲に血様液体付着が、最高用量群では殆どの例で肺は灰白色を呈
し湿り気を帯びていたがみられたとの報告がある（REACH登録情報 (Accessed Oct.
2020)、NICNAS IMAP (2013)、DFG MAK (1992)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-013-METI
ポリメチレンポリ
フェニレン＝イソ
シアナート

9016-87-9

特定標的臓器
毒性（反復暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（３）より、区分1（呼吸器）とした。

【根拠データ】
（１）ヒトでの反復ばく露影響に関する報告から、肺機能障害はPMDIの87 ppb（0.9
mg/m3）の低濃度からみられた。20 ppb（0.2 mg/m3）の濃度では、肺活量に影響はない
が、気道症状がみられた。PMDI(Polymeric methylene diphenyl diisocyanate)の10 ppb
（0. 1 mg/m3）以下の濃度ばく露では、呼吸器症状の主訴の発生率は有意な増加を示さな
かったとの報告がある（DFG MAK (2008)）。
（２）ラットを用いた13週間吸入ばく露試験（エアロゾル、6時間/日、5日/週）において、
4.1 mg/m3以上（ガイダンス値換算：0.0029 mg/L、区分1の範囲）で肺にマクロファージ
の増加と間質へのマクロファージの浸潤、縦隔リンパ節に黄色の封入体を持つマクロファー
ジの出現が、8.4 mg/m3以上（ガイダンス値換算：0.0059 mg/L、区分1の範囲）で鼻腔に
嗅上皮の傷害と基底細胞過形成が、12.3 mg/m3（ガイダンス値換算：0.0088 mg/L、区分1
の範囲）で体重増加抑制、重度呼吸不全により雄11/30例及び雌4/30例が死亡したとの報告
がある（DFG MAK (2008)）。
（３）ラットを用いた2年間吸入ばく露試験（エアロゾル、6時間/日、5日/週）において、
1.0 mg/m3（0.001 mg/L、区分1の範囲）以上で鼻腔（嗅上皮の変性と基底細胞過形成、ボ
ウマン腺の過形成）、肺（マクロファージの増加、巣状の線維化、肺胞管の上皮化）および
縦隔リンパ節（黄色の封入体を持つマクロファージの出現）への影響がみられたとの報告が
ある（DFG MAK (2008)、AICIS (旧NICNAS) IMAP (2013)、REACH登録情報 (Accessed
Oct. 2020)）。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（３）より、区分1（呼吸器）とした。

【根拠データ】
（１）ヒトでの反復ばく露影響に関する報告から、肺機能障害はPMDIの87 ppb（0.9
mg/m3）の低濃度からみられた。20 ppb（0.2 mg/m3）の濃度では、肺活量に影響はない
が、気道症状がみられた。PMDI(Polymeric methylene diphenyl diisocyanate)の10 ppb
（0. 1 mg/m3）以下の濃度ばく露では、呼吸器症状の主訴の発生率は有意な増加を示さな
かったとの報告がある（DFG MAK (2008)）。
（２）ラットを用いた13週間吸入ばく露試験（エアロゾル、6時間/日、5日/週）において、
4.1 mg/m3以上（ガイダンス値換算：0.0029 mg/L、区分1の範囲）で肺にマクロファージ
の増加と間質へのマクロファージの浸潤、縦隔リンパ節に黄色の封入体を持つマクロファー
ジの出現が、8.4 mg/m3以上（ガイダンス値換算：0.0059 mg/L、区分1の範囲）で鼻腔に
嗅上皮の傷害と基底細胞過形成が、12.3 mg/m3（ガイダンス値換算：0.0088 mg/L、区分1
の範囲）で体重増加抑制、重度呼吸不全により雄11/30例及び雌4/30例が死亡したとの報告
がある（DFG MAK (1992)）。
（３）ラットを用いた2年間吸入ばく露試験（エアロゾル、6時間/日、5日/週）において、
1.0 mg/m3（0.001 mg/L、区分1の範囲）以上で鼻腔（嗅上皮の変性と基底細胞過形成、ボ
ウマン腺の過形成）、肺（マクロファージの増加、巣状の線維化、肺胞管の上皮化）および
縦隔リンパ節（黄色の封入体を持つマクロファージの出現）への影響がみられたとの報告が
ある（DFG MAK (2008)、AICIS (旧NICNAS) IMAP (2013)、REACH登録情報 (Accessed
Oct. 2020)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正
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R1年度政府によるGHS分類結果  正誤表

R02-A-013-METI
ポリメチレンポリ
フェニレン＝イソ
シアナート

9016-87-9 生殖毒性 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
データ不足のため分類できない。

【参考データ等】
（１）PMDIを被験物質としたラットを用いた吸入ばく露による発生毒性試験（妊娠6～15
日、6時間/日）において、0.12 mg/Lで親動物に明らかな一般毒性影響（死亡（2/24例）、
体重増加抑制、肝臓重量減少、肺重量増加）、児動物に発生影響として胎児及び胎盤重量低
下、骨格変異の増加及び骨化遅延がみられたとの報告がある（DFG MAK (2008)）。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
データ不足のため分類できない。

【参考データ等】
（１）PMDIを被験物質としたラットを用いた吸入ばく露による発生毒性試験（妊娠6～15
日、6時間/日）において、0.012 mg/Lで親動物に明らかな一般毒性影響（死亡（2/24
例）、体重増加抑制、肝臓重量減少、肺重量増加）、児動物に発生影響として胎児及び胎盤
重量低下、骨格変異の増加及び骨化遅延がみられたとの報告がある（DFG MAK (2008)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-014-METI

４，５－ジクロロ
－２－オクチルイ
ソチアゾール－３
（２Ｈ）－オン

64359-81-5

特定標的臓器
毒性（反復暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）より、吸入経路で刺激性による呼吸器症状および呼吸器における組織変化が区分1の
濃度範囲でみられた。よって、区分1（呼吸器）とした。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた90日間吸入（粉塵）ばく露試験（OECD TG413、6時間/日、5日間/
週、純度：32.6％（媒体：キシレン））において、0.02～6.72 mg/m3（ガイダンス値換
算：0.000014～0.0048 mg/L/6時間、区分1の範囲）でラ音、喘ぎ及び呼吸困難がみられ、
0.63～6.72 mg/m3（ガイダンス値換算：0.00045～0.0048 mg/L/6時間、区分1の範囲）で
ばく露終了時に鼻腔、喉頭及び肺の炎症・上皮の過形成及び杯細胞の過形成がみられたとの
報告がある（ECHA RAC Opinion (2018)、AICIS (旧NICNAS IMAP) (2018)）。

【参考データ等】
（２）ラットを用いた強制経口投与による4週間反復経口投与試験において、
100mg/kg/day（90日換算：31.1mg/kg/day、区分2の範囲）で胃及び腸粘膜上皮の過形成
がみられ、消化管の所見は本物質の粘膜刺激による直接作用と考えられたとの報告がある
（ECHA RAC Opinion (2018)、ACIS (旧NICNAS IMAP) (2018)）。
（３）ラットを用いた混餌投与による90日間反復経口投与試験（OECD TG408）において、
1,000ppm（60.7mg/kg/day（雄）、74.7mg/kg/day（雌））以上で、前胃の刺激性変化
（僅かな過角化及び軽度の上皮過形成から粘膜下織の炎症と浮腫を伴うびらん/潰瘍）がみ
られ、本物質の粘膜刺激による直接作用と考えられたとの報告がある（ECHA RAC Opinion
(2018)）。
（４）イヌを用いた混餌投与による90日間反復経口投与試験（OECD TG409）において、～

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）より、吸入経路で刺激性による呼吸器症状および呼吸器における組織変化が区分1の
濃度範囲でみられた。よって、区分1（呼吸器）とした。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた90日間吸入（粉塵）ばく露試験（OECD TG413、6時間/日、5日間/
週、純度：32.6％（媒体：キシレン））において、0.02～6.72 mg/m3（ガイダンス値換
算：0.000014～0.0048 mg/L/6時間、区分1の範囲）でラ音、喘ぎ及び呼吸困難がみられ、
0.63～6.72 mg/m3（ガイダンス値換算：0.00045～0.0048 mg/L/6時間、区分1の範囲）で
ばく露終了時に鼻腔、喉頭及び肺の炎症・上皮の過形成及び杯細胞の過形成がみられたとの
報告がある（ECHA RAC Opinion (2018)、AICIS (旧NICNAS IMAP) (2018)）。

【参考データ等】
（２）ラットを用いた強制経口投与による4週間反復経口投与試験において、
100mg/kg/day（90日換算：31.1mg/kg/day、区分2の範囲）で胃及び腸粘膜上皮の過形成
がみられ、消化管の所見は本物質の粘膜刺激による直接作用と考えられたとの報告がある
（ECHA RAC Opinion (2018)、AICIS (旧NICNAS IMAP) (2018)）。
（３）ラットを用いた混餌投与による90日間反復経口投与試験（OECD TG408）において、
1,000ppm（60.7mg/kg/day（雄）、74.7mg/kg/day（雌））以上で、前胃の刺激性変化
（僅かな過角化及び軽度の上皮過形成から粘膜下織の炎症と浮腫を伴うびらん/潰瘍）がみ
られ、本物質の粘膜刺激による直接作用と考えられたとの報告がある（ECHA RAC Opinion
(2018)、AICIS (旧NICNAS IMAP) (2018)）。
（４）イヌを用いた混餌投与による90日間反復経口投与試験（OECD TG409）において、～

2022.12修正
分類根拠の修
正

m-nite-20298-69-5

ｒｅｌ－（１Ｒ，
２Ｒ）－２－ｔｅ
ｒｔ－ブチルシク
ロヘキシル＝アセ
タート

20298-69-5
特定標的臓器
毒性（反復暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）、（２）より、経口経路では区分に該当しないと考えられるが、他経路での毒性情報
がなく、データ不足のため分類できない。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた混餌投与による90日間反復経口投与毒性試験（OECD TG 409、
GLP）において、800 ppm以上（37 mg/kg/day（雄）、43 mg/kg/day（雌）、区分2の範
囲）で腎臓の相対重量増加と組織学的変化（硝子滴沈着・顆粒状円柱・好塩基性尿細管な
ど）が雄にのみ認められ、α2u-グロブンリン免疫染色陽性であっため、雄ラット特異的な
腎臓病変と判断された。これ以外には最高用量の7,500 ppm（423 mg/kg/day（雄）、457
mg/kg/day（雌）、区分該当しない範囲）までの用量で影響はみられなかったとの報告があ
る（REACH登録情報 (Accessed Aug. 2020)）。
（２）ラットを用いた混餌投与による反復投与毒性試験と生殖発生毒性スクリーニング試験
の併合試験（OECD TG 422、GLP、雄：交配間10週間、交配期間及び剖検前日まで、雌：
交配前10週間、交配・妊娠・哺育期間及び剖検前日（概ね哺育4日）まで）において、75
mg/kg/day（90日換算：58.3 mg/kg/day（雄）、61.7 mg/kg/day（雌）、区分2の範囲）
で尿素窒素の上昇及び硝子滴の増加（近位尿細管における好酸性硝子滴の増加、好酸性細胞
片で充満した拡張尿細管）が、200 mg/kg/day以上（90日換算：156 mg/kg/day（雄）、
164 mg/kg/day（雌）、区分該当しない範囲）で腎臓相対重量の増加が雄に認められ、α
2u-グロブンリン染色陽性から雄ラット特異的なα2u-グロブンリン腎症と判断された。これ
以外には、最高用量の500 mg/kg/day（90日換算：389 mg/kg/day（雄）、411
mg/kg/day（雌）、区分該当しない範囲）までの用量で影響はみられなかったとの報告があ

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）、（２）より、経口経路では区分に該当しないと考えられるが、他経路での毒性情報
がなく、データ不足のため分類できない。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた混餌投与による90日間反復経口投与毒性試験（OECD TG 408、
GLP）において、800 ppm以上（37 mg/kg/day（雄）、43 mg/kg/day（雌）、区分2の範
囲）で腎臓の相対重量増加と組織学的変化（硝子滴沈着・顆粒状円柱・好塩基性尿細管な
ど）が雄にのみ認められ、α2u-グロブンリン免疫染色陽性であっため、雄ラット特異的な
腎臓病変と判断された。これ以外には最高用量の7,500 ppm（423 mg/kg/day（雄）、457
mg/kg/day（雌）、区分該当しない範囲）までの用量で影響はみられなかったとの報告があ
る（REACH登録情報 (Accessed Aug. 2020)）。
（２）ラットを用いた混餌投与による反復投与毒性試験と生殖発生毒性スクリーニング試験
の併合試験（OECD TG 422、GLP、雄：交配間10週間、交配期間及び剖検前日まで、雌：
交配前10週間、交配・妊娠・哺育期間及び剖検前日（概ね哺育4日）まで）において、75
mg/kg/day（90日換算：58.3 mg/kg/day（雄）、61.7 mg/kg/day（雌）、区分2の範囲）
で尿素窒素の上昇及び硝子滴の増加（近位尿細管における好酸性硝子滴の増加、好酸性細胞
片で充満した拡張尿細管）が、200 mg/kg/day以上（90日換算：156 mg/kg/day（雄）、
164 mg/kg/day（雌）、区分該当しない範囲）で腎臓相対重量の増加が雄に認められ、α
2u-グロブンリン染色陽性から雄ラット特異的なα2u-グロブンリン腎症と判断された。これ
以外には、最高用量の500 mg/kg/day（90日換算：389 mg/kg/day（雄）、411
mg/kg/day（雌）、区分該当しない範囲）までの用量で影響はみられなかったとの報告があ

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-018-METI, MOE

メチル＝２－
（｛［３－（４，
６－ジメトキシピ
リミジン－２－イ
ル）ウレイド］ス
ルホニル｝メチ
ル）ベンゾアート
（別名：ベンスル
フロンメチル）

83055-99-6 生殖細胞変異
原性

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（６）より、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）ラットの骨髄細胞を用いた染色体異常試験で陰性の報告がある（食安委 農薬評価書
(2010)、EFSA (2008)）。
（２）ラットの骨髄細胞を用いた小核試験で陰性の報告がある（FAO Specifications and
Evaluation (2002)）。
(３)細菌復帰突然変異試験で陰性の結果が得られている（FAO Specifications and
Evaluation (2002)、EFSA (2008)、食安委 農薬評価書 (2010)）。
（３）ほ乳類のin vitro遺伝子突然変異試験で陰性の結果が得られている（食安委 農薬評価
書 (2010)）。
（４）ほ乳類培養細胞（CHO）を用いた姉妹染色分体交換試験で陽性（S9-）又は陰性

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（７）より、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）ラットの骨髄細胞を用いた染色体異常試験で陰性の報告がある（食安委 農薬評価書
(2010)、EFSA (2008)）。
（２）ラットの骨髄細胞を用いた小核試験で陰性の報告がある（FAO Specifications and
Evaluation (2002)）。
(３)細菌復帰突然変異試験で陰性の結果が得られている（FAO Specifications and
Evaluation (2002)、EFSA (2008)、食安委 農薬評価書 (2010)）。
（４）ほ乳類のin vitro遺伝子突然変異試験で陰性の結果が得られている（食安委 農薬評価
書 (2010)）。
（５）ほ乳類培養細胞（CHO）を用いた姉妹染色分体交換試験で陽性（S9-）又は陰性

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-009-METI, MOE

１－［（３Ｒ，３
ａＲ，７Ｒ，８ａ
Ｓ）－３，６，
８，８－テトラメ
チル－２，３，
４，７，８，８ａ
－ヘキサヒドロ－

32388-55-9 生殖毒性 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
データ不足のため分類できない。なお、（１）では発生毒性はみられなかったが、繁殖能へ
の影響に関するデータがない。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた強制経口投与による発生毒性試験（妊娠7～17日）において、100

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
データ不足のため分類できない。なお、（１）では発生毒性はみられなかったが、繁殖能への影響に
関するデータがない。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた強制経口投与による発生毒性試験（妊娠7～17日）において、100 mg/kg/dayで
発生毒性はみられなかったとの報告がある（REACH登録情報 (Accessed June 2020)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正
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R02-A-015-METI, MOE

ｒｅｌ－（１Ｒ，
２R）－２－ｔｅ
ｒｔ－ブチルシク
ロヘキシル＝アセ
タート

20298-69-5 生殖毒性 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）、（２）より、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた混餌投与による反復投与毒性試験と生殖発生毒性スクリーニング試験
の併合試験（OECD TG422、GLP、交配間10週間、交配期間及び剖検前日まで（雄）、交配
前10週間から交配・妊娠・哺育期間及び剖検前日（概ね哺育4日）まで（雌））において、
生殖毒性がみられなかったとの報告がある（REACH登録情報 (Accessed Aug. 2020)）。
（２）ラットを用いた混餌投与による発生毒性試験（OECD TG414、GLP、妊娠0～21日）
において、7,700 mg/kg/dayで親動物に体重増加抑制、摂餌量減少（餌の嗜好性）がみられ
たが、児動物には胎児体重の減少、骨化遅延のみがみられたとの報告がある（REACH登録
情報 (Accessed Aug. 2020)）。

【参考データ等】
（３）本物質のcis-, trans-異性体混合物を被験物質とした、ラットを用いた混餌投与による
反復投与/生殖発生毒性スクリーニング併合試験（OECD TG422、交配前14日間、交配期間

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）、（２）より、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた混餌投与による反復投与毒性試験と生殖発生毒性スクリーニング試験の併合試
験（OECD TG422、GLP、交配間10週間、交配期間及び剖検前日まで（雄）、交配前10週間から交
配・妊娠・哺育期間及び剖検前日（概ね哺育4日）まで（雌））において、生殖毒性がみられなかった
との報告がある（REACH登録情報 (Accessed Aug. 2020)）。
（２）ラットを用いた混餌投与による発生毒性試験（OECD TG414、GLP、妊娠0～21日）において、
7,700 mg/kg/dayで親動物に体重増加抑制、摂餌量減少（餌の嗜好性）がみられたが、児動物には
胎児体重の減少、骨化遅延のみがみられたとの報告がある（REACH登録情報 (Accessed Aug.
2020)）。

【参考データ等】
（３）本物質のcis-, trans-異性体混合物を被験物質とした、ラットを用いた強制投与による反復投与
/生殖発生毒性スクリーニング併合試験（OECD TG422、交配前14日間、交配期間を含む42日間
（雄）、交配前14日間、交配・妊娠期間を経て授乳4日まで（41～46日間）（雌））において、500
mg/kg/dayで親動物に死亡（雌4例）、流涎・間代性痙攣、体重増加抑制、摂餌量低値、摂水量・尿
量の高値、赤血球数の低値、副腎皮質の空胞化（雌）がみられたが、児動物には生後0～4日の体
重増加量の低値傾向のみがみられたとの報告がある（厚生労働省 既存点検結果 (2013)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-016-METI, MOE

トリシクロ［５．
２．１．０２，
６］デカ－４－エ
ン－３－イル＝プ
ロピオナート

68912-13-0
特定標的臓器
毒性（単回暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）より、区分3（麻酔作用）とした。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた単回経口投与試験において、5,000 mg/kg（（区分２までには該当し
ない範囲））で嗜眠、立毛、紅涙、眼瞼下垂がみられたとの報告がある（REACH登録情報
(Accessed Aug. 2020)）。

【参考データ等】
（２）ウサギを用いた単回経皮投与試験において、5,000 mg/kg（（区分２までには該当し

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）より、区分3（麻酔作用）とした。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた単回経口投与試験において、5,000 mg/kg（（区分２までには該当し
ない範囲））で嗜眠、立毛、着色鼻漏、眼瞼下垂がみられたとの報告がある（REACH登録
情報 (Accessed Aug. 2020)）。

【参考データ等】
（２）ウサギを用いた単回経皮投与試験において、5,000 mg/kg（（区分２までには該当し

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-021-METI, MOEピペロナール 120-57-0 発がん性 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
データ不足のため分類できない。

【参考データ等】
(1)ラットを用いた混餌投与による2年間慢性毒性／がん原性併合試験(OECD TG453、GLP)
で0.5%（約250 mg/kg/day）までの用量で発がん性の証拠はみられなかった (Accessed

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
データ不足のため分類できない。

【参考データ等】
(1)ラットを用いた混餌投与による2年間慢性毒性／がん原性併合試験(OECD TG453、GLP)
で0.5%（約250 mg/kg/day）までの用量で発がん性の証拠はみられなかった (Accessed

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-022-
METI, MOE

５－プロパン－１
－イル－６－
（２，５，８－ト
リオキサドデカン
－１－イル）－
１，３－ベンゾジ
オキソール（別
名：ピペロニルブ
トキシド）

51-03-6 発がん性 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（５）より、区分2とした。

【根拠データ】
（１）国内外の分類機関による既存分類では、IARCでグループ3に（IARC Suppl. 7
(1987)）、EPAでグループC（Possible Human Carcinogen）に分類されている（EPA
Cancer Annual Report 2018 (Accessed Aug. 2020)：1995年分類）。ただし、IARC分類は
初期のNCI (1978)報告までのデータでの古い評価であり（IARC 30 (1983)）、本分類には利
用できない。
（２）ラットの2年間慢性毒性/発がん性試験（混餌投与）では、10,000 ppm（500
mg/kg/day）までの用量で、発がん性の証拠は認められなかった（JMPR (1996)、CLH
Report (2019)、NCI (1978)）。
（３）ラットの2年間慢性毒性/発がん性試験（混餌投与）では、6,000 ppm以上で肝臓の腫
瘍性病変の発生頻度と重篤度に用量相関性が認められ、中及び高用量群（12,000及び24,000
ppm）で肝細胞腺腫と肝細胞がんの増加が認められた。ただし、全投与群に胃と盲腸の出
血、腎臓病変、貧血など全身毒性がみられた（JMPR (1996)、CLH Report (2019)）。本物
質は全身毒性を生じる用量で発がん性を示すと結論された（JMPR (1996)）。
（４）マウスの78週間発がん性試験（混餌投与）では、100 mg/kg/day以上の雌雄に肝臓の
好酸性巣及び好酸性細胞を有する腺腫が高頻度に認められた（JMPR (1996)）。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（５）より、区分2とした。

【根拠データ】
（１）国内外の分類機関による既存分類では、IARCでグループ3に（IARC Suppl. 7
(1987)）、EPAでグループC（Possible Human Carcinogen）に分類されている（EPA
Cancer Annual Report 2018 (Accessed Aug. 2020)：1995年分類）。ただし、IARC分類は
初期のNCI (1978)報告までのデータでの古い評価であり（IARC 30 (1983)）、本分類には利
用できない。
（２）ラットの2年間慢性毒性/発がん性試験（混餌投与）では、10,000 ppm（500
mg/kg/day）までの用量で、発がん性の証拠は認められなかった（JMPR (1996)、CLH
Report (2019)）。
（３）ラットの2年間慢性毒性/発がん性試験（混餌投与）では、6,000 ppm以上で肝臓の腫
瘍性病変の発生頻度と重篤度に用量相関性が認められ、中及び高用量群（12,000及び24,000
ppm）で肝細胞腺腫と肝細胞がんの増加が認められた。ただし、全投与群に胃と盲腸の出
血、腎臓病変、貧血など全身毒性がみられた（JMPR (1996)、CLH Report (2019)）。本物
質は全身毒性を生じる用量で発がん性を示すと結論された（JMPR (1996)）。
（４）マウスの78週間発がん性試験（混餌投与）では、100 mg/kg/day以上の雌雄に肝臓の
好酸性巣及び好酸性細胞を有する腺腫が高頻度に認められた（JMPR (1996)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-023-
METI, MOE

３－ヨード－２－
プロピニル＝ブチ
ルカルバマート

55406-53-6 生殖毒性 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【根拠データ】
（１）ラットを用いた強制経口投与による二世代生殖毒性試験（OECD TG415、交配前10週
間（F0）、交配前13週間（F1））において、30 mg/kg/dayで親動物に一般毒性（流涎、円
背姿勢、前肢でこぐ動作（F0及びF1雌雄））、難産1例 （F0雌）、F1児動物に生存率及び累
積生存率低下、F2児動物に生後21日の体重低値（雌）がみられたとの報告がある。なお、
RACは100 mg/kg/dayで児動物にみられた生存率低下などについては母体毒性の影響である
こと、30 mg/kg/dayでF1児動物にみられた生存率及び累積生存率低下についてはF2児動物
で同様の影響がみられなかったことから、生殖毒性について分類不要と判断している
（ECHA RAC Opinion (2012)、AICIS (旧NICNAS IMAP) (2013)、EPA Pesticide RED
(1997)、DFG MAK (2016)）。
（２）ラットを用いた強制経口投与による発生毒性試験（OECD TG 414、妊娠6～15日）に
おいて、250 mg/kg/dayで親動物に流涎・攻撃性、体重増加抑制・摂餌量減少、肝臓絶対・
相対重量増加がみられたが、児動物には胎仔体重の低値（雌）、肋骨の僅かな欠陥、骨化不
全又は未骨化、第5胸椎の骨化不全（骨化遅延は母動物毒性の二次的影響）のみがみられた
との報告がある（ECHA RAC Opinion (2012)、 AICIS (旧NICNAS IMAP) (2013)、EPA
Pesticide RED (1997)、DFG MAK (2016)）。
（３）ウサギを用いた強制経口投与による発生毒性試験（OECD TG 414、妊娠7～19日）に
おいて、発生毒性がみられなかったとの報告がある（ ECHA RAC Opinion (2012)、AICIS

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【根拠データ】
（１）ラットを用いた強制経口投与による二世代生殖毒性試験（OECD TG416、交配前10週
間（F0）、交配前13週間（F1））において、30 mg/kg/dayで親動物に一般毒性（流涎、円
背姿勢、前肢でこぐ動作（F0及びF1雌雄））、難産1例、F1児動物に生存率及び累積生存率
低下、F2児動物に生後21日の体重低値（雌）がみられたとの報告がある。なお、RACは100
mg/kg/dayで児動物にみられた生存率低下などについては母体毒性の影響であること、30
mg/kg/dayでF1児動物にみられた生存率及び累積生存率低下についてはF2児動物で同様の
影響がみられなかったことから、生殖毒性について分類不要と判断している（ECHA RAC
Opinion (2012)、AICIS (旧NICNAS IMAP) (2013)、DFG MAK (2016)）。
（２）ラットを用いた強制経口投与による発生毒性試験（OECD TG 414、妊娠6～15日）に
おいて、75㎎/㎏ bw/d で流涎・攻撃性、250 mg/kg/dayで親動物に体重増加抑制・摂餌量
減少、肝臓絶対・相対重量増加がみられたが、児動物には胎仔体重の低値（雌）、肋骨の僅
かな欠陥、骨化不全又は未骨化、第5胸椎の骨化不全（骨化遅延は母動物毒性の二次的影
響）のみがみられたとの報告がある（ECHA RAC Opinion (2012)、DFG MAK (2016)）。
（３）ウサギを用いた強制経口投与による発生毒性試験（OECD TG 414、妊娠6～15日）に
おいて、発生毒性がみられなかったとの報告がある（AICIS (旧NICNAS IMAP) (2013)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正

5 / 59 ページ



R1年度政府によるGHS分類結果  正誤表

R02-A-023-
METI, MOE

３－ヨード－２－
プロピニル＝ブチ
ルカルバマート

55406-53-6
特定標的臓器
毒性(単回暴
露)

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）より、呼吸器症状がみられており、症状が発現した用量が不明であるが、LC50値か
ら区分1の範囲の影響と考え区分1（呼吸器）とした。（２）～（５）の経口及び経皮経路の
データからは標的臓器を特定できない。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた単回吸入ばく露試験において、自発運動減少、眼閉、過剰流涙を生
じ、生存例では努力呼吸、喘ぎ、分泌物増加がばく露後1週間以内にみられ、死亡動物では
剖検時に肺水腫、肺気腫及び肺の発赤が認められた。LC50は粉じんばく露では約0.67
mg/L、液状エアロゾル暴露では約0.78 mg/Lとの報告がある（AICIS (旧NICNAS IMAP)
(2013)）。

【参考データ等】
（２）ラットを用いた単回経口投与試験において、1,000 mg/kg（区分2の範囲）で軟便、
尿による汚染、被毛粗剛、軽度の抑うつ、眼と鼻の周囲の赤色汚染物がみられたとの報告が
ある（AICIS (旧NICNAS IMAP) (2013)）。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）より、呼吸器症状がみられており、症状が発現した用量が不明であるが、LC50値か
ら区分1の範囲の影響と考え区分1（呼吸器）とした。（２）～（５）の経口及び経皮経路の
データからは標的臓器を特定できない。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた単回吸入ばく露試験において、自発運動減少、眼閉、過剰流涙を生
じ、生存例では努力呼吸、喘ぎ、分泌物増加がばく露後1週間以内にみられ、死亡動物では
剖検時に肺水腫、肺気腫及び肺の発赤が認められた。LC50は粉じんばく露では約0.67
mg/L、液状エアロゾル暴露では約0.78 mg/Lとの報告がある（AICIS (旧NICNAS IMAP)
(2013)）。

【参考データ等】
（２）ラットを用いた単回経口投与試験において、1000-1500 mg/kg（区分2の範囲）で軟
便、尿による汚染、被毛粗剛、軽度の抑うつ、眼と鼻の周囲の赤色汚染物がみられたとの報
告がある（AICIS (旧NICNAS IMAP) (2013)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-023-METI, MOE
３－ヨード－２－
プロピニル＝ブチ
ルカルバマート

55406-53-6 発がん性 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（３）より、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）国内外の機関による既存分類では、EPAではNL（Not Likely to be Carcinogenic to
Humans）に分類された（EPA Annual Cancer Report 2018 (Accessed on July 2020)：
1996年分類）。
（２）ラットを用いた混餌投与による2年間慢性毒性/発がん性併合試験では、80
mg/kg/dayまでの用量で発がん性の証拠は認められなかった（CLH Report (2011)、AICIS
(旧NICNAS IMAP)(2013)）。
（３）マウスを用いた混餌投与による78週間発がん性試験（混餌投与）では、最高用量の
150 mg/kg/dayで雄に肝細胞腺腫の発生頻度増加（11/50）がみられた（CLH Report
(2011)、AICIS (旧NICNAS IMAP)(2013)）。

【参考データ等】
（４）EPAはマウスの肝臓腫瘍に対して、腫瘍の再評価を行った結果、雄マウスの肝臓の肝
細胞腺腫とがんを組合せ発生頻度に増加はみられないこと、雌マウス及び雌雄ラットには発
がん性がみられなかったこと、本物質は変異原性物質ではないことから、本物質はヒトに対
して発がん性を有するとは考えられないとして、(1)の分類評価とした（EPA Pesticide RED
(1997)、EPA Pesticide TRED (1997)）。
（５）マウス肝臓腫瘍について、EUは試験に用いたマウスの系統（CD-1）が自然発生腫瘍
の好発系統であること（対照群雄：4/50、ヒストリカルコントロール：1～8/50例 (2～
18％)）、肝臓にみられた腫瘍が良性腫瘍のみであるなどから、ヒト発がんへの外挿につい

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（３）より、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）国内外の機関による既存分類では、EPAではNL（Not Likely to be Carcinogenic to
Humans）に分類された（EPA Annual Cancer Report 2018 (Accessed on July 2020)：
1996年分類）。
（２）ラットを用いた混餌投与による2年間慢性毒性/発がん性併合試験では、80
mg/kg/dayまでの用量で発がん性の証拠は認められなかった（CLH Report (2011)、AICIS
(旧NICNAS IMAP)(2013)）。
（３）マウスを用いた混餌投与による78週間発がん性試験（混餌投与）では、最高用量の
150 mg/kg/dayで雄に肝細胞腺腫の発生頻度増加（11/50）がみられた（CLH Report
(2011)、AICIS (旧NICNAS IMAP)(2013)）。

【参考データ等】
（４）EPAはマウスの肝臓腫瘍に対して、腫瘍の再評価を行った結果、雄マウスの肝臓の肝
細胞腺腫とがんを組合せ発生頻度に増加はみられないこと、雌マウス及び雌雄ラットには発
がん性がみられなかったこと、本物質は変異原性物質ではないことから、本物質はヒトに対
して発がん性を有するとは考えられないとして、(1)の分類評価とした（EPA Pesticide RED
(1997)、RAC Opinion (2012)）。
（５）マウス肝臓腫瘍について、EUは試験に用いたマウスの系統（CD-1）が自然発生腫瘍
の好発系統であること（対照群雄：4/50、ヒストリカルコントロール：1～8/50例 (2～
18％)）、肝臓にみられた腫瘍が良性腫瘍のみであるなどから、ヒト発がんへの外挿につい

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-024-
METI, MOE

（４－エトキシ
フェニル）｛３－
［（４－フルオロ
－３－フェノキ
シ）フェニル］プ
ロピル｝（ジメチ
ル）シラン（別
名：シラフルオ
フェン）

105024-66-6 生殖毒性 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）、（２）より、区分1Bとした。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた混餌投与による二世代生殖毒性試験において、5,000 ppm（最高用
量）で親動物に一般毒性（精巣毒性（精子の減少を伴った精細管萎縮、精巣上体への精細管
上皮細胞剥脱等）（雄）、摂餌量減少（雌））、生殖能低下（雄）、受胎率、妊娠率及び腹
当たり平均新生児数の減少（雌）、2,000 ppm（最高用量）でF1親動物に腹当たり死産児数
の増加、摂餌量減少（雌）がみられたとの報告がある。（食安委 農薬評価書 (2012)）。
（２）ウサギを用いた強制経口投与による発生毒性試験において、1,000 mg/kg/dayで親動
物に摂餌量の軽度な現象及び吸収胚数の増加、児動物には第13 肋骨の出現頻度増加がみら
れたとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2012)）。

【参考データ等】
（３）ラットを用いた強制経口投与による発生毒性試験において、催奇形性は認められな
かったとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2012)）。
(４)EUではRepr. 1Bに分類されている（CLP分類 (Accessed May 2020)）。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）、（２）より、区分1Bとした。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた混餌投与による二世代生殖毒性試験において、5,000 ppm（最高用
量）で親動物に一般毒性（精巣毒性（精子の減少を伴った精細管萎縮、精巣上体への精細管
上皮細胞剥脱等）（雄）、摂餌量減少（雌））、生殖能低下（雄）、受胎率、妊娠率及び腹
当たり平均新生児数の減少（雌）、2,000 ppm（最高用量）でF1親動物に腹当たり死産児数
の増加、摂餌量減少（雌）がみられたとの報告がある。（食安委 農薬評価書 (2012)）。
（２）ウサギを用いた強制経口投与による発生毒性試験において、1,000 mg/kg/dayで親動
物に摂餌量の軽度な減少及び吸収胚数の増加、児動物には第13 肋骨の出現頻度増加がみら
れたとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2012)）。

【参考データ等】
（３）ラットを用いた強制経口投与による発生毒性試験において、催奇形性は認められな
かったとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2012)）。
(４)EUではRepr. 1Bに分類されている（CLP分類 (Accessed May 2020)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正
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R1年度政府によるGHS分類結果  正誤表

R02-A-024-METI, MOE

（４－エトキシ
フェニル）｛３－
［（４－フルオロ
－３－フェノキ
シ）フェニル］プ
ロピル｝（ジメチ
ル）シラン（別
名：シラフルオ
フェン）

105024-66-6

特定標的臓器
毒性（単回暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（５）より、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた強制経口投与による単回投与試験（GLP）において、5,000 mg/kg
（区分該当しない範囲）で自発運動の低下、うずくまり姿勢、側腹部の収縮がみられたが、
全て24時間以内に回復したとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2012)、農薬抄録等
(2013)）。
（２）マウスを用いた強制経口投与による単回経口投与試験（GLP）において、5,000
mg/kg（区分該当しない範囲）で自発運動の低下がみられたが、投与後2時間以内に回復し
たとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2012)、農薬抄録等 (2013)）。
（３）ラットを用いた経皮投与による単回経口投与試験（GLP）において、5,000 mg/kg
（区分該当しない範囲）で影響がみられなかったとの報告がある（食安委 農薬評価書
(2012)、農薬抄録等 (2013)）。
（４）ウサギを用いた経皮投与による単回経口投与試験（GLP）において、4,000 mg/kg
（区分該当しない範囲）で投与部位の紅斑を除き影響がみられなかったとの報告がある（食
安委 農薬評価書 (2012)、農薬抄録等 (2013)）。
（５）ラットを用いた吸入（ミスト）ばく露による単回経口投与試験（GLP、4時間）にお
いて、6.61 mg/L（区分該当しない範囲）で不規則呼吸がみられたとの報告がある（食安委
農薬評価書 (2012)、農薬抄録等 (2013)）。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（５）より、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた強制経口投与による単回投与試験（GLP）において、5,000 mg/kg
（区分該当しない範囲）で自発運動の低下、うずくまり姿勢、側腹部の収縮がみられたが、
全て24時間以内に回復したとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2012)、農薬抄録等
(2013)）。
（２）マウスを用いた強制経口投与による単回経口投与試験（GLP）において、5,000
mg/kg（区分該当しない範囲）で自発運動の低下がみられたが、投与後2時間以内に回復し
たとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2012)、農薬抄録等 (2013)）。
（３）ラットを用いた単回経皮投与試験（GLP）において、5,000 mg/kg（区分該当しない
範囲）で影響がみられなかったとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2012)、農薬抄録等
(2013)）。
（４）ウサギを用いた単回経皮投与試験（GLP）において、4,000 mg/kg（区分該当しない
範囲）で投与部位の紅斑を除き影響がみられなかったとの報告がある（食安委 農薬評価書
(2012)、農薬抄録等 (2013)）。
（５）ラットを用いた吸入（ミスト）ばく露による単回経口投与試験（GLP、4時間）にお
いて、6.61 mg/L（区分該当しない範囲）で不規則呼吸がみられたとの報告がある（食安委
農薬評価書 (2012)、農薬抄録等 (2013)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-025-METI, MOE
オキシテトラサイ
クリン

79-57-2 生殖毒性 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（３）より、区分1Aとし、授乳影響を追加した。

【根拠データ】
（１）母親が妊娠中にOTC 投与治療を受けることにより幼児の歯の褐色化が進む可能性が
ある。また、胎児や子どもの骨にOTC が沈着し、骨の成長が低下することがあるがOTC へ
のばく露期間が短いと短期間で回復するとの報告がある（EPA Pesticide RED (2006)、食安
委 (2016)）。
（２）テトラサイクリン系抗生物質は胎盤通過性があり母乳中に排泄される。また、胎児又
は乳児に歯の永久的着色、エナメル質低形成、骨格成長の阻害、光感作性反応、口腔・膣カ
ンジダを生じるおそれがあり、妊婦（妊娠後期）での使用は避けるべきとの報告がある
（HSDB (Accessed May 2020)）。
（３）ラットを用いた強制経口投与による発生毒性試験（妊娠1～21日）において、48～
480 mg/kg/dayで胎児に前肢の骨化の低下、胚吸収の増加がみられたとの報告がある（食安
委 (2016)）。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（３）より、区分1Aとし、授乳影響を追加した。

【根拠データ】
（１）母親が妊娠中にOTC 投与治療を受けることにより幼児の歯の褐色化が進む可能性が
ある。また、胎児や子どもの骨にOTC が沈着し、骨の成長が低下することがあるがOTC へ
のばく露期間が短いと短期間で回復するとの報告がある（EPA Pesticide RED (2006)、食安
委 農薬評価書 (2016)）。
（２）テトラサイクリン系抗生物質は胎盤通過性があり母乳中に排泄される。また、胎児又
は乳児に歯の永久的着色、エナメル質低形成、骨格成長の阻害、光感作性反応、口腔・膣カ
ンジダを生じるおそれがあり、妊婦（妊娠後期）での使用は避けるべきとの報告がある
（HSDB (Accessed May 2020)）。
（３）ラットを用いた強制経口投与による発生毒性試験（妊娠1～21日）において、48～
480 mg/kg/dayで胎児に前肢の骨化の低下、胚吸収の増加がみられたとの報告がある（食安
委 農薬評価書(2016)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-025-METI, MOE
オキシテトラサイ
クリン

79-57-2

特定標的臓器
毒性（単回暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）より、区分1（消化管）とした。

【根拠データ】
（１）本剤を含むテトラサイクリン（TC）系抗生物質製剤は、いずれも様々な程度で消化
管を刺激する。このような影響は経口投与後には共通して生じる。胃腸障害（上腹部の熱感
及び苦痛、腹部不快感、吐き気、嘔吐及び下痢）の可能性がある。極めて稀であるが、過敏
性反応として発疹状の発疹、蕁麻疹、全身性皮膚炎など皮膚症状が生じ、血管浮腫及びアナ
フィラキシーに進行する可能性があるとの報告がある（EPA Pestticide RED (2006)、食安
委 農薬評価書 (2016)、JECFA (1990)、HSDB (Accessed Aug. 2020)）。

【参考データ等】
（２）本物質塩酸塩（OTC-HCl：CAS番号 2058-46-0）に関して、重大な副作用として
ショック（血圧降下、顔面蒼白、脈拍異常など）、中枢神経症状（振戦、痙攣など）の記載
がある（頻度は不明）。また、感作の可能性があり、その兆候（掻痒、発赤など）がみられ
た場合、投与を中止する旨の記載がある（昭和薬品化工株式会社オキシテトラコーン歯科挿
入剤5mgのIF (2009)）。
（３）ラットを用いた混餌投与による単回投与試験において、5,208 mg/kg以上（区分に該
当しない範囲）で自発運動量減少が、6,250 mg/kg（区分該当しない範囲）で流涎、下痢、
歩行失調、痙攣後死亡がみられたとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2016)）。
（４）マウスを用いた混餌投与による単回投与試験において、9,000 mg/kg（区分に該当し
ない範囲）で自発運動量減少、流涎、下痢、歩行失調、間代性痙攣がみられたとの報告があ
る（食安委 農薬評価書 (2016)）。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）より、区分1（消化管）とした。

【根拠データ】
（１）本剤を含むテトラサイクリン（TC）系抗生物質製剤は、いずれも様々な程度で消化
管を刺激する。このような影響は経口投与後には共通して生じる。胃腸障害（上腹部の熱感
及び苦痛、腹部不快感、吐き気、嘔吐及び下痢）の可能性がある。極めて稀であるが、過敏
性反応として麻疹状の発疹、蕁麻疹、全身性皮膚炎など皮膚症状が生じ、血管浮腫及びアナ
フィラキシーに進行する可能性があるとの報告がある（EPA Pestticide RED (2006)、食安
委 農薬評価書 (2016)、JECFA (1998)、HSDB (Accessed Aug. 2020)）。

【参考データ等】
（２）本物質塩酸塩（OTC-HCl：CAS番号 2058-46-0）に関して、重大な副作用として
ショック（血圧降下、顔面蒼白、脈拍異常など）、中枢神経症状（振戦、痙攣など）の記載
がある（頻度は不明）。また、感作の可能性があり、その兆候（掻痒、発赤など）がみられ
た場合、投与を中止する旨の記載がある（昭和薬品化工株式会社オキシテトラコーン歯科挿
入剤5mgのIF (2009)）。
（３）ラットを用いた混餌投与による単回投与試験において、5,208 mg/kg以上（区分に該
当しない範囲）で自発運動量減少が、6,250 mg/kg（区分該当しない範囲）で流涎、下痢、
歩行失調、痙攣後死亡がみられたとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2016)）。
（４）マウスを用いた混餌投与による単回投与試験において、9,000 mg/kg（区分に該当し
ない範囲）で自発運動量減少、流涎、下痢、歩行失調、間代性痙攣がみられたとの報告があ
る（食安委 農薬評価書 (2016)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正
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R1年度政府によるGHS分類結果  正誤表

R02-A-026-METI, MOE

３－［（２－クロ
ロ－１，３－チア
ゾール－５－イ
ル）メチル］－５
－メチル－Ｎ－ニ
トロ－１，３，５
－オキサジアジナ
ン－４－イミン
（別名：チアメト
キサム）

153719-23-4 発がん性 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（７）より、区分に該当しない。なお、（２）、（３）の動物試験結果からは、
ラットで陰性、マウスで陽性の結果が得られており、マウスの肝臓腫瘍の発生増加が明瞭で
あることから、区分２の可能性が考えられる。

【根拠データ】
（１）国内外の分類機関による既存分類では、EPAでNL（Not Likely to be Carcinogenic to
Humans）に分類されている（EPA Annual Cancer Report (2018)：2005年分類）。
（２）ラットを用いる2年間慢性毒性/発がん性併合試験において、最高投与群の雄で脳悪性
膠細胞腫（2/50例）、皮膚/皮下組織の脂肪腫(3/50例)の有意な増加が示されたが、背景
データに近いか範囲内であった。また、自然発生腫瘍として腫瘍発生の早期化も認められ
ず、投与に関連した所見ではないと考えられた（食安委 農薬評価書 (2012)）。
（３）マウスを用いる18ヵ月間発がん性試験において、雌雄の高用量3群で肝細胞腺腫の発
生頻度の増加、雄の最高用量及び雌の高用量2群で肝細胞がんの発生頻度の増加が認められ
た（食安委 農薬評価書 (2012)）。
【参考データ等】
（４）EPAは本物質の発がん性に関してマウスの肝臓腫瘍に基づき、当初はL（Likely to be
Carcinogenic to Humans）に分類していた（EPA Pesticide Review (2000)) が、(1)のとお
り2005年にNLに変更した。NLに分類変更した根拠は、本物質が遺伝毒性を欠くことから、
マウスの肝臓腫瘍は非遺伝毒性機序によるものであること、及びマウスは肝毒性を有する代
謝物（本物質の主代謝物であるクロチアニジン（CGA 322704）を介して生成する）をラッ
トやヒトよりも多く産生することが知られており、マウスの発がん性試験結果はヒトには当
てはまらないと考えられたからである（US Federal Register vol. 44 No.42 (2015)）。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（７）より、区分に該当しない。なお、（２）、（３）の動物試験結果からは、ラットで陰性、マウスで
陽性の結果が得られており、マウスの肝臓腫瘍の発生増加が明瞭であることから、区分２の可能性
が考えられる。

【根拠データ】
（１）国内外の分類機関による既存分類では、EPAでNL（Not Likely to be Carcinogenic to Humans）
に分類されている（EPA Annual Cancer Report (2018)：2005年分類）。
（２）ラットを用いる2年間慢性毒性/発がん性併合試験において、最高投与群の雄で脳悪性膠細胞
腫（2/50例）、皮膚/皮下組織の脂肪腫(3/50例)の有意な増加が示されたが、背景データに近いか
範囲内であった。また、自然発生腫瘍として腫瘍発生の早期化も認められず、投与に関連した所見
ではないと考えられた（食安委 農薬評価書 (2012)）。
（３）マウスを用いる18ヵ月間発がん性試験において、雌雄の高用量3群で肝細胞腺腫の発生頻度
の増加、雄の最高用量及び雌の高用量2群で肝細胞がんの発生頻度の増加が認められた（食安委
農薬評価書 (2012)）。

【参考データ等】
（４）EPAは本物質の発がん性に関してマウスの肝臓腫瘍に基づき、当初はL（Likely to be
Carcinogenic to Humans）に分類していた（EPA Pesticide Review (2000)) が、(1)のとおり2005年に
NLに変更した。NLに分類変更した根拠は、本物質が遺伝毒性を欠くことから、マウスの肝臓腫瘍は
非遺伝毒性機序によるものであること、及びマウスは肝毒性を有する代謝物（本物質の主代謝物で
あるクロチアニジン（CGA 322704）を介して生成する）をラットやヒトよりも多く産生することが知られ
ており、マウスの発がん性試験結果はヒトには当てはまらないと考えられたからである（US Federal
Register vol. 77 No.42 (2012)）。
（５）EUでは、本物質のCLP分類の作業が進められている。本物質の発がん性の分類に関して、マ
ウスの試験結果に基づけばカテゴリー2となる可能性があるが、独立した専門家チームがマウスで
認められた肝臓腫瘍発生の作用様式（mode of action）を詳細に調査した結果、マウスの肝臓腫瘍
は持続性の細胞毒性と持続性の肝細胞に対し細胞毒性を持つ本物質代謝物（マウスは肝毒性代
謝物［CGA 265307（デスメチルクロチアニジン）:本物質の主代謝物であるクロチアニジン（CGA
322704）を介して生成する］をラットやヒトよりも多く産生することがわかっている）に誘発される再生
性過形成を介して生じると結論された。この作用様式のヒトへの妥当性は、マウスとヒトの代謝の間
には量的に大きな差があることを考慮すれば、合理的に排除されるものと考えられるとし、発がん
性の分類に関しては区分に該当しない「“Not classified (conclusive but not sufficient for
classification)”」と結論づけた（ECHA RAC Opinion (2019)）。
（６）JMPRは本物質長期投与によるマウスの肝臓腫瘍について、本物質が遺伝毒性を有さないこ

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-026-
METI, MOE

３－［（２－クロ
ロ－１，３－チア
ゾール－５－イ
ル）メチル］－５
－メチル－Ｎ－ニ
トロ－１，３，５
－オキサジアジナ
ン－４－イミン
（別名：チアメト
キサム）

153719-23-4
特定標的臓器
毒性
（反復暴露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（５）より、経口経路では標的臓器を特定できず区分に該当しないと考えられる
が、他経路での毒性情報がなく、データ不足のため分類できない。なお（４）より、肝臓影
響がみられるが、マウスの肝臓（前がん病変）所見は、ヒトへの外挿性がないことから、標
的臓器から除外した。

【根拠データ】
（１）ラットの混餌投与による90日間反復経口投与試験において、1,250ppm
（84.5mg/kg/day（雄）、92.5mg/kg/day（雌）、区分2の範囲）で尿細管硝子滴沈着、尿
細管慢性病変、Cre増加の腎臓影響（雄）がみられ、2,500ppm（168mg/kg/day（雄）、
182mg/kg/day（雌）、区分に該当しない範囲）で尿細管慢性病変（雌）がみられた。しか
し、雄の腎尿細管組織の変化は免疫組織学的染色によりα2u-ミクログロブリン蓄積による
ものでヒトに当てはまらない所見とされ、雌の尿細管病変については長期投与試験で再現さ
れていないことから偶発所見と結論づけられたとの報告がある（食安委 農薬評価書
(2012)、JMPR (2010)）。
（２）イヌの混餌投与による90日間反復経口投与試験において、1,000～2,500ppm（32.0～
54.8mg/kg/day（雄）、区分2の範囲）および1,000～2,000ppm（33.9～50.5mg/kg/day
（雌）、区分2の範囲）で赤血球数・ヘモグロビン・ヘマトクリット減少（雌）、MCH、単
球比、PT延長（雌雄）の血液影響および精巣重量減少、精子形成低下（雄）がみられたと
の報告がある（食安委 農薬評価書 (2012) 、JMPR (2010)）。
（３）イヌの混餌投与による1年間慢性毒性試験において、750～1,500ppm（21.0～
42.0mg/kg/day（雄）、24.6～45.1mg/kg/day（雌）、区分2の範囲）でBUN・Cre増加お
よび赤血球粒度分布幅及び好中球比増加、好塩基球比及びリンパ球比減少の血液影響がみら

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（５）より、経口経路では標的臓器を特定できず区分に該当しないと考えられる
が、他経路での毒性情報がなく、データ不足のため分類できない。なお（４）より、肝臓影
響がみられるが、マウスの肝臓（前がん病変）所見は、ヒトへの外挿性がないことから、標
的臓器から除外した。

【根拠データ】
（１）ラットの混餌投与による90日間反復経口投与試験において、1,250ppm
（84.9mg/kg/day（雄）、92.5mg/kg/day（雌）、区分2の範囲）で尿細管硝子滴沈着、尿
細管慢性病変、Cre増加の腎臓影響（雄）がみられ、2,500ppm（168mg/kg/day（雄）、
182mg/kg/day（雌）、区分に該当しない範囲）で尿細管慢性病変（雌）がみられた。しか
し、雄の腎尿細管組織の変化は免疫組織学的染色によりα2u-ミクログロブリン蓄積による
ものでヒトに当てはまらない所見とされ、雌の尿細管病変については長期投与試験で再現さ
れていないことから偶発所見と結論づけられたとの報告がある（食安委 農薬評価書
(2012)、JMPR (2010)）。
（２）イヌの混餌投与による90日間反復経口投与試験において、1,000～2,500ppm（32.0～
54.8mg/kg/day（雄）、区分2の範囲）および1,000～2,000ppm（33.9～50.5mg/kg/day
（雌）、区分2の範囲）で赤血球数・ヘモグロビン・ヘマトクリット減少（雌）、MCH、単
球比、PT延長（雌雄）の血液影響および精巣重量減少、精子形成低下（雄）がみられたと
の報告がある（食安委 農薬評価書 (2012) 、JMPR (2010)）。
（３）イヌの混餌投与による1年間慢性毒性試験において、750～1,500ppm（21.0～
42.0mg/kg/day（雄）、24.6～45.1mg/kg/day（雌）、区分2の範囲）でBUN・Cre増加お
よび赤血球粒度分布幅及び好中球比増加、好塩基球比及びリンパ球比減少の血液影響がみら

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-027-
METI, MOE

（Ｅ）－１－（２
－クロロ－１，３
－チアゾール－５
－イルメチル）－
３－メチル－２－
ニトログアニジン
（別名：クロチア
ニジン）

210880-92-5
生殖細胞変異
原性

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（６）より、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）マウスの骨髄を用いた2つの小核試験（経口及び腹腔内投与）で陰性の結果が得られ
ている（食安委 農薬評価書 (2014)）。
（２）In vivo/in vitroのラット肝初代培養細胞を用いた不定期DNA 合成試験（経口投与）
で、陰性の報告がある（JMPR (2010)）。
（２）複数の細菌復帰突然変異試験で、陰性（一部弱陽性(+S9)）であった（食安委 農薬評
価書 (2014) 、JMPR (2010)）。
（３）ほ乳類のin vitro遺伝子突然変異試験で、V79細胞で陰性、マウスリンパ腫細胞で陽性
であった（食安委 農薬評価書 (2014) 、JMPR (2010)）。
（４）ほ乳類のin vitro染色体異常試験で、CHL細胞及びV79細胞ともに陽性であった（食安
委 農薬評価書 (2014) 、JMPR (2010)）。
（６）総合的に判断して、生体において問題となる遺伝毒性はないと考えられた（食安委
農薬評価書 (2014)）。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（６）より、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）マウスの骨髄を用いた2つの小核試験（経口及び腹腔内投与）で陰性の結果が得られ
ている（食安委 農薬評価書 (2014)）。
（２）In vivo/in vitroのラット肝初代培養細胞を用いた不定期DNA 合成試験（経口投与）
で、陰性の報告がある（JMPR (2010)）。
（３）複数の細菌復帰突然変異試験で、陰性（一部弱陽性(+S9)）であった（食安委 農薬評
価書 (2014) 、JMPR (2010)）。
（４）ほ乳類のin vitro遺伝子突然変異試験で、V79細胞で陰性、マウスリンパ腫細胞で陽性
であった（食安委 農薬評価書 (2014) 、JMPR (2010)）。
（５）ほ乳類のin vitro染色体異常試験で、CHL細胞及びV79細胞ともに陽性であった（食安
委 農薬評価書 (2014) 、JMPR (2010)）。
（６）総合的に判断して、生体において問題となる遺伝毒性はないと考えられた（食安委
農薬評価書 (2014)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正
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R02-A-034-METI, MOE

２－アミノ－３－
クロロ－１，４－
ナフトキノン（別
名：キノクラミン
（ＡＣＮ））

2797-51-5
生殖細胞変異
原性

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（６）より、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）マウスの骨髄細胞を用いた小核試験（OECD TG474、GLP、単回経口投与）で、陰性
の報告がある（食安委 農薬評価書 (2013) 、CLH提案文書 (2019) 、農薬工業会：「日本農薬
 学会誌第18巻第1号」（Accessed Sep. 2020))。
（２）In vivo/in vitro (ex vivo)試験である経口投与後のラットの初代培養肝細胞を用いた
UDS試験（OECD TG486、GLP）で、陰性の結果が得られている（食安委 農薬評価書
(2013) 、CLH提案文書 (2019)）。
（３）細菌復帰突然変異試験（OECD TG471）で、陰性と報告されている（食安委 農薬評
価書 (2013)、CLH提案文書 (2019)、農薬工業会：「日本農薬学会誌第18巻第1号」
（Accessed Sep. 2020))。
（４）ほ乳類培養細胞を用いた遺伝子変異試験（OECD TG473）で、陰性との報告がある
（食安委 農薬評価書 (2013)、CLH提案文書 (2019)、農薬工業会：「日本農薬学会誌第18巻
第1号」（Accessed Sep. 2020))。
（５）ヒトリンパ球を用いた染色体異常試験（OECD TG476）で、陽性（S9+）及び陰性
（S9-）（食安委 農薬評価書 (2013)、CLH提案文書 (2019))の結果が得られている。なお、
食安委評価書ではヒトリンパを用いた染色体異常試験結果は疑陽性（S9+）及び陰性（S9-
）と報告されている。
（６）食品安全委員会では問題となる遺伝毒性は認められなかったとの報告されている（食
安委 農薬評価書 (2013)。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（６）より、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）マウスの骨髄細胞を用いた小核試験（OECD TG474、GLP、単回腹腔内投与）で、陰性の報告
がある（食安委 農薬評価書 (2013) 、CLH提案文書 (2019))。
（２）In vivo/in vitro (ex vivo)試験である経口投与後のラットの初代培養肝細胞を用いたUDS試験
（OECD TG486、GLP）で、陰性の結果が得られている（食安委 農薬評価書 (2013) 、CLH提案文書
(2019)）。
（３）細菌復帰突然変異試験（OECD TG471）で、陰性と報告されている（食安委 農薬評価書
(2013)、CLH提案文書 (2019)、農薬工業会：「日本農薬学会誌第18巻第1号」（Accessed Sep.
2020))。
（４）ほ乳類培養細胞を用いた遺伝子変異試験（OECD TG476）で、陰性との報告がある（食安委 農
薬評価書 (2013)、CLH提案文書 (2019)、農薬工業会：「日本農薬学会誌第18巻第1号」（Accessed
Sep. 2020))。
（５）ヒトリンパ球を用いた染色体異常試験（OECD TG473）で、陽性（S9+）及び陰性（S9-）（食安委
農薬評価書 (2013)、CLH提案文書 (2019)、農薬工業会：「日本農薬学会誌第18巻第1号」
（Accessed Sep. 2020))の結果が得られている。なお、食安委評価書ではヒトリンパを用いた染色体
異常試験結果は疑陽性（S9+）及び陰性（S9-）と報告されている。
（６）食品安全委員会では問題となる遺伝毒性は認められなかったとの報告されている（食安委 農
薬評価書 (2013)。

【参考データ等】
（７）EUはマウスを用いたin vivo小核試験について、検体が骨髄細胞に到達した（骨髄細胞がばく露
された）証拠がなく陰性とは言えない（陰性結果には制限がある）として、本物質ではin vivo試験に
データギャツプがあり、本項は結論を導けない（分類できない）との見解を示している（CLH提案文書
(2019)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-040-
METI

３－アリルオキシ
－１，２－ベンゾ
イソチアゾール＝
１，１－ジオキシ
ド（別名：プロベ
ナゾール）

27605-76-1

特定標的臓器
毒性（反復暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（５）より、区分2用量範囲で肝臓と血液系に明瞭な影響がみられることから、区
分2（血液系、肝臓）とした。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた混餌投与による90日間経口投与試験（GLP）において、雄で300 ppm
以上（19.8 mg/kg/day（雄）、21.8 mg/kg/day（雌）、区分2の範囲）、雌で1,000 ppm以
上（77 mg/kg/day（雄）、50 mg/kg/day（雌）、区分2の範囲）で、血液影響（ヘマトク
リット（Ht） 減少・MCHC及び白血球数（WBC） 増加、雄：赤血球数（RBC）及び好酸球
比率減少・MCH及び好中球比率増加・APTT短縮、雌：フィブリノーゲン減少）、肝臓影響
（比重量増加・ALP増加、雄：絶対重量増加・肝細胞空胞化）等がみられたとの報告がある
（食安委 農薬評価書 (2018)）。
（２）イヌを用いた亜急性毒性試験（GLP）において、50 mg/kg/day（区分2の範囲）で雌
雄に体重増加抑制、軟便・水様便などがみられ、血液（雄：網状赤血球比率・WBC増加、
リンパ球比率低下）、肝臓（絶対及び比重量増加、AST・ALT・ALP等の増加、肝脂肪化及
びクッパー細胞色素沈着）、腎臓（尿細管空胞化）等への影響、さらに胸腺萎縮、脾濾胞の
萎縮がみられたとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2018)）。
（３）イヌを用いた1年間経口投与試験（GLP）において、5 mg/kg/day（区分1の範囲）で
肝臓影響（小肉芽腫、雌：肝グリコーゲン蓄積・細胞浸潤）が、25 mg/kg/day（区分2の範
囲）で肝臓影響（絶対及び比重量増加・ALP増加、雄：肝グリコーゲン蓄積・クッパー細胞
色素沈着・細胞浸潤・髄外造血）、尿検査異常（雄：黄褐色尿・ビリルビン尿、雌：尿潜
血・尿蛋白）ほかに、雄には骨髄髄外造がみられたとの報告がある（食安委 農薬評価書
(2018)）。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（５）より、区分2用量範囲で肝臓と血液系に明瞭な影響がみられることから、区分2（血液系、
肝臓）とした。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた混餌投与による90日間経口投与試験（GLP）において、雄で300 ppm以上（19.8
mg/kg/day（雄）、21.8 mg/kg/day（雌）、区分2の範囲）、雌で1,000 ppm以上（66.94 mg/kg/day
（雄）、72.97 mg/kg/day（雌）、区分2の範囲）で、血液影響（ヘマトクリット（Ht） 減少・MCHC及び白
血球数（WBC） 増加、雄：赤血球数（RBC）及び好酸球比率減少・MCH及び好中球比率増加・APTT
短縮、雌：フィブリノーゲン減少）、肝臓影響（比重量増加・ALP増加、雄：絶対重量増加・肝細胞空
胞化）等がみられたとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2018)）。
（２）イヌを用いた亜急性毒性試験（GLP）において、50 mg/kg/day（区分2の範囲）で雌雄に体重増
加抑制、軟便・水様便などがみられ、血液（雄：網状赤血球比率・WBC増加、リンパ球比率低下）、
肝臓（絶対及び比重量増加、AST・ALT・ALP等の増加、肝脂肪化及びクッパー細胞色素沈着）、腎
臓（尿細管空胞化）等への影響、さらに胸腺萎縮、脾濾胞の萎縮がみられたとの報告がある（食安
委 農薬評価書 (2018)）。
（３）イヌを用いた1年間経口投与試験（GLP）において、5 mg/kg/day（区分1の範囲）で肝臓影響（小
肉芽腫、雌：肝グリコーゲン蓄積・細胞浸潤）が、25 mg/kg/day（区分2の範囲）で肝臓影響（絶対及
び比重量増加・ALP増加、雄：肝グリコーゲン蓄積・クッパー細胞色素沈着・細胞浸潤・髄外造血）、
尿検査異常（雄：黄褐色尿・ビリルビン尿、雌：尿潜血・尿蛋白）ほかに、雄には骨髄髄外造がみら
れたとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2018)）。
（４）ラットを用いた混餌投与による2年間経口投与試験において、雄で500 ppm（22 mg/kg/day
（雄）、27 mg/kg/day（雌）、区分2の範囲）、雌で1,000 ppm（44 mg/kg/day（雄）、55 mg/kg/day
（雌）、区分2の範囲）で、肝臓影響（肝細胞泡沫状化、雄：肝細胞空胞化）に加え、膵腺房細胞萎縮
がみられたとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2018)）。
（５）マウスを用いた混餌投与による2年間経口投与試験において、500 ppm（76 mg/kg/day（雄）、
84 mg/kg/day（雌）、区分2の範囲）で雌雄に全身状態不良（前肢及び耳の蒼白、体温低下、旋回、
立毛、削痩、被毛光沢消失、運動不活発等）及びALP増加、雄に腎皮質境界部石灰沈着がみられ
たとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2018)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-029-METI, MOE

４－（１，２，ジ
メチルプロピルア
ミノ）－２－エチ
ルアミノ－６－メ
チルチオ－１，
３，５－トリアジ
ン（別名：ジメタ
メトリン）

22936-75-0
生殖細胞変異
原性

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（５）より、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）マウスの骨髄細胞を用いた染色体異常試験（単回腹腔内投与）で陰性の結果が得られ
ている（食安委 農薬評価書 (2017) 、農薬抄録 (2018)）。
（２）細菌復帰突然変異試験で、陰性の結果が得られている（食安委 農薬評価書 (2017) 、
農薬抄録 (2018)）。
（３）CHO細胞を用いた染色体異常試験で、陰性の結果が得られている（食安委 農薬評価
書 (2017) 、農薬抄録 (2018)）。
（４）マウス胎児初代培養細胞を用いた姉妹染色分体交換試験で、陰性の結果が得られてい
る（食安委 農薬評価書 (2017) 、農薬抄録 (2018)）。
（５）ラット肝初代培養細胞を用いたUDS試験で、陰性の結果が得られている（食安委 農
薬評価書 (2017) 、農薬抄録 (2018)）。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（５）より、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）CHL/IU細胞を用いた染色体異常試験で陽性（S9+：細胞毒性のある高濃度）の結果が得られた
が、細胞毒性を示す高濃度での成績であること、最大耐量まで実施されたin vivo小核試験では陰
性であることから、本物質は生体において問題となる遺伝毒性はないと考えられた（食安委 農薬評
価書 (2011) 、農薬抄録 (2013)）。
（２）細菌復帰突然変異試験で、陰性の結果が得られている（食安委 農薬評価書 (2011) 、農薬抄
録 (2018)）。
（３）CH骨髄細胞を用いた小核試験で、陰性の結果が得られている（食安委 農薬評価書 (2011) 、
農薬抄録 (2013)）。
（４）マウスを用いたin vivo/vitro 復帰突然変異（宿主経由）試験で、陰性の結果が得られている（食
安委 農薬評価書 (2011) 、農薬抄録 (2013)）。
（５）細菌を用いたDNA修復試験で、陰性の結果が得られている（食安委 農薬評価書 (2011) 、農薬
抄録 (2013)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-029-METI, MOE４－（１，２，ジメチルプロピルアミノ）－２－エチルアミノ－６－メチルチオ－１，３，５－トリアジン（別名：ジメタメトリン）22936-75-0

特定標的臓器
毒性(単回暴
露)

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（４）より、全身痙攣などがみられることから、区分2（神経系）とした。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた単回経口投与試験において、2,000 mg/kg以上で死亡、自発運動低
下、筋緊張低下、脱力状態、伏臥、衰弱、横臥、閉眼、流涙、流涎、失禁がみられたとの報
告がある（食安委 農薬評価書 (2011)）。
（２）ラットを用いた単回経口投与試験において、1,500 mg/kg（雄）、1,300 mg/kg
（雌）以上（区分2の範囲）で嘔吐、流涎、流涙、軽度の全身痙攣、運動能低下がみられ、
雌雄ともに1,500 mg/kg以上で死亡 （雌） 、 たとの報告がある（食安委 農薬評価書
(2011)、農薬抄録 (2013)）。
（３）ラットを用いた単回経皮投与試験において、5,000 mg/kg（区分該当しない範囲）で
軽度の鼻出血がみられたとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2011)）。
（４）ラットを用いた単回経皮投与試験において、2000 mg/kg（区分2の範囲）で影響がみ
られなかったとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2011)）。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（４）より、全身痙攣などがみられることから、区分2（神経系）とした。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた単回経口投与試験において、2,000 mg/kg以上で死亡、自発運動低下、筋緊張
低下、脱力状態、伏臥、衰弱、横臥、閉眼、流涙、流涎、失禁がみられたとの報告がある（食安委
農薬評価書 (2011)）。
（２）ラットを用いた単回経口投与試験において、1,500 mg/kg（雄）、1,300 mg/kg（雌）以上（区分2の
範囲）で嘔吐、流涎、流涙、軽度の全身痙攣、運動能低下がみられ、雌雄ともに1,500 mg/kg以上で
死亡、との報告がある（食安委 農薬評価書 (2011)、農薬抄録 (2013)）。
（３）ラットを用いた単回経皮投与試験において、5,000 mg/kg（区分該当しない範囲）で軽度の鼻出
血がみられたとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2011)）。
（４）ラットを用いた単回経皮投与試験において、2000 mg/kg（区分2の範囲）で影響がみられなかっ
たとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2011)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正
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R1年度政府によるGHS分類結果  正誤表

R02-A-029-METI, MOE

４－（１，２，ジ
メチルプロピルア
ミノ）－２－エチ
ルアミノ－６－メ
チルチオ－１，
３，５－トリアジ
ン（別名：ジメタ
メトリン）

22936-75-0
特定標的臓器
毒性（反復暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（３）より、区分2（肝臓、腎臓、血液系）とした。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた混餌投与による2年間慢性毒性/発がん性併合試験において、250 ppm
以上（9.2 mg/kg/day（雄）、10.8 mg/kg/day（雌）、区分1～２の範囲）で摂餌量減少、
膵絶対相対重量増加（雄）、肝リポフスチン沈着（雌）、腎臓影響（尿細管ヘモジデリンを
含む色素沈着、慢性進行性腎症）（雌）が、2,500 ppm（112 mg/kg/day（雄）、132
mg/kg/day（雌）、区分該当しない範囲）で血液影響（RBC・Hb・Ht・ALP上昇）、肝臓
影響（相対重量増加、リポフスチン沈着、肝嚢増加、胆管嚢胞）、腎臓影響（小膿瘍、尿細
管ヘモジデリンを含む色素沈着（雄）、尿細管萎縮、盂上皮過形成）、副腎セロイド沈着
（雌）、肺胞泡沫細胞集簇、胃腺拡張、膵外分泌腺空胞化、精巣間細胞過形成（雄）、脾臓
影響（相対重量増加、ヘモジデリン沈着）がみられたとの報告がある（食安委 農薬評価書
(2011)、農薬抄録 (2013)）。
（２）イヌを用いた混餌投与による1年間経口投与試験において、3,500 ppm（98
mg/kg/day（雄）、104 mg/kg/day（雌）、区分2の範囲）で摂餌量減少、血液影響
（RBC・Hb・Ht・HDW ・MCHC減少、MCV増加、PT短縮、TP・Alb現象）、Chol・リン
脂質・カルシウム減少、塩素増加、肝臓影響（相対重量増加、AST・ALT・ALP上昇、細胞
壊死・胆管線維化・クッパー細胞色素沈着(ヘモジデリン)・炎症性細胞浸潤）、腎臓影響
（相対重量増加、尿細管上皮細胞色素沈着）、攻撃性・流涎・振戦・威嚇咀嚼行動、GGT上
昇、尿素減少、Glu減少がみられたとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2011)、農薬抄録
(2013)）。
（３）マウスを用いた混餌投与による18ヵ月間慢性毒性/発がん性併合試験において、300

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（３）より、区分2（肝臓、腎臓、血液系）とした。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた混餌投与による2年間慢性毒性/発がん性併合試験において、250 ppm以上（9.2
mg/kg/day（雄）、10.8 mg/kg/day（雌）、区分1～２の範囲）で摂餌量減少、膵絶対相対重量増加
（雄）、肝リポフスチン沈着（雌）、腎臓影響（尿細管ヘモジデリンを含む色素沈着、慢性進行性腎
症）（雌）が、2,500 ppm（112 mg/kg/day（雄）、132 mg/kg/day（雌）、区分該当しない範囲）で血液影
響（RBC・Hb・Ht・ALP上昇）、肝臓影響（相対重量増加、リポフスチン沈着、肝嚢増加、胆管嚢胞）、
腎臓影響（小膿瘍、尿細管ヘモジデリンを含む色素沈着（雄）、尿細管萎縮、盂上皮過形成）、副腎
セロイド沈着（雌）、肺胞泡沫細胞集簇、胃腺拡張、膵外分泌腺空胞化、精巣間細胞過形成（雄）、
脾臓影響（相対重量増加、ヘモジデリン沈着）がみられたとの報告がある（食安委 農薬評価書
(2011)、農薬抄録 (2013)）。
（２）イヌを用いた混餌投与による1年間経口投与試験において、3,500 ppm（98 mg/kg/day（雄）、
104 mg/kg/day（雌）、区分2の範囲）で摂餌量減少、血液影響（RBC・Hb・Ht・HDW ・MCHC減少、
MCV増加、PT短縮、TP・Alb減少）、Chol・リン脂質・カルシウム減少、塩素増加、肝臓影響（相対重
量増加、AST・ALT・ALP上昇、細胞壊死・胆管線維化・クッパー細胞色素沈着(ヘモジデリン)・炎症
性細胞浸潤）、腎臓影響（相対重量増加、尿細管上皮細胞色素沈着）、攻撃性・流涎・振戦・威嚇咀
嚼行動、GGT上昇、尿素減少、Glu減少がみられたとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2011)、農
薬抄録 (2013)）。
（３）マウスを用いた混餌投与による18ヵ月間慢性毒性/発がん性併合試験において、300 ppm以上
（34.6 mg/kg/day（雄）、31.6 mg/kg/day（雌）、区分2の範囲）で脾ヘモジデリン沈着増加（雌）が、
3,000 ppm（378 mg/kg/day（雄）、370 mg/kg/day（雌）、区分該当しない範囲）で肝臓影響（相対重
量増加）、血液影響（RBC ・Hb ・Ht 減少）、脾臓影響（ヘモジデリン沈着増加（雄）、髄外造血）、副
腎影響（髄外造血）、子宮炎症性ポリープ増加がみられたとの報告がある（食安委 農薬評価書
(2011)、農薬抄録 (2013)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-035-METI, MOE

１－（４－クロロ
フェニル）－３－
（２，６－ジフル
オロベンゾイル）
尿素（別名：ジフ
ルベンズロン）

35367-38-5 生殖細胞変異
原性

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（９）より、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）マウスを用いた優性致死試験（単回腹腔内投与）で、陰性の結果が得られている（食
安委 農薬評価書 (2015)、JECFA FAS 72 (2016)、 農薬抄録 (2020)）。
（２）マウスの骨髄細胞を用いた小核試験（2回強制経口投与）で、陰性の結果が得られて
いる（食安委 農薬評価書 (2015)、JECFA FAS 72 (2016)、農薬抄録 (2020)）。
（３）マウスに単回経口投与後の末梢血を用いた小核試験で、陽性の結果が得られている
（JECFA FAS 72 (2016)）。
（４）マウスに単回経口投与後の末梢血を用いたコメットアッセイで、陽性（0.3～3 mg/kg
で用量依存性あり）の結果が報告されている（JECFA FAS 72 (2016)）。
（５）細菌復帰突然変異試験で、陰性の結果が得られている（食安委 農薬評価書 (2015) 、
JECFA FAS 72 (2016)、農薬抄録 (2020)）。
（６）ヒト由来線維芽細胞を用いたUDS試験で、陰性の結果が得られている（食安委 農薬
評価書 (2015) 、JECFA FAS 72 (2016)、 農薬抄録 (2020)）。
（７）ラット初代培養肝細胞を用いたUDS試験で、陰性の結果が得られている（食安委 農
薬評価書 (2015) 、JECFA FAS 72 (2016)、農薬抄録 (2020)）。
（８）マウスリンフォーマ細胞を用いた遺伝子突然変異試験で、陰性の結果が得られている
（食安委 農薬評価書 (2015) 、JECFA FAS 72 (2016)、農薬抄録 (2020)）。
（９）CHO細胞を用いた染色体異常試験で、陰性の結果が得られている（食安委 農薬評価
書 (2015) 、JECFA FAS 72 (2016)、農薬抄録 (2020)）。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（９）より、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）マウスを用いた優性致死試験（単回腹腔内投与）で、陰性の結果が得られている（食安委 農薬
評価書 (2015)、JECFA FAS 72 (2016)）。
（２）マウスの骨髄細胞を用いた小核試験（2回強制経口投与）で、陰性の結果が得られている（食安
委 農薬評価書 (2015)、JECFA FAS 72 (2016)、農薬抄録 (2020)）。
（３）マウスに単回経口投与後の末梢血を用いた小核試験で、陽性の結果が得られている（JECFA
FAS 72 (2016)）。
（４）マウスに単回経口投与後の末梢血を用いたコメットアッセイで、陽性（0.3～3 mg/kgで用量依存
性あり）の結果が報告されている（JECFA FAS 72 (2016)）。
（５）細菌復帰突然変異試験で、陰性の結果が得られている（食安委 農薬評価書 (2015) 、JECFA
FAS 72 (2016)、農薬抄録 (2020)）。
（６）ヒト由来線維芽細胞を用いたUDS試験で、陰性の結果が得られている（食安委 農薬評価書
(2015) 、JECFA FAS 72 (2016)）。
（７）ラット初代培養肝細胞を用いたUDS試験で、陰性の結果が得られている（食安委 農薬評価書
(2015) 、JECFA FAS 72 (2016)、農薬抄録 (2020)）。
（８）マウスリンフォーマ細胞を用いた遺伝子突然変異試験で、陰性の結果が得られている（食安委
農薬評価書 (2015) 、JECFA FAS 72 (2016)、農薬抄録 (2020)）。
（９）CHO細胞を用いた染色体異常試験で、陰性の結果が得られている（食安委 農薬評価書 (2015)
、JECFA FAS 72 (2016)、農薬抄録 (2020)）。

【参考データ等】
（１０）マウスの末梢血を用いた（３）と（４）のin vivo小核試験及びコメット試験における陽性の結果に
対し、JECFA合同委員会はこの結果は他の結果と一貫性がなく、再現性が得られていないことか
ら、証拠の重みづけに基づき、本物質は遺伝毒性を有しないと結論した（JECFA FAS 72 (2016)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-035-
METI, MOE

１－（４－クロロ
フェニル）－３－
（２，６－ジフル
オロベンゾイル）
尿素（別名：ジフ
ルベンズロン）

35367-38-5 生殖毒性 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（７）より、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた混餌投与による三世代繁殖試験において、繁殖能に対する影響は認め
られなかったとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2015)、農薬抄録 (2020)）。
（２）ラットを用いた混餌投与による二世代生殖毒性試験（OECD TG 416、GLP）におい
て、50,000 ppmで親動物に血液毒性（貧血所見、メトヘモグロビン増加、肝・脾へのヘモ
ジデリン沈着など）など、児動物に体重増加抑制（F1雌雄）がみられたが、繁殖能に対する
影響は認められなかったとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2015)、JECFA (2016)、
JMPR (2001)、農薬抄録 (2020)、EFSA (2009)、EPA Pesticides RED (1997)）。
（３）ラットを用いた混餌投与による一世代生殖毒性試験において、10,000 ppmで親動物
に一般毒性影響（造血系及び肝臓への影響など）がみられたが、繁殖能に対する影響は認め
られなかったとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2015)、農薬抄録 (2020)）。
（４）ラットを用いた強制経口投与による発生毒性試験（妊娠6～15日）において、催奇形
性は認められなかったとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2015)、農薬抄録 (2020)）。
（５）（４）とは異なる試験として、ラットを用いた強制経口投与による発生毒性試験（妊
娠6～15日）において、催奇形性は認められなかったとの報告がある（食安委 農薬評価書
(2015)、JECFA (2016)、JMPR (2001)、農薬抄録 (2020)、EFSA (2009)、EPA Pesticides
RED (1997)）。
（６）ウサギを用いた強制経口投与による発生毒性試験（妊娠6～18日）において、催奇形
性は認められなかったとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2015)、農薬抄録 (2020)）。
（７）ウサギを用いた強制経口投与による発生毒性試験（妊娠7～19日）において、催奇形

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（７）より、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた混餌投与による三世代繁殖試験において、繁殖能に対する影響は認められな
かったとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2015)、農薬抄録 (2020)）。
（２）ラットを用いた混餌投与による二世代生殖毒性試験（OECD TG 416、GLP）において、500 ppm
以上で親動物に血液毒性（貧血所見、メトヘモグロビン増加、肝・脾へのヘモジデリン沈着など）な
ど、50,000 ppmで児動物に体重増加抑制（F1雌雄）がみられたが、繁殖能に対する影響は認められ
なかったとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2015)、JECFA (2016)、JMPR (2001)、農薬抄録
(2020)、EFSA (2009)、EPA Pesticides RED (1997)）。
（３）ラットを用いた混餌投与による一世代生殖毒性試験において、1000 ppm以上で親動物に一般
毒性影響（造血系及び肝臓への影響など）がみられたが、繁殖能に対する影響は認められなかっ
たとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2015)、農薬抄録 (2020)）。
（４）ラットを用いた強制経口投与による発生毒性試験（妊娠6～15日）において、催奇形性は認めら
れなかったとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2015)、農薬抄録 (2020)）。
（５）（４）とは異なる試験として、ラットを用いた強制経口投与による発生毒性試験（妊娠6～15日）に
おいて、催奇形性は認められなかったとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2015)、JECFA
(2016)、JMPR (2001)、農薬抄録 (2020)、EFSA (2009)、EPA Pesticides RED (1997)）。
（６）ウサギを用いた強制経口投与による発生毒性試験（妊娠6～18日）において、催奇形性は認め
られなかったとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2015)、農薬抄録 (2020)）。
（７）ウサギを用いた強制経口投与による発生毒性試験（妊娠7～19日）において、催奇形性は認め
られなかったとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2015)、JECFA (2016)、JMPR (2001)、農薬抄録
(2020)、EFSA (2009)、EPA Pesticides RED (1997)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正
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R1年度政府によるGHS分類結果  正誤表

R02-A-035-
METI, MOE

１－（４－クロロ
フェニル）－３－
（２，６－ジフル
オロベンゾイル）
尿素（別名：ジフ
ルベンズロン）

35367-38-5

特定標的臓器
毒性（単回暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）より、区分3（気道刺激性）とした。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた単回吸入（粉塵）ばく露試験（6時間）において、くしゃみ、呼吸困
難がみられ、LC50は2.88 mg/L（4時間換算：4.32 mg/L）であったとの報告がある（食安
委 農薬評価書 (2015)、農薬抄録 (2020)）。

【参考データ等】
（２）ラット、マウスを用いた単回経口投与試験および単回経皮投与試験において、症状お
よび死亡例はみられなかったとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2015)）。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）より、区分3（気道刺激性）とした。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた単回吸入（粉塵）ばく露試験（6時間）において、くしゃみ、呼吸困難がみられ、
LC50は35mg/Lであったとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2015)、農薬抄録 (2020)）。

【参考データ等】
（２）ラット、マウスを用いた単回経口投与試験および単回経皮投与試験において、症状および死亡
例はみられなかったとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2015)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-037-
METI, MOE

３－ｔ－ブチル－
５－クロロ－６－
メチルウラシル
（別名：ターバシ
ル）

5902-51-2
特定標的臓器
毒性（反復ば
く露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（４）より、経口経路では区分に該当しないと考えられるが、経皮及び吸入経路で
の毒性情報がなくデータ不足のため分類できない。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた混餌投与による90日間経口投与試験において、500 ppm（25
mg/kg/day、区分2の範囲）で肝臓影響（絶対及び相対重量増加、肝細胞の空胞化及び肥
大）がみられたとの報告がある（EPA Pesticides RED (1998)、Patty (2012)、HSDB
(Accessed Sep. 2020)）。
（２）イヌを用いた混餌投与による2年間慢性毒性試験において、250 ppm（6.25
mg/kg/day、区分1の範囲）で甲状腺相対重量増加、肝臓重量の軽度増加及びALP増加がみ
られたとの報告がある（EPA Pesticides RED (1998)、Patty (2012)、HSDB (Accessed
Sep. 2020)、IRIS (1987)）。
（３）ラットを用いた混餌投与による2年間慢性毒性/がん原性併合試験において、1,500
ppm（58 mg/kg/day（雄）、83 mg/kg/day（雌）、区分2の範囲）で肝臓相対重量増加及
び軽微な小葉中心性肝細胞肥大がみられ、7,500 ppm（308 mg/kg/day（雄）、484
mg/kg/day（雌）、区分該当しない範囲）で脂肪性変化を伴う小葉中心性肝細胞肥大及び胆
管過形成の増加がみられたとの報告がある（EPA Pesticides RED (1998)）。
（４）マウスを用いた混餌投与による2年間慢性毒性/がん原性併合試験において、1,250
ppm（187.5 mg/kg/day、区分に該当しない範囲）で肝臓重量増加と肝細胞肥大がみられた
との報告がある（Patty (2012)、HSDB (Accessed Sep. 2020)）。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（４）より、経口経路では区分に該当しないと考えられるが、経皮及び吸入経路で
の毒性情報がなくデータ不足のため分類できない。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた混餌投与による90日間経口投与試験において、5000 ppm（25
mg/kg/day、区分に該当しないの範囲）で肝臓影響（絶対及び相対重量増加、肝細胞の空胞
化及び肥大）がみられたとの報告がある（EPA Pesticides RED (1998)、Patty (2012)、
HSDB (Accessed Sep. 2020)）。
（２）イヌを用いた混餌投与による2年間慢性毒性試験において、250 ppm（6.25
mg/kg/day、区分1の範囲）で甲状腺相対重量増加、肝臓重量の軽度増加及びALP増加がみ
られたとの報告がある（EPA Pesticides RED (1998)、Patty (2012)、HSDB (Accessed
Sep. 2020)、IRIS (1987)）。
（３）ラットを用いた混餌投与による2年間慢性毒性/がん原性併合試験において、1,500
ppm（58 mg/kg/day（雄）、83 mg/kg/day（雌）、区分2の範囲）で肝臓相対重量増加及
び軽微な小葉中心性肝細胞肥大がみられ、7,500 ppm（308 mg/kg/day（雄）、484
mg/kg/day（雌）、区分該当しない範囲）で脂肪性変化を伴う小葉中心性肝細胞肥大及び胆
管過形成の増加がみられたとの報告がある（EPA Pesticides RED (1998)）。
（４）マウスを用いた混餌投与による2年間慢性毒性/がん原性併合試験において、1,250
ppm（187.5 mg/kg/day、区分に該当しない範囲）で肝臓重量増加と肝細胞肥大がみられた
との報告がある（Patty (2012)、HSDB (Accessed Sep. 2020)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-033-
METI, MOE

１－メチル－２－
ニトロ－３－
［（３－テトラヒ
ドロフリル）メチ
ル］グアニジン
（別名：ジノテフ
ラン）

165252-70-0

特定標的臓器
毒性（単回ば
く露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（４）より、区分に該当しない。なお（２）より、神経系症状が区分2上限値でみ
られるが、（１）の急性神経毒性試験で影響はみられていないことから、採用しなかった。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた単回急性神経毒性試験（OECD TG 424、GLP）において、1,500
mg/kg（区分2の範囲）で急性神経毒性はみられなかったとの報告がある（食安委 農薬評価
書 (2017)、JMPR (2012)）。
（２）ラットを用いた単回経口投与試験（OECD TG 401、GLP）において、2,000 mg/kg以
上で自発運動低下、よろめき歩行、円背姿勢、衰弱、顔面の赤色汚染、散瞳、流涙、流涎、
頻脈、呼吸困難、軟便、泌尿器部位の黄色汚染、振戦がみられ、3,000 mg/kg以上（区分に
該当しない範囲）で強直性痙攣（雄）、間代性痙攣（雌）がみられたとの報告がある（食安
委 農薬評価書 (2017)、REACH登録情報 (Accessed Sep. 2020)、JMPR (2012)）。
（３）ラットを用いた単回経皮投与試験（OECD TG 402、GLP）において、2,000 mg/kg
（区分2の範囲）で軽度の体重減少、紅斑および軽度の浮腫がみられたとの報告がある（食
安委 農薬評価書 (2017)、REACH登録情報 (Accessed Sep. 2020)、JMPR (2012)）。
（４）ラットを用いた単回吸入（粉塵）ばく露試験（OECD TG 403、GLP）において、
4.09 mg/L（区分2の範囲）で症状および死亡例がみられなかったとの報告がある（食安委
農薬評価書 (2017)、REACH登録情報 (Accessed Sep. 2020)、JMPR (2012)）。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（４）より、区分に該当しない。なお（２）より、神経系症状が区分2上限値でみ
られるが、（１）の急性神経毒性試験で影響はみられていないことから、採用しなかった。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた単回急性神経毒性試験（OECD TG 424、GLP）において、1,500
mg/kg（区分2の範囲）で急性神経毒性はみられなかったとの報告がある（食安委 農薬評価
書 (2017)、JMPR (2012)）。
（２）ラットを用いた単回経口投与試験（OECD TG 401、GLP）において、2,000 mg/kg以
上で自発運動低下、よろめき歩行、円背姿勢、衰弱、顔面の赤色汚染、縮瞳、流涙、流涎、
頻脈、呼吸困難、軟便、泌尿器部位の黄色汚染、振戦がみられ、3,000 mg/kg以上（区分に
該当しない範囲）で強直性痙攣（雄）、間代性痙攣（雌）がみられたとの報告がある（食安
委 農薬評価書 (2017)、REACH登録情報 (Accessed Sep. 2020)、JMPR (2012)）。
（３）ラットを用いた単回経皮投与試験（OECD TG 402、GLP）において、2,000 mg/kg
（区分2の範囲）で軽度の体重減少、紅斑および軽度の浮腫がみられたとの報告がある（食
安委 農薬評価書 (2017)、REACH登録情報 (Accessed Sep. 2020)、JMPR (2012)）。
（４）ラットを用いた単回吸入（粉塵）ばく露試験（OECD TG 403、GLP）において、
4.09 mg/L（区分2の範囲）で症状および死亡例がみられなかったとの報告がある（食安委
農薬評価書 (2017)、REACH登録情報 (Accessed Sep. 2020)、JMPR (2012)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-042-
METI, MOE

２－｛２－クロロ
－４－（メチルス
ルホニル）－３－
［（オキソラン－
２－イルメトキ
シ）メチル］ベン
ゾイル｝シクロヘ
キサン－１，３－
ジオン（別名：テ
フリルトリオン）

473278-76-1
生殖細胞変異
原性

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（４）より、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）マウスの骨髄細胞を用いた小核試験（OECD TG474相当、GLP、腹腔内投与）では陰
性であった（食安委 農薬評価書 (2009)、REACH登録情報 (Accessed Sep. 2020)）。
（２）細菌復帰突然変異試験（OECD TG471、GLP）で、陰性の結果が得られている（食安
委 農薬評価書 (2009)、REACH登録情報 (Accessed Sep. 2020)）。
（３）ほ乳類培養細胞を用いた遺伝子突然変異試験で、陰性の結果が得られている（食安委
農薬評価書 (2009)、REACH登録情報 (Accessed Sep. 2020)）。
（４）In vitro染色体異常試験（OECD TG476、GLP）で、陰性の結果が得られている（ 食安
 委 農薬評価書 (2009)、REACH登録情報 (Accessed Sep. 2020)）。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（４）より、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）マウスの骨髄細胞を用いた小核試験（OECD TG474相当、GLP、腹腔内投与）では陰性であっ
た（食安委 農薬評価書 (2009)、REACH登録情報 (Accessed Sep. 2020)）。
（２）細菌復帰突然変異試験（OECD TG471、GLP）で、陰性の結果が得られている（食安委 農薬評
価書 (2009)、REACH登録情報 (Accessed Sep. 2020)）。
（３）ほ乳類培養細胞を用いた染色体異常試験（OECD TG473、GLP）で、陰性の結果が得られてい
る（食安委 農薬評価書 (2009)、REACH登録情報 (Accessed Sep. 2020)）。
（４）In vitro遺伝子突然変異試験（OECD TG476、GLP）で、陰性の結果が得られている（REACH登
録情報 (Accessed Sep. 2020)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正
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R02-A-043-
METI

３，４－ジクロロ
－Ｎ－（２－シア
ノフェニル）イソ
チアゾール－５－
カルボキサミド
（別名：イソチア
ニル）

224049-04-1

特定標的臓器
毒性（単回暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（３）より、ラットを用いた試験では経口、経皮及び吸入の各ばく露経路におい
て、区分2までの用量範囲で影響はみられず、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた単回経口投与試験（OECD TG 423、GLP）において、2,000 mg/kg
（区分2の範囲）で死亡例も症状もみられなかったとの報告がある（食安委 農薬評価書
(2009)）。
（２）ラットを用いた単回経皮投与試験（OECD TG 402、GLP）において、2,000 mg/kg
（区分2の範囲）で死亡例も症状もみられなかったとの報告がある（食安委 農薬評価書
(2010)）。
（３）ラットを用いた単回吸入（粉塵）ばく露試験（OECD TG 403、GLP、4時間）におい
て、4.75 mg/L（区分2の範囲）で死亡例も症状もみられなかったとの報告がある（食安委
農薬評価書 (2011)）。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（３）より、ラットを用いた試験では経口、経皮及び吸入の各ばく露経路におい
て、区分2までの用量範囲で影響はみられず、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた単回経口投与試験（OECD TG 423、GLP）において、2,000 mg/kg
（区分2の範囲）で死亡例も症状もみられなかったとの報告がある（食安委 農薬評価書
(2009)）。
（２）ラットを用いた単回経皮投与試験（OECD TG 402、GLP）において、2,000 mg/kg
（区分2の範囲）で死亡例も症状もみられなかったとの報告がある（食安委 農薬評価書
(2009)）。
（３）ラットを用いた単回吸入（粉塵）ばく露試験（OECD TG 403、GLP、4時間）におい
て、4.75 mg/L（区分2の範囲）で死亡例も症状もみられなかったとの報告がある（食安委
農薬評価書 (2009)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-044-METI, MOE

１－（２，４－ジ
クロロフェニル）
－Ｎ－（２，４－
ジフルオロフェニ
ル）－Ｎ－イソプ
ロピル－５－オキ
ソ－１，５－ジヒ
ドロ－４Ｈ－１，
２，４－トリア
ゾール－４－カル
ボキサミド（別
名：イプフェンカ
ルバゾン）

212201-70-2
生殖細胞変異
原性

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（４）より、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）マウスの骨髄細胞を用いた小核試験（GLP、経口投与）で、陰性の結果が得られてい
る（食安委 農薬評価書 (2012)）。
（２）ラットの膀胱に対するコメットアッセイ（経口投与、2日間）で、陰性の結果が得ら
れている（食安委 農薬評価書 (2012) 、農薬抄録 (2012)）。
（３）細菌復帰突然変異試験（GLP）で、陰性の結果が得られている（食安委 農薬評価書
(2012)、農薬抄録 (2012)）。
（４）ほ乳類の培養細胞を用いた染色体異常試験（GLP）で、陰性の結果が得られている
（食安委 農薬評価書 (2012)、農薬抄録 (2012)）。

【参考データ等】
（５）本物質は試験結果から変異原性のポテンシャルは示されなかった（J. Pestic. Sci.,
41(3), 111-119 (2016)）。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（４）より、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）マウスの骨髄細胞を用いた小核試験（GLP、経口投与）で、陰性の結果が得られている（食安委
農薬評価書 (2012)）。
（２）ラットの膀胱に対するコメットアッセイ（経口投与、2日間）で、陰性の結果が得られている（食安
委 農薬評価書 (2012)）。
（３）細菌復帰突然変異試験（GLP）で、陰性の結果が得られている（食安委 農薬評価書 (2012)、農
薬抄録 (2012)）。
（４）ほ乳類の培養細胞を用いた染色体異常試験（GLP）で、陰性の結果が得られている（食安委 農
薬評価書 (2012)、農薬抄録 (2012)）。

【参考データ等】
（５）本物質は試験結果から変異原性のポテンシャルは示されなかった（J. Pestic. Sci., 41(3), 111-
119 (2016)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-048-METI, MOE

５－クロロ－１，
３－ジメチル－Ｎ
－（１，１，３－
トリメチル－１，
３－ジヒドロイソ
ベンゾフラン－４
－イル）－１Ｈ－
ピラゾール－４－
カルボキサミド
（別名：フラメト
ピル）

123572-88-3 生殖毒性 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（４）より、区分2とした。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた混餌投与による二世代生殖毒性試験（GLP）において、1,000 ppmで
親動物に一般毒性影響（下垂体重量減少、体重増加抑制、摂餌量減少など）、繁殖能に対す
る影響として着床数減少（P雌）、F1及びF2児動物に体重増加抑制がみられたとの報告があ
る（食安委 農薬評価書 (2019)、農薬抄録 (2008)）。
（２）（１）の追加試験として実施されたラットを用いた混餌投与による二世代生殖毒性試
験（GLP）において、繁殖能に対する影響は認められなかったとの報告がある（食安委 農薬
評価書 (2019)、農薬抄録 (2008)）。
（３）ラットを用いた強制経口投与による発生毒性試験（GLP、妊娠6～15日）において、
200 mg/kg/dayで親動物に体重増加抑制、摂餌量減少、児動物に低体重、骨化遅延、内臓変
異（胸腺頸部残留及び過剰冠状動脈口の発生頻度増加）がみられたが、催奇形性は認められ
なかったとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2019)、農薬抄録 (2008)）。
（４）ウサギを用いた強制経口投与による発生毒性試験（GLP、妊娠7～19日）において、
100 mg/kg/dayで親動物に体重増加抑制、摂餌量減少、児動物に内臓奇形（後大静脈の左奇
静脈内還流）の発生頻度の高値がみられた。ただし、後大静脈の左奇静脈内還流と同じ異常
型と捉えられる右奇静脈還流との合計発生頻度は対照群と有意差がなく、検体投与による影
響ではないと考えられ、催奇形性は認められなかったとの報告がある（食安委 農薬評価書
(2019)、農薬抄録 (2008)）。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（４）より、区分2とした。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた混餌投与による二世代生殖毒性試験（GLP）において、1,000 ppmで親動物に一
般毒性影響（下垂体重量減少、体重増加抑制、摂餌量減少など）、繁殖能に対する影響として着床
数減少（P雌）、F1及びF2児動物に体重増加抑制がみられたとの報告がある（食安委 農薬評価書
(2019)、農薬抄録 (2008)）。
（２）（１）の追加試験として実施されたラットを用いた混餌投与による二世代生殖毒性試験（GLP）に
おいて、繁殖能に対する影響は認められなかったとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2019)、農
薬抄録 (2008)）。
（３）ラットを用いた強制経口投与による発生毒性試験（GLP、妊娠6～15日）において、60
mg/kg/dayで親動物に体重増加抑制、摂餌量減少、児動物に低体重、骨化遅延、内臓変異（胸腺
頸部残留及び過剰冠状動脈口の発生頻度増加）がみられたが、催奇形性は認められなかったとの
報告がある（食安委 農薬評価書 (2019)、農薬抄録 (2008)）。
（４）ウサギを用いた強制経口投与による発生毒性試験（GLP、妊娠7～19日）において、100
mg/kg/dayで親動物に体重増加抑制、摂餌量減少、児動物に内臓奇形（後大静脈の左奇静脈内還
流）の発生頻度の高値がみられた。ただし、後大静脈の左奇静脈内還流と同じ異常型と捉えられる
右奇静脈還流との合計発生頻度は対照群と有意差がなく、検体投与による影響ではないと考えら
れ、催奇形性は認められなかったとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2019)、農薬抄録 (2008)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-049-METI, MOE

3-メトキシアニリ
ン（別名：m-アニ
シジン）

536-90-3
生殖細胞変異
原性

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（５）より、区分2とした。

【根拠データ】
（１）マウスの骨髄細胞を用いた小核試験（OECD TG 474、GLP、強制経口投与）におい
て、雄で陽性、雌で陰性の報告がある（MOE 初期評価 (2011)、厚生労働省 既存点検結果
(1994) 、SIDS (2002)、HSDB (Accessed Oct. 2020)）。
（２）細菌復帰突然変異試験 （GLP）において、陽性（+S9）及び陰性(-S9)との報告がある
（厚労省 既存点検結果 (1994) 、SIDS (2002)、HSDB (Accessed Oct. 2020)）。
（３）細菌復帰突然変異試験において、陰性との報告がある（MOE 初期評価 (2011)、SIDS
(2002)、HSDB (Accessed Oct. 2020)）。
（４）チャイニーズハムスター肺由来細胞（CHL）を用いた染色体異常試験（GLP）におい
て、陰性(+S9）及び陽性（-S9、構造異常）との報告がある（MOE 初期評価 (2011)、厚労
省 既存点検結果 (1994)  、SIDS (2002) 、HSDB (Accessed Oct. 2020)）。
（５）チャイニーズハムスター卵巣（CHO）細胞を用いた姉妹染色分体交換（SCE）試験に
おいて、陰性(+S9）及び陽性(-S9）との報告がある（MOE 初期評価 (2011)、SIDS
(2002)、HSDB (Accessed Oct. 2020)）。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（５）より、区分2とした。

【根拠データ】
（１）マウスの骨髄細胞を用いた小核試験（OECD TG 474、GLP、強制経口投与）におい
て、雄で陽性、雌で陰性の報告がある（MOE 初期評価 (2011)、厚生労働省 既存点検結果
(1994) 、SIDS (2002)、HSDB (Accessed Oct. 2020)）。
（２）細菌復帰突然変異試験において、陽性（+S9）及び陰性(-S9)との報告がある（厚労
省 既存点検結果 (1994) 、SIDS (2002)、HSDB (Accessed Oct. 2020)）。
（３）細菌復帰突然変異試験において、陰性との報告がある（MOE 初期評価 (2011)、SIDS
(2002)、HSDB (Accessed Oct. 2020)）。
（４）チャイニーズハムスター肺由来細胞（CHL）を用いた染色体異常試験（GLP）におい
て、陰性(+S9）及び陽性（-S9、構造異常）との報告がある（MOE 初期評価 (2011)、厚労
省 既存点検結果 (1994)）。
（５）チャイニーズハムスター卵巣（CHO）細胞を用いた姉妹染色分体交換（SCE）試験に
おいて、陰性(+S9）及び陽性(-S9）との報告がある（MOE 初期評価 (2011)、SIDS
(2002)、HSDB (Accessed Oct. 2020)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正
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R1年度政府によるGHS分類結果  正誤表

R02-A-050-
METI, MOE

２－メトキシエチ
ル＝２－［４－
（ｔｅｒｔ－ブチ
ル）フェニル］－
２－シアノ－３－
オキソ－３－［２
－（トリフルオロ
メチル）フェニ
ル］プロパノアー
ト（別名：シフル
メトファン）

400882-07-7 発がん性 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（５）より、区分2とした。

【根拠データ】
（１）国内外の分類機関による既存分類では、EPAでS（Suggestive Evidence of
Carcinogenic Potential）に分類されている（EPA Annual Cancer Report 2018 (Accessed
Oct. 2020)：2013年分類）。
（２）ラットの2年間発がん性試験（混餌投与）では、最高投与群（6,000 ppm）で腫瘍性
病変として雄に精巣間細胞腫の発生頻度の有意な増加（48/50 例：96%）が認められた。本
腫瘍の発生頻度は、試験実施施設における20年間の背景データ（28～50/50 例：56%～
100%：1993～2012年）の範囲内であったが、10年間の背景データ（28～43/50 例：56%～
86%：2003～2012年）を上回ることから、検体投与の影響と考えられた（食安委 農薬評価
書 (2020)、CLH Report (2016)、ECHA RAC Opinion  (2017)）。
（３）上記（２） と（３）のラット発がん性試験結果から、甲状腺C細胞がんの発生頻度の
増加傾向もみられた。甲状腺C細胞がんの発生頻度は背景データの範囲を超えていた。C細
胞の腺腫とがんの合計頻度には統計的に有意な増加が認められた（CLH Report (2016)、
ECHA RAC Opinion (2017)）。
（４）マウスの18カ月間発がん性試験（混餌投与）では、10,000 ppm投与で発がん性は認
められなかった（CLH Report (2016)、ECHA RAC Opinion (2017)）。
（５）本物質はEPAの2005年発がんリスク評価ではSに分類された。この分類は単一腫瘍
（甲状腺C細胞）が動物種1種片性（雄ラット）のみに認められたこと、及び変異原性を欠く
ことに基づく（US Federal Register Vol. 84, No. 89 (2019)）。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（５）より、区分2とした。

【根拠データ】
（１）国内外の分類機関による既存分類では、EPAでS（Suggestive Evidence of Carcinogenic
Potential）に分類されている（EPA Annual Cancer Report 2018 (Accessed Oct. 2020)：2013年分
類）。
（２）ラットの2年間発がん性試験（混餌投与）では、最高投与群（6,000 ppm）で腫瘍性病変として雄
に精巣間細胞腫の発生頻度の有意な増加（48/50 例：96%）が認められた。本腫瘍の発生頻度は、
試験実施施設における20年間の背景データ（28～50/50 例：56%～100%：1993～2012年）の範囲内
であったが、10年間の背景データ（28～43/50 例：56%～86%：2003～2012年）を上回ることから、検
体投与の影響と考えられた（食安委 農薬評価書 (2020)、CLH Report (2016)、ECHA RAC Opinion
(2017)）。
（３）上記（２）のラット発がん性試験結果から、甲状腺C細胞がんの発生頻度の増加傾向もみられ
た。甲状腺C細胞がんの発生頻度は背景データの範囲を超えていた。C細胞の腺腫とがんの合計
頻度には統計的に有意な増加が認められた（CLH Report (2016)、ECHA RAC Opinion (2017)）。
（４）マウスの18カ月間発がん性試験（混餌投与）では、10,000 ppm投与で発がん性は認められな
かった（CLH Report (2016)、ECHA RAC Opinion (2017)）。
（５）本物質はEPAの2005年発がんリスク評価ではSに分類された。この分類は単一腫瘍（甲状腺C
細胞）が動物種1種片性（雄ラット）のみに認められたこと、及び変異原性を欠くことに基づく（US
Federal Register Vol. 84, No. 89 (2019)）。

【参考データ等】
（６）ラットの2年間発がん性試験（混餌投与）では、1,500 ppmまでの用量で検体投与により発生頻
度の増加した腫瘍性病変は認められなかった。発がん性は認められなかった（食安委 農薬評価書
(2020)）。
（７）マウスの18カ月間発がん性試験（混餌投与）では、5,000 ppmまでの用量で検体投与により発
生頻度の増加した腫瘍性病変は認められなかった。発がん性は認められなかった（食安委 農薬評
価書 (2020)、CLH Report (2016)、ECHA RAC Opinion  (2017)）。
（８）EUのCLP分類提案者はラットの6,000 ppm投与群では雄に精巣間細胞腫と甲状腺C細胞の腺
腫とがんの合計発生率の増加が認められると報告した。このうち、精巣の間細胞腫はF344ラットで
は好発性の腫瘍でこの腫瘍の発生増加は分類する上で考慮する上必要はないとした。しかし、甲
状腺C細胞の腺腫/がんは最新の背景データの範囲を上回り、検体投与による影響と考えられた。
雄ラットの甲状腺C細胞腫瘍の発生増加に基づき、CLP分類としてCarc. 2が提案された（CLH
Report (2016)、ECHA RAC Opinion (2017)）。ECHAのRACは、背景頻度を上回るとの現実的なシグ

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-050-METI, MOE

２－メトキシエチ
ル＝２－［４－
（ｔｅｒｔ－ブチ
ル）フェニル］－
２－シアノ－３－
オキソ－３－［２
－（トリフルオロ
メチル）フェニ
ル］プロパノアー
ト（別名：シフル
メトファン）

400882-07-7
生殖細胞変異
原性

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（５）より、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）マウスの骨髄細胞を用いた小核試験（OECD TG474、GLP、2回強制経口投与）にお
いて、陰性との報告がある（食安委 農薬評価書 (2020)、CLH Report (2016)、農薬抄録
(2017)、RAC Opinion (2017)）。
（２）ラットの肝細胞を用いたUDS試験（（OECD TG486、GLP、単回強制経口投与）にお
いて、陰性との報告がある（食安委 農薬評価書 (2020)、CLH Report (2016)、農薬抄録
(2017)、RAC Opinion (2017)）。
（３）細菌復帰突然変異試験（OECD TG471、GLP）において、陰性との報告がある（食安
委 農薬評価書 (2020)、CLH Report (2016)、農薬抄録 (2017)、RAC Opinion (2017)）。
（４）マウスリンパ腫L5178Y 細胞を用いたマウスリンフォーマTK試験（OECD TG476、
GLP）おいて、陽性との報告がある（食安委 農薬評価書 (2020)、CLH Report (2016)、農薬
抄録 (2017)、RAC Opinion (2017)）。
（５）ほ乳類培養細胞（CHL、CHL(V79)）を用いた染色体異常試験（OECD TG473、
GLP）において、陰性との結果が得られている（食安委 農薬評価書 (2020)、CLH Report
(2016)、農薬抄録 (2017)、RAC Opinion (2017)）。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（５）より、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）マウスの骨髄細胞を用いた小核試験（OECD TG474、GLP、2回強制経口投与）において、陰性
との報告がある（食安委 農薬評価書 (2020)、CLH Report (2016)、農薬抄録 (2017)、RAC Opinion
(2017)）。
（２）ラットの肝細胞を用いたUDS試験（（OECD TG486、GLP、単回強制経口投与）において、陰性と
の報告がある（食安委 農薬評価書 (2020)、CLH Report (2016)、RAC Opinion (2017)）。
（３）細菌復帰突然変異試験（OECD TG471、GLP）において、陰性との報告がある（食安委 農薬評
価書 (2020)、CLH Report (2016)、農薬抄録 (2017)、RAC Opinion (2017)）。
（４）マウスリンパ腫L5178Y 細胞を用いたマウスリンフォーマTK試験（OECD TG476、GLP）おいて、
陽性との報告がある（食安委 農薬評価書 (2020)、CLH Report (2016)、RAC Opinion (2017)）。
（５）ほ乳類培養細胞（CHL、CHL(V79)）を用いた染色体異常試験（OECD TG473、GLP）において、
陰性との結果が得られている（食安委 農薬評価書 (2020)、CLH Report (2016)、農薬抄録 (2017)、
RAC Opinion (2017)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-054-METI

Ｓ，Ｓ’－ジメチル
＝２－ジフルオロ
メチル－４－イソ
ブチル－６－トリ
フルオ ロメチルピ
リジン－３，５－
ジカルボチオアー
ト（別名：ジチオ
ピル）

97886-45-8

特定標的臓器
毒性（単回暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（４）より、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた単回経口投与試験（GLP）において、5,000 mg/kg（区分に該当しな
い範囲）で症状及び死亡例はみられなかったとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2008)、
農薬抄録 (2007)）。
（２）マウスを用いた単回経口投与試験（GLP）において、5,000 mg/kg（区分に該当しな
い範囲）で症状及び死亡例はみられなかったとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2008)、
農薬抄録 (2007)）。
（３）ラットを用いた単回経皮投与試験（GLP）において、5,000 mg/kg（区分に該当しな
い範囲）で症状及び死亡例はみられなかったとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2008)、
農薬抄録 (2007)）。
（４）ラットを用いた単回吸入（粉塵）ばく露試験（GLP）において、5.98 mg/L（区分に
該当しない範囲）で症状及び死亡例はみられなかったとの報告がある（食安委 農薬評価書
(2008)、農薬抄録 (2007)）。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（４）より、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた単回経口投与試験（GLP）において、5,000 mg/kg（区分に該当しない範囲）で死
亡例1例に胸水が観察されたとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2008)、農薬抄録 (2007)）。
（２）マウスを用いた単回経口投与試験（GLP）において、5,000 mg/kg（区分に該当しない範囲）で症
状及び死亡例はみられなかったとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2008)、農薬抄録 (2007)）。
（３）ラットを用いた単回経皮投与試験（GLP）において、5,000 mg/kg（区分に該当しない範囲）で症
状及び死亡例はみられなかったとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2008)、農薬抄録 (2007)）。
（４）ラットを用いた単回吸入（粉塵）ばく露試験（GLP）において、5.98 mg/L（区分に該当しない範囲）
で症状及び死亡例はみられなかったとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2008)、農薬抄録
(2007)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正

13 / 59 ページ



R1年度政府によるGHS分類結果  正誤表

R02-A-056-METI

５－ｔｅｒｔ－ブ
チル－３－［２，
４－ジクロル－５
－（プロパ－２－
イン－１－イルオ
キシ）フェニル］
－１，３，４－オ
キサジアゾール－
２（３Ｈ）－オン
（別名：オキサジ
アリギル）

39807-15-3

特定標的臓器
毒性（反復暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（５）より、標的臓器は肝臓と考えられ、区分1の用量範囲で影響がみられること
から区分1（肝臓）とした。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた混餌投与による90日間反復経口投与試験（GLP）において、200 ppm
以上（13.5 mg/kg/day（雄）、15.5 mg/kg/day（雌）、区分2の範囲）で血清T4の増加が
みられ、6,000 ppm以上（412 mg/kg/day（雄）、474 mg/kg/day（雌）、区分に該当しな
い範囲）でT.Chol､TP及びAlbの増加・ TSH増加・ 肝及び腎比重量増加・肝肥大及び暗色
化､腎暗色化・小葉中心性肝細胞肥大、T3の増加（雄）がみられたとの報告がある（食安委
農薬評価書（2007）、農薬抄録 (2008)）。
（２）マウスを用いた混餌投与による90日間反復経口投与試験（GLP）において、200 ppm
以上（29.1 mg/kg/day（雄）、37.0 mg/kg/day（雌）、区分2の範囲）で小葉中心性肝細胞
肥大（雄）がみられ、2,000 ppm以上（290 mg/kg/day（雄）、363 mg/kg/day（雌）、区
分に該当しない範囲）で肝比重量増加、肝細胞内､毛細胆管､類洞､類洞内のマクロファージ
に褐色色素沈着（雄）、小葉中心性肝細胞肥大（雌）がみられたとの報告がある（食安委
農薬評価書（2007）、農薬抄録 (2008)）。
（３）イヌを用いた混餌投与による1年間慢性毒性試験（GLP）において、3 mg/kg/day以
上（区分1の範囲）で肝臓影響（ALT増加・肝毛細胆管内及びクッパー細胞色素沈着､肝小葉
中心性色素沈着､肝マクロファージ色素貧食）がみられ、10 mg/kg/day（区分1の範囲）で
肝臓影響（肝マクロファージ色素沈着を伴う小葉間線維症・ALP及びAST増加）と胆嚢影響
（胆嚢中暗色粘性物質/膿様物質・胆嚢内石灰沈着）がみられたとの報告がある（食安委 農
薬評価書（2007）、農薬抄録 (2008)）。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（５）より、標的臓器は肝臓と考えられ、区分1の用量範囲で影響がみられることから区分1（肝
臓）とした。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた混餌投与による90日間反復経口投与試験（GLP）において、200 ppm以上（13.5
mg/kg/day（雄）、15.5 mg/kg/day（雌）、区分2の範囲）で血清T4の増加がみられ、6,000 ppm以上
（412 mg/kg/day（雄）、474 mg/kg/day（雌）、区分に該当しない範囲）でT.Chol､TP及びAlbの増加・
TSH増加・ 肝及び腎比重量増加・肝肥大及び暗色化､腎暗色化・小葉中心性肝細胞肥大、T3の増
加（雄）がみられたとの報告がある（食安委 農薬評価書（2007）、農薬抄録 (2008)）。
（２）マウスを用いた混餌投与による90日間反復経口投与試験（GLP）において、200 ppm以上（29.1
mg/kg/day（雄）、37.0 mg/kg/day（雌）、区分2の範囲）で小葉中心性肝細胞肥大（雄）がみられ、
2,000 ppm以上（290 mg/kg/day（雄）、363 mg/kg/day（雌）、区分に該当しない範囲）で肝比重量増
加、肝細胞内､毛細胆管､類洞､類洞内のマクロファージに褐色色素沈着（雄）、小葉中心性肝細胞
肥大（雌）がみられたとの報告がある（食安委 農薬評価書（2007）、農薬抄録 (2008)）。
（３）イヌを用いた混餌投与による1年間慢性毒性試験（GLP）において、3 mg/kg/day以上（区分1の
範囲）で肝臓影響（ALT増加・肝毛細胆管内及びクッパー細胞色素沈着､肝小葉中心性色素沈着､
肝マクロファージ色素貧食）がみられ、10 mg/kg/day（区分1の範囲）で肝臓影響（肝マクロファージ
色素沈着を伴う小葉間線維症・ALP及びAST増加）と胆嚢影響（胆嚢中暗色粘性物質/膿様物質・
胆嚢内石灰沈着）がみられたとの報告がある（食安委 農薬評価書（2007）、農薬抄録 (2008)）。
（４）ラットを用いた混餌投与による2年間慢性毒性/がん原性併合試験（GLP）において、50 ppm以
上（2.1 mg/kg/day（雄）、2.5 mg/kg/day（雌）、区分1の範囲）で肝細胞色素沈着（雄）がみられ、500
ppm以上（21.5 mg/kg/day（雄）、25.0 mg/kg/day（雌）、区分2の範囲）で血液影響（Ht､Hb､MCH､
MCV及びMCHC減少）、肝臓影響（比重量増加、小葉中心性肝細胞肥大（雄））、腎臓影響（比重量
増加・尿細管褐色色素沈着）がみられたとの報告がある（食安委 農薬評価書（2007）、農薬抄録
(2008)）。
（５）マウスを用いた混餌投与による18ヵ月間慢性毒性/がん原性併合試験（GLP）において、200
ppm以上（24.3 mg/kg/day（雄）、30.8 mg/kg/day（雌）、区分2の範囲）で肝臓影響（比重量増加・肝
クッパー細胞色素沈着）がみられたとの報告がある（食安委 農薬評価書（2007）、農薬抄録
(2008)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-057-
METI

３－ブロモ－１－
（３－クロロ－２
－ピリジル）－Ｎ
－［４－シアノ－
２－メチル－６－
（メチルカルバモ
イル）フェニル］
－１Ｈ－ピラゾー
ル－５－カルボキ
サミド（別名：シ
アントラニリプ
ロール）

736994-63-1 生殖細胞変異
原性

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（５）より、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１） In vivoでは、マウスの骨髄細胞を用いた小核試験（GLP）において、陰性との報告が
ある（食安委 農薬評価書 (2017)、農薬抄録 (2013)）。
（２）細菌復帰突然変異試験において、陰性との報告がある（食安委 農薬評価書 (2017)、
農薬抄録 (2013)）。
（３）ヒトリンパ球を用いた染色体異常試験において、陰性との報告がある（食安委 農薬
評価書 (2017)、農薬抄録 (2013)）。
（４）チャイニーズハムスター卵巣由来細胞（CHO）を用いた遺伝子突然変異試験におい
て、陰性との報告がある（食安委 農薬評価書 (2017) 、農薬抄録 (2013)）。
（５） In vivo及びin vitro試験結果より、本物質は遺伝毒性（または変異原性）を有しない
と考えられている（JMPR (2013)、EFSA (2014)、Federal Register Vol. 83, No. 219
(2018)）。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（５）より、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１） In vivoでは、マウスの骨髄細胞を用いた小核試験（GLP）において、陰性との報告がある（食安
委 農薬評価書 (2017)、農薬抄録 (2013)）。
（２）細菌復帰突然変異試験において、陰性との報告がある（食安委 農薬評価書 (2017)、農薬抄録
(2013)）。
（３）ヒトリンパ球を用いた染色体異常試験において、陰性との報告がある（食安委 農薬評価書
(2017)、農薬抄録 (2013)）。
（４）チャイニーズハムスター卵巣由来細胞（CHO）を用いた遺伝子突然変異試験において、陰性と
の報告がある（食安委 農薬評価書 (2017)）。
（５） In vivo及びin vitro試験結果より、本物質は遺伝毒性（または変異原性）を有しないと考えられ
ている（JMPR (2013)、EFSA (2014)、Federal Register Vol. 83, No. 219 (2018)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-057-
METI

３－ブロモ－１－
（３－クロロ－２
－ピリジル）－Ｎ
－［４－シアノ－
２－メチル－６－
（メチルカルバモ
イル）フェニル］
－１Ｈ－ピラゾー
ル－５－カルボキ
サミド（別名：シ
アントラニリプ
ロール）

736994-63-1
特定標的臓器
毒性（単回暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（５）より、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）ラット（雌）を用いた単回経口投与試験（GLP）において、5,000 mg/kg（区分に該
当しない範囲）で死亡例はなく、症状発現はみられなかったとの報告がある（食安委 農薬
評価書 (2017)、農薬抄録 (2013)）。
（２）マウス（雌）を用いた単回経口投与試験において、5,000 mg/kg（区分に該当しない
範囲）で死亡例はなく、症状発現はみられなかったとの報告がある（食安委 農薬評価書
(2017) 、農薬抄録 (2013)）。
（３）ラットを用いた単回経口投与による急性神経毒性試験（GLP）において、2,000
mg/kg/day（区分2の範囲）で神経毒性はみられなかったとの報告がある（食安委 農薬評価
書 (2017)、農薬抄録 (2013)、EFSA (2013)）。
（４）ラットを用いた単回経皮投与試験（GLP）において、5,000 mg/kg（区分に該当しな
い範囲）で死亡例はなく、症状発現はみられなかったとの報告がある（食安委 農薬評価書
(2017)、農薬抄録 (2013)）。
（５）ラットを用いた単回吸入（粉塵）ばく露試験（4時間、GLP）において、5.2 mg/L
（区分に該当しない範囲）で死亡例はなく、ばく露直後の雄2匹及び雌3匹に部分閉眼（1日
後に消失）がみられたとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2017)、農薬抄録 (2013)）。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（５）より、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）ラット（雌）を用いた単回経口投与試験（GLP）において、5,000 mg/kg（区分に該当しない範囲）
で死亡例はなく、症状発現はみられなかったとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2017)、農薬抄
録 (2013)）。
（２）マウス（雌）を用いた単回経口投与試験において、5,000 mg/kg（区分に該当しない範囲）で死亡
例はなく、症状発現はみられなかったとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2017)）。
（３）ラットを用いた単回経口投与による急性神経毒性試験（GLP）において、2,000 mg/kg/day（区分
2の範囲）で神経毒性はみられなかったとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2017)、農薬抄録
(2013)、EFSA (2013)）。
（４）ラットを用いた単回経皮投与試験（GLP）において、5,000 mg/kg（区分に該当しない範囲）で死
亡例はなく、症状発現はみられなかったとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2017)、農薬抄録
(2013)）。
（５）ラットを用いた単回吸入（粉塵）ばく露試験（4時間、GLP）において、5.2 mg/L（区分に該当しな
い範囲）で死亡例はなく、ばく露直後の雄2匹及び雌3匹に部分閉眼（1日後に消失）がみられたとの
報告がある（食安委 農薬評価書 (2017)、農薬抄録 (2013)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正
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R1年度政府によるGHS分類結果  正誤表

R02-A-057-
METI

３－ブロモ－１－
（３－クロロ－２
－ピリジル）－Ｎ
－［４－シアノ－
２－メチル－６－
（メチルカルバモ
イル）フェニル］
－１Ｈ－ピラゾー
ル－５－カルボキ
サミド（別名：シ
アントラニリプ
ロール）

736994-63-1
特定標的臓器
毒性（反復暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（４）より、標的臓器は動脈、肝臓と考えられ、区分2の用量範囲で影響がみられ
ることから区分2（心血管系、肝臓）とした。なお（１）にみられる甲状腺影響は、肝臓で
UDP-GT活性の増加がみられることから、肝における甲状腺ホルモンの異化亢進による二次
的影響と考え、標的臓器から除外した。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた混餌投与による90日間反復経口投与試験（GLP）において、400 ppm
以上（22.4 mg/kg/day（雄）、26.6 mg/kg/day（雌）、区分2の範囲）で肝臓影響（UDP-
GT活性の増加、絶対及び比重量増加・小葉中心性肝細胞肥大（雌））及び甲状腺影響（T3
及びT4減少、絶対重量増加・ろ胞細胞肥大（雌））がみられ、3,000 ppm以上（168
mg/kg/day（雄）、202 mg/kg/day（雌）、区分に該当しない範囲）で肝臓影響（小葉中心
性肝細胞肥大・肝P450増加（雄）、肝対脳重量比増加（雌））がみられたとの報告がある
（食安委 農薬評価書 (2017)、農薬抄録 (2013)、JMPR (2013)）。
（２）イヌを用いた混餌投与による90日間反復経口投与試験（GLP）において、1,000 ppm
以上（31.9 mg/kg/day（雄）、34.3 mg/kg/day（雌）、区分2の範囲）で僅かな肝臓影響
（重量増加・ALP増加）がみられ、10,000 ppm（281 mg/kg/day（雄）、294 mg/kg/day
（雌）、区分に該当しない範囲）で活動低下又は食欲不振・体重増加抑制・Chol及びGlu減
少・胆管上皮過形成・多発性動脈炎・肝単細胞壊死、削痩・摂餌量減少・類洞白血球増多症
（雄）、ALT増加・肝クッパー細胞肥大及び肉芽腫性炎症（雌）がみられたとの報告がある
（食安委 農薬評価書 (2017)、農薬抄録 (2013)、JMPR (2013)）。
（３）イヌを用いた混餌投与による1年間慢性毒性試験（GLP）において、200 ppm以上
（5.67 mg/kg/day（雄）、6.00 mg/kg/day（雌）、区分1の範囲）で軽微な肝臓影響（重量

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（４）より、標的臓器は動脈、肝臓と考えられ、区分2の用量範囲で影響がみられることから区
分2（心血管系、肝臓）とした。なお（１）にみられる甲状腺影響は、肝臓でUDP-GT活性の増加がみ
られることから、肝における甲状腺ホルモンの異化亢進による二次的影響と考え、標的臓器から除
外した。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた混餌投与による90日間反復経口投与試験（GLP）において、400 ppm以上（22.4
mg/kg/day（雄）、26.6 mg/kg/day（雌）、区分2の範囲）で肝臓影響（UDP-GT活性の増加、絶対及び
比重量増加・小葉中心性肝細胞肥大（雌））及び甲状腺影響（T3及びT4減少、絶対重量増加・ろ胞
細胞肥大（雌））がみられ、3,000 ppm以上（168 mg/kg/day（雄）、202 mg/kg/day（雌）、区分に該当
しない範囲）で肝臓影響（小葉中心性肝細胞肥大・肝P450増加（雄）、肝対脳重量比増加（雌））がみ
られたとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2017)、農薬抄録 (2013)、JMPR (2013)）。
（２）イヌを用いた混餌投与による90日間反復経口投与試験（GLP）において、1,000 ppm以上（31.9
mg/kg/day（雄）、34.3 mg/kg/day（雌）、区分2の範囲）で僅かな肝臓影響（重量増加・ALP増加）が
みられ、10,000 ppm（281 mg/kg/day（雄）、294 mg/kg/day（雌）、区分に該当しない範囲）で活動低
下又は食欲不振・体重増加抑制・Chol及びGlu減少・胆管上皮過形成・多発性動脈炎・肝単細胞壊
死、削痩・摂餌量減少・類洞白血球増多症（雄）、ALT増加・肝クッパー細胞肥大及び肉芽腫性炎症
（雌）がみられたとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2017)、農薬抄録 (2013)、JMPR (2013)）。
（３）イヌを用いた混餌投与による1年間慢性毒性試験（GLP）において、200 ppm以上（5.67
mg/kg/day（雄）、6.00 mg/kg/day（雌）、区分1の範囲）で軽微な肝臓影響（重量増加・ALP増加
（雄））がみられ、1,000 ppm以上（27.0 mg/kg/day（雄）、27.1 mg/kg/day（雌）、区分2の範囲）で明瞭
な肝臓影響（ALT増加・肝細胞変性（小葉中心部）、ALP増加・肝臓/胆嚢絶対、比重量及び対脳重
量比増加・肝門脈域慢性活動性炎症（雌））及び動脈炎（雄）がみられたとの報告がある（食安委 農
薬評価書 (2017)、農薬抄録 (2013)、JMPR (2013)）。
（４）ラットを用いた混餌投与による2年間慢性毒性/がん原性併合試験（GLP）において、2,000 ppm
以上（84.8 mg/kg/day（雄）、107 mg/kg/day（雌）、区分2のの範囲又は区分に該当しない範囲）で変
異肝細胞巣（明細胞性及び好酸性）（雄）、小葉中心性肝細胞肥大（雌）がみられたとの報告がある
（食安委 農薬評価書 (2017)、農薬抄録 (2013)、JMPR (2013)）。

【参考データ等】
（５）マウスを用いた混餌投与による90日間反復経口投与試験において、50 ppm以上（7.2
mg/kg/day（雄）、9.7 mg/kg/day（雌）、区分1の範囲）で副腎束状帯小型空胞化（雄）がみられた
が、用量相関はなく、副腎に対する影響評価試験では副腎機能障害も形態学的異常もみられな
かった。また7,000 ppm（1,090 mg/kg/day（雄）、1,340 mg/kg/day（雌）、区分に該当しない範囲）で

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-058-METI

N－ブチル－N－
エチル－α，α，
α－トリフルオロ
－２，６－ジニト
ロ－ｐ－ トルイジ
ン（別名：ベスロ
ジン）

1861-40-1

特定標的臓器
毒性（反復暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（５）より、区分１（肝臓、腎臓）とした。なお、腎臓に関して、（１）でみられ
るα2μグロブリン腎症は一般に雄ラット特有の症状ではあるが、雌ラットにも腎臓影響が
みられることから、標的臓器として採用した。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた混餌投与によるげっ歯類における28日間反復経口投与毒性試験
（OECD TG 408、GLP）において、250 ppm（17 mg/kg/day（雄）、20 mg/kg/day
（雌）、区分2の範囲）で慢性腎症（雄の所見はα2μグロブリン蓄積による二次的影響）、
腎皮質尿細管上皮細胞色素沈着（雌）、肝・腎絶対相対重量増加（雌）が、500 ppm（25
mg/kg/day、区分2の範囲）で尿中AST増加（雄）、腎臓影響（硝子滴形成、腎皮質尿細管
上皮細胞再生）（雄）、肝臓肥大（雄）がみられたとの報告がある（食安委 農薬評価書
(2010)、CLH Report (2019)）。
（２）イヌを用いた強制経口投与による28日間反復経口投与毒性試験（OECD TG 409、
GLP）において、5 mg/kg/day（区分1の範囲）で検体と同色の嘔吐物（雌）が、25
mg/kg/day（区分2の範囲）で脾臓影響（ヘモジデリン色素沈着）、検体と同色の嘔吐物
（雄）が、125 mg/kg/day（区分該当しない範囲）で肝臓影響（細胞肥大、絶対相対重量増
加（雄）、ヘモジデリン色素沈着）がみられたとの報告がある（食安委 農薬評価書
(2010)、CLH Report (2019)）。
（３）イヌを用いた強制経口による慢性毒性試験（OECD TG 452、GLP）において、25
mg/kg/day（区分2の範囲）で肝臓影響（相対重量増加）、ALT増加（雌）、肝臓影響（類
洞細胞の色素沈着）（雌）が、125 mg/kg/day（区分該当しない範囲）でALT 増加（雄）、
肝臓影響（類洞細胞の色素沈着）（雄）がみられたとの報告がある（食安委 農薬評価書

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（５）より、区分１（肝臓、腎臓）とした。なお、腎臓に関して、（１）でみられるα2μグロブリン腎
症は一般に雄ラット特有の症状ではあるが、雌ラットにも腎臓影響がみられることから、標的臓器と
して採用した。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた混餌投与によるげっ歯類における90日間反復経口投与毒性試験（OECD TG
408、GLP）において、250 ppm（17 mg/kg/day（雄）、20 mg/kg/day（雌）、区分2の範囲）で慢性腎症
（雄の所見はα2μグロブリン蓄積による二次的影響）、腎皮質尿細管上皮細胞色素沈着（雌）、肝・
腎絶対相対重量増加（雌）が、500 ppm（25 mg/kg/day、区分2の範囲）で尿中AST増加（雄）、腎臓
影響（硝子滴形成、腎皮質尿細管上皮細胞再生）（雄）、肝臓肥大（雄）がみられたとの報告がある
（食安委 農薬評価書 (2010)、CLH Report (2019)）。
（２）イヌを用いた強制経口投与による90日間反復経口投与毒性試験（OECD TG 409、GLP）におい
て、5 mg/kg/day（区分1の範囲）で検体と同色の嘔吐物（雌）が、25 mg/kg/day（区分2の範囲）で脾
臓影響（ヘモジデリン色素沈着）、検体と同色の嘔吐物（雄）が、125 mg/kg/day（区分該当しない範
囲）で肝臓影響（細胞肥大、絶対相対重量増加（雄）、ヘモジデリン色素沈着）がみられたとの報告
がある（食安委 農薬評価書 (2010)、CLH Report (2019)）。
（３）イヌを用いた強制経口による慢性毒性試験（OECD TG 452、GLP）において、25 mg/kg/day（区
分2の範囲）で肝臓影響（相対重量増加）、ALT増加（雌）、肝臓影響（類洞細胞の色素沈着）（雌）
が、125 mg/kg/day（区分該当しない範囲）でALT 増加（雄）、肝臓影響（類洞細胞の色素沈着）（雄）
がみられたとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2010)、CLH Report (2019)）。
（４）ラットを用いた混餌投与による慢性毒性/発がん性併合試験（OECD TG 453、GLP）において、
100 ppm（5.4 mg/kg/day（雄）、6.8 mg/kg/day（雌）、区分1の範囲）で腎臓影響（硝子滴形成、腎盂
結石）、尿細管上皮細胞巨核化（雄）、移行上皮過形成（雄）、肝臓影響（細胞肥大、細胞内色素沈
着）（雌）が、2,500 ppm（136 mg/kg/day（雄）、168 mg/kg/day（雌）、区分該当しない範囲）で血液影
響（RBC・Hb・Ht減少、PLT増加、BUN・Cre・TP・Alb・Glob 増加）、肝臓影響（絶対相対重量増加・慢
性炎症、肝細胞肥大（雄）、肝細胞内色素沈着（雄）、肝単細胞壊死（雄））、慢性腎症、膀胱上皮過
形成、坐骨神経及び大腿筋変性、肺慢性炎症がみられたとの報告がある（食安委 農薬評価書
(2010)、 CLH Report (2019)）。
（５）マウスを用いた混餌投与による慢性毒性/発がん性併合試験（OECD TG 451、GLP）において、
300 ppm（36.4 mg/kg/day（雄）、41.8 mg/kg/day（雌）、区分2の範囲）で尿路系障害、肝臓の結節
（雌）が、1,500 ppm（185 mg/kg/day（雄）、224 mg/kg/day（雌）、区分該当しない範囲）で明黄色尿、
肝臓影響（絶対相対重量増加、多発性巣状過形成（雌））、ALT・ALP増加（雌）がみられたとの報告
がある（食安委 農薬評価書 (2010)、CLH Report (2019)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-059-METI, MOE
ジトリデシル＝フ
タラート

119-06-2
生殖細胞変異
原性

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
データ不足のため、分類できない。

【参考データ等】
（１）細菌を用いた復帰突然変異試験において、陰性との報告がある（厚生労働省 既存点
検結果 (Accessed Sep. 2020)、NICNAS (2008)、HSDB (Accessed Sep. 2020)）。
（２）チャイニーズハムスター肺線維芽細胞（CLH）を用いた染色体異常試験において、陰
性との報告がある（厚生労働省 既存点検結果 (Accessed Sep. 2020)、NICNAS (2008)、
HSDB (Accessed Sep. 2020)）。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
データ不足のため、分類できない。

【参考データ等】
（１）細菌を用いた復帰突然変異試験において、陰性との報告がある（厚生労働省 既存点検結果
(Accessed Sep. 2020)、NICNAS (2008)、HSDB (Accessed Sep. 2020)）。
（２）チャイニーズハムスター肺線維芽細胞（CHL）を用いた染色体異常試験において、陰性との報
告がある（厚生労働省 既存点検結果 (Accessed Sep. 2020)、NICNAS (2008)、HSDB (Accessed
Sep. 2020)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-059-METI, MOE
ジトリデシル＝フ
タラート

119-06-2 特定標的臓器毒性（反復暴露）変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）より、経口経路では区分に該当しない。なお標的臓器として考えられる肝臓影響は細
胞の肥大に限定され、重大な毒性の兆候を示す変化ではないと判断される。ただし、他経路
での分類に十分な情報がなく、データ不足のため分類できない。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた強制経口投与による反復投与毒性試験と生殖発生毒性スクリーニング
試験の複合試験（OECD TG422、GLP）において、50 mg/kg/day（90日換算：23.3
mg/kg/day、区分2の範囲）で流涎（雌）、肝臓影響（小葉中心性細胞肥大、重量増加
（雌））が、250 mg/kg/day（90日換算：117 mg/kg/day、区分に該当しない範囲）で肝
臓影響（重量増加（雄）、ALP増加、カタラーゼ陽性顆粒増加）、腎臓影響（重量増加
（雄）、好塩基性尿細管、腎盂上皮過形成（雌）、ただし尿検査の結果から腎機能障害を示
唆する所見はみられなかった）、膀胱移行上皮の過形成（雌）がみられたとの報告がある。
なお、250 mg/kg/day（雄）でみられたカタラーゼ陽性顆粒細胞の増加していたことから、
小葉中心性細胞肥大はペルオキシソーム増殖に起因すると考えられる、との報告がある（厚
生労働省 既存点検結果 (1997)、DFG MAK (2019)、ACIS (旧NICNAS IMAP) (2008)）。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）より、経口経路では区分に該当しない。なお標的臓器として考えられる肝臓影響は細
胞の肥大に限定され、重大な毒性の兆候を示す変化ではないと判断される。ただし、他経路
での分類に十分な情報がなく、データ不足のため分類できない。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた強制経口投与による反復投与毒性試験と生殖発生毒性スクリーニング
試験の複合試験（OECD TG422、GLP）において、50 mg/kg/day（90日換算：23.3
mg/kg/day、区分2の範囲）で流涎（雄）、肝臓影響（小葉中心性細胞肥大、重量増加
（雌））が、250 mg/kg/day（90日換算：117 mg/kg/day、区分に該当しない範囲）で肝
臓影響（重量増加（雄）、ALP増加、カタラーゼ陽性顆粒増加）、腎臓影響（重量増加
（雄）、好塩基性尿細管、腎盂上皮過形成（雌）、ただし尿検査の結果から腎機能障害を示
唆する所見はみられなかった）、膀胱移行上皮の過形成（雌）がみられたとの報告がある。
なお、250 mg/kg/day（雄）でみられたカタラーゼ陽性顆粒細胞の増加していたことから、
小葉中心性細胞肥大はペルオキシソーム増殖に起因すると考えられる、との報告がある（厚
生労働省 既存点検結果 (1997)、DFG MAK (2019)、ACIS (旧NICNAS IMAP) (2008)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正
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R1年度政府によるGHS分類結果  正誤表

R02-A-060-
METI, MOE

酢酸ゲラニル 105-87-3
特定標的臓器
毒性（反復暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）、（２）より、経口経路では区分に該当しない。ただし、他経路での分類に十分な情
報がなく、データ不足のため分類できない。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた強制経口による13週間経口投与試験（5日/週）において、2,000
mg/kg/day（7日/週換算 1,430 mg/kg/day、区分該当しない範囲）までは影響がみられな
かったが、4,000 mg/kg/day（7日/週換算 2,860 mg/kg/day、区分該当しない範囲）で死亡
（雄2/10例、雌1/10例）、抑うつ、体重増加抑制、胃粘膜の赤色化（雄）がみられたとの
報告がある。ただし、病理組織検査で本物質投与に関連した異常はみられなかった（NTP
TR 252 (1987)、NICNAS IMAP (2017)）。
（２）マウスを用いた強制経口による13週間経口投与試験（5日/週）において、1,000
mg/kg/day（7日/週 換算714 mg/kg/day、区分該当しない範囲）までは影響がみられな
かったが、2,000 mg/kg/day（7日/週 換算1,430 mg/kg/day、区分該当しない範囲）で死
亡、肝臓・肝臓・心筋影響（細胞質空胞化、空胞内・細胞内脂質蓄積）、胃影響（限局性膿
瘍性炎症、限局性潰瘍性炎症、粘膜下浮腫）がみられたとの報告がある（NTP TR 252
(1987)、NICNAS IMAP (2017)）。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）、（２）より、経口経路では区分に該当しない。ただし、他経路での分類に十分な情報がなく、
データ不足のため分類できない。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた強制経口による13週間経口投与試験（5日/週）において、2,000 mg/kg/day（7日/
週換算 1,430 mg/kg/day、区分該当しない範囲）までは影響がみられなかったが、4,000 mg/kg/day
（7日/週換算 2,860 mg/kg/day、区分該当しない範囲）で死亡（雄2/10例、雌1/10例）、抑うつ、体重
増加抑制、胃粘膜の赤色化（雄）がみられたとの報告がある。ただし、病理組織検査で本物質投与
に関連した異常はみられなかった（NTP TR 252 (1987)、NICNAS IMAP (2017)）。
（２）マウスを用いた強制経口による13週間経口投与試験（5日/週）において、1,000 mg/kg/day（7
日/週 換算714 mg/kg/day、区分該当しない範囲）までは影響がみられなかったが、2,000
mg/kg/day（7日/週 換算1,430 mg/kg/day、区分該当しない範囲）で死亡、肝臓・腎臓・心筋影響
（細胞質空胞化、空胞内・細胞内脂質蓄積）、胃影響（限局性膿瘍性炎症、限局性潰瘍性炎症、粘
膜下浮腫）がみられたとの報告がある（NTP TR 252 (1987)、NICNAS IMAP (2017)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-060-
METI, MOE

酢酸ゲラニル 105-87-3 発がん性 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）、（２）より、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）ラット又はマウスに本物質71%と酢酸シトロネリル（CAS番号 150-84-5）29％を含
む混合物を2年間強制経口投与（5日/週）した発がん性試験の結果、ラット、マウスの雌雄
いずれも明らかな発がん性の証拠は示さなかった。ただし、雄ラットと雄マウスの高用量
群、及び雌雄マウスの低用量では生存率低下がみられ、腫瘍検出率の感度が低下した可能性
がある。雄ラットの低用量群にみられた腎尿細管上皮腺腫、雄マウスの低用量群にみられた
皮膚の扁平上皮がんの僅かな増加は投与に関連した腫瘍の可能性があり得ると報告された
（NTP TR252 (1987)）。
（２）上記NTP試験結果でみられた雄ラットの尿細管腺腫及び雄マウスの皮膚腫瘍は高用量
群では有意な増加を示さず、用量相関性がないことから、被験物質投与による影響でなはな
いと考えられる。本物質は発がん性を有するとは考えられないと結論した（REACH登録情
報 (Accessed Sep. 2020)、NICNAS IMAP (2017)）。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）、（２）より、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）ラット又はマウスに本物質71%と酢酸シトロネリル（CAS番号 150-84-5）29％を含む混合物を2
年間強制経口投与（5日/週）した発がん性試験の結果、ラット、マウスの雌雄いずれも明らかな発
がん性の証拠は示さなかった。ただし、雄ラットと雌雄マウスの高用量群、及び雌マウスの低用量
群では生存率低下がみられ、腫瘍検出率の感度が低下した可能性がある。雄ラットの低用量群に
みられた腎尿細管上皮腺腫、雄ラットの低用量群にみられた皮膚の扁平上皮がんの僅かな増加は
投与に関連した腫瘍の可能性があり得ると報告された（NTP TR252 (1987)）。
（２）上記NTP試験結果でみられた雄ラットの尿細管腺腫及び雄マウスの皮膚腫瘍は高用量群では
有意な増加を示さず、用量相関性がないことから、被験物質投与による影響でなはないと考えられ
る。本物質は発がん性を有するとは考えられないと結論した（REACH登録情報 (Accessed Sep.
2020)、NICNAS IMAP (2017)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-058-METI

N－ブチル－N－
エチル－α，α，
α－トリフルオロ
－２，６－ジニト
ロ－ｐ－ トルイジ
ン（別名：ベスロ
ジン）

1861-40-1

特定標的臓器
毒性（単回暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）より、区分3（気道刺激性）とした。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた単回吸入（粉塵）ばく露試験（OECD TG 403、GLP）において、1.12 mg/L（区分2
の範囲）で一時的な活動低下・体重減少が、2.16 mg/L（区分2の範囲）で死亡（雄2/5例、雌1/5例、
剖検の結果、肝臓・肺にうっ血）、呼吸困難、活動性低下、体重減少がみられたとの報告がある
（CLH Report (2019)、EU EFSA (2019)）。

【参考データ等】
（２）ラットを用いた強制経口投与による急性経口毒性試験（OECD TG 401、GLP）において、5,000
mg/kg（区分該当しない範囲）で投与後に低活動性、会陰部の尿による汚れ、流涙がみられたが、
14日には全例正常であった。剖検の結果、投与に関連した異常はみられなかった。なお、誤投与に
より雌2/5例が死亡がみられたとの報告がある（CLH Report (2019)）。
（３）ウサギを用いた強制経口投与による急性経口毒性試験（OECD TG 402、GLP）において、5,000
mg/kg（区分該当しない範囲）で剥離と皮膚刺激症状（中程度から重度の紅斑及び浮腫）がみられ
たが28日以内に消失した。その他、投与に関連した影響はみられなかったとの報告がある（CLH
Report (2019)）。
（４）ウサギを用いた単回経皮投与試験（OECD TG 402、GLP）において、5,000 mg/kg（区分該当し
ない範囲）で軽度の紅斑及び浮腫、火傷・亀裂（雄）、落屑・痂皮がみられたとの報告がある（CLH
Report (2019)）。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）より、区分3（気道刺激性）とした。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた単回吸入（粉塵）ばく露試験（OECD TG 403、GLP）において、1.12 mg/L（区分2
の範囲）で一時的な活動低下・体重減少が、2.16 mg/L（区分2の範囲）で死亡（雄2/5例、雌1/5例、
剖検の結果、肝臓・肺にうっ血）、呼吸困難、活動性低下、体重減少がみられたとの報告がある
（CLH Report (2019)、EU EFSA (2019)）。

【参考データ等】
（２）ラットを用いた強制経口投与による急性経口毒性試験（OECD TG 401、GLP）において、5,000
mg/kg（区分該当しない範囲）で投与後に低活動性、会陰部の尿による汚れ、流涙がみられたが、
14日には全例正常であった。剖検の結果、投与に関連した異常はみられなかった。なお、誤投与に
より雌2/5例が死亡がみられたとの報告がある（CLH Report (2019)）。
（３）ウサギを用いた急性経皮毒性試験（OECD TG 402、GLP）において、5,000 mg/kg（区分該当し
ない範囲）で剥離と皮膚刺激症状（中程度から重度の紅斑及び浮腫）がみられたが28日以内に消
失した。その他、投与に関連した影響はみられなかったとの報告がある（CLH Report (2019)）。
（４）ウサギを用いた単回経皮投与試験（OECD TG 402、GLP）において、5,000 mg/kg（区分該当し
ない範囲）で軽度の紅斑及び浮腫、火傷・亀裂（雄）、落屑・痂皮がみられたとの報告がある（CLH
Report (2019)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-015-
METI, MOE

ｒｅｌ－（１Ｒ，
２R）－２－ｔｅ
ｒｔ－ブチルシク
ロヘキシル＝アセ
タート

20298-69-5
特定標的臓器
毒性（単回暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）、（２）より、経口経路では区分に該当しないと考えられるが、他経路での毒性情報がなく、デー
タ不足のため分類できない。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた混餌投与による90日間反復経口投与毒性試験（OECD TG 409、GLP）において、
800 ppm以上（37 mg/kg/day（雄）、43 mg/kg/day（雌）、区分2の範囲）で腎臓の相対重量増加と組
織学的変化（硝子滴沈着・顆粒状円柱・好塩基性尿細管など）が雄にのみ認められ、α2u-グロブン
リン免疫染色陽性であっため、雄ラット特異的な腎臓病変と判断された。これ以外には最高用量の
7,500 ppm（423 mg/kg/day（雄）、457 mg/kg/day（雌）、区分該当しない範囲）までの用量で影響は
みられなかったとの報告がある（REACH登録情報 (Accessed Aug. 2020)）。
（２）ラットを用いた混餌投与による反復投与毒性試験と生殖発生毒性スクリーニング試験の併合試
験（OECD TG 422、GLP、雄：交配間10週間、交配期間及び剖検前日まで、雌：交配前10週間、交
配・妊娠・哺育期間及び剖検前日（概ね哺育4日）まで）において、75 mg/kg/day（90日換算：58.3
mg/kg/day（雄）、61.7 mg/kg/day（雌）、区分2の範囲）で尿素窒素の上昇及び硝子滴の増加（近位
尿細管における好酸性硝子滴の増加、好酸性細胞片で充満した拡張尿細管）が、200 mg/kg/day
以上（90日換算：156 mg/kg/day（雄）、164 mg/kg/day（雌）、区分該当しない範囲）で腎臓相対重量
の増加が雄に認められ、α2u-グロブンリン染色陽性から雄ラット特異的なα2u-グロブンリン腎症
と判断された。これ以外には、最高用量の500 mg/kg/day（90日換算：389 mg/kg/day（雄）、411
mg/kg/day（雌）、区分該当しない範囲）までの用量で影響はみられなかったとの報告がある
（REACH登録情報 (Accessed Aug. 2020)）。

【参考データ等】
（１）本物質のcis-, trans-異性体混合物について、ラットを用いた強制経口による反復投与毒性試
験と生殖発生毒性スクリーニング試験の併合試験（OECD TG 422、GLP、雄：42日間、雌：41～46日
間）において、50 mg/kg/day（90日換算：22.8 mg/kg/day（雄）、25.6 mg/kg/day（雌）、区分2の範
囲）で雄に腎臓影響が、主に150 mg/kg/day以上（90日換算：68.3 mg/kg/day（雄）、76.7 mg/kg/day
（雌）、区分2の範囲）で肝臓影響（小葉中心性肝細胞肥大（雌雄））及び甲状腺影響（ろ胞上皮細胞
肥大（雄））がみられたとの報告がある（厚労省既存化学物質毒性データベース (2013)）。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）、（２）より、経口経路では区分に該当しないと考えられるが、他経路での毒性情報がなく、デー
タ不足のため分類できない。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた混餌投与による90日間反復経口投与毒性試験（OECD TG 408、GLP）において、
800 ppm以上（37 mg/kg/day（雄）、43 mg/kg/day（雌）、区分2の範囲）で腎臓の相対重量増加と組
織学的変化（硝子滴沈着・顆粒状円柱・好塩基性尿細管など）が雄にのみ認められ、α2u-グロブン
リン免疫染色陽性であっため、雄ラット特異的な腎臓病変と判断された。これ以外には最高用量の
7,500 ppm（423 mg/kg/day（雄）、457 mg/kg/day（雌）、区分該当しない範囲）までの用量で影響は
みられなかったとの報告がある（REACH登録情報 (Accessed Aug. 2020)）。
（２）ラットを用いた混餌投与による反復投与毒性試験と生殖発生毒性スクリーニング試験の併合試
験（OECD TG 422、GLP、雄：交配間10週間、交配期間及び剖検前日まで、雌：交配前10週間、交
配・妊娠・哺育期間及び剖検前日（概ね哺育4日）まで）において、75 mg/kg/day（90日換算：58.3
mg/kg/day（雄）、61.7 mg/kg/day（雌）、区分2の範囲）で尿素窒素の上昇及び硝子滴の増加（近位
尿細管における好酸性硝子滴の増加、好酸性細胞片で充満した拡張尿細管）が、200 mg/kg/day
以上（90日換算：156 mg/kg/day（雄）、164 mg/kg/day（雌）、区分該当しない範囲）で腎臓相対重量
の増加が雄に認められ、α2u-グロブンリン染色陽性から雄ラット特異的なα2u-グロブンリン腎症
と判断された。これ以外には、最高用量の500 mg/kg/day（90日換算：389 mg/kg/day（雄）、411
mg/kg/day（雌）、区分該当しない範囲）までの用量で影響はみられなかったとの報告がある
（REACH登録情報 (Accessed Aug. 2020)）。

【参考データ等】
（３）本物質のcis-, trans-異性体混合物について、ラットを用いた強制経口による反復投与毒性試
験と生殖発生毒性スクリーニング試験の併合試験（OECD TG 422、GLP、雄：42日間、雌：41～46日
間）において、50 mg/kg/day（90日換算：22.8 mg/kg/day（雄）、25.6 mg/kg/day（雌）、区分2の範
囲）で雄に腎臓影響が、主に150 mg/kg/day以上（90日換算：68.3 mg/kg/day（雄）、76.7 mg/kg/day
（雌）、区分2の範囲）で肝臓影響（小葉中心性肝細胞肥大（雌雄））及び甲状腺影響（ろ胞上皮細胞
肥大（雄））がみられたとの報告がある（厚労省既存化学物質毒性データベース (2013)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正
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R1年度政府によるGHS分類結果  正誤表

R02-A-021-METI, MOEピペロナール 120-57-0
生殖細胞変異
原性

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（４）より、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）マウスを用いた優性致死試験(OECD TG478)で陰性の結果が得られている（REACH登録情報
(Accessed Aug. 2020)）。
（２）細菌復帰突然変異試験(OECD TG471相当) でで陰性の結果が得られている（REACH登録情報
(Accessed Aug. 2020)）。
（３）ほ乳類のin vitro染色体異常試験(OECD TG473相当)で陰性の結果が得られている（REACH登
録情報 (Accessed Aug. 2020)）。
（４）ほ乳類のin vitro遺伝子突然変異試験(OECD TG476相当)で陰性の結果が得られている
（REACH登録情報 (Accessed Aug. 2020)）。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（４）より、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）マウスを用いた優性致死試験(OECD TG478)で陰性の結果が得られている（REACH登
録情報 (Accessed Aug. 2020)）。
（２）細菌復帰突然変異試験(OECD TG471相当)で陰性の結果が得られている（REACH登録
情報 (Accessed Aug. 2020)）。
（３）ほ乳類のin vitro染色体異常試験(OECD TG473相当)で陰性の結果が得られている
（REACH登録情報 (Accessed Aug. 2020)）。
（４）ほ乳類のin vitro遺伝子突然変異試験(OECD TG476相当)で陰性の結果が得られている
（REACH登録情報 (Accessed Aug. 2020)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-023-METI, MOE
３－ヨード－２－
プロピニル＝ブチ
ルカルバマート

55406-53-6

特定標的臓器
毒性（反復暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
吸入経路では、（１）より、喉頭に病理組織変化が認められたことから、区分1（呼吸器）とした。な
お、（２）～（５）より、経口経路及び経皮経路では区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた13週間吸入ばく露試験（6時間/日、5日/週）において、6.7 mg/m3（90日換算：
0.0048 mg/L、区分1の範囲）で喉頭の組織変化（腹側軟骨の壊死、腹側領域上皮の過形成、背腹
側領域の過形成及び扁平上皮化生）がみられた。なお、同群では血漿・赤血球・脳ChE活性の低下
が雄及び/又は雌にみられたが、用量相関性に乏しく、影響としての妥当性が不明確な所見とされ
たとの報告がある（AICIS (旧NICNAS IMAP) (2013) & EU CLH提案文書 (2011)、REACH登録情報
(Accessed Aug. 2020)）。
（２）ラットを用いた強制経口による13週間経口投与試験において、雄の50 mg/kg/day以上（区分2
の範囲）及び雌の125 mg/kg/day（区分該当しない範囲）で、流涎、嗜眠、喘鳴、鼻出血がみられた
との報告がある（AICIS (旧NICNAS IMAP) (2013)）。
（３）ラットを用いた混餌投与による2年間慢性毒性/発がん性併合試験において、最高用量の80
mg/kg/day（区分2の範囲）で胃の組織変化（粘膜下浮腫・炎症、アカントーシス、過角化、潰瘍、基
底膜増殖等）がみられた以外に特定の臓器毒性はみられなかったとの報告がある（AICIS (旧
NICNAS IMAP) (2013)）。
（４）マウスを用いた混餌投与による78週間発がん性試験において、150 mg/kg/day（区分該当しな
い範囲）で甲状腺への影響（濾胞上皮細胞起源と思われる小空胞細胞巣を伴う甲状腺肥大、濾胞
の大型化）がみられたが、本所見の毒性学的意義は不明である。この他、有害影響はみられなかっ
た報告がある（AICIS (旧NICNAS IMAP) (2013)）。
（５）ラットを用いた91日間経皮投与試験（6時間/日、5日/週）において、最高用量の500 mg/kg/day
（357 mg/kg/day、区分該当しない範囲）で 最高用量の500 mg/kg/dayで皮膚刺激影響（表皮肥厚、
過角化）が認められたが、全身毒性影響はみられなかったとの報告がある（EU CLH提案文書
(2011)、AICIS (旧NICNAS IMAP) (2013)）。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
吸入経路では、（１）より、喉頭に病理組織変化が認められたことから、区分1（呼吸器）とした。な
お、（２）～（５）より、経口経路及び経皮経路では区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた13週間吸入ばく露試験（6時間/日、5日/週）において、6.7 mg/m3（90日換算：
0.0048 mg/L、区分1の範囲）で喉頭の組織変化（腹側軟骨の壊死、腹側領域上皮の過形成、背腹
側領域の過形成及び扁平上皮化生）がみられた。なお、同群では血漿・赤血球・脳ChE活性の低下
が雄及び/又は雌にみられたが、用量相関性に乏しく、影響としての妥当性が不明確な所見とされ
たとの報告がある（AICIS (旧NICNAS IMAP) (2013) & EU CLH提案文書 (2011)、REACH登録情報
(Accessed Aug. 2020)）。
（２）ラットを用いた強制経口による13週間経口投与試験において、雄の50 mg/kg/day以上（区分2
の範囲）及び雌の125 mg/kg/day（区分該当しない範囲）で、流涎、嗜眠、喘鳴、鼻出血がみられた
との報告がある（AICIS (旧NICNAS IMAP) (2013)）。
（３）ラットを用いた混餌投与による2年間慢性毒性/発がん性併合試験において、最高用量の80
mg/kg/day（区分2の範囲）で胃の組織変化（粘膜下浮腫・炎症、アカントーシス、過角化、潰瘍、基
底膜増殖等）がみられた以外に特定の臓器毒性はみられなかったとの報告がある（AICIS (旧
NICNAS IMAP) (2013)）。
（４）マウスを用いた混餌投与による78週間発がん性試験において、150 mg/kg/day（区分該当しな
い範囲）で甲状腺への影響（濾胞上皮細胞起源と思われる小空胞細胞巣を伴う甲状腺肥大、濾胞
の大型化）がみられたが、本所見の毒性学的意義は不明である。この他、有害影響はみられなかっ
た報告がある（AICIS (旧NICNAS IMAP) (2013)）。
（５）ラットを用いた91日間経皮投与試験（6時間/日、5日/週）において、最高用量の500 mg/kg/day
（357 mg/kg/day、区分該当しない範囲）で皮膚刺激影響（表皮肥厚、過角化）が認められたが、全
身毒性影響はみられなかったとの報告がある（EU CLH提案文書 (2011)、AICIS (旧NICNAS IMAP)
(2013)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-026-METI, MOE

３－［（２－クロ
ロ－１，３－チア
ゾール－５－イ
ル）メチル］－５
－メチル－Ｎ－ニ
トロ－１，３，５
－オキサジアジナ
ン－４－イミン
（別名：チアメト
キサム）

153719-23-4
特定標的臓器
毒性（反復暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（５）より、経口経路では標的臓器を特定できず区分に該当しないと考えられるが、他経路で
の毒性情報がなく、データ不足のため分類できない。なお（４）より、肝臓影響がみられるが、マウス
の肝臓（前がん病変）所見は、ヒトへの外挿性がないことから、標的臓器から除外した。

【根拠データ】
（１）ラットの混餌投与による90日間反復経口投与試験において、1,250ppm（84.5mg/kg/day（雄）、
92.5mg/kg/day（雌）、区分2の範囲）で尿細管硝子滴沈着、尿細管慢性病変、Cre増加の腎臓影響
（雄）がみられ、2,500ppm（168mg/kg/day（雄）、182mg/kg/day（雌）、区分に該当しない範囲）で尿
細管慢性病変（雌）がみられた。しかし、雄の腎尿細管組織の変化は免疫組織学的染色によりα
2u-ミクログロブリン蓄積によるものでヒトに当てはまらない所見とされ、雌の尿細管病変について
は長期投与試験で再現されていないことから偶発所見と結論づけられたとの報告がある（食安委
農薬評価書 (2012)、JMPR (2010)）。
（２）イヌの混餌投与による90日間反復経口投与試験において、1,000～2,500ppm（32.0～
54.8mg/kg/day（雄）、区分2の範囲）および1,000～2,000ppm（33.9～50.5mg/kg/day（雌）、区分2の
範囲）で赤血球数・ヘモグロビン・ヘマトクリット減少（雌）、MCH、単球比、PT延長（雌雄）の血液影
響および精巣重量減少、精子形成低下（雄）がみられたとの報告がある（食安委 農薬評価書
(2012) 、JMPR (2010)）。
（３）イヌの混餌投与による1年間慢性毒性試験において、750～1,500ppm（21.0～42.0mg/kg/day
（雄）、24.6～45.1mg/kg/day（雌）、区分2の範囲）でBUN・Cre増加および赤血球粒度分布幅及び好
中球比増加、好塩基球比及びリンパ球比減少の血液影響がみられたとの報告がある（食安委 農
薬評価書 (2012)  、JMPR (2010)）。
（４）マウスの混餌投与による18ヵ月間発がん性試験において、500～2,500ppm（63.8～
354mg/kg/day（雄）、87.6～479mg/kg/day（雌）、区分2～区分に該当しない範囲）で肝細胞肥大、
肝単細胞壊死、炎症性細胞浸潤、肝細胞脂肪化(雄)の肝臓影響がみられたとの報告がある（食安
委 農薬評価書 (2012) 、JMPR (2010)）。
（５）ラットの混餌投与による2年間慢性毒性/がん原性併合試験において、1,500ppm
（50.3mg/kg/day（雄）、区分2の範囲）で慢性腎症増加、腎リンパ球浸潤増加、BUN増加の腎臓影響
がみられた。しかし、（１）と同様に、ヒトに外挿できないα2u-グロブリンを介した雄ラット特異的な所
見であるとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2012) 、JMPR (2010)）。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（５）より、経口経路では標的臓器を特定できず区分に該当しないと考えられるが、他経路で
の毒性情報がなく、データ不足のため分類できない。なお（４）より、肝臓影響がみられるが、マウス
の肝臓（前がん病変）所見は、ヒトへの外挿性がないことから、標的臓器から除外した。

【根拠データ】
（１）ラットの混餌投与による90日間反復経口投与試験において、1,250ppm（84.9mg/kg/day（雄）、
92.5mg/kg/day（雌）、区分2の範囲）で尿細管硝子滴沈着、尿細管慢性病変、Cre増加の腎臓影響
（雄）がみられ、2,500ppm（168mg/kg/day（雄）、182mg/kg/day（雌）、区分に該当しない範囲）で尿
細管慢性病変（雌）がみられた。しかし、雄の腎尿細管組織の変化は免疫組織学的染色によりα
2u-グロブリン蓄積によるものでヒトに当てはまらない所見とされ、雌の尿細管病変については長期
投与試験で再現されていないことから偶発所見と結論づけられたとの報告がある（食安委 農薬評
価書 (2012)、JMPR (2010)）。
（２）イヌの混餌投与による90日間反復経口投与試験において、1,000～2,500ppm（32.0～
54.8mg/kg/day（雄）、区分2の範囲）および1,000～2,000ppm（33.9～50.5mg/kg/day（雌）、区分2の
範囲）で赤血球数・ヘモグロビン・ヘマトクリット減少（雌）、MCH、単球比、PT延長（雌雄）の血液影
響および精巣重量減少、精子形成低下（雄）がみられたとの報告がある（食安委 農薬評価書
(2012) 、JMPR (2010)）。
（３）イヌの混餌投与による1年間慢性毒性試験において、750～1,500ppm（21.0～42.0mg/kg/day
（雄）、24.6～45.1mg/kg/day（雌）、区分2の範囲）でBUN・Cre増加および赤血球粒度分布幅及び好
中球比増加、好塩基球比及びリンパ球比減少の血液影響がみられたとの報告がある（食安委 農
薬評価書 (2012)）。
（４）マウスの混餌投与による18ヵ月間発がん性試験において、500～2,500ppm（63.8～
354mg/kg/day（雄）、87.6～479mg/kg/day（雌）、区分2～区分に該当しない範囲）で肝細胞肥大、
肝単細胞壊死、炎症性細胞浸潤、肝細胞脂肪化(雄)の肝臓影響がみられたとの報告がある（食安
委 農薬評価書 (2012) 、JMPR (2010)）。
（５）ラットの混餌投与による2年間慢性毒性/がん原性併合試験において、500 ppm (21.0 mg/kg bw
per day（雄）、区分2の範囲）で慢性腎症増加、腎リンパ球浸潤増加、BUN増加の腎臓影響がみら
れた。しかし、（１）と同様に、ヒトに外挿できないα2u-グロブリンを介した雄ラット特異的な所見であ
るとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2012) 、JMPR (2010)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-029-METI, MOE

４－（１，２，ジ
メチルプロピルア
ミノ）－２－エチ
ルアミノ－６－メ
チルチオ－１，
３，５－トリアジ
ン（別名：ジメタ
メトリン）

22936-75-0
特定標的臓器
毒性（単回暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（４）より、全身痙攣などがみられることから、区分2（神経系）とした。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた単回経口投与試験において、2,000 mg/kg以上で死亡、自発運動低下、筋緊張
低下、脱力状態、伏臥、衰弱、横臥、閉眼、流涙、流涎、失禁がみられたとの報告がある（食安委
農薬評価書 (2011)）。
（２）ラットを用いた単回経口投与試験において、1,500 mg/kg（雄）、1,300 mg/kg（雌）以上（区分2の
範囲）で嘔吐、流涎、流涙、軽度の全身痙攣、運動能低下がみられ、雌雄ともに1,500 mg/kg以上で
死亡 （雌）、たとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2011)、農薬抄録 (2013)）。
（３）ラットを用いた単回経皮投与試験において、5,000 mg/kg（区分該当しない範囲）で軽度の鼻出
血がみられたとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2011)）。
（４）ラットを用いた単回経皮投与試験において、2000 mg/kg（区分2の範囲）で影響がみられなかっ
たとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2011)）。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（４）より、全身痙攣などがみられることから、区分2（神経系）とした。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた単回経口投与試験において、2,000 mg/kg以上で死亡、自発運動低下、筋緊張
低下、脱力状態、伏臥、衰弱、横臥、閉眼、流涙、流涎、失禁がみられたとの報告がある（食安委
農薬評価書 (2011)）。
（２）ラットを用いた単回経口投与試験において、1,500 mg/kg（雄）、1,300 mg/kg（雌）以上（区分2の
範囲）で嘔吐、流涎、流涙、軽度の全身痙攣、運動能低下がみられ、雌雄ともに1,500 mg/kg以上で
死亡、との報告がある（食安委 農薬評価書 (2011)、農薬抄録 (2013)）。
（３）ラットを用いた単回経皮投与試験において、5,000 mg/kg（区分該当しない範囲）で軽度の鼻出
血がみられたとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2011)）。
（４）ラットを用いた単回経皮投与試験において、2000 mg/kg（区分2の範囲）で影響がみられなかっ
たとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2011)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正
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R02-A-030-METI

２，４－ビス（イ
ソプロピルアミ
ノ）－６－メチル
チオ－１，３，５
－トリアジン（別
名：プロメトリ
ン）

7287-19-6 発がん性 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（３）より、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）国内外の分類機関による既存分類結果として、EPAでグループE（Evidence of Non-
Carcinogenicity for Humans）に分類されている（EPA Pesticides RED (1996)、EPA Annual Cancer
Report 2018 (Accessed Spt. 2020)：1994年分類）。
（２）ラットを用いた2つの2年間慢性毒性/発がん性試験（混餌投与）では、1つは3,000 ppm（雄/雌：
119/140 mg/kg/day）まで、もう1つは1,500 ppm（同40.9/80.6 mg/kg/day）までの用量で検体投与に
関連して発生頻度の増加した腫瘍性病変は認められなかった。発がん性は認められなかった（食
安委 農薬評価書 (2015)、EPA Pesticides RED (1996)）。
（３）マウスを用いた2年間混餌投与試験（混餌投与）では、3,000 ppm（同475/530 mg/kg/day）まで
の用量で検体投与に関連して発生頻度の増加した腫瘍性病変は認められなかった。発がん性は認
められなかった（食安委 農薬評価書 (2015)、EPA Pesticides RED (1996)）。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（３）より、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）国内外の分類機関による既存分類結果として、EPAでグループE（Evidence of Non-
Carcinogenicity for Humans）に分類されている（EPA Pesticides RED (1996)、EPA Annual Cancer
Report 2018 (Accessed Spt. 2020)：1994年分類）。
（２）ラットを用いた2つの2年間慢性毒性/発がん性試験（混餌投与）では、1つは3,000 ppm（雄/雌：
119/140 mg/kg/day）まで、もう1つは1,500 ppm（同40.9/80.6 mg/kg/day）までの用量で検体投与に
関連して発生頻度の増加した腫瘍性病変は認められなかった。発がん性は認められなかった（食
安委 農薬評価書 (2015)、EPA Pesticides RED (1996)）。
（３）マウスを用いた2年間慢性毒性/発がん性試験（混餌投与）では、3,000 ppm（同475/530
mg/kg/day）までの用量で検体投与に関連して発生頻度の増加した腫瘍性病変は認められなかっ
た。発がん性は認められなかった（食安委 農薬評価書 (2015)、EPA Pesticides RED (1996)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-084-METI

ビス（｛２－［３
－（４－クロロ
フェニル）プロピ
ル］－２，４，４
－トリメチル－
１，３－オキサゾ
リジン－３－イ
ル｝（１Ｈ－イミ
ダゾール－１－イ
ル）メタノン）＝
フマラート（別
名：オキスポコナ
ゾールフマル酸
塩）

174212-12-5 生殖毒性 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（３）より、区分2とした。

【参考データ等】
（１）ラットを用いた強制経口投与による発生毒性試験において、100 mg/kg/dayで親動物に一般毒
性影響（体重減少、体重増加抑制、摂餌量減少、胎盤重量増加）、児動物に胚・胎児死亡率上昇、
低体重、骨格変異(腰肋及び頸肋)がみられた。なお、催奇形性は認められなかったとの報告がある
（食安委 農薬評価書 (2019)）。
（２）ラットを用いた混餌投与による二世代生殖毒性試験において、1,000 ppmで親動物に一般毒性
影響（体重増加抑制、肝臓及び腎臓への影響等）、児動物に体重増加抑制がみられたが、繁殖能
に対する影響は認められなかったとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2019)）。
（３）ウサギを用いた強制経口投与による発生毒性試験において、催奇形性は認められなかったと
の報告がある（食安委 農薬評価書 (2019)）。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（３）より、区分2とした。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた強制経口投与による発生毒性試験において、100 mg/kg/dayで親動物に一般毒
性影響（体重減少、体重増加抑制、摂餌量減少、胎盤重量増加）、児動物に胚・胎児死亡率上昇、
低体重、骨格変異(腰肋及び頸肋)がみられた。なお、催奇形性は認められなかったとの報告がある
（食安委 農薬評価書 (2019)）。
（２）ラットを用いた混餌投与による二世代生殖毒性試験において、1,000 ppmで親動物に一般毒性
影響（体重増加抑制、肝臓及び腎臓への影響等）、児動物に体重増加抑制がみられたが、繁殖能
に対する影響は認められなかったとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2019)）。
（３）ウサギを用いた強制経口投与による発生毒性試験において、催奇形性は認められなかったと
の報告がある（食安委 農薬評価書 (2019)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-084-METI

ビス（｛２－［３
－（４－クロロ
フェニル）プロピ
ル］－２，４，４
－トリメチル－
１，３－オキサゾ
リジン－３－イ
ル｝（１Ｈ－イミ
ダゾール－１－イ
ル）メタノン）＝
フマラート（別
名：オキスポコナ
ゾールフマル酸
塩）

174212-12-5

特定標的臓器
毒性（単回暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（３）より、区分2（神経系）とした。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた単回経口投与試験において、600 mg/kg以上（区分2の範囲）で、横臥位及び振
戦、体重減少、活動性低下及び呼吸緩徐（雄）、よろめき歩行及び流涎（雌）がみられ、1,000 mg/kg
以上（区分2の範囲）で流涎、呼吸困難及び腹臥位（雌）がみられ、1,500 mg/kg以上（区分2の範囲）
で痙攣、よろめき歩行及び腹臥位（雄）、呼吸困難（雄）がみられ、3,300 mg/kg（区分に該当しない
範囲）で赤色尿、皮膚及び眼球蒼白がみられたとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2019)）。
（２）マウスを用いた単回経口投与試験において、300 mg/kg以上（区分1の範囲）で活動性低下
（雌）がみられ、600 mg/kg以上（区分2の範囲）で呼吸緩徐、よろめき歩行、痙攣、横臥位、活動性
低下（雄）、腹臥位（雌）がみられたとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2019)）。
（３）マウスを用いた単回経口投与による一般薬理試験（一般状態観察）において、320 mg/kg（区分
2の範囲）で認知力、運動性、中枢興奮、姿勢、運動失調、筋緊張、反射及び自律神経の項目に対
する興奮性又は抑制性症状がみられたとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2019)）。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（３）より、区分2（神経系）とした。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた単回経口投与試験において、600 mg/kg以上（区分2の範囲）で、横臥位及び振
戦、体重減少、活動性低下及び呼吸緩徐（雄）、よろめき歩行及び流涎（雌）がみられ、1,000 mg/kg
以上（区分2の範囲）で流涎、呼吸困難及び腹臥位（雌）がみられ、1,500 mg/kg以上（区分2の範囲）
で痙攣、よろめき歩行及び腹臥位（雄）、呼吸困難（雄）がみられ、3,300 mg/kg（区分に該当しない
範囲）で赤色尿、皮膚及び眼球蒼白がみられたとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2019)）。
（２）マウスを用いた単回経口投与試験において、300 mg/kg以上（区分1の範囲）で活動性低下
（雌）がみられ、600 mg/kg以上（区分2の範囲）で呼吸緩徐、よろめき歩行、痙攣、横臥位、活動性
低下（雄）、腹臥位（雌）がみられたとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2019)）。
（３）マウスを用いた単回腹腔内投与による一般薬理試験（一般状態観察）において、320 mg/kg（区
分2の範囲）で認知力、運動性、中枢興奮、姿勢、運動失調、筋緊張、反射及び自律神経の項目に
対する興奮性又は抑制性症状がみられたとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2019)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-091-
METI

２－ｔｅｒｔ－ブ
チルシクロヘキシ
ル＝アセタート

88-41-5
特定標的臓器
毒性（単回暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
データ不足のため分類できない。

【参考データ等】
（１）本物質について、マウスの経口LD50は310～500 mg/kgである。本物質を含む16種のシクロ酢
酸化合物について、経口又は経皮投与後の症状として嗜眠及び立毛がみられたと報告されてい
る。急性経口投与試験では、剖検により消化管のいくつかの部位における刺激性所見、紅涙及び/
又は流涎などが認められた（Fd. Chem. Toxicol., 46 (2008)）。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
データ不足のため分類できない。

【参考データ等】
（１）本物質について、マウスの経口LD50は310～500 mg/kgである。本物質を含む16種のシクロ酢
酸化合物について、経口又は経皮投与後の症状として嗜眠及び立毛がみられたと報告されてい
る。急性経口投与試験では、剖検により消化管のいくつかの部位における刺激性所見、着色鼻漏
及び/又は流涎などが認められた（Fd. Chem. Toxicol., 46 (2008)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-061-
METI, MOE

イソ酪酸β－フェ
ノキシエチル

103-60-6
生殖細胞変異
原性

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（３）より、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）マウスの骨髄細胞を用いた小核試験において、陰性との報告がある（REACH登録情
報 (Accessed Sep. 2020)、EFSA (2007)）。
（２）細菌復帰突然変異試験において、陰性の報告がある（REACH登録情報 (Accessed
Sep. 2020)、EFSA (2007)）。
（３）マウスリンパ腫細胞を用いた遺伝子突然変異試験において、陰性の報告がある
（REACH登録情報 (Accessed Sep. 2020) 、EFSA (2007)）。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（３）より、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）マウスの骨髄細胞を用いた小核試験において、陰性との報告がある（REACH登録情報
(Accessed Sep. 2020)、EFSA (2007)）。
（２）細菌復帰突然変異試験において、陰性の報告がある（REACH登録情報 (Accessed Sep.
2020)、EFSA (2007)）。
（３）マウスリンパ腫細胞を用いた遺伝子突然変異試験において、陰性の報告がある（REACH登録
情報 (Accessed Sep. 2020)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-062-METI, MOEｐ－オキシ安息香酸プロピル94-13-3 生殖細胞変異
原性

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（３）より、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）細菌復帰突然変異試験において、陰性との報告がある（REACH登録情報 (Accessed
Sep. 2020)、NICNAS IMAP (2015)）。
（２）チャイニーズハムスター肺線維芽細胞を用いた遺伝子突然変異試験において、陰性と
の報告がある（REACH登録情報 (Accessed Sep. 2020)、NICNAS IMAP (2015)）。
（３）ヒトリンパ球を用いた小核試験において、陰性との報告がある（REACH登録情報
(Accessed Sep. 2020) 、NICNAS IMAP (2015)）。

【参考データ等】
（４）マウスの骨髄細胞を用いた染色体異常試験において、陰性との報告がある（Int. J.
Toxiciol.(2008)）。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（３）より、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）細菌復帰突然変異試験において、陰性との報告がある（REACH登録情報 (Accessed Sep.
2020)、NICNAS IMAP (2015)）。
（２）チャイニーズハムスター肺線維芽細胞を用いた遺伝子突然変異試験において、陰性との報告
がある（REACH登録情報 (Accessed Sep. 2020)、NICNAS IMAP (2015)）。
（３）ヒトリンパ球を用いた小核試験において、陰性との報告がある（REACH登録情報 (Accessed
Sep. 2020)）。

【参考データ等】
（４）マウスの骨髄細胞を用いた染色体異常試験において、陰性との報告がある（Int. J.
Toxiciol.(2008)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正

18 / 59 ページ



R1年度政府によるGHS分類結果  正誤表

R02-A-063-METI, MOEテルピネオール酢酸エステル80-26-2 生殖細胞変異
原性

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）、（２）より区分に該当しない。

【根拠参考データ等】
（１）細菌復帰突然変異試験（OECD TG 471、GLP）において、陰性の報告がある
（REACH登録情報 (Accessed Sep. 2020)、RIFM Hazard Assesment Report for Terpenyl
acetate (Accessed Sep. 2020)）。
（２）ヒトリンパ球を用いたin vivo小核試験（OECD TG 478、GLP）において、陰性の報
告がある（ REACH登録情報 (Accessed Sep. 2020)、RIFM Hazard Assesment Report for
Terpenyl acetate (Accessed Sep. 2020)）。

【参考データ等】
（３）構造関連物質のテルピネオール（CAS番号 8000-41-7）のヒトリンパ球を用いた染色
体異常試験（OECD TG 473、GLP）、α-テルピネオール（CAS番号 98-55-5）のマウスリ
ンパ腫L5178Y 細胞を用いた遺伝子突然変異試験（OECD TG 490）において、陰性の報告が
ある（REACH登録情報 (Accessed Sep. 2020)）。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）、（２）より区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）細菌復帰突然変異試験（OECD TG 471、GLP）において、陰性の報告がある（REACH登録情報
(Accessed Sep. 2020)、RIFM Hazard Assesment Report for Terpinyl acetate (Accessed Sep.
2020)）。
（２）ヒトリンパ球を用いたin vitro小核試験（OECD TG 487、GLP）において、陰性の報告がある
（RIFM Hazard Assesment Report for Terpinyl acetate (Accessed Sep. 2020)）。

【参考データ等】
（３）構造関連物質のテルピネオール（CAS番号 8000-41-7）のヒトリンパ球を用いた染色体異常試
験（OECD TG 473、GLP）、α-テルピネオール（CAS番号 98-55-5）のマウスリンパ腫L5178Y 細胞
を用いた遺伝子突然変異試験（OECD TG 490）において、陰性の報告がある（REACH登録情報
(Accessed Sep. 2020)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-064-METI, MOEｒｅｌ－（１Ｒ，２Ｒ，４Ｒ）－ボルナン－２－イル＝アセタート125-12-2
生殖細胞変異
原性

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（３）より、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）マウスの骨髄を用いた小核試験（OECD TG 473、GLP、単回強制経口投与、2,000
mg/kg）において、陰性の報告がある（REACH登録情報 (Accessed Oct. 2020)）。
（２）細菌復帰突然変異試験(OECD TG 471、GLP)において、陰性の報告がある（REACH
登録情報 (Accessed Oct. 2020)）。
（３）チャイニーズハムスター肺線維芽細胞（V79）を用いた遺伝子突然変異試験(OECD
TG 476、GLP)において、陰性の報告がある（REACH登録情報 (Accessed Oct. 2020)）。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（３）より、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）マウスの骨髄を用いた小核試験（OECD TG 474、GLP、単回強制経口投与、2,000 mg/kg）にお
いて、陰性の報告がある（REACH登録情報 (Accessed Oct. 2020)）。
（２）細菌復帰突然変異試験(OECD TG 471、GLP)において、陰性の報告がある（REACH登録情報
(Accessed Oct. 2020)）。
（３）チャイニーズハムスター肺線維芽細胞（V79）を用いた遺伝子突然変異試験(OECD TG 476、
GLP)において、陰性の報告がある（REACH登録情報 (Accessed Oct. 2020)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-064-
METI, MOE

ｒｅｌ－（１Ｒ，２Ｒ，４
Ｒ）－ボルナン－２
－イル＝アセタート

125-12-2
特定標的臓器
毒性（反復暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）より、区分2（腎臓）とした。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた強制経口による13週間経口投与試験（OECD TG408、GLP）におい
て、90 mg/kg/day（区分2の範囲）で飲水量増加、腎臓影響（重量増加、尿濃縮能の低下、
尿細管上皮細胞の剥離脱落・空胞化）が、270 mg/kg/day（区分に該当しない範囲）で肝臓
影響（肝内胆管上皮の空胞化、肝重量増加）、盲腸肥大がみられたとの報告がある（EFSA
(2016)、REACH登録情報 (Accessed Sep. 2020)）。

【参考データ等】
（２）ラットを用いた4週間又は8週間吸入ばく露試験において、1.5 mg/L（90日換算：
0.467 mg/L又は0.933 mg/L、区分に該当しない範囲）で嗅球の僧房細胞の変性、嗅上皮の
変性がみられたとの報告がある（GESTIS (Accessed Sep. 2020) 、REACH登録情報
(Accessed Oct. 2020)）。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）より、区分2（腎臓）とした。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた強制経口による13週間経口投与試験（OECD TG408）において、90 mg/kg/day
（区分2の範囲）で飲水量増加、腎臓影響（重量増加、尿濃縮能の低下、尿細管上皮細胞の剥離脱
落・空胞化）が、270 mg/kg/day（区分に該当しない範囲）で肝臓影響（肝内胆管上皮の空胞化、肝
重量増加）、盲腸肥大がみられたとの報告がある（EFSA (2016)、REACH登録情報 (Accessed Sep.
2020)）。

【参考データ等】
（２）ラットを用いた4週間又は8週間吸入ばく露試験において、1.5 mg/L（90日換算：0.467 mg/L又は
0.933 mg/L、区分に該当しない範囲）で嗅球の僧房細胞の変性、嗅上皮の変性がみられたとの報
告がある（GESTIS (Accessed Sep. 2020)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-067-METI, MOE

メチル＝２－ヒド
ロキシベンゾアー
ト（別名：サリチ
ル酸メチル）

119-36-8 生殖毒性 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（２）より、区分1Bとした。なお、（１）では軽度な母体毒性がみられる用量で、
児動物に奇形や内臓異常がみられ、（２）では出生率減少等の影響がみられている。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた皮下投与による発生毒性試験（GLP、妊娠6～17日）において、200
mg/kg/dayで親動物に体重増加抑制、摂餌量減少、児動物に体重の低値、外表奇形（頭蓋脊
椎破裂・腹壁破裂）及び内臓異常（心室中隔欠損・尿管拡張・頸部における胸腺の残滓）の
発生頻度がみられたとの報告がある（CLH  Report (2018)）。
（２）ラットを用いた皮下投与による発生毒性試験（GLP、妊娠6～哺育21日）において、
200 mg/kg/dayで親動物に一般毒性影響（死亡（1/20例）、体重減少、摂餌量減少）、児動
物に出生率減少、包皮分離遅延、切歯萌出の遅延、骨格変異及び異常（頸椎骨の癒合・胸椎
分節欠損）の増加がみられたとの報告がある。（CLH  Report (2018)）。

【参考データ等】
（３）ウサギを用いた皮下投与による発生毒性試験（GLP、妊娠6～18日）において、発生
毒性はみられなかったとの報告がある。（CLH  Report (2018)）。
（４）本物質のヒトへの影響に関するデータはないが、類似物質のアセチルサリチル酸
（ASA）では多くの報告がある。ASAも本物質も体内では急速にサリチル酸に分解する。多
くの報告は低濃度のASAがヒトの妊娠への有害影響はないとしているが、母体の出血、妊娠
期間及び分娩への影響を示唆する報告もある。ただし、詳細な情報が不明なため、ヒトの
データからは結論を導けないと考えられる。（CLH Report (2018)）。
（５）ASAについて、米国で実施された大規模コホート研究の結果、妊娠期に服用した妊婦

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（２）より、区分1Bとした。なお、（１）では軽度な母体毒性がみられる用量で、児動物に奇形や
内臓異常がみられ、（２）では出生率減少等の影響がみられている。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた皮下投与による発生毒性試験（GLP、妊娠6～17日）において、200 mg/kg/dayで
親動物に体重増加抑制、摂餌量減少、児動物に体重の低値、外表奇形（頭蓋脊椎破裂・腹壁破
裂）及び内臓異常（心室中隔欠損・尿管拡張・頸部における胸腺の残滓）の発生頻度がみられたと
の報告がある（CLH  Report (2018)）。
（２）ラットを用いた皮下投与による発生毒性試験（GLP、妊娠6～哺育21日）において、200
mg/kg/dayで親動物に一般毒性影響（死亡（2/20例）、体重減少、摂餌量減少）、児動物に出生率
減少、包皮分離遅延、切歯萌出の遅延、骨格変異及び異常（頸椎骨の癒合・胸椎分節欠損）の増
加がみられたとの報告がある。（CLH  Report (2018)）。

【参考データ等】
（３）ウサギを用いた皮下投与による発生毒性試験（GLP、妊娠6～18日）において、発生毒性はみら
れなかったとの報告がある。（CLH  Report (2018)）。
（４）本物質のヒトへの影響に関するデータはないが、類似物質のアセチルサリチル酸（ASA）では多
くの報告がある。ASAも本物質も体内では急速にサリチル酸に分解する。多くの報告は低濃度の
ASAがヒトの妊娠への有害影響はないとしているが、母体の出血、妊娠期間及び分娩への影響を
示唆する報告もある。ただし、詳細な情報が不明なため、ヒトのデータからは結論を導けないと考え
られる。（CLH Report (2018)）。
（５）ASAについて、米国で実施された大規模コホート研究の結果、妊娠期に服用した妊婦と服用し
なかった妊婦の間で、奇形児出産頻度は統計的に差異がなく催奇形性を有しないと考えられた。な
お、ASAは子癇前症に予防効果が認められ、そのリスクがあると判断される妊婦には低用量のアス
ピリンを予防的に常用することが今日では推奨されるようになっており、ASAの類薬である本物質も
実験動物でみられるような催奇形性はヒトでは生じないと考えられる（ECHA RAC Opinion (2019)）。
（６）ラットの発生毒性試験では、母動物毒性が軽度な状況において、胎児に外表奇形、内臓異常
が認められたことや、ハムスターでも本物質大量投与で奇形がみられた（Patty (2012)）などから、
生殖毒性の分類はRepr. 1Bが妥当であるとCLH Reportでは結論された。なお、RACはヒトではASA
の事例からヒトでは催奇形性は生じないと判断し、証拠の重み付け評価として、実験動物での陽性
の結果とヒトの陰性の結果に基づき、Repr. 2に分類すべきと結論している（ECHA RAC Opinion
(2019)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正
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R1年度政府によるGHS分類結果  正誤表

R02-A-071-METI, MOE

（Ｅ）－Ｎ－（１
－｛Ｎ－［（６－
クロロ－３－ピリ
ジル）メチル］－
Ｎ－メチルアミ
ノ｝エチリデン）
カルバモニトリル
（別名：アセタミ
プリド）

135410-20-7
生殖細胞変異
原性

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（８）より、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）マウスの骨髄細胞を用いた小核試験（GLP、単回経口投与）において、陰性の報告
（食安委 農薬評価書 (2014)、農薬抄録 (2015)、JMPR Tox Monograph (2011)、CLH
Report (2018)）。
（２）ラットの骨髄細胞を用いた染色体異常試験（GLP、単回経口投与）において、陰性の
報告（食安委 農薬評価書 (2014)、農薬抄録 (2015)、JMPR Tox Monograph (2011)、CLH
Report (2018)）。
（３）In vivo/in vitro試験系としてラットの肝細胞を用いた不定期DNA合成試験（単回経口
投与）において、陰性の報告がある（食安委 農薬評価書 (2014)、JMPR Tox Monograph
(2011)、CLH Report (2018)）。
（４）細菌復帰突然変異試験（GLP）において、陰性との報告がある（食安委 農薬評価書
(2014)、農薬抄録 (2015)、JMPR Tox Monograph (2011)、CLH Report (2018)）。
（５）ほ乳類培養細胞（CHO）を用いた遺伝子突然変異試験（GLP）において、陰性との報
告がある（食安委 農薬評価書 (2014)、農薬抄録 (2015)、JMPR Tox Monograph (2011)、
CLH Report (2018)）。
（６）ほ乳類培養細胞（CHO及びCHL）を用いた染色体異常試験（GLP）において、陽性と
の報告がある（食安委 農薬評価書 (2014)、農薬抄録 (2015)、JMPR Tox Monograph
(2011)、CLH Report (2018)）。
（７）ラットの培養初代肝細胞を用いたUDS試験において、陰性との報告がある（食安委
農薬評価書 (2014) 、農薬抄録 (2015)、JMPR Tox Monograph (2011)、CLH Report

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（８）より、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）マウスの骨髄細胞を用いた小核試験（GLP、単回経口投与）において、陰性の報告（食安委 農
薬評価書 (2014)、農薬抄録 (2015)、JMPR Tox Monograph (2011)、CLH Report (2018)）。
（２）ラットの骨髄細胞を用いた染色体異常試験（GLP、単回経口投与）において、陰性の報告（食安
委 農薬評価書 (2014)、農薬抄録 (2015)、JMPR Tox Monograph (2011)、CLH Report (2018)）。
（３）In vivo/in vitro試験系としてラットの肝細胞を用いた不定期DNA合成試験（単回経口投与）にお
いて、陰性の報告がある（食安委 農薬評価書 (2014)、JMPR Tox Monograph (2011)、CLH Report
(2018)）。
（４）細菌復帰突然変異試験（GLP）において、陰性との報告がある（食安委 農薬評価書 (2014)、農
薬抄録 (2015)、JMPR Tox Monograph (2011)、CLH Report (2018)）。
（５）ほ乳類培養細胞（CHO）を用いた遺伝子突然変異試験（GLP）において、陰性との報告がある
（食安委 農薬評価書 (2014)、農薬抄録 (2015)、JMPR Tox Monograph (2011)、CLH Report
(2018)）。
（６）ほ乳類培養細胞（CHO及びCHL）を用いた染色体異常試験（GLP）において、陽性との報告があ
る（食安委 農薬評価書 (2014)、農薬抄録 (2015)、JMPR Tox Monograph (2011)、CLH Report
(2018)）。
（７）ラットの培養初代肝細胞を用いたUDS試験において、陰性との報告がある（食安委 農薬評価書
(2014)、JMPR Tox Monograph (2011)、CLH Report (2018)）。
（８）EUの最新評価では、in vivo及びin vitro結果から、証拠の重み付けにより本物質は遺伝毒性を
有しないと考えられている（CLH Report (2018)、ECHA RAC Opinion (2020)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-072-METI, MOE

３－［２－クロロ
－４－（メチルス
ルホニル）ベンゾ
イル］－４－
（フェニルスル
ファニル）ビシク
ロ［３．２．１］
オクタ－３－エン
－２－オン（別
名：ベンゾビシク
ロン）

156963-66-5
生殖細胞変異
原性

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（３）より、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）マウスの骨髄細胞を用いた小核試験（GLP、単回経口投与）において、陰性の報告が
ある（食安委 農薬評価書 (2008)、農薬抄録 (2007)、農薬工業会(2003)）。
（２）細菌復帰突然変異試験（GLP）において、において、陰性の報告がある（食安委 農薬
評価書 (2008)、農薬抄録 (2007)、農薬工業会(2003)）。
（３）ほ乳類培養細胞を用いた染色体異常試験（GLP）において、陰性の報告がある（食安
委 農薬評価書 (2008)、農薬抄録 (2007)、農薬工業会(2003)）。

【参考データ等】
（４）変異原性の懸念は示されなかった（US Federal Register vol. 82, No. 78 (2017)）。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（３）より、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）マウスの骨髄細胞を用いた小核試験（GLP、単回経口投与）において、陰性の報告がある（食
安委 農薬評価書 (2008)、農薬抄録 (2007)、農薬工業会(2003)）。
（２）細菌復帰突然変異試験（GLP）において、において、陰性の報告がある（食安委 農薬評価書
(2008)、農薬抄録 (2007)、農薬工業会(2003)）。
（３）ほ乳類培養細胞を用いた染色体異常試験（GLP）において、陽性の報告がある（食安委 農薬評
価書 (2008)、農薬抄録 (2007)、農薬工業会(2003)）。

【参考データ等】
（４）変異原性の懸念は示されなかった（US Federal Register vol. 82, No. 78 (2017)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-073-METI, MOE

Ｎ－（３－クロロ
－４－メチルフェ
ニル）－４－メチ
ル－１，２，３－
チアジアゾール－
５－カルボキサミ
ド（別名：チアジ
ニル）

223580-51-6
生殖細胞変異
原性

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（４）より、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）ラットの骨髄細胞を用いた小核試験（GLP、単回強制経口投与）において、陰性の報
告がある（食安委 農薬評価書 (2007)、農薬抄録 (2007)）。
（２）細菌復帰突然変異試験(GLP)において、陰性との報告がある（食安委 農薬評価書
(2007)、農薬抄録 (2007)）。
（３）ほ乳類培養細胞（CHL）を用いた染色体異常試験において、陽性（構造異常）の結果
が得られている（食安委 農薬評価書 (2007)、農薬抄録 (2007)）。
（４）（３）のin vitro染色体異常試験では、高用量域で構造的染色体異常誘発性がみられた
が、in vivoにおけるマウス小核を含め、その他の試験では全て陰性であったことから、生体
にとって特に問題となるような遺伝毒性はないものと考えられた（食安委 農薬評価書
(2007)）。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（４）より、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）マウスの骨髄細胞を用いた小核試験（GLP、単回強制経口投与）において、陰性の報告がある
（食安委 農薬評価書 (2007)、農薬抄録 (2007)）。
（２）細菌復帰突然変異試験(GLP)において、陰性との報告がある（食安委 農薬評価書 (2007)、農
薬抄録 (2007)）。
（３）ほ乳類培養細胞（CHL）を用いた染色体異常試験において、陽性（構造異常）の結果が得られ
ている（食安委 農薬評価書 (2007)、農薬抄録 (2007)）。
（４）（３）のin vitro染色体異常試験では、高用量域で構造的染色体異常誘発性がみられたが、in
vivoにおけるマウス小核を含め、その他の試験では全て陰性であったことから、生体にとって特に
問題となるような遺伝毒性はないものと考えられた（食安委 農薬評価書 (2007)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-074-METI

（ＲＳ）－２－ク
ロロ－Ｎ－（２，
４－ジメチル－３
－チエニル）－Ｎ
－（２－メトキシ
－１－メチルエチ
ル）アセトアミド
（別名：ジメテナ
ミド）

87674-68-8 発がん性 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

（１）の既存分類結果からは区分2相当となるが、より新しい評価である（２）～（４）の
結論を考慮し、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）国内外の発がん性既存分類では、EPAでグループC（Possible Human Carcinogen）
に分類されている（EPA Annual Cancer Report (2018)：2014年分類）。
（２）ラットを用いた2年間慢性毒性/発がん性併合試験（GLP、混餌投与）において、腫瘍
性病変として雄では肝細胞腺腫発生率及び肝細胞腺腫と肝細胞がんの合計発生率の増加、雌
では卵巣管状腺腫の発生率の増加傾向がみられた。しかし肝臓腫瘍についてはFischer検定
で有意差がみられないこと、卵巣管状腺腫は病理組織学的な再評価の結果では傾向検定で有
意差が認められなかったことから、これらの腫瘍性病変は検体投与の影響ではないと考えら
れ、発がん性は認められないと結論された（食安委 農薬評価書 (2017)、JMPR (2005)）。
（３）マウスを用いた94週間発がん性試験（GLP、混餌投与）では、検体投与に関連した腫
瘍性病変の増加はなく、発がん性は認められなかった（食安委 農薬評価書 (2017)、JMPR
(2005)）。
（４）CLH Reportでは、ラットの肝臓腫瘍は統計的有意差がないことや背景データ（自然
発生率）との比較考察に加え、肝細胞腺腫の増加については高用量群の方が対照群より生存
率が高く、剖検時により加齢の進んだ動物が多く含まれていた可能性を指摘している。結論
として、ラット、マウスともに発がん性の証拠は確定的でないとして、分類・表示の必要は
ないと記述された(CLH Report (2012))。

【参考データ等】
（５）EPAは実験動物における本物質の主標的臓器は肝臓であり、ラットの肝臓腫瘍の増加

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

（１）の既存分類結果からは区分2相当となるが、より新しい評価である（２）～（４）の結論を考慮し、
区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）国内外の発がん性既存分類では、EPAでグループC（Possible Human Carcinogen）に分類され
ている（EPA Annual Cancer Report (2018)：2014年分類）。
（２）ラットを用いた2年間慢性毒性/発がん性併合試験（GLP、混餌投与）において、腫瘍性病変とし
て雄では肝細胞腺腫発生率及び肝細胞腺腫と肝細胞がんの合計発生率の増加、雌では卵巣管状
腺腫の発生率の増加傾向がみられた。しかし肝臓腫瘍についてはFischer検定で有意差がみられ
ないこと、卵巣管状腺腫は病理組織学的な再評価の結果では傾向検定で有意差が認められなかっ
たことから、これらの腫瘍性病変は検体投与の影響ではないと考えられ、発がん性は認められない
と結論された（食安委 農薬評価書 (2017)、JMPR (2005)）。
（３）マウスを用いた94週間発がん性試験（GLP、混餌投与）では、検体投与に関連した腫瘍性病変
の増加はなく、発がん性は認められなかった（食安委 農薬評価書 (2017)、JMPR (2005)）。
（４）CLH Reportでは、ラットの肝臓腫瘍は統計的有意差がないことや背景データ（自然発生率）と
の比較考察に加え、肝細胞腺腫の増加については高用量群の方が対照群より生存率が高く、剖検
時により加齢の進んだ動物が多く含まれていた可能性を指摘している。結論として、ラット、マウスと
もに発がん性の証拠は確定的でないとして、分類・表示の必要はないと記述された(CLH Report
(2012))。

【参考データ等】
（５）EPAは実験動物における本物質の主標的臓器は肝臓であり、ラットの肝臓腫瘍の増加は本物
質の発がん性の弱い証拠であるとして、グループCに分類した。ラットの発がん性には閾値ありとし
て算出した発がん定量評価の結果では、慢性RfD値で発がん影響は防御できると結論している（US
Federal Register vol. 80, No. 34 (2015)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正
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R02-A-074-METI

（ＲＳ）－２－ク
ロロ－Ｎ－（２，
４－ジメチル－３
－チエニル）－Ｎ
－（２－メトキシ
－１－メチルエチ
ル）アセトアミド
（別名：ジメテナ
ミド）

87674-68-8

特定標的臓器
毒性（反復暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（４）より、標的臓器は肝臓と考えられ、区分2の用量範囲で影響がみられること
から、区分2（肝臓）とした。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた混餌投与による90日間反復経口投与試験（GLP）において、1,500
ppm（98.0 mg/kg/day（雄）、119 mg/kg/day（雌）、区分2～区分に該当しない範囲）で
肝臓影響（肝補正重量増加・小葉中心性肝細胞肥大（雌））がみられたとの報告がある（食
安委 農薬評価書 (2017)、CLH Report (2012)、JMPR (2005)、農薬抄録 (2015)）。
（２）イヌを用いた混餌投与による90日間反復経口投与試験（GLP）において、750 ppm以
上（33.6 mg/kg/day（雄）、39.7 mg/kg/day（雌）、区分2の範囲）で肝比重量増加・小葉
周辺性肝細胞空胞化、肝類洞拡張（雌）がみられ、2,000 ppm（89.6 mg/kg/day（雄）、
87.4 mg/kg/day（雌）、区分2の範囲）で肝絶対重量増加、肝類洞拡張（雄）、T.Chol 増
加・ALP 増加（雌）がみられたとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2017)、CLH Report
(2012)、JMPR (2005)、農薬抄録 (2015)）。
（３）イヌを用いた混餌投与による1年間慢性毒性（GLP）において、1,250 ppm（48.7
mg/kg/day（雄）、49.3 mg/kg/day（雌）、区分2の範囲）で肝臓影響（肝補正重量増加、
小葉中間帯肝細胞肥大、小葉周辺性空胞化、ALP増加）がみられたとの報告がある（食安委
農薬評価書 (2017) 、CLH Report (2012)、JMPR (2005)、農薬抄録 (2015)）。
（４）ラットを用いた混餌投与による2年間慢性毒性/がん原性併合試験（GLP）において、
700 ppm以上（36.0 mg/kg/day（雄）、49.0 mg/kg/day（雌）、区分2の範囲）で胆管過
形成（雌）がみられ、1,500 ppm（80.0 mg/kg/day（雄）、109 mg/kg/day（雌）、区分2
～区分に該当しない範囲）でGGT 増加・好酸性変異肝細胞巣（雄）、T.Chol 増加・肝補正

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（４）より、標的臓器は肝臓と考えられ、区分2の用量範囲で影響がみられることから、区分2
（肝臓）とした。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた混餌投与による90日間反復経口投与試験（GLP）において、1,500 ppm（98.0
mg/kg/day（雄）、119 mg/kg/day（雌）、区分2～区分に該当しない範囲）で肝臓影響（肝補正重量増
加・小葉中心性肝細胞肥大（雌））がみられたとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2017)、CLH
Report (2012)、JMPR (2005)、農薬抄録 (2015)）。
（２）イヌを用いた混餌投与による90日間反復経口投与試験（GLP）において、750 ppm以上（33.6
mg/kg/day（雄）、39.7 mg/kg/day（雌）、区分2の範囲）で肝比重量増加・小葉周辺性肝細胞空胞
化、肝類洞拡張（雌）がみられ、2,000 ppm（89.6 mg/kg/day（雄）、87.4 mg/kg/day（雌）、区分2の範
囲）で肝絶対重量増加、肝類洞拡張（雄）、T.Chol 増加・ALP 増加（雌）がみられたとの報告がある
（食安委 農薬評価書 (2017)、CLH Report (2012)、JMPR (2005)、農薬抄録 (2015)）。
（３）イヌを用いた混餌投与による1年間慢性毒性（GLP）において、1,250 ppm（48.7 mg/kg/day
（雄）、49.3 mg/kg/day（雌）、区分2の範囲）で肝臓影響（肝補正重量増加、小葉中間帯肝細胞肥
大、小葉周辺性空胞化、ALP増加）がみられたとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2017)、農薬
抄録 (2015)）。
（４）ラットを用いた混餌投与による2年間慢性毒性/がん原性併合試験（GLP）において、700 ppm以
上（36.0 mg/kg/day（雄）、49.0 mg/kg/day（雌）、区分2の範囲）で胆管過形成（雌）がみられ、1,500
ppm（80.0 mg/kg/day（雄）、109 mg/kg/day（雌）、区分2～区分に該当しない範囲）でGGT 増加・好
酸性変異肝細胞巣（雄）、T.Chol 増加・肝補正重量増加（雌）がみられたとの報告がある（食安委 農
薬評価書 (2017)、CLH Report (2012)、JMPR (2005)、農薬抄録 (2015)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-074-
METI

（ＲＳ）－２－ク
ロロ－Ｎ－（２，
４－ジメチル－３
－チエニル）－Ｎ
－（２－メトキシ
－１－メチルエチ
ル）アセトアミド
（別名：ジメテナ
ミド）

87674-68-8 生殖細胞変異
原性

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（６）より、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた優性致死試験（GLP、単回強制経口投与）において陰性との報告があ
る（食安委 農薬評価書 (2017)、農薬抄録 (2015) 、CLH Report (2012)）。
（２）マウスの骨髄細胞を用いた2つの小核試験（GLP、単回及び2日間強制経口投与）にお
いて陰性との報告がある（食安委 農薬評価書 (2017)、農薬抄録 (2015)、CLH Report
(2012)）。
（３）ラットの肝細胞を用いたUDS試験（GLP、単回強制経口投与）において、陰性との報
告がある（食安委 農薬評価書 (2017)、農薬抄録 (2015)、CLH Report (2012)）。
（４）細菌復帰突然変異試験（GLP）において陰性との報告がある（食安委 農薬評価書
(2017)、農薬抄録 (2015)、CLH Report (2012)）。
（５）ほ乳類培養細胞を用いた遺伝子突然変異試験（GLP）において陰性との報告がある
（食安委 農薬評価書 (2017)、農薬抄録 (2015)、CLH Report (2012)）。
（６）ほ乳類培養細胞（CHO）を用いた染色体異常試験（GLP）において陰性との報告があ
る（食安委 農薬評価書 (2017)、農薬抄録 (2015)、CLH Report (2012)）。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（６）より、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた優性致死試験（GLP、単回強制経口投与）において陰性との報告がある（食安委
農薬評価書 (2017)、農薬抄録 (2015)）。
（２）マウスの骨髄細胞を用いた2つの小核試験（GLP、単回及び2日間強制経口投与）において陰性
との報告がある（食安委 農薬評価書 (2017)、農薬抄録 (2015)、CLH Report (2012)）。
（３）ラットの肝細胞を用いたUDS試験（GLP、単回強制経口投与）において、陰性との報告がある
（食安委 農薬評価書 (2017)、農薬抄録 (2015)、CLH Report (2012)）。
（４）細菌復帰突然変異試験（GLP）において陰性との報告がある（食安委 農薬評価書 (2017)、農薬
抄録 (2015)、CLH Report (2012)）。
（５）ほ乳類培養細胞を用いた遺伝子突然変異試験（GLP）において陰性との報告がある（食安委
農薬評価書 (2017)、農薬抄録 (2015)、CLH Report (2012)）。
（６）ほ乳類培養細胞（CHO）を用いた染色体異常試験（GLP）において陰性との報告がある（食安委
農薬評価書 (2017)、農薬抄録 (2015)、CLH Report (2012)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-075-
METI

４－Ｏ－［２－Ｏ
－［２－（メチル
アミノ）－２－デ
オキシ－α－Ｌ－
グルコピラノシ
ル］－５－デオキ
シ－３－ホルミル
－α－Ｌ－リキソ
フラノシル］－
Ｎ，Ｎ’－ビス（ア
ミノイミノメチ
ル）－Ｄ－ストレ
プタミン（別名：
ストレプトマイシ
ン）

57-92-1 発がん性 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
データ不足のため分類できない。

【参考データ等】
（１）本物質の誘導体であるジヒドロストレプトマイシン（CAS番号 128-46-1）を被験物
質として、ラットに２年間混餌投与した慢性毒性試験において、最高用量の10 mg/kg/day
で雄に体重増加抑制がみられた。発がん性は認められなかった（EPA Peticides RED
(1992)）。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
データ不足のため分類できない。

【参考データ等】
（１）本物質の誘導体であるジヒドロストレプトマイシン（CAS番号 128-46-1）を被験物質として、ラッ
トに２年間混餌投与した慢性毒性試験において、最高用量の10 mg/kg/dayで雄に体重増加抑制が
みられた。発がん性は認められなかった（EPA Pesticides RED (1992)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-076-
METI

Ｏ－２，６－ジク
ロロ－ｐ－トリル
＝Ｏ，Ｏ－ジメチ
ル＝ホスホロチオ
アート（別名：ト
ルクロホスメチ
ル）

57018-04-9 生殖細胞変異
原性

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（６）より、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた優性致死試験（OECD TG478）において陰性の報告がある（CLH
Report (2018)、IPCS INCHEM (Accessed Dec. 2020))。
（２）マウスの骨髄細胞を用いた染色体異常試験（単回腹腔内投与）において陰性の報告が
ある（食安委 農薬評価書 (2019)、CLH Report (2018)、IPCS INCHEM (Accessed Dec.
2020)）。
（３）小核試験（OECD TG474、GLP、単回経口投与）において陰性の報告がある（食安委
農薬評価書 (2019)、CLH Report (2018) 、IPCS INCHEM (Accessed Dec. 2020)）。
（４）細菌復帰突然変異試験において陰性の報告がある（食安委 農薬評価書 (2019)、CLH
Report (2018)、IPCS INCHEM (Accessed Dec. 2020)）。
（５）ほ乳類培養細胞（チャイニーズハムスター肺由来 V79細胞）を用いた遺伝子突然変異
試験において陰性の報告がある（ 食安委 農薬評価書 (2019)、CLH Report (2018)、IPCS
INCHEM (Accessed Dec. 2020)）。
（６）ほ乳類培養細胞（CHO-K1）を用いた染色体異常試験(OECD TG 473)において陰性の
報告がある（食安委 農薬評価書 (2019)、CLH Report (2018)、IPCS INCHEM (Accessed
Dec. 2020)）。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（６）より、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた優性致死試験（OECD TG478）において陰性の報告がある（CLH Report (2018)、
IPCS INCHEM (Accessed Dec. 2020))。
（２）マウスの骨髄細胞を用いた染色体異常試験（単回腹腔内投与）において陰性の報告がある（食
安委 農薬評価書 (2019)、CLH Report (2018)、IPCS INCHEM (Accessed Dec. 2020)）。
（３）小核試験（OECD TG474、GLP、単回経口投与）において陰性の報告がある（食安委 農薬評価
書 (2019)、CLH Report (2018)）。
（４）細菌復帰突然変異試験において陰性の報告がある（食安委 農薬評価書 (2019)、CLH Report
(2018)、IPCS INCHEM (Accessed Dec. 2020)）。
（５）ほ乳類培養細胞（チャイニーズハムスター肺由来 V79細胞）を用いた遺伝子突然変異試験にお
いて陰性の報告がある（CLH Report (2018)、IPCS INCHEM (Accessed Dec. 2020)）。
（６）ほ乳類培養細胞（CHO-K1）を用いた染色体異常試験(OECD TG 473)において陰性の報告があ
る（食安委 農薬評価書 (2019)、CLH Report (2018)、IPCS INCHEM (Accessed Dec. 2020)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正
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R02-A-076-METI

Ｏ－２，６－ジク
ロロ－ｐ－トリル
＝Ｏ，Ｏ－ジメチ
ル＝ホスホロチオ
アート（別名：ト
ルクロホスメチ
ル）

57018-04-9

特定標的臓器
毒性（単回暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）、（２）より、区分2の用量範囲で四肢又は全身性の運動失調、歩行失調、自発運動
の減少がみられることから区分2（神経系）とした。

【根拠データ】
（１）マウスを用いた単回経口投与試験において、自発運動低下、四肢又は全身性の運動失
調、呼吸深大及び呼吸困難、歩行失調がみられ、死亡例は雄で1,500 mg/kg、雌で2,000
mg/kgであったとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2019)）。
（２）ラットを用いた単回経口投与による急性神経毒性試験（OECD TG 424、GLP）にお
いて、700 mg/kg（区分2の範囲）以上で投与当日（第0日）に自発運動の減少がみられた
が、第4及び7日には回復したとの報告がある（CLH Report (2018)）。

【参考データ等】
（３）ラットを用いた単回経皮投与試験において、5,000 mg/kg（区分に該当しない範囲）
で症状及び死亡例はみられなかったとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2019)、CLH
Report (2018) 、IPCS PIM (Accessed Dec. 2020)）。
（４）ラットを用いた単回吸入（粉塵）ばく露試験（4時間、GLP）において、3.32 mg/L
（区分2の範囲）で閉眼、異常姿勢及び呼吸異常がみられたが死亡例はみられなかったとの
報告がある（食安委 農薬評価書 (2019)、CLH Report (2018) 、IPCS PIM (Accessed Dec.
2020)）。
（５）ラットを用いた単回吸入（粉塵）ばく露試験（4時間、GLP）において、2.07 mg/L
（区分2の範囲）で呼吸異常を生じたが、3日以内に回復し、剖検でも肉眼的異常はみられな
かったとの報告がある（CLH Report (2018)）。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）、（２）より、区分2の用量範囲で四肢又は全身性の運動失調、歩行失調、自発運動の減少がみ
られることから区分2（神経系）とした。

【根拠データ】
（１）マウスを用いた単回経口投与試験において、自発運動低下、四肢又は全身性の運動失調、呼
吸深大及び呼吸困難、歩行失調がみられ、死亡例は雄で1,500 mg/kg、雌で2,000 mg/kgであったと
の報告がある（食安委 農薬評価書 (2019)）。
（２）ラットを用いた単回経口投与による急性神経毒性試験（OECD TG 424、GLP）において、700
mg/kg（区分2の範囲）以上で投与当日（第0日）に自発運動の減少がみられたが、第4及び7日には
回復したとの報告がある（CLH Report (2018)）。

【参考データ等】
（３）ラットを用いた単回経皮投与試験において、5,000 mg/kg（区分に該当しない範囲）で症状及び
死亡例はみられなかったとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2019)、CLH Report (2018)）。
（４）ラットを用いた単回吸入（粉塵）ばく露試験（4時間、GLP）において、3.32 mg/L（区分2の範囲）で
閉眼、異常姿勢及び呼吸異常がみられたが死亡例はみられなかったとの報告がある（食安委 農薬
評価書 (2019)、CLH Report (2018)）。
（５）ラットを用いた単回吸入（粉塵）ばく露試験（4時間、GLP）において、2.07 mg/L（区分2の範囲）で
呼吸異常を生じたが、3日以内に回復し、剖検でも肉眼的異常はみられなかったとの報告がある
（CLH Report (2018)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-078-
METI, MOE

Ｓ－ベンジル＝ジ
プロピルカルバモ
チオアート（別
名：プロスルホカ
ルブ）

52888-80-9

特定標的臓器
毒性（反復暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（３）より、標的臓器は血液系、肝臓と考えられ、区分2の用量範囲で影響がみら
れることから、区分2（血液系、肝臓）とした。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた混餌投与による90日間反復経口投与試験（GLP）において、800 ppm
（47 mg/kg/day（雄）、82 mg/kg/day（雌）、区分2の範囲）で腎比重量増加がみられ、
4,500 ppm（282 mg/kg/day（雄）、305 mg/kg/day（雌）、区分該当しない範囲）で死亡
（雄1例、雌2例）、肝臓影響（比重量増加・肝細胞巣状壊死・肝細胞肥大・細胞質好酸性
化）、び漫性の骨髄壊死及びリンパ組織壊死がみられたとの報告がある（食安委 農薬評価
書 (2012)、農薬抄録 (2011)、EFSA (2007)）。
（２）イヌを用いた強制経口投与による90日間反復経口投与試験（GLP）において、80
mg/kg/day（区分2の範囲）で肝臓影響（肝比重量増加・ALP増加、肝絶対重量増加・肝細
胞肥大・胆汁うっ滞・肝細胞空胞化・肝細胞好酸性化亢進（雌））、造血系影響（骨髄赤芽
球性再生性過形成）がみられ、200 mg/kg/day（区分に該当しない範囲）で血液影響（貧血
所見・血小板数増加）、腎臓影響（比重量増加、腎症（雄）、尿細管上皮細胞空胞化
（雌））、脾臓影響（赤血球破壊亢進、ヘモジデリン沈着（雄））がみられたとの報告があ
る（食安委 農薬評価書 (2012)、農薬抄録 (2011)、EFSA (2007)）。
（３）イヌを用いた強制経口投与による1年間慢性毒性試験（GLP）において、80
mg/kg/day（区分2の範囲）で血液系影響（Hb、RBC及びMCHC減少・MCV増加）及び肝
臓影響（肝絶対及び/又は比重量増加・ALP増加）がみられたとの報告がある（食安委 農薬
評価書 (2012)、農薬抄録 (2011)）。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（３）より、標的臓器は血液系、肝臓と考えられ、区分2の用量範囲で影響がみられることか
ら、区分2（血液系、肝臓）とした。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた混餌投与による90日間反復経口投与試験（GLP）において、800 ppm（47
mg/kg/day（雄）、52 mg/kg/day（雌）、区分2の範囲）で腎比重量増加がみられ、4,500 ppm（282
mg/kg/day（雄）、305 mg/kg/day（雌）、区分該当しない範囲）で死亡（雄1例、雌2例）、肝臓影響（比
重量増加・肝細胞巣状壊死・肝細胞肥大・細胞質好酸性化）、び漫性の骨髄壊死及びリンパ組織壊
死がみられたとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2012)、農薬抄録 (2011)、EFSA (2007)）。
（２）イヌを用いた強制経口投与による90日間反復経口投与試験（GLP）において、80 mg/kg/day
（区分2の範囲）で肝臓影響（肝比重量増加・ALP増加、肝絶対重量増加・肝細胞肥大・胆汁うっ滞・
肝細胞空胞化・肝細胞好酸性化亢進（雌））、造血系影響（骨髄赤芽球性再生性過形成）がみられ、
200 mg/kg/day（区分に該当しない範囲）で血液影響（貧血所見・血小板数増加）、腎臓影響（比重
量増加、腎症（雄）、尿細管上皮細胞空胞化（雌））、脾臓影響（赤血球破壊亢進、ヘモジデリン沈着
（雄））がみられたとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2012)、農薬抄録 (2011)、EFSA (2007)）。
（３）イヌを用いた強制経口投与による1年間慢性毒性試験（GLP）において、80 mg/kg/day（区分2
の範囲）で血液系影響（Hb、RBC及びMCHC減少・MCV増加）及び肝臓影響（肝絶対及び/又は比重
量増加・ALP増加）がみられたとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2012)、農薬抄録 (2011)）。

【参考データ等】
（４）ラットを用いた混餌投与による2年間慢性毒性/がん原性併合試験（GLP）において、1,000 ppm
（48 mg/kg/day（雄）、57 mg/kg/day（雌）、区分2の範囲）で尿量増加（雄）、尿比重量減少（雄）、脳
比重量増加（雌）がみられたとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2012)、農薬抄録 (2011)）。
（５）マウスを用いた混餌投与による18ヵ月慢性毒性/がん原性併合試験（GLP）において、2,400
ppm（269 mg/kg/day（雄）、350 mg/kg/day（雌）、区分該当しない範囲）で低体重がみられたとの報
告がある（食安委 農薬評価書 (2012)、農薬抄録 (2011)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-079-
METI

アルミニウム＝ト
リス（エチル＝ホ
スホナート）（別
名：ホセチル）

39148-24-8 生殖毒性 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（４）より、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた混餌投与による三世代生殖毒性試験において、12,000 ppmで親動物
に体重低下、F3児動物に生存児体重増加抑制、膀胱の病理組織変化がみられたが、繁殖能に
対する影響は認められなかったとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2016)、JMPR
(2017)、EFSA (2019)）。
（２）ラットを用いた強制経口投与による発生毒性試験（妊娠6～15日）において、催奇形
性は認められなかったとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2016)、JMPR (2017)）。
（３）ウサギを用いた強制経口投与による発生毒性試験（妊娠4～28日）において、催奇形
性は認められなかったとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2016)、JMPR (2017)）。
（４）ウサギを用いた強制経口投与による発生毒性試験（妊娠6～28日）において、催奇形
性は認められなかったとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2016)）。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（４）より、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた混餌投与による三世代生殖毒性試験において、12,000 ppmで親動物に体重低
下、F3児動物に生存児体重増加抑制、膀胱の病理組織変化がみられたが、繁殖能に対する影響
は認められなかったとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2016)、JMPR (2017)、EFSA (2019)）。
（２）ラットを用いた強制経口投与による発生毒性試験（妊娠6～15日）において、催奇形性は認めら
れなかったとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2016)、JMPR (2017)）。
（３）ウサギを用いた強制経口投与による発生毒性試験（妊娠4～28日）において、催奇形性は認め
られなかったとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2016)、JMPR (2017)）。
（４）ウサギを用いた強制経口投与による発生毒性試験（妊娠6～16日）において、催奇形性は認め
られなかったとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2016)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正
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R1年度政府によるGHS分類結果  正誤表

R02-A-080-
METI, MOE

１－メチル－Ｎ－
［２－（４－メチ
ルペンタン－２－
イル）－３－チエ
ニル］－３－（ト
リフルオロメチ
ル）－１Ｈ－ピラ
ゾール－４－カル
ボキサミド（別
名：ペンチオピラ
ド）

183675-82-3 生殖毒性 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（４）より、区分2とした。なお、（２）では軽微な母体毒性がみられる用量で児
動物に着床後胚・胎児死亡数の増加等がみられている。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた混餌投与による二世代生殖毒性試験（GLP）において、親動物に一般
毒性影響（肝臓、甲状腺、副腎への影響）がみられる用量で、児動物に低体重（F1及び
F2）、包皮分離遅延（F1雄）がみられた。なお、繁殖能に対する影響は認められなかった
との報告がある（食安委 農薬評価書 (2019)、農薬抄録 (2013)、CLH Report (2015)）。
（２）ラットを用いた強制経口投与による発生毒性試験（GLP、妊娠6～19日）において、
親動物に一般毒性影響（体重増加抑制、摂餌量減少、妊娠子宮重量減少）がみられる用量
で、児動物に着床後胚・胎児死亡数の増加、生存胎児数の減少（雌）がみられた。なお、催
奇形性は認められなかったとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2019)、農薬抄録 (2013)、
CLH Report (2015)）。
（３）ウサギを用いた強制経口投与による発生毒性試験（GLP、妊娠6～28日）において、
催奇形性は認められなかったとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2019)、農薬抄録
(2013)、CLH Report (2015)）。
（４）ラットを用いた強制経口投与による発達神経毒性において、250 mg/kg/dayで親動物
に摂餌量減少、児動物に肛門周囲の汚れ、体重増加抑制・自発運動の減少（雄）がみられた
が、発達神経毒性は認められなかったとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2019)、CLH
Report (2015)）。なお、EPAは、母体毒性がみられない用量で児動物に体重低下、自発運
動増加及び振戦がみられたが、予備試験では、母体毒性がみられない用量で児動物に体重低
下、衰弱及び死亡がみられたと報告した（US Federal Register (2019)）。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（４）より、区分2とした。なお、（２）では軽微な母体毒性がみられる用量で児動物に着床後
胚・胎児死亡数の増加等がみられている。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた混餌投与による二世代生殖毒性試験（GLP）において、親動物に一般毒性影響
（肝臓、甲状腺、副腎への影響）がみられる用量で、児動物に低体重（F1及びF2）、包皮分離遅延
（F1雄）がみられた。なお、繁殖能に対する影響は認められなかったとの報告がある（食安委 農薬
評価書 (2019)、農薬抄録 (2013)、CLH Report (2015)）。
（２）ラットを用いた強制経口投与による発生毒性試験（GLP、妊娠6～19日）において、親動物に一
般毒性影響（体重増加抑制、摂餌量減少、妊娠子宮重量減少）がみられる用量で、児動物に着床
後胚・胎児死亡数の増加、生存胎児数の減少（雌）がみられた。なお、催奇形性は認められなかっ
たとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2019)、農薬抄録 (2013)、CLH Report (2015)）。
（３）ウサギを用いた強制経口投与による発生毒性試験（GLP、妊娠6～28日）において、催奇形性
は認められなかったとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2019)、農薬抄録 (2013)、CLH Report
(2015)）。
（４）ラットを用いた強制経口投与による発達神経毒性において、250 mg/kg/dayで親動物に摂餌量
減少、児動物に肛門周囲の汚れ、体重増加抑制・自発運動の増加（雄）がみられたが、発達神経毒
性は認められなかったとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2019)、CLH Report (2015)）。なお、
EPAは、母体毒性がみられない用量で児動物に体重低下、自発運動増加及び振戦がみられたが、
予備試験では、母体毒性がみられない用量で児動物に体重低下、衰弱及び死亡がみられたと報告
した（US Federal Register (2019)）。

【参考データ等】
（５）RACは、本物質について分類の必要はないと判断した。なお、（２）で児動物にみられた着床後
胚・胎児死亡数の増加は、母体毒性の二次的影響ではないと考えられたが、わずかな増加である
ため、発生毒性の分類は必要ないと判断した（RAC Opinion (2015)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-080-METI, MOE

１－メチル－Ｎ－
［２－（４－メチ
ルペンタン－２－
イル）－３－チエ
ニル］－３－（ト
リフルオロメチ
ル）－１Ｈ－ピラ
ゾール－４－カル
ボキサミド（別
名：ペンチオピラ
ド）

183675-82-3
生殖細胞変異
原性

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（５）より、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）マウスの骨髄細胞を用いた小核試験（2回経口投与）において陰性の報告がある（食
安委 農薬評価書 (2019) 、農薬抄録 (2013)、CLH Report (2015)）。
（２）In vivo/in vitro試験系のラット肝細胞を用いた不定期DNA合成試験において陰性の報
告がある（食安委 農薬評価書 (2019) 、CLH Report (2015)）。
（３）細菌復帰突然変異試験（GLP）において陰性の報告がある（食安委 農薬評価書
(2019) 、農薬抄録 (2013)、CLH Report (2015)））。
（４）チャイニーズハムスターの肺線維芽細胞を用いた染色体異常試験（GLP）で陽性
（+S9）の報告がある（食安委 農薬評価書 (2019) 、農薬抄録 (2013)、CLH Report
(2015)））。
（５）マウスリンフォーマ細胞を用いた遺伝子突然変異試験(OECD TG 475、GLP)で陰性の
報告がある（食安委 農薬評価書 (2019)  、農薬抄録 (2013)、CLH Report (2015)））。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（５）より、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）マウスの骨髄細胞を用いた小核試験（2回経口投与）において陰性の報告がある（食安委 農薬
評価書 (2019) 、農薬抄録 (2013)、CLH Report (2015)）。
（２）In vivo/in vitro試験系のラット肝細胞を用いた不定期DNA合成試験において陰性の報告がある
（食安委 農薬評価書 (2019) 、CLH Report (2015)）。
（３）細菌復帰突然変異試験（GLP）において陰性の報告がある（食安委 農薬評価書 (2019) 、農薬
抄録 (2013)、CLH Report (2015)））。
（４）チャイニーズハムスターの肺線維芽細胞を用いた染色体異常試験（GLP）で陽性（+S9）の報告
がある（食安委 農薬評価書 (2019) 、農薬抄録 (2013)、CLH Report (2015)））。
（５）マウスリンフォーマ細胞を用いた遺伝子突然変異試験(OECD TG 475、GLP)で陰性の報告があ
る（食安委 農薬評価書 (2019) 、CLH Report (2015)））。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-081-METI

Ｎ－（｛４－［２
－クロロ－４－
（トリフルオロメ
チル）フェノキ
シ］－２－フルオ
ロフェニル｝カル
バモイル）－２，
６－ジフルオロベ
ンズアミド（別
名：フルフェノク
スロン）

101463-69-8 生殖毒性 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（３）より、区分2とし、授乳影響を追加した。なお、（１）では母体毒性が軽度
である用量で児動物の生存率低下などがみられている。また、（２）、（３）より、哺育中
の雌ラットの乳汁中に本物質が排泄され、母乳を介して児動物の死亡率増加などを誘発して
いる可能性が考えられた。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた混餌投与による二世代生殖毒性試験（GLP）において、母動物に影響
がない用量（雄動物には腎臓重量増加（P）、体重増加抑制（F1））で、児動物に離乳児体
重の低下、肝比重量増加がみられた。また、母動物に脱毛のみがみられた最高用量では、離
乳児生存率の低下（F1及びF2）、音響驚愕反応の遅延（F1）、体重低下（F2）などがみら
れた。なお、繁殖能に対する影響は認められなかったとの報告がある（食安委 農薬評価書
(2014)、農薬抄録 (2015)、CLH Report (2009)）。
（２）ラットを用いた経口投与試験（交配2週間前から分娩までの約10週間）において、
20,000 ppmで授乳中のラットが乳汁中に本物質を450 ± 377 ppm（分娩後1日）、9.4 ±
6.1 ppm（分娩後14日）の濃度で排泄するとの報告がある（RAC Opinion (2011)）。本物質
は授乳中のラットの乳汁中に排泄されること、体脂肪中に蓄積することが示された（JMPR
(2014)）。
（３）（１）の二世代生殖試験において、710 ppm以上の濃度で4つの世代（F1a、F1b、
F2a、F2b）の児動物で死亡率増加及び全同腹児死亡の増加がみられた。RACの見解とし
て、この影響の誘発には出生児への乳汁ばく露が必須要因となるとしており、上記（４）よ
り、本物質は投与された母動物の乳汁中から分娩後に検出されている。本物質の投与により
母体のトリグリセリド（TG）レベルが低下し、乳汁中の脂肪含量の減少を生じ、乳汁の品

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（３）より、区分2とし、授乳影響を追加した。なお、（１）では母体毒性が軽度である用量で児動
物の生存率低下などがみられている。また、（２）、（３）より、哺育中の雌ラットの乳汁中に本物質が
排泄され、母乳を介して児動物の死亡率増加などを誘発している可能性が考えられた。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた混餌投与による二世代生殖毒性試験（GLP）において、母動物に影響がない用量
（雄動物には腎臓重量増加（P）、体重増加抑制（F1））で、児動物に離乳児体重の低下、肝比重量
増加がみられた。また、母動物に脱毛のみがみられた最高用量では、離乳児生存率の低下（F1及
びF2）、音響驚愕反応の遅延（F1）、体重低下（F2）などがみられた。なお、繁殖能に対する影響は
認められなかったとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2014)、農薬抄録 (2015)、CLH Report
(2009)）。
（２）ラットを用いた経口投与試験（交配2週間前から分娩までの約10週間）において、20,000 ppmで
授乳中のラットが乳汁中に本物質を450 ± 377 ppm（分娩後1日）、9.4 ± 6.1 ppm（分娩後14日）の
濃度で排泄するとの報告がある（CLH Report (2009)）。本物質は授乳中のラットの乳汁中に排泄さ
れること、体脂肪中に蓄積することが示された（JMPR (2014)）。
（３）（１）の二世代生殖試験において、710 ppm以上の濃度で4つの世代（F1a、F1b、F2a、F2b）の児
動物で死亡率増加及び全同腹児死亡の増加がみられた。RACの見解として、この影響の誘発には
出生児への乳汁ばく露が必須要因となるとしており、上記（２）より、本物質は投与された母動物の
乳汁中から分娩後に検出されている。本物質の投与により母体のトリグリセリド（TG）レベルが低下
し、乳汁中の脂肪含量の減少を生じ、乳汁の品質低下が児動物の死亡率増加の原因となったと説
明が可能であるとして、RACは「授乳影響」の追加提案を支持した（RAC Opinion (2011)）。

【参考データ等】
（４）EU CLP分類では、Lact.（授乳影響）に分類されているCLP分類 (Accessed Oct. 2020)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正
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R02-A-082-METI３－（４－クロロフェニル）－３－（３，４－ジメトキシフェニル）－１－モルホリノプロパ－２－エン－１－オン（別名：ジメトモルフ）110488-70-5
生殖細胞変異
原性

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（５）より、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）マウスの骨髄細胞を用いた小核試験（単回経口投与、単回腹腔内投与）において2件
の陰性（GLP1件、non-GLP1件）の報告がある（食安委 農薬評価書 (2013)、HSDB
(Accessed Dec. 2020)、農薬抄録 (2009)）。
（２）細菌復帰突然変異試験(GLP)において陰性との報告がある（食安委 農薬評価書
(2013)、農薬抄録 (2009)）。
（３）ほ乳類培養細胞（チャイニーズハムスター肺由来 V79細胞）を用いた遺伝子突然変異
試験(GLP)において陰性との報告がある（食安委 農薬評価書 (2013)、農薬抄録 (2009)）。
（４）ほ乳類培養細胞（CHL V79細胞）を用いた染色体異常試験(GLP)において陰性（-
S9）、陽性（+S9）との報告がある（食安委 農薬評価書 (2013)、農薬抄録 (2009)）。
（５）ヒトリンパ球を用いた染色体異常試験(GLP)において陰性（-S9）、陽性（+S9）との
報告がある（食安委 農薬評価書 (2013)、農薬抄録 (2009)）。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（５）より、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）マウスの骨髄細胞を用いた小核試験（単回経口投与、単回腹腔内投与）において2件の陰性
（GLP1件、non-GLP1件）の報告がある（食安委 農薬評価書 (2013)、HSDB (Accessed Dec. 2020)、
農薬抄録 (2009)）。
（２）細菌復帰突然変異試験(GLP)において陰性との報告がある（食安委 農薬評価書 (2013)、農薬
抄録 (2009)）。
（３）ほ乳類培養細胞（チャイニーズハムスター肺由来 V79細胞）を用いた遺伝子突然変異試験
(GLP)において陰性との報告がある（食安委 農薬評価書 (2013)、農薬抄録 (2009)）。
（４）ほ乳類培養細胞（CHLおよび V79細胞）を用いた2つの染色体異常試験(いずれもGLP)におい
て陰性（-S9）、陽性（+S9）との報告がある（食安委 農薬評価書 (2013)、農薬抄録 (2009)）。
（５）ヒトリンパ球を用いた染色体異常試験(GLP)において陰性（-S9）、陽性（+S9）との報告がある
（食安委 農薬評価書 (2013)、農薬抄録 (2009)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-085-
METI

（５－クロロ－２－メトキシ－４－メチルピリジン－３－イル）（２，３，４－トリメトキシ－６－メチルフェニル）メタノン（別名：ピリオフェノン）688046-61-9
特定標的臓器
毒性（反復暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（７）より、経口、経皮経路では区分に該当しない。なお、肝臓に関連する所見で
あるALP上昇・肝細胞肥大、腎臓に関連する所見である慢性腎症は標的臓器とみなせる影響
ではなく、採用していない。ただし、吸入経路での情報がなく、データ不足のため分類でき
ない。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた混餌投与による90日間経口投与試験（GLP）において、2,500 ppm以
上（150 mg/kg/day（雄）、171 mg/kg/day（雌）、区分該当しない範囲）で肝臓・腎臓影
響（絶対相対重量増加）（雄）、盲腸影響（絶対相対重量増加）がみられたとの報告がある
（食安委 農薬評価書 (2018)、CLH Report (2018)、ECHA RAC Opinion (2019)）。
（２）ラットを用いた混餌投与による2年間慢性毒性/発がん性併合試験（GLP）において、
1,000 ppm以上（36.4 mg/kg/day（雄）、46.5 mg/kg/day（雌）、区分2の範囲）で慢性腎
症（雌）が、5,000 ppm（197 mg/kg/day（雄）、245 mg/kg/day（雌）、区分該当しない
範囲）で腎臓影響（絶対相対重量増加、慢性腎症（雄））、盲腸影響（絶対相対重量増加、
膨満）、肝臓影響（小葉中心性肝細胞脂肪化・肥大・壊死、絶対相対重量増加（雌）、局性
うっ血（雌））、大腸黒色内容物（雄）、腸間膜リンパ節洞拡張がみられたとの報告がある
（食安委 農薬評価書 (2018)、CLH Report (2018)、ECHA RAC Opinion (2019)）。
（３）ラットを用いた混餌投与による1年間経口投与試験（GLP）において、1,000 ppm以
上（42.9 mg/kg/day（雄）、53.5 mg/kg/day（雌）、区分2の範囲）でGGT増加（雌）
が、5,000 ppm（226 mg/kg/day（雄）、275 mg/kg/day（雌）、区分に該当しない範囲）
で血液影響（Ht・Hb・RBC低下、MCV・MCH・MCHC低下（雄）、網赤血球数低下
（雌））、PLT増加、APTT延長、TP・Alb・Glob増加、盲腸影響（膨満、絶対相対重量増

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（７）より、経口、経皮経路では区分に該当しない。なお、肝臓に関連する所見であるALP上
昇・肝細胞肥大、腎臓に関連する所見である慢性腎症は標的臓器とみなせる影響ではなく、採用し
ていない。ただし、吸入経路での情報がなく、データ不足のため分類できない。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた混餌投与による90日間経口投与試験（GLP）において、2,500 ppm以上（150
mg/kg/day（雄）、171 mg/kg/day（雌）、区分該当しない範囲）で肝臓・腎臓影響（絶対相対重量増
加）（雄）、盲腸影響（絶対相対重量増加）がみられたとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2018)、
CLH Report (2018)、ECHA RAC Opinion (2019)）。
（２）ラットを用いた混餌投与による2年間発がん性試験（GLP）において、1,000 ppm以上（36.4
mg/kg/day（雄）、46.5 mg/kg/day（雌）、区分2の範囲）で慢性腎症（雌）が、5,000 ppm（197
mg/kg/day（雄）、245 mg/kg/day（雌）、区分該当しない範囲）で腎臓影響（絶対相対重量増加、慢
性腎症（雄））、盲腸影響（絶対相対重量増加、膨満）、肝臓影響（小葉中心性肝細胞脂肪化・肥大・
壊死、絶対相対重量増加（雌）、局性うっ血（雌））、大腸黒色内容物（雄）、腸間膜リンパ節洞拡張が
みられたとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2018)、CLH Report (2018)、ECHA RAC Opinion
(2019)）。
（３）ラットを用いた混餌投与による1年間経口投与試験（GLP）において、1,000 ppm以上（42.9
mg/kg/day（雄）、53.5 mg/kg/day（雌）、区分2の範囲）でGGT増加（雌）が、5,000 ppm（226
mg/kg/day（雄）、275 mg/kg/day（雌）、区分に該当しない範囲）で血液影響（Ht・Hb・RBC低下、
MCV・MCH・MCHC低下（雄）、網赤血球数低下（雌））、PLT増加、APTT延長、TP・Alb・Glob増加、盲
腸影響（膨満、絶対相対重量増加）、肝臓影響（絶対相対重量増加、小葉中心性肝細胞肥大
（雄））、腎臓影響（絶対相対重量増加）、精巣上体影響（絶対相対重量増加）（雄）、骨髄造血亢進
（雄）、尿細管好塩基性化（雄）、外陰部被毛汚れ（雌）、立上がり増加（雌）、A/G比低下（雌）、
T.Chol増加（雌）、尿中ケトン体増加（雌）、心臓相対重量増加（雌）、尿細管上皮リポフスチン沈着
増加（雌）がみられたとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2018)、CLH Report (2018)、ECHA RAC
Opinion (2019)）。
（４）イヌを用いた混餌投与による90日間経口投与試験（GLP）において、3,000 ppm以上（90.3
mg/kg/day（雄）、89.8 mg/kg/day（雌）、区分2の範囲）でALP上昇（雌）が、15,000 ppm（475
mg/kg/day（雌）、区分該当しない範囲）でPLT増加（雌）、小葉中心性肝細胞肥大（雌）が、25,000
ppm（776 mg/kg/day（雄）、区分該当しない範囲）で肝臓影響（絶対相対重量増加・小葉中心性細
胞肥大）（雄）がみられたとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2018)、CLH Report (2018)、ECHA
RAC Opinion (2019)）。
（５）イヌを用いた混餌投与による1年間経口投与試験（GLP）において、3,000 ppm以上（83.5
mg/kg/day（雄）、85.2 mg/kg/day（雌）、区分2の範囲）でALP上昇、GGT上昇（雌）が、15,000 ppm

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-085-METI

（５－クロロ－２
－メトキシ－４－
メチルピリジン－
３－イル）（２，
３，４－トリメト
キシ－６－メチル
フェニル）メタノ
ン（別名：ピリオ
フェノン）

688046-61-9 発がん性 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（５）より、雌雄ラット及び雌マウスの陰性結果並びに雄マウスの肝臓腫瘍は自然
発生的なものとの判断し、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）国内外の既存分類結果としては、EPAでNL（Not Likely To Be Carcinogenic To
Humans）に分類されている（EPA Annual Cancer Report (2019)：2011年分類）。
（２）ラットを用いた2年間混餌投与による慢性毒性/発がん性併合試験において、検体投与
により発生頻度の増加した腫瘍性病変はみられず、発がん性は認められなかった（食安委
農薬評価書 (2018)、農薬抄録 (2015)）。
（３）マウスを用いた78週間混餌投与による発がん性試験において、最高用量の5,400 ppm
投与群の雄で肝細胞腺腫とがんの合計発生頻度に有意な増加が認められた（食安委 農薬評
価書 (2018)、農薬抄録 (2015)）。
（４）EPAはラットとマウスの発がん性試験で発がん性の証拠がないことから、NLに分類
した（EPA Pesticide Fact Sheet (2012)、Federal Register vol. 84, No. 14 (2019)）。
（５）雄マウスでは肝細胞腺腫の発生頻度は対照群の6％に対し、600、1,800及び5,400
ppmではそれぞれ13%、11％及び17%と用量相関性がみられない。また、肝がんの頻度は同
様に対照群の2％に対し、それぞれ4％、6％及び6％であり、対照群と投与群との間で有意差
はない。肝細胞腺腫とがんの合計頻度では、雄の最高投与群（5,400 ppm）において統計的
に有意な差がみられた。しかし、試験施設の背景データ（9.8～36％）の範囲内であった
（CLH Report (2018)、RAC (Background Doc.) (2019)）。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（５）より、雌雄ラット及び雌マウスの陰性結果並びに雄マウスの肝臓腫瘍は自然発生的なも
のとの判断し、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）国内外の既存分類結果としては、EPAでNL（Not Likely To Be Carcinogenic To Humans）に分
類されている（EPA Annual Cancer Report (2019)：2011年分類）。
（２）ラットを用いた混餌投与による2年間発がん性試験において、検体投与により発生頻度の増加
した腫瘍性病変はみられず、発がん性は認められなかった（食安委 農薬評価書 (2018)、農薬抄録
(2015)）。
（３）マウスを用いた78週間混餌投与による発がん性試験において、最高用量の5,400 ppm投与群
の雄で肝細胞腺腫とがんの合計発生頻度に有意な増加が認められた（食安委 農薬評価書
(2018)、農薬抄録 (2015)）。
（４）EPAはラットとマウスの発がん性試験で発がん性の証拠がないことから、NLに分類した（EPA
Pesticide Fact Sheet (2012)、Federal Register vol. 84, No. 14 (2019)）。
（５）雄マウスでは肝細胞腺腫の発生頻度は対照群の6％に対し、600、1,800及び5,400 ppmではそ
れぞれ13%、11％及び17%と用量相関性がみられない。また、肝がんの頻度は同様に対照群の2％
に対し、それぞれ4％、6％及び6％であり、対照群と投与群との間で有意差はない。肝細胞腺腫と
がんの合計頻度では、雄の最高投与群（5,400 ppm）において統計的に有意な差がみられた。しか
し、試験施設の背景データ（9.8～36％）の範囲内であった（CLH Report (2018)、RAC (Background
Doc.) (2019)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正
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R1年度政府によるGHS分類結果  正誤表

R02-A-086-
METI

４－シクロプロピ
ル－６－メチル－
Ｎ－フェニルピリ
ミジン－２－アミ
ン（別名：シプロ
ジニル）

121552-61-2
特定標的臓器
毒性（単回暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（６）より、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた単回経口投与試験（OECD TG 401、GLP）において、2,000 mg/kg
（区分2の上限）で立毛、円背・呼吸困難、自発運動低下（雄）がみられたとの報告がある
（食安委 農薬評価書 (2012)、JMPR (2003)）。
（２）ラットを用いた単回経皮投与試験（OECD TG 402、GLP）において、2,000 mg/kg
（区分2の上限）で立毛、円背、横臥、呼吸困難がみられたとの報告がある（食安委 農薬評
価書 (2012)、JMPR (2003)）。
（３）ラットを用いた単回経口投与試験において、投与量は不明であるが水様便・軟便、流
涎、円背、呼吸困難、活動低下、顔面に赤色物付着、泌尿生殖器に暗色・黄色物付着、腹部
に黄色物付着、痩身、流涙、よろめき歩行、正向反射・把握反射欠如、散瞳、へばり、鼻に
透明の分泌物、弛緩状態、無便、肛門部に暗色物付着、泌尿生殖器・腹部の脱毛、死亡例
（性別・例数不明、口部、鼻部又は肛門周囲に分泌物）がみられたとの報告がある（食安委
農薬評価書 (2012)、農薬抄録 (2013)）。
（４）ラットを用いた単回吸入（粉塵）ばく露試験（OECD TG 403、GLP、4時間）におい
て、1.2 mg/L（区分2の範囲）で立毛及び呼吸困難がみられたとの報告がある（食安委 農薬
評価書 (2012)、JMPR (2003)）。
（５）ラットを用いた急性神経毒性試験（GLP）において、200 mg/kg（区分1の範囲）で
体温低下、円背が、600 mg/kg（区分2の範囲）で直腸温低下、自発運動量低下、死亡（1
例）が、2,000 mg/kg（区分2の上限）で自発運動量低下、活動性低下がみられた。なお、
病理組織学的検査において左記の症状における検体投与の影響は認められなかった。また、

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（６）より、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた単回経口投与試験（OECD TG 401、GLP）において、2,000 mg/kg（区分2の上限）
で立毛、円背・呼吸困難、自発運動低下（雄）がみられたとの報告がある（食安委 農薬評価書
(2012)、JMPR (2003)）。
（２）ラットを用いた単回経皮投与試験（OECD TG 402、GLP）において、2,000 mg/kg（区分2の上限）
で立毛、円背、横臥、呼吸困難がみられたとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2012)、JMPR
(2003)）。
（３）ラットを用いた単回経口投与試験において、LD50値（2,970 mg/kg/day(雄）、2,500
mg/kg/day(雌））で水様便・軟便、流涎、円背、呼吸困難、活動低下、顔面に赤色物付着、泌尿生殖
器に暗色・黄色物付着、腹部に黄色物付着、痩身、流涙、よろめき歩行、正向反射・把握反射欠
如、散瞳、へばり、鼻に透明の分泌物、弛緩状態、無便、肛門部に暗色物付着、泌尿生殖器・腹部
の脱毛、死亡例（性別・例数不明、口部、鼻部又は肛門周囲に分泌物）がみられたとの報告がある
（食安委 農薬評価書 (2012)、農薬抄録 (2013)）。
（４）ラットを用いた単回吸入（粉塵）ばく露試験（OECD TG 403、GLP、4時間）において、1.2 mg/L
（区分2の範囲）で立毛及び呼吸困難がみられたとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2012)、
JMPR (2003)）。
（５）ラットを用いた急性神経毒性試験（GLP）において、200 mg/kg（区分1の範囲）で体温低下、円
背が、600 mg/kg（区分2の範囲）で直腸温低下、自発運動量低下、死亡（1例）が、2,000 mg/kg（区
分2の上限）で自発運動量低下、活動性低下がみられた。なお、病理組織学的検査において左記の
症状における検体投与の影響は認められなかった。また、急性神経毒性は認められないとの報告
がある（食安委 農薬評価書 (2012)）。
（６）（５）の200 mg/kg（区分1の範囲）で体温低下、円背がみられたことを踏まえ、低用量影響の確
認試験として実施されたラットを用いた急性神経毒性試験（GLP）において、200 mg/kg（区分1の範
囲）までの用量で影響はみられなかった。（食安委 農薬評価書 (2012)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-087-
METI

Ｎ－（２，４－ジ
フルオロフェニ
ル）－２－［３－
（トリフルオロメ
チル）フェノキ
シ］ニコチンアミ
ド（別名：ジフル
フェニカン）

83164-33-4 発がん性 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
国内外の分類機関による既存分類結果はないが、（１）～（３）より、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた2年間混餌投与による慢性毒性/発がん性併合試験において、5,000
ppm（雄/雌：614/749 mg/kg/day）までの用量で発がん性は認められなかった（食安委 農
薬評価書 (2014)、農薬抄録 (2014)）。
（２）マウスを用いた2年間混餌投与による慢性毒性/発がん性併合試験において、12,500
ppm（雄/雌：1,620/1,990 mg/kg/day）までの用量で発がん性は認められなかった（食安
委 農薬評価書 (2014)、農薬抄録 (2014)）。
（３）本物質はラット及びマウスの試験において、発がん性の証拠は認められなかった
（EFSA (2007)）。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
国内外の分類機関による既存分類結果はないが、（１）～（３）より、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた2年間混餌投与による慢性毒性/発がん性併合試験において、12,500 ppm（雄/
雌：614/749 mg/kg/day）までの用量で発がん性は認められなかった（食安委 農薬評価書 (2014)、
農薬抄録 (2014)）。
（２）マウスを用いた2年間混餌投与による慢性毒性/発がん性併合試験において、12,500 ppm（雄/
雌：1,620/1,990 mg/kg/day）までの用量で発がん性は認められなかった（食安委 農薬評価書
(2014)、農薬抄録 (2014)）。
（３）本物質はラット及びマウスの試験において、発がん性の証拠は認められなかった（EFSA
(2007)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-095-METI

アルキル（Ｃ＝１
２～１６）（ベン
ジル）（ジメチ
ル）アンモニウム
＝クロリド

68424-85-1
生殖細胞変異
原性

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（４）より区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）マウスの骨髄細胞を用いた小核試験（単回強制経口投与、純度80%）において陰性の
報告がある（Regul. Toxicol. Pharmacol., 116 (2020)）。
（２）細菌復帰突然変異試験（OECD TG 471、純度49.2%）において陰性との報告がある
（Regul. Toxicol. Pharmacol., 116 (2020)）。
（３）ほ乳類培養細胞を用いた遺伝子突然変異（純度80%）において陰性との報告がある
（Regul. Toxicol. Pharmacol., 116 (2020)）。
（４）ヒトリンパ球を用いた染色体異常試験（OECD TG 473、純度49.2%）において陰性と
の報告がある（Regul. Toxicol. Pharmacol., 116 (2020)）。

【参考データ等】
（５）本物質の変異原性のデータベースは十分と考えられ、それに基づけば本物質は変異原
性も遺伝毒性も有さないと考えられる（EPA Pesticides RED (2006)）。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（４）より区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）マウスの骨髄細胞を用いた染色体異常試験（単回強制経口投与、純度80%）において陰性の報
告がある（Regul. Toxicol. Pharmacol., 116 (2020)）。
（２）細菌復帰突然変異試験（OECD TG 471、純度49.2%）において陰性との報告がある（Regul.
Toxicol. Pharmacol., 116 (2020)）。
（３）ほ乳類培養細胞を用いた遺伝子突然変異（純度80%）において陰性との報告がある（Regul.
Toxicol. Pharmacol., 116 (2020)）。
（４）ヒトリンパ球を用いた染色体異常試験（OECD TG 473、純度49.2%）において陰性との報告があ
る（Regul. Toxicol. Pharmacol., 116 (2020)）。

【参考データ等】
（５）本物質の変異原性のデータベースは十分と考えられ、それに基づけば本物質は変異原性も遺
伝毒性も有さないと考えられる（EPA Pesticides RED (2006)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-095-
METI

アルキル（Ｃ＝１
２～１６）（ベン
ジル）（ジメチ
ル）アンモニウム
＝クロリド

68424-85-1

特定標的臓器
毒性（反復暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（４）より、経口経路では区分に該当しない。ただし、他経路での分類に十分な情
報がなく、データ不足のため分類できない。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた混餌投与による13週間経口投与試験（OECD TG408）において、
5,000 ppm（166 mg/kg/day（雄）、188 mg/kg/day（雌）、区分該当しない範囲）で肝臓
影響（絶対相対重量減少）（雄）、白血球数・リンパ球・単球の増加（雄）がみられたとの
報告がある（Regul. Toxicol. Pharmacol., 116 (2020)）。
（２）ラットを用いた混餌投与による13週間経口投与試験において、1,000 ppm（62
mg/kg/day（雄）、77 mg/kg/day（雌）、区分2の範囲）で摂餌量・体重減少傾向が、
4,000 ppm（200 mg/kg/day（雄）、200 mg/kg/day（雌）、区分該当しない範囲）で消化
管のうっ血・浮腫、脳・肺の出血がみられたとの報告がある（Regul. Toxicol. Pharmacol.,
116 (2020)）。
（３）マウスを用いた混餌投与による13週間経口投与試験において、1,000 ppm（174
mg/kg/day（雄）、210 mg/kg/day（雌）、区分該当しない範囲）で体重低値がみられたと
の報告がある（Regul. Toxicol. Pharmacol., 116 (2020)）。
（４）マウスを用いた混餌投与による78週間経口投与試験において、1,500 ppm（229
mg/kg/day（雄）、289 mg/kg/day（雌）、区分該当しない範囲）で体重・体重増加量の減
少がみられたとの報告がある（Regul. Toxicol. Pharmacol., 116 (2020)）。

【参考データ等】
（５）ラットを用いた13週間経皮投与試験において、2 mg/kg/day（区分1の範囲）で軽度

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（４）より、経口経路では区分に該当しない。ただし、他経路での分類に十分な情報がなく、
データ不足のため分類できない。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた混餌投与による13週間経口投与試験（OECD TG408）において、5,000 ppm（166
mg/kg/day（雄）、188 mg/kg/day（雌）、区分該当しない範囲）で肝臓影響（絶対相対重量減少）
（雄）、白血球数・リンパ球・単球の減少（雌）がみられたとの報告がある（Regul. Toxicol. Pharmacol.,
116 (2020)）。
（２）ラットを用いた混餌投与による13週間経口投与試験において、1,000 ppm（62 mg/kg/day（雄）、
77 mg/kg/day（雌）、区分2の範囲）で摂餌量・体重減少傾向が、4,000 ppm（200 mg/kg/day（雄）、
200 mg/kg/day（雌）、区分該当しない範囲）で消化管のうっ血・浮腫、脳・肺の出血がみられたとの
報告がある（Regul. Toxicol. Pharmacol., 116 (2020)）。
（３）マウスを用いた混餌投与による13週間経口投与試験において、1,000 ppm（174 mg/kg/day
（雄）、210 mg/kg/day（雌）、区分該当しない範囲）で体重低値がみられたとの報告がある（Regul.
Toxicol. Pharmacol., 116 (2020)）。
（４）マウスを用いた混餌投与による78週間経口投与試験において、1,500 ppm（229 mg/kg/day
（雄）、289 mg/kg/day（雌）、区分該当しない範囲）で体重・体重増加量の減少がみられたとの報告
がある（Regul. Toxicol. Pharmacol., 116 (2020)）。

【参考データ等】
（５）ラットを用いた13週間経皮投与試験において、2 mg/kg/day（区分1の範囲）で軽度の角化亢進
がみられたとの報告がある（Regul. Toxicol. Pharmacol., 116 (2020)）。
（６）モルモットを用いた21日間経皮投与試験において、40 mg/kg/day（90日換算：9.33 mg/kg/day、
区分1の範囲）で体重・摂餌量の軽度減少がみられたとの報告がある（Regul. Toxicol. Pharmacol.,
116 (2020)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正
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R1年度政府によるGHS分類結果  正誤表

R02-A-097-METI, MOE
ジイソプロピルナ
フタレン

38640-62-9 生殖細胞変異原性変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（５）より、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）マウスの骨髄細胞を用いた小核試験（OECD TG 474、単回腹腔内投与、GLP）にお
いて、陰性の報告がある（REACH登録情報 (Accessed Dec. 2020)）。
（２）細菌復帰突然変異試験において陰性の報告がある（既存試験点検結果 (Accessed
Dec. 2020)、REACH登録情報 (Accessed Dec. 2020)）。
（３）マウスリンパ腫細胞（L5178Y）を用いた遺伝子突然変異試験(OECD TG 471、GLP)
において陰性の報告がある（ 既存試験点検結果 (Accessed Dec. 2020)、REACH登録情報
(Accessed Dec. 2020)）。
（４）ほ乳類培養細胞（CHL）を用いた染色体異常試験(OECD TG 473、GLP)において陽性
（+S9）及び陰性（-S9）の報告がある（既存試験点検結果 (Accessed Dec. 2020) 、
 REACH登録情報 (Accessed Dec. 2020)）。
（５）ほ乳類培養細胞（CHO）を用いた染色体異常試験(OECD TG 476、GLP)において陰性
の報告がある（ 既存試験点検結果 (Accessed Dec. 2020)、REACH登録情報 (Accessed Dec.
2020)）。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（５）より、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）マウスの骨髄細胞を用いた小核試験（OECD TG 474、単回腹腔内投与、GLP）において、陰性
の報告がある（REACH登録情報 (Accessed Dec. 2020)）。
（２）細菌復帰突然変異試験において陰性の報告がある（既存試験点検結果 (Accessed Dec.
2020)、REACH登録情報 (Accessed Dec. 2020)）。
（３）マウスリンパ腫細胞（L5178Y）を用いた遺伝子突然変異試験(OECD TG 476、GLP)において陰
性の報告がある（REACH登録情報 (Accessed Dec. 2020)）。
（４）ほ乳類培養細胞（CHL）を用いた染色体異常試験(OECD TG 473、GLP)において陽性（+S9）及
び陰性（-S9）の報告がある（既存試験点検結果 (Accessed Dec. 2020)）。
（５）ほ乳類培養細胞（CHO）を用いた染色体異常試験(OECD TG 473、GLP)において陰性の報告が
ある（REACH登録情報 (Accessed Dec. 2020)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-001-MHLW, MOE

［メチル（オキ
ソ）｛１－［６－
（トリフルオロメ
チル）－３－ピリ
ジル］エチル｝－
λ（６）－スル
ファニリデン］カ
ルバモニトリル
（別名：スルホキ
サフロル）

946578-00-3
生殖毒性 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)～(3) より、ラットの胎児及び児動物に対する影響がみられているが、(4) より、観察さ
れた児動物への影響のうち、胎児の四肢の異常については、種特異的なメカニズムによる可
能性が高く、一方、新生児死亡については、種特異的なメカニズムが判明しているとは言え
ないことから、ヒトでの懸念を完全に否定しがたいことを考慮して分類できないとした。

【分類根拠】
(1) ラットを用いた混餌投与による2世代生殖毒性試験において、雄親動物に肝絶対及び比重
量増加、小葉中心性肝細胞肥大（色素沈着を伴う）、多巣性肝細胞壊死がみられ、児動物で
生児出産率低下、生後生存率減少がみられた (食安委 農薬評価書 (2014)、JMPR (2011))。
(2) 雌ラットの妊娠6～21日に混餌投与した発生毒性試験において、母動物毒性 (体重増加抑
制及び摂餌量減少、妊娠子宮重量減少) がみられる用量で胎児に外表異常（前肢屈曲及び後
肢回旋）等がみられた (食安委 農薬評価書 (2014)、JMPR (2011))。
(3) 雌ウサギの妊娠7～28日に混餌投与した発生毒性試験において、母動物毒性 (糞量の減
少、体重増加抑制及び摂餌量減少) のみられる用量においても胎児の発生影響はみられてい
ない (食安委 農薬評価書 (2014)、EU CLP CLH (2013)、JMPR (2011))。
(4) 生殖発生影響について、食安委 農薬評価書 (2014) では、「繁殖試験においてラットの
新生児死亡が認められ、発生毒性試験においてラット胎児の四肢異常等が、母体毒性がみら
れる用量で認められた。機序検討試験の結果*、これらの異常はいずれもラット胎児期に特
異的に発現するニコチン受容体に起因する可能性が考えられたため、ヒトでこれらの異常が
発現する可能性は低いと考えられた。新生児死亡については詳細な機序は不明であるが、本
剤の子宮内ばく露によるニコチン性アセチルコリン受容体 (nAChR) に対する薬理作用が関
連していると考えられた。」としている（食安委 農薬評価書 (2014)）。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)～(3) より、ラットの胎児及び児動物に対する影響がみられているが、(4) より、観察された児動
物への影響のうち、胎児の四肢の異常については、種特異的なメカニズムによる可能性が高く、一
方、新生児死亡については、種特異的なメカニズムが判明しているとは言えないことから、ヒトでの
懸念を完全に否定しがたいことを考慮して分類できないとした。

【根拠データ】
(1) ラットを用いた混餌投与による2世代生殖毒性試験において、雄親動物に肝絶対及び比重量増
加、小葉中心性肝細胞肥大（色素沈着を伴う）、多巣性肝細胞壊死がみられ、児動物で生児出産率
低下、生後生存率減少がみられた (食安委 農薬評価書 (2014)、JMPR (2011))。
(2) 雌ラットの妊娠6～21日に混餌投与した発生毒性試験において、母動物毒性 (体重増加抑制及
び摂餌量減少、妊娠子宮重量減少) がみられる用量で胎児に外表異常（前肢屈曲及び後肢回旋）
等がみられた (食安委 農薬評価書 (2014)、JMPR (2011))。
(3) 雌ウサギの妊娠7～28日に混餌投与した発生毒性試験において、母動物毒性 (糞量の減少、体
重増加抑制及び摂餌量減少) のみられる用量においても胎児の発生影響はみられていない (食安
委 農薬評価書 (2014)、EU CLP CLH (2013)、JMPR (2011))。
(4) 生殖発生影響について、食安委 農薬評価書 (2014) では、「繁殖試験においてラットの新生児
死亡が認められ、発生毒性試験においてラット胎児の四肢異常等が、母体毒性がみられる用量で
認められた。機序検討試験の結果*、これらの異常はいずれもラット胎児期に特異的に発現するニ
コチン受容体に起因する可能性が考えられたため、ヒトでこれらの異常が発現する可能性は低いと
考えられた。新生児死亡については詳細な機序は不明であるが、本剤の子宮内ばく露によるニコチ
ン性アセチルコリン受容体 (nAChR) に対する薬理作用が関連していると考えられた。」としている
（食安委 農薬評価書 (2014)）。
* ラットの胎児若しくは成獣又はヒトの胎児若しくは成人の筋肉由来nAChRを発現させたアフリカツ
メガエルの卵母細胞を用いた試験において、ラットの胎児由来の細胞のみでスルホキサフロルの添
加による反応を示す結果が出ている （食安委 農薬評価書 (2014)）。

【参考データ等】
(5) EU CLP CLH (2013) においても同様に、ラットにみられた生殖毒性の機序はヒトには関連せず、
ラット胎児で四肢拘縮の異常、曲がった鎖骨、新生児の死亡は、ヒトでは発生しないと予想されると
して、生殖毒性に分類する必要はないとしている。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-003-
MHLW, MOE

ビス（３，４－ジクロ
ロフェニル）ジアゼン

14047-09-7

特定標的臓器
毒性（反復暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1) よりヒトにおいて皮膚への影響がみられるとの情報があり、(2)～(6) より、実験動物に
おいて区分1の用量で皮膚、口腔、甲状腺、肺、消化器、肝臓、免疫系への影響がみられ
た。また、(7) より、本物質はアリル炭化水素受容体 (AhR) を活性化することから、他の多
くの臓器に対して影響を及ぼす可能性がある。よって区分1 (皮膚、口腔、甲状腺、肺、消化
器、肝臓、免疫系) とした。

【根拠データ】
(1) プロパニル製造工場の労働者102人のうち38％で本物質へのばく露に起因する塩素ざ瘡
が生じたとの報告がある。塩素ざ瘡の発症率は生産労働者で最も高く、61％であった (NTP
TR558 (2010))。
(2) ラットの3ヵ月間経口投与試験では、0.1 mg/kg (区分1の範囲) 以上で血中チロキシン
(T) 及びトリヨードチロニン濃度の低下、3 mg/kg (区分1の範囲) 以上で肝重量の増加及び
前胃上皮過形成、10 mg/kg (区分1の範囲) 以上で胸腺萎縮、反応性の貧血、血小板数の減
少及び脾臓の造血細胞増殖がみられた (NTP TR558 (2010))。
(3) マウスの3ヵ月間経口投与試験では、1 mg/kg (区分1の範囲) 以上で前胃上皮過形成、3
mg/kg (区分1の範囲) 以上で肝細胞肥大、脾臓の造血細胞増殖、精巣上体精子濃度の低下、
10 mg/kg (区分1の範囲) 以上で肝臓及び脾臓の重量増加、30 mg/kg (区分2の範囲) で胸腺
重量減少がみられた (NTP TR558 (2010))。
(4) ラットの14週間経口投与試験では、0.1 mg/kg (90日換算値0.0778 mg/kg、区分1の範
囲) 以上でALP活性及びSDH活性の上昇、胆汁酸濃度及び血清コレステロール濃度の上昇、
総チロキシン (T) 及び遊離T血清濃度の低下、脾臓の重量増加、胸腺萎縮、1 mg/kg (90日換
算値0.778 mg/kg、区分1の範囲) 以上で肝細胞肥大、3 mg/kg (2.33 mg/kg、区分1の範囲)

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1) よりヒトにおいて皮膚への影響がみられるとの情報があり、(2)～(6) より、実験動物において区
分1の用量で皮膚、口腔、甲状腺、肺、消化器、肝臓、免疫系への影響がみられた。また、(7) より、
本物質はアリル炭化水素受容体 (AhR) を活性化することから、他の多くの臓器に対して影響を及
ぼす可能性がある。よって区分1 (皮膚、口腔、甲状腺、肺、消化器、肝臓、免疫系) とした。

【根拠データ】
(1) プロパニル製造工場の労働者102人のうち38％で本物質へのばく露に起因する塩素ざ瘡が生じ
たとの報告がある。塩素ざ瘡の発症率は生産労働者で最も高く、61％であった (NTP TR558
(2010))。
(2) ラットの3ヵ月間経口投与試験では、0.1 mg/kg (区分1の範囲) 以上で血中チロキシン (T) 及びト
リヨードチロニン濃度の低下、3 mg/kg (区分1の範囲) 以上で肝重量の増加及び前胃上皮過形成、
10 mg/kg (区分1の範囲) 以上で胸腺萎縮、反応性の貧血、血小板数の減少及び脾臓の造血細胞
増殖がみられた (NTP TR558 (2010))。
(3) マウスの3ヵ月間経口投与試験では、1 mg/kg (区分1の範囲) 以上で前胃上皮過形成、3 mg/kg
(区分1の範囲) 以上で肝細胞肥大、脾臓の造血細胞増殖、精巣上体精子濃度の低下、10 mg/kg
(区分1の範囲) 以上で肝臓及び脾臓の重量増加、30 mg/kg (区分2の範囲) で胸腺重量減少がみ
られた (NTP TR558 (2010))。
(4) ラットの3ヵ月経口投与試験では、0.1 mg/kg (90日換算値0.0778 mg/kg、区分1の範囲) 以上で
ALP活性及びSDH活性の上昇、胆汁酸濃度及び血清コレステロール濃度の上昇、総チロキシン (T)
及び遊離T血清濃度の低下、脾臓の重量増加、胸腺萎縮、1 mg/kg (90日換算値0.778 mg/kg、区
分1の範囲) 以上で肝細胞肥大、3 mg/kg (2.33 mg/kg、区分1の範囲) 以上で肝臓の造血細胞増
殖、肝細胞の細胞質脂肪空胞化 (雄のみ)、肺重量減少、10 mg/kg (90日換算値7.78 mg/kg、区分
1の範囲) 以上で肝臓重量の増加、小球性正色素性貧血 (ヘモグロビン濃度及びヘマトクリット値の
低下、網状赤血球の増加)、胸腺絶対重量減少、肺胞上皮の細気管支化生、脾臓の色素沈着がみ
られた (NTP TR558 (2010))。
(5) ラットの2年間経口投与試験では、10 mg/kg (区分1の範囲) 以上で肝臓の肝細胞肥大、小葉中
心変性、肝細胞壊死、卵形細胞過形成、胆管過形成、造血細胞増殖、混合細胞巣及び好酸性巣、
肺の角化嚢胞性上皮腫、肺胞上皮の扁平上皮化生及び細気管支化生、歯肉扁平上皮過形成、口
腔の嚢胞性角化亢進症、前胃の扁平上皮過形成、副腎皮質束状帯の変性、細胞質空砲変性及び
過形成、肝臓、肺及び脾臓の色素沈着、30 mg/kg (区分2の範囲) 以上で中毒性肝障害、肝臓の結
節性過形成や局所性脂肪変化、歯周組織の炎症、甲状腺濾胞上皮細胞腺腫、甲状腺濾胞細胞の
肥大、過形成及び炎症、副腎皮質束状帯の過形成や壊死、100 mg/kg (区分2の範囲) で胆管嚢
胞、胆管線維症、肝細胞の多核化、前胃の扁平上皮乳頭腫及び炎症がみられた (NTP TR558
(2010))。

2022.12修正
分類根拠の修
正
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R1年度政府によるGHS分類結果  正誤表

R02-A-008-
MHLW

次亜塩素酸カリウ
ム

7778-66-7
特定標的臓器
毒性（反復）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
本物質自体の情報はないが、本物質は水溶液中で次亜塩素酸イオンとカリウムイオンに解離
すると考えられ、このうちカリウムイオンは生体内に多く存在するイオンであることから、
次亜塩素酸ナトリウム (CAS番号 7681-52-9) の情報に基づき検討した。(1)、(2) より次亜
塩素酸ナトリウムの経口及び経皮経路の反復投与毒性は低いと考えられるが、吸入ばく露に
よる呼吸器への影響が不明であるため、分類できないとした。

【参考データ等】
(1) 次亜塩素酸ナトリウム用いた飲水投与試験では、ラット、マウスに90日間及び2年間投
与した場合も摂水量低下に伴うものと考えられる体重増加抑制がみられたのみである
(EURAR (2007)、(SIAR (2006))。
(2) モルモットに次亜塩素酸ナトリウム水溶液を51週間 (週2回) 経皮適用した試験で、投与
に関連した影響はみられなかった (AICIS (旧NICNAS) IMAP (2015)、EURAR (2007)、SIAR
(2006))。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
本物質自体の情報はないが、本物質は水溶液中で次亜塩素酸イオンとカリウムイオンに解離する
と考えられ、このうちカリウムイオンは生体内に多く存在するイオンであることから、次亜塩素酸ナト
リウム (CAS番号 7681-52-9) の情報に基づき検討した。(1)、(2) より次亜塩素酸ナトリウムの経口
及び経皮経路の反復投与毒性は低いと考えられるが、吸入ばく露による呼吸器への影響が不明で
あるため、分類できないとした。

【参考データ等】
(1) 次亜塩素酸ナトリウム用いた飲水投与試験では、ラット、マウスに90日間及び2年間投与した場
合も摂水量低下に伴うものと考えられる体重増加抑制がみられたのみである (EURAR (2007)、
(SIAR (2006))。
(2) モルモットに次亜塩素酸ナトリウム水溶液を8週間 (週2回) 経皮適用した試験で、投与に関連し
た影響はみられなかった (AICIS (旧NICNAS) IMAP (2015)、EURAR (2007)、SIAR (2006))。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-009-MHLW
次亜塩素酸アンチ
モン

7791-08-4
特定標的臓器
毒性（反復）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
本物質自体の情報はないが、次亜塩素酸ナトリウム (CAS番号 7681-52-9)、アンチモン化合
物の情報に基づき検討した。(3)、(4) より次亜塩素酸ナトリウムの経口及び経皮経路の反復
投与毒性は低いと考えられるが、(1)、(2) のアンチモン化合物の有害性情報に基づき、区分
1 (肺、心血管系、消化管) とした。

【根拠データ】
(1) アンチモン及び化合物について、高濃度の急性及び慢性ばく露で肺炎、心臓及び血液学
的疾患が予想されるとの記載がある (ACGIH (7th, 2001))。
(2) アンチモン及びその化合物による頭痛、めまい、嘔吐等の自覚症状、皮膚障害、前眼部
障害、心筋障害又は胃腸障害は、労働基準法施行規則別表第一の二に掲げる業務上の疾病と
して定められている (労働省告示第三十三号 (1996))。
(3) 次亜塩素酸ナトリウムを用いた飲水投与試験では、ラット、マウスに90日間及び2年間
投与した場合も摂水量低下に伴うものと考えられる体重増加抑制がみられたのみである
(EURAR (2007)、SIAR (2006))。
(4) モルモットに次亜塩素酸ナトリウム水溶液を51週間 (週2回) 経皮適用した試験で、投与
に関連した影響はみられなかった (AICIS (旧NICNAS) IMAP (2015)、EURAR (2007)、SIAR
(2006))。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
本物質自体の情報はないが、次亜塩素酸ナトリウム (CAS番号 7681-52-9)、アンチモン化合物の
情報に基づき検討した。(3)、(4) より次亜塩素酸ナトリウムの経口及び経皮経路の反復投与毒性は
低いと考えられるが、(1)、(2) のアンチモン化合物の有害性情報に基づき、区分1 (肺、心血管系、
消化管) とした。

【根拠データ】
(1) アンチモン及び化合物について、高濃度の急性及び慢性ばく露で肺炎、心臓及び血液学的疾
患が予想されるとの記載がある (ACGIH (7th, 2001))。
(2) アンチモン及びその化合物による頭痛、めまい、嘔吐等の自覚症状、皮膚障害、前眼部障害、
心筋障害又は胃腸障害は、労働基準法施行規則別表第一の二に掲げる業務上の疾病として定め
られている (労働省告示第三十三号 (1996))。
(3) 次亜塩素酸ナトリウムを用いた飲水投与試験では、ラット、マウスに90日間及び2年間投与した
場合も摂水量低下に伴うものと考えられる体重増加抑制がみられたのみである (EURAR (2007)、
SIAR (2006))。
(4) モルモットに次亜塩素酸ナトリウム水溶液を8週間 (週2回) 経皮適用した試験で、投与に関連し
た影響はみられなかった (AICIS (旧NICNAS) IMAP (2015)、EURAR (2007)、SIAR (2006))。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-010-MHLW
次亜塩素酸マグネ
シウム

10233-03-1
特定標的臓器
毒性（反復）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
本物質自体の情報はないが、本物質は水溶液中で次亜塩素酸イオンとマグネシウムイオンに
解離すると考えられることから、次亜塩素酸ナトリウム (CAS番号 7681-52-9)、可溶性マグ
ネシウム化合物の情報に基づき検討した。(1)、(2) より次亜塩素酸ナトリウムの経口及び経
皮経路の反復投与毒性は低いと考えられるが、吸入ばく露による呼吸器への影響が不明であ
るため、分類できないとした。

【参考データ等】
(1) 次亜塩素酸ナトリウムを用いた飲水投与試験では、ラット、マウスに90日間及び2年間
投与した場合も摂水量低下に伴うものと考えられる体重増加抑制がみられたのみである
(EURAR (2007)、SIAR (2006))。
(2) モルモットに次亜塩素酸ナトリウム水溶液を51週間 (週2回) 経皮適用した試験で、投与
に関連した影響はみられなかった (AICIS (旧NICNAS) IMAP (2015)、EURAR (2007)、SIAR
(2006))。
(3) 塩化マグネシウム (CAS番号 7786-30-3) について、ラットを用いた生殖／発生毒性スク
リーニング試験 (雄42日間、雌14日間強制経口投与) において、500 mg/kg/day (90日換算:
雄/雌: 233/78 mg/kg/day、雄は区分2超、雌は区分2の範囲) で軟便、下痢および唾液分泌
が観察されたとの報告がある (SIAR (2011))。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
本物質自体の情報はないが、本物質は水溶液中で次亜塩素酸イオンとマグネシウムイオンに解離
すると考えられることから、次亜塩素酸ナトリウム (CAS番号 7681-52-9)、可溶性マグネシウム化
合物の情報に基づき検討した。(1)、(2) より次亜塩素酸ナトリウムの経口及び経皮経路の反復投与
毒性は低いと考えられるが、吸入ばく露による呼吸器への影響が不明であるため、分類できないと
した。

【参考データ等】
(1) 次亜塩素酸ナトリウムを用いた飲水投与試験では、ラット、マウスに90日間及び2年間投与した
場合も摂水量低下に伴うものと考えられる体重増加抑制がみられたのみである (EURAR (2007)、
SIAR (2006))。
(2) モルモットに次亜塩素酸ナトリウム水溶液を8週間 (週2回) 経皮適用した試験で、投与に関連し
た影響はみられなかった (AICIS (旧NICNAS) IMAP (2015)、EURAR (2007)、SIAR (2006))。
(3) 塩化マグネシウム (CAS番号 7786-30-3) について、ラットを用いた生殖／発生毒性スクリーニ
ング試験 (雄42日間、雌14日間強制経口投与) において、500 mg/kg/day (90日換算: 雄/雌:
233/78 mg/kg/day、雄は区分2超、雌は区分2の範囲) で軟便、下痢および唾液分泌が観察された
との報告がある (SIAR (2011))。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-015-MHLW, MOE

３－クロロ－Ｎ－
［（４，６－ジメ
トキシピリミジン
－２－イル）カル
バモイル］－１－
メチル－４－（５
－メチル－５，６
－ジヒドロ－１，
４，２－ジオキサ
ジン－３－イル）
－１Ｈ－ピラゾー
ル－５－スルホン
アミド   (別名：
メタゾスルフロ
ン）

868680-84-6

特定標的臓器
毒性（単回暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
本物質のヒトでの急性ばく露影響に関する報告はない。実験動物では、(1)～(3) より、経
口、経皮、吸入のいずれの経路の試験からも標的臓器を特定可能な所見は得られず、区分に
該当しないとした。

【根拠データ】
(1) 雌ラットの単回経口投与試験において、2,000 mg/kg (区分2上限) 以上で死亡例はなく、
流涎、呼吸数増加、円背位がみられた (食安委 農薬評価書 (2017))。
(2) ラットの単回経皮適用試験において、2,000 mg/kg (区分2上限) 以上で死亡例はなく、塗
布部位に軽度の紅斑がみられた (食安委 農薬評価書 (2017))。
(3)  ラットの4時間吸入ばく露試験 (鼻部ばく露) において、5.05 mg/L (区分2超) 以上で死
亡例はなく、呼吸数増加、円背位、立毛、被毛湿潤がみられたが、これらは拘束処置を伴う
吸入毒性試験で一般的に認められる反応であった (食安委 農薬評価書 (2017)、農薬抄録
(2013))。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
本物質のヒトでの急性ばく露影響に関する報告はない。実験動物では、(1)～(3) より、経口、経皮、
吸入のいずれの経路の試験からも標的臓器を特定可能な所見は得られず、区分に該当しないとし
た。

【根拠データ】
(1) 雌ラットの単回経口投与試験において、2,000 mg/kg (区分2上限) 以上で死亡例はなく、流涎、
呼吸数増加、円背位がみられた (食安委 農薬評価書 (2012))。
(2) ラットの単回経皮適用試験において、2,000 mg/kg (区分2上限) 以上で死亡例はなく、塗布部位
に軽度の紅斑がみられた (食安委 農薬評価書 (2012))。
(3)  ラットの4時間吸入ばく露試験 (鼻部ばく露) において、5.05 mg/L (区分2超) 以上で死亡例はな
く、呼吸数増加、円背位、立毛、被毛湿潤がみられたが、これらは拘束処置を伴う吸入毒性試験で
一般的に認められる反応であった (食安委 農薬評価書 (2012)、農薬抄録 (2013))。

2022.12修正
分類根拠の修
正
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R1年度政府によるGHS分類結果  正誤表

R02-A-015-MHLW, MOE

３－クロロ－Ｎ－
［（４，６－ジメ
トキシピリミジン
－２－イル）カル
バモイル］－１－
メチル－４－（５
－メチル－５，６
－ジヒドロ－１，
４，２－ジオキサ
ジン－３－イル）
－１Ｈ－ピラゾー
ル－５－スルホン
アミド   (別名：
メタゾスルフロ
ン）

868680-84-6

特定標的臓器
毒性（反復暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
本物質のヒトでの反復ばく露に関する有害性の報告はない。実験動物では、(1)～(3) より区
分2の用量で肝臓への影響がみられていることから、区分2 (肝臓) とした。(1) において区分
2の範囲でみられた血液系への影響は雌のみで各群1例にみられた髄外造血であったことから
標的臓器としなかった。

【根拠データ】
(1) イヌの13週間カプセル経口投与試験2件のうち、1件では100 mg/kg/day (区分2の範囲)
以上で肝臓の炎症性細胞巣、500/300 mg/kg (投与10日目まで500 mg/kg/day、11 日目よ
り300 mg/kg、区分2超) で切迫と殺 (雄4/4例、雌1/4例)、ヘマトクリット値、ヘモグロビ
ン及び赤血球数減少、網状赤血球数及び平均赤血球容積増加、好中球数及び白血球数増加、
血小板数減少、活性化部分トロンボプラスチン時間短縮、肝の炎症性細胞巣、さらに雌では
赤血球大小不同症、大赤血球症がみられたとの報告があり、もう1件では85 mg/kg/day (区
分2の範囲) 以上の雄で肝臓の炎症性細胞巣、雌で肝腫大、肝臓及び脾臓の髄外造血 (各群1
例) がみられたとの報告がある (食安委 農薬評価書 (2012))。
(2) ラットの混餌投与試験では、1年間の投与で150 ppm (雄/雌: 8.13/10.4 mg/kg/day、区
分1/区分2の範囲) 以上の雌で活性化部分トロンボプラスチン時間延長、2年間の投与で
1,500 ppm (雄/雌: 68.9/94.2 mg/kg/day、いずれも区分2の範囲) 以上の雌で小葉中心性肝
細胞肥大がみられたとの報告がある (食安委 農薬評価書 (2012))。
(3) マウスの18ヵ月間混餌投与試験では、800 ppm (雄/雌: 89.1/104 mg/kg/day、区分2の
範囲/区分2超) 以上の雄で小葉中心性肝細胞肥大及び肝細胞空胞化、雌で肝マクロファージ
色素沈着がみられたとの報告がある (食安委 農薬評価書 (2012))。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
本物質のヒトでの反復ばく露に関する有害性の報告はない。実験動物では、(1)～(3) より区分2の
用量で肝臓への影響がみられていることから、区分2 (肝臓) とした。(1) において区分2の範囲でみ
られた血液系への影響は雌のみで各群1例にみられた髄外造血であったことから標的臓器としな
かった。

【根拠データ】
(1) イヌの13週間カプセル経口投与試験2件のうち、1件では100 mg/kg/day (区分2の範囲) 以上で
肝臓の炎症性細胞巣、500/300 mg/kg (投与10日目まで500 mg/kg/day、11 日目より300 mg/kg、
区分2超) で切迫と殺 (雄4/4例、雌1/4例)、ヘマトクリット値、ヘモグロビン及び赤血球数減少、網状
赤血球数及び平均赤血球容積増加、好中球数及び白血球数増加、血小板数減少、活性化部分ト
ロンボプラスチン時間短縮、肝の炎症性細胞巣、さらに雌では赤血球大小不同症、大赤血球症が
みられたとの報告があり、もう1件では85 mg/kg/day (区分2の範囲) 以上の雄で肝臓の炎症性細
胞巣、雌で肝腫大、肝臓及び脾臓の髄外造血 (各群1例) がみられたとの報告がある (食安委 農薬
評価書 (2012))。
(2) ラットの混餌投与試験では、1年間の投与で1,500 ppm (雄/雌: 82.7/106 mg/kg/day、区分2の
範囲/区分2超) 以上の雌で活性化部分トロンボプラスチン時間延長、2年間の投与で1,500 ppm (雄
/雌: 68.9/94.2 mg/kg/day、いずれも区分2の範囲) 以上の雌で小葉中心性肝細胞肥大がみられた
との報告がある (食安委 農薬評価書 (2012))。
(3) マウスの18ヵ月間混餌投与試験では、800 ppm (雄/雌: 89.1/104 mg/kg/day、区分2の範囲/区
分2超) 以上の雄で小葉中心性肝細胞肥大及び肝細胞空胞化、雌で肝マクロファージ色素沈着が
みられたとの報告がある (食安委 農薬評価書 (2012))。

【参考データ等】
(4) ラットの21日間経皮ばく露試験では、区分2までの用量で毒性所見がみられなかったとの報告が
ある (食安委 農薬評価書 (2012))。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-019-MHLW, MOE
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163515-14-8
生殖細胞変異
原性

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)～(2) より、区分に該当しないとした。

【根拠データ】
(1) in vivoでは、本物質のマウス腹腔内又は経口投与の骨髄細胞を用いた小核試験で陰性の
報告がある (食安委 農薬評価書 (2017)、JMPR (2005)、農薬抄録 (2015))。
(2) in vitroでは、本物質の細菌の復帰突然変異試験で一部で陽性の結果が得られたが、総合
的に陰性と判断された。哺乳類培養細胞を用いた染色体異常試験、遺伝子突然変異試験で
陰性の報告がある (食安委 農薬評価書 (2017)、JMPR (2005)、農薬抄録 (2015))。

【参考データ等】
(3) in vivoでは、ラセミ体のマウス 腹腔内又は経口投与の骨髄細胞を用いた小核試験で陰
性、ラット経口投与の優性致死試験で陰性、ラット経口投与の肝細胞を用いた不定期DNA合
成試験で陰性の報告がある (食安委 農薬評価書 (2017)、農薬抄録 (2015))。
(4) in vitroでは、ラセミ体の細菌の復帰突然変異試験で陰性、哺乳類培養細胞を用いた染色
体異常試験、遺伝子突然変異試験で 陰性の報告がある (食安委 農薬評価書 (2017)、JMPR
(2005)、農薬抄録 (2015))。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)～(2) より、区分に該当しないとした。

【根拠データ】
(1) in vivoでは、本物質のマウス腹腔内又は経口投与の骨髄細胞を用いた小核試験で陰性の報告
がある (食安委 農薬評価書 (2017)、JMPR (2005)、農薬抄録 (2015))。
(2) in vitroでは、本物質の細菌の復帰突然変異試験で一部で陽性の結果が得られたが、総合的に
陰性と判断された。哺乳類培養細胞を用いた染色体異常試験、遺伝子突然変異試験で 陰性の報
告がある (食安委 農薬評価書 (2017)、JMPR (2005)、農薬抄録 (2015))。

【参考データ等】
(3) in vivoでは、ラセミ体のマウス経口投与の骨髄細胞を用いた小核試験で陰性、ラット経口投与の
優性致死試験で陰性、ラット経口投与の肝細胞を用いた不定期DNA合成試験で陰性の報告がある
(食安委 農薬評価書 (2017)、農薬抄録 (2015))。
(4) in vitroでは、ラセミ体の細菌の復帰突然変異試験で陰性、哺乳類培養細胞を用いた染色体異
常試験、遺伝子突然変異試験で 陰性の報告がある (食安委 農薬評価書 (2017)、JMPR (2005)、
農薬抄録 (2015))。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-019-MHLW, MOE
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特定標的臓器
毒性（反復暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
本物質のヒトでの反復ばく露に関する報告はない。実験動物の経口経路の試験では、(1) よ
り、区分2までの用量で肝臓への影響がみられているが、病理組織学的所見からは本物質へ
のばく露に対する適応反応と考えられ、その他に標的臓器を特定できる毒性所見がないこと
から、経口経路では区分に該当しないと考えられる。しかし、他経路での毒性情報は不十分
またはないことから、分類できないとした。

 【根拠データ】
(1) ラットの90日間混餌投与試験では、500 ppm (39 mg/kg/day、区分2の範囲) 以上の雄で
AST活性、ALP活性低下、1,500 ppm (118 mg/kg/day、区分2超) 以上の雌雄で肝細胞肥
大、雄で血清γ-GTP活性上昇及び肝重量増加がみられ、3,000 ppm (239 mg/kg/day、区分
2超) の雌では血清γGT活性上昇及び肝重量増加に加え活性化部分トロンボプラスチン時間
延長がみられたとの報告がある。但し、肝細胞肥大や肝重量増加は本物質へのばく露に対す
る適応反応と考えられている (JMPR (2005))。

【参考データ等】
(2) ラットの90日間混餌投与試験では、1,500 ppm (雄/雌: 110/125 mg/kg/day、いずれも
区分2超) 以上の雄でγ-GTP増加、門脈周囲性肝細胞肥大、門脈周囲好酸性封入体がみられ
たとの報告がある (食安委 農薬評価書 (2017))。
(3) 本物質のラセミ体 (CAS番号 87674-68-8) を用いたラットにおける4日間連続経口投与試
験では、肝重量の増加及び肝薬物代謝酵素の用量関連性のある誘導が確認されている (食安
委 農薬評価書 (2017))。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
本物質のヒトでの反復ばく露に関する報告はない。実験動物の経口経路の試験結果より、経口経
路では区分に該当しないと考えられるが、他経路での毒性情報は不十分またはないことから、分類
できないとした。

【参考データ等】
(1) ラットの90日間混餌投与試験では、500 ppm (39 mg/kg/day、区分2の範囲) 以上の雄でAST活
性、ALP活性低下、1,500 ppm (118 mg/kg/day、区分2超) 以上の雌雄で肝細胞肥大、雄で血清γ-
GTP活性上昇及び肝重量増加がみられ、3,000 ppm (239 mg/kg/day、区分2超) の雌では血清γ
GT活性上昇及び肝重量増加に加え活性化部分トロンボプラスチン時間延長がみられたとの報告
がある。但し、肝細胞肥大や肝重量増加は本物質へのばく露に対する適応反応と考えられている
(JMPR (2005))。
(2) ラットの90日間混餌投与試験では、1,500 ppm (雄/雌: 110/125 mg/kg/day、いずれも区分2超)
以上の雄でγ-GTP増加、門脈周囲性肝細胞肥大、門脈周囲好酸性封入体がみられたとの報告が
ある (食安委 農薬評価書 (2017))。
(3) 本物質のラセミ体 (CAS番号 87674-68-8) を用いたラットにおける4日間連続経口投与試験で
は、肝重量の増加及び肝薬物代謝酵素の用量関連性のある誘導が確認されている (食安委 農薬
評価書 (2017))。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-020-MHLW, MOE
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4849-32-5

特定標的臓器
毒性（反復暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
本物質のヒトでの反復ばく露に関する報告はない。実験動物の毒性情報も不十分であること
から、分類できないとした。

【参考データ等】
(1) イヌの3ヵ月間混餌投与試験では、5 mg/kg/day (区分1の範囲) 以上の雄で甲状腺増加重
量がみられたとの報告がある (農薬工業会「日本農薬学会誌」第11巻第2号 (1986))。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
本物質のヒトでの反復ばく露に関する報告はない。実験動物の毒性情報も不十分であることから、
分類できないとした。

【参考データ等】
(1) イヌの3ヵ月間混餌投与試験では、50 mg/kg/day (区分2の範囲) 以上の雄で甲状腺増加重量
がみられたとの報告がある (農薬工業会「日本農薬学会誌」第11巻第2号 (1986))。

2022.12修正
分類根拠の修
正
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R02-A-024-MHLW, MOE
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リド (別名：チフ
ルザミド）

130000-40-7
生殖細胞変異
原性

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)～(3) より、区分に該当しないとした。

【根拠データ】
(1) in vivoでは、単回経口投与したマウス骨髄細胞を用いた小核試験及び単回腹腔内投与した
ラット骨髄細胞を用いた染色体異常試験において陰性の報告がある (食安委 農薬評価書
(2019)、農薬抄録 (2014))。
(2) in vitroでは、細菌の復帰突然変異試験、哺乳類培養細胞を用いる遺伝子突然変異試験及び
不定期DNA合成試験において陰性の結果が得られている (同上)。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)～(3) より、区分に該当しないとした。

【根拠データ】
(1) in vivoでは、単回腹腔内投与したマウス骨髄細胞を用いた小核試験及び単回経口投与したラッ
ト骨髄細胞を用いた染色体異常試験において陰性の報告がある (食安委 農薬評価書 (2019)、農
薬抄録 (2014))。
(2) in vitroでは、細菌の復帰突然変異試験、哺乳類培養細胞を用いる遺伝子突然変異試験及び不
定期DNA合成試験において陰性の結果が得られている (同上)。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-041-METI
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57520-17-9

特定標的臓器
毒性（反復暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（５）より、区分1の範囲から肝臓、腎臓、生殖器（男性)への影響がみられており、区分1（ 肝
 臓、腎臓、生殖器（男性）、肝臓）とした。

【根拠データ】
（１）イヌを用いた混餌投与による90日間経口投与試験において、25 ppm（1.01 mg/kg/day（雄）、0.9
mg/kg/day（雌）、区分1の範囲）で腎臓影響（比重量増加及び尿細管上皮の変性/再生）が、100
ppm（3.14 mg/kg/day（雄）、2.89 mg/kg/day（雌）、区分1の範囲）で精巣（絶対及び比重量減少、精
巣萎縮）が、250 ppm（8.34 mg/kg/day（雄）、6.9 mg/kg/day（雌）、区分1の範囲）で肝臓（肝細胞空
胞化、ALT増加（雌））、BUN増加（雌）がみられたとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2019)）。
（２）上記（１）の追試確認として実施された2つのイヌを用いた混餌投与による90日間経口投与試験
においも、より低用量の5 ppm～10ppm（0.19～0.38 mg/kg/day、区分1の範囲）から精巣（精細管の
萎縮、精子低形成ないし無精子症）或いは腎臓（尿細管の変性/再生）に影響がみられたとの報告
がある（食安委 農薬評価書 (2019)）。
（３）イヌを用いた混餌投与による1年間慢性毒性試験において、10 ppm（0.41 mg/kg/day（雄）、0.4
mg/kg/day（雌）、区分1の範囲）で雄に精細管萎縮が、25 ppm（1.01 mg/kg/day（雄）、1.03
mg/kg/day（雌）、区分1の範囲）で雌に近位尿細管上皮の変性/再生がみられたとの報告がある
（食安委 農薬評価書 (2019)）。
（４）ラットを用いた混餌投与による2年間慢性毒性/発がん性併合試験において、非腫瘍性病変とし
て100 ppm以上（3.56 mg/kg/day（雄）、4.41 mg/kg/day（雌）、区分1の範囲）で精巣（精管精子肉芽
腫）が、300 ppm以上（11.3 mg/kg/day（雄）、14.2 mg/kg/day（雌）、区分2の範囲）で精巣間細胞過
形成、血液（RBC・Hb・Ht減少、WBC増加（雌のみ））、肝臓（塊状肝細胞過形成（雄のみ））、腎臓（び
まん性近位尿細管上皮変性、びまん性遠位尿細管上皮腫大、尿細管上皮単一細胞壊死、尿細管
のう胞化、間質線維増生など）への影響がみられたとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2019)）。
（５）マウスを用いた混餌投与による2年間発がん性試験において、非腫瘍性病変として100 ppm以
上（8.55 mg/kg/day（雄）、7.94 mg/kg/day（雌）、区分1の範囲）で腎臓近位尿細管上皮腫大が、300
ppm以上（26 mg/kg/day（雄）、29.5 mg/kg/day（雌）、区分2の範囲）で血液（Hb・Ht減少）、肝臓（小
葉周辺性及びびまん性肝細胞肥大、ALP増加）、腎臓（腎尿細管拡張、のう胞形成、尿円柱、石灰
沈着、間質線維化、BUN増加（雌））への影響等がみられたとの報告がある（食安委 農薬評価書
(2019)）。

【参考データ等】
（６）ラットを用いた混餌投与による90日間経口投与試験において、240 ppm以上（17.5 mg/kg/day
（雄）、19 mg/kg/day（雌）、区分2の範囲）で肝臓（肝細胞変性・壊死）、腎臓（比重量増加、糸球体
線維化及び基底膜肥厚、間質結合織増殖、尿細管蛋白円柱及び上皮変性）及び雄にWBC減少

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（５）より、区分1の範囲から肝臓、腎臓、生殖器（男性)への影響がみられており、区分1（腎
臓、生殖器（男性）、肝臓）とした。

【根拠データ】
（１）イヌを用いた混餌投与による90日間経口投与試験において、25 ppm（1.01 mg/kg/day（雄）、0.9
mg/kg/day（雌）、区分1の範囲）で腎臓影響（比重量増加及び尿細管上皮の変性/再生）が、100
ppm（3.14 mg/kg/day（雄）、2.89 mg/kg/day（雌）、区分1の範囲）で精巣（絶対及び比重量減少、精
巣萎縮）が、250 ppm（8.34 mg/kg/day（雄）、6.9 mg/kg/day（雌）、区分1の範囲）で肝臓（肝細胞空
胞化、ALT増加（雌））、BUN増加（雌）がみられたとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2019)）。
（２）上記（１）の追試確認として実施された2つのイヌを用いた混餌投与による90日間経口投与試験
においも、より低用量の5 ppm～10ppm（0.19～0.38 mg/kg/day、区分1の範囲）から精巣（精細管の
萎縮、精子低形成ないし無精子症）或いは腎臓（尿細管の変性/再生）に影響がみられたとの報告
がある（食安委 農薬評価書 (2019)）。
（３）イヌを用いた混餌投与による1年間慢性毒性試験において、10 ppm（0.41 mg/kg/day（雄）、0.4
mg/kg/day（雌）、区分1の範囲）で雄に精細管萎縮が、25 ppm（1.01 mg/kg/day（雄）、1.03
mg/kg/day（雌）、区分1の範囲）で雌に近位尿細管上皮の変性/再生がみられたとの報告がある
（食安委 農薬評価書 (2019)）。
（４）ラットを用いた混餌投与による2年間慢性毒性/発がん性併合試験において、非腫瘍性病変とし
て100 ppm以上（3.56 mg/kg/day（雄）、4.41 mg/kg/day（雌）、区分1の範囲）で精巣（精管精子肉芽
腫）が、300 ppm以上（11.3 mg/kg/day（雄）、14.2 mg/kg/day（雌）、区分2の範囲）で精巣間細胞過
形成、血液（RBC・Hb・Ht減少、WBC増加（雌のみ））、肝臓（塊状肝細胞過形成（雄のみ））、腎臓（び
まん性近位尿細管上皮変性、びまん性遠位尿細管上皮腫大、尿細管上皮単一細胞壊死、尿細管
のう胞化、間質線維増生など）への影響がみられたとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2019)）。
（５）マウスを用いた混餌投与による2年間発がん性試験において、非腫瘍性病変として100 ppm以
上（8.55 mg/kg/day（雄）、7.94 mg/kg/day（雌）、区分1の範囲）で腎臓近位尿細管上皮腫大が、300
ppm以上（26 mg/kg/day（雄）、29.5 mg/kg/day（雌）、区分2の範囲）で血液（Hb・Ht減少）、肝臓（小
葉周辺性及びびまん性肝細胞肥大、ALP増加）、腎臓（腎尿細管拡張、のう胞形成、尿円柱、石灰
沈着、間質線維化、BUN増加（雌））への影響等がみられたとの報告がある（食安委 農薬評価書
(2019)）。

【参考データ等】
（６）ラットを用いた混餌投与による90日間経口投与試験において、240 ppm以上（17.5 mg/kg/day
（雄）、19 mg/kg/day（雌）、区分2の範囲）で肝臓（肝細胞変性・壊死）、腎臓（比重量増加、糸球体
線維化及び基底膜肥厚、間質結合織増殖、尿細管蛋白円柱及び上皮変性）及び雄にWBC減少

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-042-METI, MOE

２－｛２－クロロ
－４－（メチルス
ルホニル）－３－
［（オキソラン－
２－イルメトキ
シ）メチル］ベン
ゾイル｝シクロヘ
キサン－１，３－
ジオン（別名：テ
フリルトリオン）

473278-76-1

特定標的臓器
毒性（反復暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（５）より、視覚器、血液系（貧血所見）が標的臓器と考えられた。このうち、（２）～（４）におい
て区分1の範囲から視覚器に、また（２）、（３）において、区分2の範囲で血液系に影響がみられてお
り、区分1（視覚器）、区分2（血液系）とした。なお、肝臓に肝細胞肥大等がみられているが適応性の
変化と考えられ、甲状腺にも影響がみられているが肝臓での薬物代謝酵素誘導による二次的影響
と考え、標的臓器から除外した。また、腎臓については、（４）で慢性腎症が見られるがげっ歯類に
特有の病変であること、（５）の腎臓の所見は雄マウスのみにみられた所見であり一貫性がないこと
から、標的臓器から除外した。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた混餌投与による90日間経口投与試験（OECD TG408）において、600 ppm以上
（39 mg/kg/day（雄）、45.6 mg/kg/day（雌）、区分2の範囲）で（部分的白色化・角膜混濁/血管新生）
及び肝臓影響（絶対及び比重量増加・小葉中心性肝細胞肥大（雄））がみられたとの報告がある（食
安委 農薬評価書 (2009)）。
（２）イヌを用いた混餌投与による90日間経口投与試験において、20 ppm以上（0.564 mg/kg/day
（雄）、0.591 mg/kg/day（雌）、区分1の範囲）で眼病変（眼球角膜上皮細胞変性、雌：眼球角膜白
濁）が、2,000 ppm以上（58.6 mg/kg/day（雄）、62.1 mg/kg/day（雌）、区分2の範囲）で血液影響（骨
髄の造血亢進、MCV・MCH減少、雌：血小板数・好中球数増加）、雄に眼球白濁がみられたとの報
告がある（食安委 農薬評価書 (2009)）。
（３）イヌを用いた混餌投与による1年間経口投与試験において、20 ppm以上（0.515 mg/kg/day
（雄）、0.514 mg/kg/day（雌）、区分1の範囲）で、雄に眼病変（眼球角膜白濁、眼球角膜上皮変性）
が、2,000 ppm以上（53.5 mg/kg/day（雄）、53.6 mg/kg/day（雌）、区分2の範囲）で血液影響（Ht・
Hb・MCV・MCH減少、赤血球数・血小板数増加）、雌に眼球角膜上皮変性がみられたとの報告があ
る（食安委 農薬評価書 (2009)）。
（４）ラットを用いた混餌投与による2年間経口投与試験（OECD TG453）において、50 ppm以上（2.33
mg/kg/day（雄）、3.21 mg/kg/day（雌）、区分1の範囲）で眼病変（眼球白濁・角膜混濁・角膜炎・血
管新生・”snow flake”様混濁、水腫（雄））、甲状腺（ろ胞上皮細胞肥大・コロイド変性・ろ胞上皮色素
沈着）、腎臓（絶対及び比重量増加・腎表面粗造・慢性腎症（雄））、雌に膵臓（腺房萎縮・線維化）へ
の影響が、1,500 ppm以上（72 mg/kg/day（雄）、99.6 mg/kg/day（雌）、区分2の範囲）で雄に膵臓
（膵腺房萎縮・線維化）がみられたとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2009)、REACH登録情報
(Accessed Sep. 2020)、農薬抄録 (2009)）。
（５）マウスを用いた混餌投与による18ヵ月間発がん性試験において、非腫瘍性病変として150 ppm
以上（21 mg/kg/day（雄）、27.1 mg/kg/day（雌）、区分2の範囲）で肝臓（絶対及び比重量増加
（雄）、小葉中心性肝細胞肥大）、胆嚢（胆石、胆管上皮細胞質好酸性変性（雌））、腎臓（集合管過
形成・腎盂上皮細胞過形成・乳頭部壊死（雄））がみられたとの報告がある（食安委 農薬評価書

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（５）より、視覚器、血液系（貧血所見）が標的臓器と考えられた。このうち、（２）～（４）におい
て区分1の範囲から視覚器に、また（２）、（３）において、区分2の範囲で血液系に影響がみられてお
り、区分1（視覚器）、区分2（血液系）とした。なお、肝臓に肝細胞肥大等がみられているが適応性の
変化と考えられ、甲状腺にも影響がみられているが肝臓での薬物代謝酵素誘導による二次的影響
と考え、標的臓器から除外した。また、腎臓については、（４）で慢性腎症が見られるがげっ歯類に
特有の病変であること、（５）の腎臓の所見は雄マウスのみにみられた所見であり一貫性がないこと
から、標的臓器から除外した。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた混餌投与による90日間経口投与試験（OECD TG408）において、600 ppm以上
（39 mg/kg/day（雄）、45.6 mg/kg/day（雌）、区分2の範囲）で眼病変（部分的白色化・角膜混濁/血
管新生）及び肝臓影響（絶対及び比重量増加・小葉中心性肝細胞肥大（雄））がみられたとの報告
がある（食安委 農薬評価書 (2009)）。
（２）イヌを用いた混餌投与による90日間経口投与試験において、20 ppm以上（0.564 mg/kg/day
（雄）、0.591 mg/kg/day（雌）、区分1の範囲）で眼病変（眼球角膜上皮細胞変性、雌：眼球角膜白
濁）が、2,000 ppm以上（58.6 mg/kg/day（雄）、62.1 mg/kg/day（雌）、区分2の範囲）で血液影響（骨
髄の造血亢進、MCV・MCH減少、雌：血小板数・好中球数増加）、雄に眼球白濁がみられたとの報
告がある（食安委 農薬評価書 (2009)）。
（３）イヌを用いた混餌投与による1年間経口投与試験において、20 ppm以上（0.515 mg/kg/day
（雄）、0.514 mg/kg/day（雌）、区分1の範囲）で、雄に眼病変（眼球角膜白濁、眼球角膜上皮変性）
が、2,000 ppm以上（53.5 mg/kg/day（雄）、53.6 mg/kg/day（雌）、区分2の範囲）で血液影響（Ht・
Hb・MCV・MCH減少、赤血球数・血小板数増加）、雌に眼球角膜上皮変性がみられたとの報告があ
る（食安委 農薬評価書 (2009)）。
（４）ラットを用いた混餌投与による2年間経口投与試験（OECD TG453）において、50 ppm以上（2.33
mg/kg/day（雄）、3.21 mg/kg/day（雌）、区分1の範囲）で眼病変（眼球白濁・角膜混濁・角膜炎・血
管新生・”snow flake”様混濁、水腫（雄））、甲状腺（ろ胞上皮細胞肥大・コロイド変性・ろ胞上皮色素
沈着）、腎臓（絶対及び比重量増加・腎表面粗造・慢性腎症（雄））、雌に膵臓（腺房萎縮・線維化）へ
の影響が、1,500 ppm以上（72 mg/kg/day（雄）、99.6 mg/kg/day（雌）、区分2の範囲）で雄に膵臓
（膵腺房萎縮・線維化）がみられたとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2009)、REACH登録情報
(Accessed Sep. 2020)、農薬抄録 (2009)）。
（５）マウスを用いた混餌投与による18ヵ月間発がん性試験において、非腫瘍性病変として150 ppm
以上（21 mg/kg/day（雄）、27.1 mg/kg/day（雌）、区分2の範囲）で肝臓（絶対及び比重量増加
（雄）、小葉中心性肝細胞肥大）、胆嚢（胆石、胆管上皮細胞質好酸性変性（雌））、腎臓（集合管過
形成・腎盂上皮細胞過形成・乳頭部壊死（雄））がみられたとの報告がある（食安委 農薬評価書

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-047-METI

（ＲＳ）－７－
（４，６－ジメト
キシピリミジン－
２－イルチオ）－
３－メチル－２－
ベンゾフラン－１
（３Ｈ）－オン
（別名：ピリフタ
リド）

135186-78-6

特定標的臓器
毒性（単回暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（４）より、経口、経皮及び吸入経路で区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた単回経口投与試験において、5,000 mg/kg（区分該当しない範囲）で死亡例及び
症状がみられたとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2008)）。
（２）マウスを用いた単回経口投与試験において、5,000 mg/kg（区分該当しない範囲）で死亡例及び
症状がみられたとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2008)）。
（３）ラットを用いた単回経皮投与試験において、2,000 mg/kg（区分2の範囲）で死亡例及び症状が
みられたとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2008)）。
（４）ラットを用いた単回吸入：粉塵、ミストばく露試験（4時間）において、5.54 mg/L（区分該当しない
範囲）で死亡例はなく、呼吸速度の軽度な減少、眼周囲の汚れ、眼瞼痙攣がみられたとの報告があ
る（食安委 農薬評価書 (2008)）。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（４）より、経口、経皮及び吸入経路で区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた単回経口投与試験において、5,000 mg/kg（区分該当しない範囲）で死亡例及び
症状がみられなかったとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2008)）。
（２）マウスを用いた単回経口投与試験において、5,000 mg/kg（区分該当しない範囲）で死亡例及び
症状がみられなかったとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2008)）。
（３）ラットを用いた単回経皮投与試験において、2,000 mg/kg（区分2の範囲）で死亡例及び症状が
みられなかったとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2008)）。
（４）ラットを用いた単回吸入：粉塵、ミストばく露試験（4時間）において、5.54 mg/L（区分該当しない
範囲）で死亡例はなく、呼吸速度の軽度な減少、眼周囲の汚れ、眼瞼痙攣がみられたとの報告があ
る（食安委 農薬評価書 (2008)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-053-METI

３－（２，４－ジ
クロロフェニル）
－２－オキソ－１
－オキサスピロ
［４．５］デカ－
３－エン－４－イ
ル＝２，２－ジメ
チルブタノアート
（別名：スピロジ
クロファン）

148477-71-8
生殖細胞変異
原性

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（４）より、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）マウスの骨髄細胞を用いた小核試験において、陰性との報告があった（食安委 農薬評価書
(2012)、農薬抄録 (2012)、CLH Report (2015)、ECHA RAC Opinion (2017))。
（２）細菌の復帰突然変異試験において、陰性との報告があった（食安委 農薬評価書 (2012)、農薬
抄録 (2012)、CLH Report (2015)、ECHA RAC Opinion (2017))。
（３）ほ乳類培養細胞（CHL V79）を用いた遺伝子突然変異試験において、陰性との報告があった
（食安委 農薬評価書 (2012)、農薬抄録 (2012)、CLH Report (2015)、ECHA RAC Opinion (2017))。
（４）CLH V79細胞を用いた染色体異常試験で陰性（食安委 農薬評価書 (2012)、農薬抄録
(2012)）、ないし曖昧な結果（CLH Report (2015)、ECHA RAC Opinion (2017)) が得られている。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（４）より、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）マウスの骨髄細胞を用いた小核試験において、陰性との報告があった（食安委 農薬評価書
(2012)、農薬抄録 (2012)、CLH Report (2015)、ECHA RAC Opinion (2017))。
（２）細菌の復帰突然変異試験において、陰性との報告があった（食安委 農薬評価書 (2012)、農薬
抄録 (2012)、CLH Report (2015)、ECHA RAC Opinion (2017))。
（３）ほ乳類培養細胞（CHL V79）を用いた遺伝子突然変異試験において、陰性との報告があった
（食安委 農薬評価書 (2012)、農薬抄録 (2012)、CLH Report (2015)、ECHA RAC Opinion (2017))。
（４）CHL V79細胞を用いた染色体異常試験で陰性（食安委 農薬評価書 (2012)、農薬抄録
(2012)）、ないし曖昧な結果（CLH Report (2015)、ECHA RAC Opinion (2017)) が得られている。

2022.12修正
分類根拠の修
正
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R1年度政府によるGHS分類結果  正誤表

R02-A-068-
METI, MOE

メチル（２－ペン
チル－３－オキソ
－シクロペンチ
ル）アセテート

24851-98-7

特定標的臓器
毒性（単回暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）より、本物質は区分２上限付近の高濃度では、鼻腔粘膜への刺激を生じるものと考え、区分3
（気道刺激性）とした。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた単回吸入（粉塵）ミストばく露試験（OECD TG 403、GLP、4時間）において、4.93
mg/L（区分2の範囲）で死亡例はなく、呼吸数の増加、円背姿勢、立毛、被毛湿潤、鼻の周りの赤色
/褐色汚染物付着、一部の例には呼吸雑音がみられたとの報告がある（REACH登録情報
(Accessed Oct. 2020)）。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）より、本物質は区分２上限付近の高濃度では、鼻腔粘膜への刺激を生じるものと考え、区分3
（気道刺激性）とした。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた単回吸入（粉塵/ミスト）ばく露試験（OECD TG 403、GLP、4時間）において、4.93
mg/L（区分2の範囲）で死亡例はなく、呼吸数の増加、円背姿勢、立毛、被毛湿潤、鼻の周りの赤色
/褐色汚染物付着、一部の例には呼吸雑音がみられたとの報告がある（REACH登録情報
(Accessed Oct. 2020)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-075-METI

４－Ｏ－［２－Ｏ
－［２－（メチル
アミノ）－２－デ
オキシ－α－Ｌ－
グルコピラノシ
ル］－５－デオキ
シ－３－ホルミル
－α－Ｌ－リキソ
フラノシル］－
Ｎ，Ｎ’－ビス（ア
ミノイミノメチ
ル）－Ｄ－ストレ
プタミン（別名：
ストレプトマイシ
ン）

57-92-1

特定標的臓器
毒性（反復暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（５）より、区分１（感覚器（聴覚）、神経系、血液系、肝臓、腎臓、皮膚）とした。

【根拠データ】
（１）様々な臨床病態の状況下で、本物質の処置後に耳毒性の副作用を生じた患者を対象とした後
向き疫学研究において、治療開始後1週間以内に本剤単独で0.25～2 g/人/日（3～36 mg/kg/day）
を投与された患者の25/26例に眩暈（めまい）がみられたとの報告がある（JACFA (1995)）。
（２）本物質による処置を受けたヒトにおいて、尿円柱、ごく軽度のアルブミン尿症など腎尿細管機能
低下の所見は珍しくはない。しかし、重度の腎傷害（近位尿細管壊死）は稀である。本物質の腎毒
性は休薬による回復性があり、アミノグリコシド系抗生剤の中では最小であるとの報告がある
（JACFA (1995)）。
（３）本剤は三叉神経の分枝に中毒性神経炎を生じ、 無力感、顔や口のヒリヒリ感や熱感を起こす。
また剥脱性皮膚炎、全身性エリテマトーデス、紫斑病など皮膚疾患の症例報告があるとの報告が
ある（JACFA (1995)）。
（４）本物質投与により血液障害（好中球減少、顆粒球減少症、再生不良性貧血）、肝機能障害（肝
酵素の一過性上昇）が生じることがあるとの報告がある（JACFA (1995)）。
（５）本物質の硫酸塩である医療用医薬品としてのストレプトマイシン硫酸塩（CAS番号 3810-74-0）
の重大な副作用として、①難聴、耳鳴り、眩暈等の第８脳神経障害（主に前庭機能障害）、②急性
腎不全等の重篤な腎障害、③ショック、アナフィラキシー様症状、④中毒性表皮壊死融解症、⑤間
質性肺炎、⑥溶血性貧血・血小板減少、⑦肝機能障害・黄疸が挙げられている（日本医療用医薬品
集（2019))。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（５）より、区分１（感覚器（聴覚）、神経系、血液系、肝臓、腎臓、皮膚）とした。

【根拠データ】
（１）様々な臨床病態の状況下で、本物質の処置後に耳毒性の副作用を生じた患者を対象とした後
向き疫学研究において、治療開始後1週間以内に本剤単独で0.25～2 g/人/日（3～36 mg/kg/day）
を投与された患者の25/26例に眩暈（めまい）がみられたとの報告がある（JACFA (1995)）。
（２）本物質による処置を受けたヒトにおいて、尿円柱、ごく軽度のアルブミン尿症など腎尿細管機能
低下の所見は珍しくはない。しかし、重度の腎傷害（近位尿細管壊死）は稀である。本物質の腎毒
性は休薬による回復性があり、アミノグリコシド系抗生剤の中では最小であるとの報告がある
（JACFA (1995)）。
（３）本剤は三叉神経の分枝に中毒性神経炎を生じ、顔や口のしびれ、ヒリヒリ感や熱感を起こす。
また剥脱性皮膚炎、全身性エリテマトーデス、紫斑病など皮膚疾患の症例報告があるとの報告が
ある（JACFA (1995)）。
（４）本物質投与により血液障害（好中球減少、顆粒球減少症、再生不良性貧血）、肝機能障害（肝
酵素の一過性上昇）が生じることがあるとの報告がある（JACFA (1995)）。
（５）本物質の硫酸塩である医療用医薬品としてのストレプトマイシン硫酸塩（CAS番号 3810-74-0）
の重大な副作用として、①難聴、耳鳴り、眩暈等の第８脳神経障害（主に前庭機能障害）、②急性
腎不全等の重篤な腎障害、③ショック、アナフィラキシー様症状、④中毒性表皮壊死融解症、⑤間
質性肺炎、⑥溶血性貧血・血小板減少、⑦肝機能障害・黄疸が挙げられている（日本医療用医薬品
集（2019))。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-026-MHLW

２，２－ジクロロ
プロピオン酸ナト
リウム（別名：
DPA）

127-20-8 特定標的臓器毒性（反復暴露）変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
本物質のヒトでの反復ばく露に関する報告はない。実験動物では (1) の情報があるが、分類
を行うための十分な情報ではない。従って、データ不足のため分類できないとした。

【参考データ等】
(1) ラットを用いた強制経口投与による反復投与毒性・生殖発生毒性併合試験 (OECD TG
422、雄: 42日間、雌: 41～55日間) では、10 mg/kg/day (区分2の範囲) 以上の雌で血中グル
コースの減少及び腎臓重量の増加、300 mg/kg/day (区分2超) 以上の雌でALT増加及び肝臓
重量の増加、1,000 mg/kg/day (区分2超) で総蛋白の減少、さらに雄ではAPTT短縮及び
BUN増加、雌ではカルシウムの減少がみられたとの報告がある (経済産業省による安全性試
験結果 (2007))。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
本物質のヒトでの反復ばく露に関する報告はない。実験動物では (1) の情報があるが、分類を行う
ための十分な情報ではない。従って、データ不足のため分類できないとした。

【参考データ等】
(1) ラットを用いた強制経口投与による反復投与毒性・生殖発生毒性併合試験 (OECD TG 422、雄:
42日間、雌: 41～55日間) では、100 mg/kg/day (区分2の範囲) 以上の雌で血中グルコースの減少
及び腎臓重量の増加、300 mg/kg/day (区分2超) 以上の雌でALT増加及び肝臓重量の増加、1,000
mg/kg/day (区分2超) で総蛋白の減少、さらに雄ではAPTT短縮及びBUN増加、雌ではカルシウム
の減少がみられたとの報告がある (経済産業省による安全性試験結果 (2007))。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-027-MHLWＮ－メチルジチオカルバミン酸アンモニウム  (別名：カーバム、メタムアンモニウム塩)39680-90-5

特定標的臓器
毒性（単回暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
本物質のヒトでの急性ばく露影響に関する報告はない。実験動物では、(1)～(3) より、区分
1 (神経系、呼吸器) とした。

【根拠データ】
(1) ラットの単回経口投与毒性試験において、356 mg/kg (区分2の範囲) 以上で自発運動低
下、うずくまり、流涎及び流涙、腹臥位姿勢、下頸部、胸部及び肛門周辺の被毛の汚れがみ
られ、投与翌日から全ての投与群で体重増加抑制がみられた。死亡例では、胸水、腹水貯
留、胃粘膜充血及び出血がみられた (食安委 農薬評価書 (2015))。
(2) マウスの単回経口投与毒性試験において、228 mg/kg (区分1の範囲) 以上で自発運動低
下、流涎、強直性痙攣、うずくまり、腹臥位姿勢、下顎部及び胸部周辺被毛の汚れがみら
れ、投与翌日から全ての投与群で体重増加抑制がみられた。剖検所見においては、胸水、腹
水貯留、胃内ガス充満及び胃内漿液貯留がみられた (食安委 農薬評価書 (2015))。
(3) ラットの4時間吸入ばく露試験において、0.694 mg/L (区分1の範囲) 以上で自発運動低
下、流涎、うずくまり、眼瞼下垂、呼吸数減少、鼻吻・口吻周囲の汚れ、被毛の汚れ及び腹
臥がみられた。死亡例で肺暗赤色、気管内泡沫、胃・腸内ガス、腺胃粘膜黒色斑、胸腺暗赤
色斑、肝白色斑及び腎・脾の退色がみられ、生存例においては雄の1.63 mg/L (区分2の範
囲) 以上で肺収縮不全、2.76 mg/L (区分2の範囲) の1例で胸腺萎縮、雌の2.76 mg/L (区分2
の範囲) の1例で腺胃粘膜黒色点がみられた (食安委 農薬評価書 (2015))

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
本物質のヒトでの急性ばく露影響に関する報告はない。実験動物では、(1)～(3) より、区分1 (神経
系、呼吸器) とした。

【根拠データ】
(1) ラットの単回経口投与毒性試験において、356 mg/kg (区分2の範囲) 以上で自発運動低下、う
ずくまり、流涎及び流涙、腹臥位姿勢、下頸部、胸部及び肛門周辺の被毛の汚れがみられ、投与翌
日から全ての投与群で体重増加抑制がみられた。死亡例では、胸水、腹水貯留、胃粘膜充血及び
出血がみられた (食安委 農薬評価書 (2015))。
(2) マウスの単回経口投与毒性試験において、228 mg/kg (区分1の範囲) 以上で自発運動低下、
流涎、強直性痙攣、うずくまり、腹臥位姿勢、下顎部及び胸部周辺被毛の汚れがみられ、投与翌日
から全ての投与群で体重増加抑制がみられた。剖検所見においては、胸水、腹水貯留、胃内ガス
充満及び胃内漿液貯留がみられた (食安委 農薬評価書 (2015))。
(3) ラットの4時間吸入ばく露試験において、0.694 mg/L (区分1の範囲) 以上で自発運動低下、流
涎、うずくまり、眼瞼下垂、呼吸数減少、鼻吻・口吻周囲の汚れ、被毛の汚れ及び腹臥がみられた。
死亡例で肺暗赤色、気管内泡沫、胃・腸内ガス、腺胃粘膜黒色斑、胸腺暗赤色斑、肝白色斑及び
腎・脾の退色がみられ、生存例においては雄の1.63 mg/L (区分2の範囲) 以上で肺収縮不全、2.76
mg/L (区分2の範囲) の1例で胸腺萎縮、雌の2.76 mg/L (区分2の範囲) の1例で腺胃粘膜黒色点
がみられた (食安委 農薬評価書 (2015)、農薬抄録(2012))。

2022.12修正
分類根拠の修
正
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R1年度政府によるGHS分類結果  正誤表

R02-B-005-
MHLW, MOE

4,6-ジニトロ-o-ク
レゾール

534-52-1

特定標的臓器
毒性（単回暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)～(3) より、区分1 (中枢神経系、心血管系) とした。List 1の情報源の情報を中心に見直
しを行い、旧分類から分類結果を変更した。

【根拠データ】
(1) ヒトにおける急性毒性の症状は細胞代謝への影響に起因し、激しい喉の渇き、疝痛、下
痢及び嘔吐が含まれる。呼吸困難、チアノーゼ、頻脈、無呼吸、狭心症を伴う心不全も報告
されている。中枢神経系への影響の初期症状は、通常、多幸感であり、その後、めまい、虚
脱傾向、不安と落ち着きのなさ、混乱、意識消失、終末期痙攣が生じる (MAK (DFG) vol.19
(2003))。
(2) 4歳の男児の中毒事故では、皮膚から吸収後、初期症状として嘔吐、頭痛がみられ、黄疸
(特に腕)、頻呼吸、心拍の減弱、重篤な一般状態の悪化がみられた。検死の結果、腸粘膜の
限局性の出血、脳、肝臓、肺、腸壁、心筋、腎臓におけるうっ血 (capillary blood
(plethora))、肺水腫及び脳の浮腫がみられた (ACGIH (7th, 2019))。
(3) 1例の中毒例では、気中濃度4.7 mg/m3で本物質による中毒が生じた。気中濃度が2.5
mg/m3に低下すると症状はなくなった。主な症状は発熱、基礎代謝率の増加、頻拍、頻呼
吸、多汗症、息切れ、咳であった (ACGIH (7th, 2019))。

【参考データ等】
(4) 本物質は基礎代謝率の増加作用を有し、かつてはやせ薬として使用されていた (ATSDR
(2018))。
(5) 本物質は酸化的リン酸化を遮断し、エネルギーが熱として放出され体温が上昇する。体
温を下げるために、体は代償メカニズムの一部として脈拍数と呼吸数を増加させる。急性、

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)～(3) より、区分1 (中枢神経系、心血管系) とした。List 1の情報源の情報を中心に見直しを行
い、旧分類から分類結果を変更した。

【根拠データ】
(1) ヒトにおける急性毒性の症状は細胞代謝への影響に起因し、激しい喉の渇き、疝痛、下痢及び
嘔吐が含まれる。呼吸困難、チアノーゼ、頻脈、無呼吸、狭心症を伴う心不全も報告されている。中
枢神経系への影響の初期症状は、通常、多幸感であり、その後、めまい、虚脱傾向、不安と落ち着
きのなさ、混乱、意識消失、終末期痙攣が生じる (MAK (DFG) vol.19 (2003))。
(2) 4歳の男児の中毒事故では、皮膚から吸収後、初期症状として嘔吐、頭痛がみられ、黄疸 (特に
腕)、頻呼吸、心拍の減弱、重篤な一般状態の悪化がみられた。検死の結果、腸粘膜の限局性の出
血、脳、肝臓、肺、腸壁、心筋、腎臓におけるうっ血 (capillary blood (plethora))、肺水腫及び脳の浮
腫がみられた (ACGIH (7th, 2019))。
(3) 1例の中毒例では、気中濃度4.7 mg/m3で本物質による中毒が生じた。気中濃度が2.5 mg/m3
に低下すると症状はなくなった。主な症状は発熱、基礎代謝率の増加、頻拍、頻呼吸、多汗症、息
切れ、咳であった (ACGIH (7th, 2019))。

【参考データ等】
(4) 本物質は基礎代謝率の増加作用を有し、かつてはやせ薬として使用されていた (ATSDR
(2018))。
(5) 本物質は酸化的リン酸化を遮断し、エネルギーが熱として放出され体温が上昇する。体温を下
げるために、体は代償メカニズムの一部として脈拍数と呼吸数を増加させる。急性、中間、または慢
性ばく露から生じる最も重要で鋭敏な影響は、基礎代謝率の増加に関連したものである (ATSDR
(2018))。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-B-006-MHLW, MOE

4,6-ジニトロ-o-ク
レゾールナトリウ
ム

2312-76-7

特定標的臓器
毒性（単回暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)、(2) より、区分1 (中枢神経系、心血管系) とした。遊離酸である4,6-ジニトロ-o-クレ
ゾール (CAS番号 534-52-1) の情報を基に検討を行い、旧分類から分類結果を変更した。

【根拠データ】
(1) 本物質の全身影響 (systemic effects) は本物質の遊離酸である4,6-ジニトロ-o-クレゾー
ル (CAS番号 534-52-1) による全身影響によるものである (GESTIS (Access on April
2020))。
(2) 4,6-ジニトロ-o-クレゾール (CAS番号 534-52-1) は、ヒトでの情報に基づき区分1 (中枢
神経系、心血管系) に分類されている (2020年度GHS分類結果)。

【参考データ等】
本物質の遊離酸である4,6-ジニトロ-o-クレゾール (CAS番号 534-52-1) の情報:
(3) ヒトにおける急性毒性の症状は細胞代謝への影響に起因し、激しい喉の渇き、疝痛、下
痢及び嘔吐が含まれる。呼吸困難、チアノーゼ、頻脈、無呼吸、狭心症を伴う心不全も報告
されている。中枢神経系への影響の初期症状は、通常、多幸感であり、その後、めまい、虚
脱傾向、不安と落ち着きのなさ、混乱、無意識、終末期痙攣が生じる (MAK (DFG) vol.19
(2003))。
(4) 4歳の男児の中毒事故では、皮膚から吸収後、初期症状として嘔吐、頭痛がみられ、黄疸
(特に腕)、頻呼吸、心拍の減弱、重篤な一般状態の悪化がみられた。検死の結果、腸粘膜の
限局性の出血、脳、肝臓、肺、腸壁、心筋、腎臓におけるうっ血 (capillary blood
(plethora))、肺水腫及び脳の浮腫がみられた (ACGIH (7th, 2019))。
(5) 1例の中毒例では、気中濃度4.7 mg/m3で本物質による中毒が生じた。気中濃度が2.5

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)、(2) より、区分1 (中枢神経系、心血管系) とした。遊離酸である4,6-ジニトロ-o-クレゾール
(CAS番号 534-52-1) の情報を基に検討を行い、旧分類から分類結果を変更した。

【根拠データ】
(1) 本物質の全身影響 (systemic effects) は本物質の遊離酸である4,6-ジニトロ-o-クレゾール
(CAS番号 534-52-1) による全身影響によるものである (GESTIS (Access on April 2020))。
(2) 4,6-ジニトロ-o-クレゾール (CAS番号 534-52-1) は、ヒトでの情報に基づき区分1 (中枢神経
系、心血管系) に分類されている (2020年度GHS分類結果)。

【参考データ等】
本物質の遊離酸である4,6-ジニトロ-o-クレゾール (CAS番号 534-52-1) の情報:
(3) ヒトにおける急性毒性の症状は細胞代謝への影響に起因し、激しい喉の渇き、疝痛、下痢及び
嘔吐が含まれる。呼吸困難、チアノーゼ、頻脈、無呼吸、狭心症を伴う心不全も報告されている。中
枢神経系への影響の初期症状は、通常、多幸感であり、その後、めまい、虚脱傾向、不安と落ち着
きのなさ、混乱、無意識、終末期痙攣が生じる (MAK (DFG) vol.19 (2003))。
(4) 4歳の男児の中毒事故では、皮膚から吸収後、初期症状として嘔吐、頭痛がみられ、黄疸 (特に
腕)、頻呼吸、心拍の減弱、重篤な一般状態の悪化がみられた。検死の結果、腸粘膜の限局性の出
血、脳、肝臓、肺、腸壁、心筋、腎臓におけるうっ血 (capillary blood (plethora))、肺水腫及び脳の浮
腫がみられた (ACGIH (7th, 2019))。
(5) 1例の中毒例では、気中濃度4.7 mg/m3で本物質による中毒が生じた。気中濃度が2.5 mg/m3
に低下すると症状はなくなった。主な症状は発熱、基礎代謝率の増加、頻拍、頻呼吸、多汗症、息
切れ、咳であった (ACGIH (7th, 2019))。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-B-012-MHLW, MOE
２，４-ジニトロト
ルエン

121-14-2

特定標的臓器
毒性（反復暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)～(5) より、区分1 (神経系、血液系、肝臓)、区分2 (腎臓、生殖器 (男性)) とした。新た
な情報も加えて検討し、旧分類から分類結果を変更した。

【根拠データ】
(1) ラットに本物質を13週間混餌投与した結果、93 mg/kg/day (区分2の範囲) の雄で小脳と
脳幹の脱髄、異常歩行、網状赤血球の増加、ヘモジデリン沈着、精子形成の大幅な減少、
108 mg/kg/day (区分2超) の雌で網状赤血球の増加、ヘモジデリン沈着、145 mg/kg/day
(区分2超) の雌で脳と脳幹の脱髄、異常歩行、貧血、266 mg/kg/day (区分2超) の雄で貧血
がみられた (ATSDR (2016))。
(2) ラットに本物質を52週間混餌投与した結果、27 mg/kg/day (区分2の範囲) の雄で肝細胞
の変性及び空胞化、好酸性及び好塩基性変異肝細胞巣がみられた (ATSDR (2016))。
(3) マウスに本物質を24ヵ月間混餌投与した結果、14 mg/kg/day (区分2の範囲) の雄で肝細
胞異形成、腎臓における嚢胞状異形成、腎症、精子形成の減少、変性、精巣の萎縮がみられ
た (ATSDR (2016))。
(4) イヌに本物質を3ヵ月間経口投与した結果、1.5 mg/kg/day (区分1の範囲) の雌でメトヘ
モグロビンの増加、10 mg/kg/day (区分1の範囲) の雄でハインツ小体及びメトヘモグロビ
ンの増加、雌で赤血球数、ヘモグロビン、ヘマトクリット値の減少、網状赤血球及びハイン
ツ小体の増加がみられた (ATSDR (2016))。
(5) イヌに本物質を24ヵ月間経口投与した結果、1.5 mg/kg/day (区分1の範囲) で後肢のコ
ントロール不能、痙攣、メトヘモグロビン血症が、10 mg/kg/day (区分1の範囲) で胆管の
過形成がみられた (ATSDR (2016))。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)～(5) より、区分1 (神経系、血液系、肝臓)、区分2 (腎臓、生殖器 (男性)) とした。新たな情報も
加えて検討し、旧分類から分類結果を変更した。

【根拠データ】
(1) ラットに本物質を13週間混餌投与した結果、93 mg/kg/day (区分2の範囲) の雄で小脳と脳幹の
脱髄、異常歩行、網状赤血球の増加、ヘモジデリン沈着、精子形成の大幅な減少、108 mg/kg/day
(区分2超) の雌で網状赤血球の増加、ヘモジデリン沈着、145 mg/kg/day (区分2超) の雌で小脳と
脳幹の脱髄、異常歩行、貧血、266 mg/kg/day (区分2超) の雄で貧血がみられた (ATSDR
(2016))。
(2) ラットに本物質を52週間混餌投与した結果、27 mg/kg/day (区分2の範囲) の雄で肝細胞の変
性及び空胞化、好酸性及び好塩基性変異肝細胞巣がみられた (ATSDR (2016))。
(3) マウスに本物質を24ヵ月間混餌投与した結果、14 mg/kg/day (区分2の範囲) の雄で肝細胞異
形成、腎臓における嚢胞状異形成、腎症、精子形成の減少、変性、精巣の萎縮がみられた
(ATSDR (2016))。
(4) イヌに本物質を9ヵ月間経口投与した結果、1.5 mg/kg/day (区分1の範囲) の雌でメトヘモグロビ
ンの増加、10 mg/kg/day (区分1の範囲) の雄でハインツ小体及びメトヘモグロビンの増加、雌で赤
血球数、ヘモグロビン、ヘマトクリット値の減少、網状赤血球及びハインツ小体の増加がみられた
(ATSDR (2016))。
(5) イヌに本物質を24ヵ月間経口投与した結果、1.5 mg/kg/day (区分1の範囲) で後肢のコントロー
ル不能、痙攣、メトヘモグロビン血症が、10 mg/kg/day (区分1の範囲) で胆管の過形成がみられた
(ATSDR (2016))。

【参考データ等】
(6) ジニトロトルエンの一般的な組成は、本物質が約75％、2,6-DNTが約20％である (NITE初期リス
ク評価書 (2005))。
(7) 職業ばく露研究及び動物試験の結果から、ジニトロトルエンにより引き起こされる最も敏感な標
的毒性は血液毒性 (メトヘモグロビン血症、貧血、及び代償性造血) 及び神経系への影響 (神経毒
性を示す臨床所見、運動失調、振戦、脚の衰弱、痙攣) である。動物試験では、高用量では肝臓、
気道、及び生殖器への影響も示されている (ATSDR (2016))。
(8) 入手可能なヒトの情報は、適切な対照群が含まれておらず、ばく露濃度も報告されていないた
め、限定的な証拠である (ATSDR (2016))。

2022.12修正
分類根拠の修
正
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R1年度政府によるGHS分類結果  正誤表

R02-A-027-MHLW

Ｎ－メチルジチオ
カルバミン酸アン
モニウム  (別名：
カーバム、メタム
アンモニウム塩)

39680-90-5 生殖細胞変異原性変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)～(3) より、区分に該当しないとした。

【根拠データ】
(1) in vivoでは、単回腹腔内投与したマウス骨髄細胞を用いた小核試験、単回経口投与したラット
肝細胞を用いた不定期DNA合成試験において陰性の報告がある (食安委 農薬評価書 (2015)、農
薬抄録 (2012))。
(2) in vitroでは、細菌の復帰突然変異試験、哺乳類培養細胞を用いる染色体異常試験においての
陽性 (S9＋)/陰性 (S9－) の結果が得られている (同上)。
(3) 生体にとって問題となる遺伝毒性はないものと考えられたとの記載がある (食安委 農薬評価書
(2015))。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)～(3) より、区分に該当しないとした。

【根拠データ】
(1) in vivoでは、単回腹腔内投与したマウス骨髄細胞を用いた小核試験、単回経口投与したラット
肝細胞を用いた不定期DNA合成試験において陰性の報告がある (食安委 農薬評価書 (2015)、農
薬抄録 (2012))。
(2) in vitroでは、細菌の復帰突然変異試験において陰性、哺乳類培養細胞を用いる染色体異常試
験においての陽性 (S9＋)/陰性 (S9－) の結果が得られている (同上)。
(3) 生体にとって問題となる遺伝毒性はないものと考えられたとの記載がある (食安委 農薬評価書
(2015))。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-027-
MHLW

Ｎ－メチルジチオ
カルバミン酸アン
モニウム  (別名：
カーバム、メタム
アンモニウム塩)

39680-90-5

特定標的臓器
毒性（反復暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
本物質のヒトでの反復ばく露に関する有害性の報告はない。実験動物では (1)、(2) で区分1以上の
用量で肝臓への影響がみられていることから、区分1 (肝臓) とした。胃への影響もみられたが、刺
激性に基づく所見と考えられたため標的臓器としなかった。また、血液系への影響は (2) の雄のみ
でみられていることから一般化は困難と判断し、標的臓器としなかった。

【根拠データ】
(1) ラットの90日間強制経口投与試験では、10 mg/kg/day (区分1の範囲) 以上で前胃角化亢進及
び粘膜上皮肥厚、さらに雄ではナトリウム総排泄量増加、50 mg/kg/day (区分2の範囲) で流涎、総
コレステロール増加、肝比重量増加、小葉中心性肝細胞肥大、さらに雄では尿量増加及びクロール
総排泄量増加、血小板数増加、リン脂質、アルブミン及びA/G比増加、肝絶対重量増加、腺胃粘膜
上皮過形成がみられたとの報告がある (食安委 農薬評価書 (2015))。
(2) イヌの1年間カプセル経口投与試験では、3 mg/kg/day (区分1の範囲) 以上で嘔吐及び流涎、
AST増加、さらに雄ではALT及びALP増加、肝単核細胞浸潤、15 mg/kg/day (区分2の範囲) では死
亡又は切迫と殺 (投与21週までに雄全例、雌3/4) が生じ、これらの動物では肝単細胞壊死、肝単
核細胞浸潤、胃粘膜上皮増生、肝単細胞壊死 (雄のみ)、白血球数増加 (雄のみ) がみられ、死亡
又は切迫と殺前以外に雌でみられた所見として赤血球数、ヘマトクリット値及びヘモグロビン減少、
活性化部分トロンボプラスチン時間 (APTT) 増加、ALT、ALP、LDH及び総ビリルビン増加、肝単核
細胞浸潤の報告がある。100 mg/kg/day (区分2の範囲) では投与3週までに全例で死亡又は切迫
と殺が生じ、これらの動物では肝細胞空胞変性、胃粘膜上皮増生、血小板数増加 (雄のみ) がみら
れたとの報告がある (食安委 農薬評価書 (2015))。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
本物質のヒトでの反復ばく露に関する有害性の報告はない。実験動物では (1)、(2) で区分1以上の
用量で肝臓への影響がみられていることから、区分1 (肝臓) とした。胃への影響もみられたが、刺
激性に基づく所見と考えられたため標的臓器としなかった。また、血液系への影響は (2) の雄のみ
でみられていることから一般化は困難と判断し、標的臓器としなかった。

【根拠データ】
(1) ラットの90日間強制経口投与試験では、10 mg/kg/day (区分1の範囲) 以上で前胃角化亢進及
び粘膜上皮肥厚、さらに雄ではナトリウム総排泄量増加、50 mg/kg/day (区分2の範囲) で流涎、総
コレステロール増加、肝比重量増加、小葉中心性肝細胞肥大、さらに雄では尿量増加及びクロール
総排泄量増加、血小板数増加、リン脂質、アルブミン及びA/G比増加、肝絶対重量増加、腺胃粘膜
上皮過形成がみられたとの報告がある (食安委 農薬評価書 (2015))。
(2) イヌの1年間カプセル経口投与試験では、3 mg/kg/day (区分1の範囲) 以上で嘔吐及び流涎、
AST増加、さらに雄ではALT及びALP増加、肝単核細胞浸潤、15 mg/kg/day (区分2の範囲) では死
亡又は切迫と殺 (投与21週までに雄全例、雌3/4) が生じ、これらの動物では肝単細胞壊死、肝単
核細胞浸潤、胃粘膜上皮増生、肝細胞空胞変性 (雄のみ)、白血球数増加 (雄のみ) がみられ、死
亡又は切迫と殺前以外に雌でみられた所見として赤血球数、ヘマトクリット値及びヘモグロビン減
少、活性化部分トロンボプラスチン時間 (APTT) 増加、ALT、ALP、LDH及び総ビリルビン増加、肝
単核細胞浸潤の報告がある。100 mg/kg/day (区分2の範囲) では投与3週までに全例で死亡又は
切迫と殺が生じ、これらの動物では肝細胞空胞変性、胃粘膜上皮増生、血小板数増加 (雄のみ) が
みられたとの報告がある (食安委 農薬評価書 (2015))。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-B-010-
MHLW, MOE

88-72-2
２-ニトロトル
エン

特定標的臓器
毒性（反復暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1) より、区分2 (肝臓、血液系) とした。

【根拠データ】
(1) ラットを用いた105週間混餌投与試験における非腫瘍性病変として、625 ppm (雄/雌: 25/30
mg/kg/day、区分2の範囲) 以上の雌雄で脾臓の造血細胞増殖、肺胞上皮過形成、雄で肝臓におけ
る好酸性巣、雌で肝臓における好塩基性巣と明細胞巣、乳腺過形成が、1,250 ppm (雄/雌: 50/60
mg/kg/day、区分2の範囲) 以上の雄で肝臓における混合細胞巣と混合細胞浸潤、雌で肝臓におけ
る好酸性巣、骨髄過形成が、2,000 ppm (雄/雌: 90/100 mg/kg/day、区分2の範囲) の雄で肝臓に
おける明細胞巣、雌で肝臓における混合細胞巣、下顎リンパ節過形成がみられた (NTP TR504
(2002)、EURAR (2008))。

【参考データ等】
(2) ラットを用いた13週間混餌投与試験において、625 ppm (雄/雌: 45/44 mg/kg/day、区分2の範
囲) 以上で肝臓重量増加、1,250 ppm (雄/雌: 89/87 mg/kg/day、区分2の範囲) 以上で唾液腺の萎
縮、雄で硝子滴腎症、包皮腺の萎縮が、区分2を超える用量で肝毒性を示す血液学的パラメータの
変動、肝臓における細胞浸潤・空胞化、脾臓における色素沈着、髄外造血、雄で精子数減少、精子
の運動性低下を伴う精巣の変性、雌では性周期の延長等が報告されている (NTP TR23 (1992)、
ACGIH (7th, 2001)、EURAR (2008))。
(3) ラットに332 mg/kg/dayを30日間経口投与した試験 (被験物質の純度不明) で、スルホヘモグロ
ビン血症と血液凝固時間の延長がみられたとの報告があるが、テストガイドラインに準拠していな
い非GLP試験であり、EURARではNOAELの決定には不適切としている (EURAR (2008))。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1) より、区分2 (肝臓、血液系) とした。

【根拠データ】
(1) ラットを用いた105週間混餌投与試験における非腫瘍性病変として、625 ppm (雄/雌: 25/30
mg/kg/day、区分2の範囲) 以上の雌雄で脾臓の造血細胞増殖、肺胞上皮過形成、雄で肝臓におけ
る好酸性巣、雌で肝臓における好塩基性巣と明細胞巣、乳腺過形成が、1,250 ppm (雄/雌: 50/60
mg/kg/day、区分2の範囲) 以上の雄で肝臓における混合細胞巣と混合細胞浸潤、雌で肝臓におけ
る好酸性巣、骨髄過形成が、2,000 ppm (雄/雌: 90/100 mg/kg/day、区分2の範囲) の雄で肝臓に
おける明細胞巣、雌で肝臓における混合細胞巣、下顎リンパ節過形成がみられた (NTP TR504
(2002)、EURAR (2008))。

【参考データ等】
(2) ラットを用いた13週間混餌投与試験において、625 ppm (雄/雌: 45/44 mg/kg/day、区分2の範
囲) 以上で肝臓重量増加、1,250 ppm (雄/雌: 89/87 mg/kg/day、区分2の範囲) 以上の雄で硝子滴
腎症が、区分2を超える用量で肝毒性を示す血液学的パラメータの変動、肝臓における細胞浸潤・
空胞化、脾臓における色素沈着、髄外造血、雄で精子数減少、精子の運動性低下を伴う精巣の変
性、雌では性周期の延長等が報告されている (NTP TR23 (1992)、ACGIH (7th, 2001)、EURAR
(2008))。
(3) ラットに332 mg/kg/dayを30日間経口投与した試験 (被験物質の純度不明) で、スルホヘモグロ
ビン血症と血液凝固時間の延長がみられたとの報告があるが、テストガイドラインに準拠していな
い非GLP試験であり、EURARではNOAELの決定には不適切としている (EURAR (2008))。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-090-
METI

Ｎ－ｔｅｒｔ－ブ
チル－Ｎ’－（３－
メトキシ－ｏ－ト
ルオイル）－３，
５－キシロヒドラ
ジド（別名：メト
キシフェノジド）

161050-58-4 発がん性 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（４）より、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）国内外の分類機関による既存分類としては、EPAでNL（Not Likely To Be Carcinogenic To
Humans）に分類されている（EPA Annual Cancer Report (2019)：1999年分類）。
（２）ラットを用いた2年間混餌投与による慢性毒性/発がん性併合試験において、最高用量（20,000
ppm）の雌で肝細胞腺腫の発生頻度の有意な増加がみられた（全動物で5.7%）が、変異肝細胞巣の
増加等を伴わず、発生頻度が背景データの範囲内（1.4%～21.7%）であったことから、偶発的な変化
と考えられた。この他、低及び中用量群の雌で乳腺腺がんの有意な増加がみられたが、用量相関
性が認められず、発生頻度が背景データの範囲内であったことから、偶発的な変化と考えられた。
発がん性は認められいと結論された（食安委 農薬評価書 (2018)、農薬抄録 (2010)）。
（３）マウスを用いた18ヵ月間混餌投与による発がん性試験において、限度量（1,000 mg/kg/day）を
超える7,000 ppmまで投与により頻度が増加した腫瘍性病変はなく、発がん性は認められなかった
（食安委 農薬評価書 (2018)、農薬抄録 (2010)）。
（４）ラットの慢性毒性/発がん性併合試験において、中用量以上で発生頻度が増加した甲状腺C細
胞腺腫及び肝細胞腺腫は本物質投与による影響と考えられ、発がん性は"Carc. 2"とすべきとの検
討もされたが、これらは投与による影響ではないと結論された。マウスでは発がん性は認められな
かった（EFSA (2017)）。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（４）より、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）国内外の分類機関による既存分類としては、EPAでNL（Not Likely To Be Carcinogenic To
Humans）に分類されている（EPA Annual Cancer Report (2019)：1999年分類）。
（２）ラットを用いた2年間混餌投与による慢性毒性/発がん性併合試験において、最高用量（20,000
ppm）の雌で肝細胞腺腫の発生頻度の有意な増加がみられた（全動物で5.7%）が、変異肝細胞巣の
増加等を伴わず、発生頻度が背景データの範囲内（1.4%～21.7%）であったことから、偶発的な変化
と考えられた。この他、低及び中用量群の雌で乳腺腺がんの有意な増加がみられたが、用量相関
性が認められず、発生頻度が背景データの範囲内であったことから、偶発的な変化と考えられた。
発がん性は認められないと結論された（食安委 農薬評価書 (2018)、農薬抄録 (2010)）。
（３）マウスを用いた18ヵ月間混餌投与による発がん性試験において、限度量（1,000 mg/kg/day）を
超える7,000 ppmまで投与により頻度が増加した腫瘍性病変はなく、発がん性は認められなかった
（食安委 農薬評価書 (2018)、農薬抄録 (2010)）。
（４）ラットの慢性毒性/発がん性併合試験において、中用量以上で発生頻度が増加した甲状腺C細
胞腺腫及び肝細胞腺腫は本物質投与による影響と考えられ、発がん性は"Carc. 2"とすべきとの検
討もされたが、これらは投与による影響ではないと結論された。マウスでは発がん性は認められな
かった（EFSA (2017)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正
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R1年度政府によるGHS分類結果  正誤表

R02-B-019-
MHLW, MOE

２－メチル－５－
ニトロアニリン
(別名：5-ニトロ-
o-トルイジン)

99-55-8
特定標的臓器
毒性（単回暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)～(3) より、区分1 (血液系、肝臓) とした。新たな情報を追加し、旧分類から分類結果を
変更した。

【根拠データ】
(1) ヒトでは、本物質の主たる影響は、メトヘモグロビン血症であり、唇、指の爪の青色
化、頭痛、吐き気、倦怠感の記載がある (NTP TR107 (1978))。
(2) 本物質を甘味料目的で経口摂取後に肝不全 (主に劇症) で死亡した症例 (複数) で、高熱、
吐き気、嘔吐、肝腫大、黄疸、出血傾向がみられた。病理組織学的所見では小葉中心性壊
死、偽胆管形成など肝臓に変化がみられた。また、内皮細胞の傷害を伴う血栓もみられた
(AICIS IMAP (Access on April 2020))。
(3) 本物質は動物試験において急性毒性を示し、メトヘモグロビン血症及び貧血、中枢神経
障害 (歩行不調、痙攣、流涎、尿失禁) を生じる (MAK (DFG) vol.6 (1994))。

【参考データ等】
(4) ネコに100～500 mg/kgを腹腔内投与した結果、メトヘモグロビンレベルは1～3時間以
内に約60％となり、低酸素症により死亡した。1 mg/kgの腹腔内投与でもメトヘモグロビン
レベルは8％となり、赤血球の損傷 (ハインツ小体の形成) がみられた (MAK (DFG) vol.6
(1994)、GESTIS (Access on April 2020))。
(5) モルモットに100～600 mg/kgを腹腔内投与した結果、明らかな中枢神経障害 (痙攣、流
涎、尿失禁) がみられ、概ねばく露4～10時間後に死亡した。メトヘモグロビンレベルは
14.5％であった (MAK (DFG) vol.6 (1994)、GESTIS (Access on April 2020))。
(6) ヒトおよびネコは、げっ歯類と比較してメトヘモグロビン形成への感受性が高いとの記

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)～(3) より、区分1 (血液系、肝臓) とした。新たな情報を追加し、旧分類から分類結果を変更し
た。

【根拠データ】
(1) ヒトでは、本物質の主たる影響は、メトヘモグロビン血症であり、唇、指の爪の青色化、頭痛、吐
き気、倦怠感の記載がある (NTP TR107 (1978))。
(2) 本物質を甘味料目的で経口摂取後に肝不全 (主に劇症) で死亡した症例 (複数) で、高熱、吐き
気、嘔吐、肝腫大、黄疸、出血傾向がみられた。病理組織学的所見では小葉中心性壊死、偽胆管
形成など肝臓に変化がみられた。また、内皮細胞の傷害を伴う血栓もみられた (AICIS IMAP
(Access on April 2020))。
(3) 本物質は動物試験において急性毒性を示し、メトヘモグロビン血症及び貧血、中枢神経障害
(歩行不調、痙攣、流涎、尿失禁) を生じる (MAK (DFG) vol.6 (1993))。

【参考データ等】
(4) ネコに100～500 mg/kgを腹腔内投与した結果、メトヘモグロビンレベルは1～3時間以内に約
60％となり、低酸素症により死亡した。1 mg/kgの腹腔内投与でもメトヘモグロビンレベルは8％とな
り、赤血球の損傷 (ハインツ小体の形成) がみられた (MAK (DFG) vol.6 (1993)、GESTIS (Access
on April 2020))。
(5) モルモットに100～600 mg/kgを腹腔内投与した結果、明らかな中枢神経障害 (痙攣、流涎、尿
失禁) がみられ、概ねばく露4～10時間後に死亡した。メトヘモグロビンレベルは14.5％であった
(MAK (DFG) vol.6 (1993)、GESTIS (Access on April 2020))。
(6) ヒトおよびネコは、げっ歯類と比較してメトヘモグロビン形成への感受性が高いとの記載がある
(AICIS IMAP (Access on April 2020))。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-B-020-
MHLW, MOE

アクリル酸メチル 96-33-3 生殖毒性 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)～(3) より、生殖毒性が認められていないことから、区分に該当しないとした。なお、新
たな情報として、(1)、(3) が得られたことから旧分類から分類結果を変更した。

【根拠データ】
(1) ラットを用いた吸入経路による2世代生殖毒性試験 (OECD TG 416) において、親動物毒
性 (体重増加抑制、摂餌量減少、鼻部の病理組織学的傷害) がみられる用量においても生殖
能に対する影響はみられていないが、児動物で体重増加抑制がみられている (MAK (DFG)
(2019))。
(2) 雌ラットの妊娠6～20日に吸入ばく露した発生毒性試験において、母動物毒性 (体重増加
抑制、摂餌量減少) のみられる用量で胎児体重の有意な低値がみられた。最高用量群の胎児1
例に奇形がみられたが、本物質に起因したものではないと考えられており、胚/胎児の死
亡、奇形の発生に影響はみられていない (厚労省リスク評価書 (2016)、産衛学会許容濃度の
提案理由書 (2004)、MOE初期評価第7巻 (2009)、SIDS (2008)、MAK (DFG) (2019))。
(3) 雌ウサギの妊娠6～28日に吸入ばく露した発生毒性試験において、母動物毒性 (嗅上皮の
変性と萎縮) がみられる用量においても発生影響はみられていない (MAK (DFG) (2019))。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)～(3) より、生殖毒性が認められていないことから、区分に該当しないとした。なお、新たな情報と
して、(1)、(3) が得られたことから旧分類から分類結果を変更した。

【根拠データ】
(1) ラットを用いた吸入経路による2世代生殖毒性試験 (OECD TG 416) において、親動物毒性 (体
重増加抑制、摂餌量減少、鼻部の病理組織学的傷害) がみられる用量においても生殖能に対する
影響はみられていないが、児動物で体重増加抑制がみられている (MAK (DFG) (2019))。
(2) 雌ラットの妊娠6～20日に吸入ばく露した発生毒性試験において、母動物毒性 (体重増加抑制、
摂餌量減少) のみられる用量で胎児体重の有意な低値がみられた。最高用量群の胎児1例に奇形
がみられたが、本物質に起因したものではないと考えられており、胚/胎児の死亡、奇形の発生に
影響はみられていない (厚労省リスク評価書 (2016)、産衛学会許容濃度の提案理由書 (2004)、
MOE初期評価第7巻 (2009)、SIDS (2003)、MAK (DFG) (2019))。
(3) 雌ウサギの妊娠6～28日に吸入ばく露した発生毒性試験において、母動物毒性 (嗅上皮の変性
と萎縮) がみられる用量においても発生影響はみられていない (MAK (DFG) (2019))。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-B-020-
MHLW, MOE

アクリル酸メチル 96-33-3
特定標的臓器
毒性（反復暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)、(2) より、ヒトにおいて呼吸器への影響がみられるとの情報があり、実験動物において
は (3)～(5) より、区分1の用量で呼吸器への影響がみられるとの情報があったことから、区
分1 (呼吸器) とした。旧分類では腎臓も標的臓器としていたが、ヒトでの影響についての十
分な証拠が得られなかった。情報の再検討の結果、旧分類から分類結果を変更した。

【根拠データ】
(1) 化学繊維工場の労働者195人を対象に、本物質及びアクリル酸 (CAS番号 79-10-7) の平
均ばく露濃度が21.3、1.0 mg/m3 のA群51人、4.7、5.2 mg/m3のB群62人、アクリル酸のみ
のばく露 (11.2 mg/m3) のC群22人、非ばく露の対照群60人について自覚症状を調べたとこ
ろ、咳、息切れ、痰、咽頭痛は主に本物質にばく露されていたA群に限られた。また、咽頭
部の充血、胸部レントゲンでの肺紋理の発生率もA群で有意に高かった (MOE初期評価第7巻
(2009))。
(2) アクリル酸エステル製造工場で実施された前向き疫学研究 (ばく露群60人、対照群60
人、両群の平均年齢40才、本物質への平均ばく露期間13年) では、ばく露群の約40％に眼や
喉の灼熱感、刺激性の咳や頭痛、吐き気やめまい、皮膚の違和感の訴えがあり、トリグリセ
ライド、単球の増加がみられた (MOE初期評価第7巻 (2009))。
(3) 本物質のラットの90日間吸入ばく露試験では、242 ppm (0.852 mg/L相当 [90日換算
0.568 mg/L]、区分2の範囲) 以上で眼、鼻の刺激及び呼吸困難、鼻腔の嗅上皮の萎縮と壊
死、626 ppm (2.2 mg/L相当 [90日換算1.47 mg/L]、区分2超の範囲) で気管炎、肺の充血、
気管支肺炎がみられた (MAK (DFG) (2019))。
(4) 本物質のラットの2年間吸入ばく露試験では、15 ppm (0.0528 mg/L相当、区分1の範囲)
以上で嗅上皮萎縮、45 ppm (0.158 mg/L相当、区分1の範囲) で鼻粘膜の基底細胞過形成が

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)、(2) より、ヒトにおいて呼吸器への影響がみられるとの情報があり、実験動物においては (3)～
(5) より、区分1の用量で呼吸器への影響がみられるとの情報があったことから、区分1 (呼吸器) と
した。旧分類では腎臓も標的臓器としていたが、ヒトでの影響についての十分な証拠が得られな
かった。情報の再検討の結果、旧分類から分類結果を変更した。

【根拠データ】
(1) 化学繊維工場の労働者195人を対象に、本物質及びアクリル酸 (CAS番号 79-10-7) の平均ば
く露濃度が21.3、1.0 mg/m3 のA群51人、4.7、5.2 mg/m3のB群62人、アクリル酸のみのばく露 (11.2
mg/m3) のC群22人、非ばく露の対照群60人について自覚症状を調べたところ、咳、息切れ、痰、咽
頭痛は主に本物質にばく露されていたA群に限られた。また、咽頭部の充血、胸部レントゲンでの肺
紋理の発生率もA群で有意に高かった (MOE初期評価第7巻 (2009))。
(2) アクリル酸エステル製造工場で実施された前向き疫学研究 (ばく露群60人、対照群60人、両群
の平均年齢40才、本物質への平均ばく露期間13年) では、ばく露群の約40％に眼や喉の灼熱感、
刺激性の咳や頭痛、吐き気やめまい、皮膚の違和感の訴えがあり、トリグリセライド、単球の増加が
みられた (MOE初期評価第7巻 (2009))。
(3) 本物質のラットの90日間吸入ばく露試験では、242 ppm (0.852 mg/L相当 [90日換算0.568
mg/L]、区分2の範囲) 以上で眼、鼻の刺激及び呼吸困難、鼻腔の嗅上皮の萎縮と壊死、626 ppm
(2.2 mg/L相当 [90日換算1.47 mg/L]、区分2超の範囲) で気管炎、肺の充血、気管支肺炎がみられ
た (MAK (DFG) (2019))。
(4) 本物質のラットの2年間吸入ばく露試験では、15 ppm (0.0528 mg/L相当、区分1の範囲) 以上で
嗅上皮萎縮、45 ppm (0.158 mg/L相当、区分1の範囲) で鼻粘膜の基底細胞過形成がみられた
(NITE初期リスク評価書 (2008)、MOE初期評価第7巻 (2009)、産衛学会許容濃度の提案理由書
(2004))。
(5) 本物質のラットの104週間吸入ばく露試験では、40 ppm (0.141 mg/L相当、区分1の範囲) 以上
で嗅上皮の萎縮や再生、基底細胞や呼吸上皮杯細胞の過形成及び呼吸上皮化生、160 ppm
(0.563 mg/L相当、区分2の範囲) で鼻腔の扁平上皮や移行上皮の過形成、扁平上皮化生、移行上
皮や嗅上皮の炎症、腺の変性、炎症性ポリープ、甲介の癒着及び鉱質沈着がみられた (厚労省委
託がん原性試験結果 (2016))。

【参考データ等】
(6) 化学品製造工場における、10人の製造作業者、4人の間欠ばく露者、以前にごく少量のばく露が
あった1人のインダストリアルハイジニストを対象とした8週間以上にわたるケース・クロスオーバー
研究では、肺機能検査の一つであるスパイロメトリー検査とメタコリン吸入試験において作業開始
前、作業中及び作業後での変化はみられなかった。但し、事前の調査では、研究対象者の50％、製
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分類根拠の修
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R1年度政府によるGHS分類結果  正誤表

R02-B-021-MHLW, MOEアクリル酸エチル 140-88-5 生殖毒性 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)～(3) より、発生影響はみられていない。しかし、性機能・生殖能に関するデータがない
ことからデータ不足のため分類できないとした。

【根拠データ】
(1) 雌ラットの妊娠6～15日に吸入ばく露した発生毒性試験において、母動物毒性 (体重増加
抑制、摂餌量減少等) がみられる用量で、胎児に統計学的有意差のないわずかな奇形の増加
がみられている (ACGIH (7th, 2001)、MOE初期評価第11巻 (2013)、MAK (DFG) (2018)、
NTP TR259 (1986))。なお、この試験での胎児の影響について、NITE初期リスク評価書
(2007) では胎児に影響なしとし、MOE初期評価第11巻 (2013) では胎児の影響について
NOAELの根拠としていない。また、NTP TR259 (1986) では催奇形性はないとしている。
(2) 雌ラットの妊娠6～20日に吸入ばく露した発生毒性試験において、母動物毒性 (体重増加
抑制) がみられる用量で、胎児重量の低値のみがみられ奇形はみられていない ( NITE初期リ
 スク評価書 (2007)、MOE初期評価第11巻 (2013)、MAK (DFG) (2018)、SIAR (2008))。
(3) 雌ラットの妊娠0～19日に強制経口投与し、帝王切開あるいは自然分娩させた発生毒性
試験において、母動物毒性 (体重増加抑制、前胃の肥厚、胃と他器官との癒着) がみられる
用量で、胎児死亡率の増加傾向がみられたが、胎児の外形、骨格、内部器官の異常発現頻度
の増加はない。また、生後21日目までの新生児の発育に影響はみられていない (NITE初期リ
スク評価書 (2007))。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)～(3) より、発生影響はみられていない。しかし、性機能・生殖能に関するデータがないことから
データ不足のため分類できないとした。

【根拠データ】
(1) 雌ラットの妊娠6～15日に吸入ばく露した発生毒性試験において、母動物毒性 (体重増加抑制、
摂餌量減少等) がみられる用量で、胎児に統計学的有意差のないわずかな奇形の増加がみられて
いる (ACGIH (7th, 2001)、MOE初期評価第11巻 (2013)、MAK (DFG) (2018)、NTP TR259 (1986))。
なお、この試験での胎児の影響について、NITE初期リスク評価書 (2007) では胎児に影響なしとし、
MOE初期評価第11巻 (2013) では胎児の影響についてNOAELの根拠としていない。また、NTP
TR259 (1986) では催奇形性はないとしている。
(2) 雌ラットの妊娠6～20日に吸入ばく露した発生毒性試験において、母動物毒性 (体重増加抑制)
がみられる用量で、胎児重量の低値のみがみられ奇形はみられていない (MOE初期評価第11巻
(2013)、MAK (DFG) (2018)、SIAR (2008))。
(3) 雌ラットの妊娠0～19日に強制経口投与し、帝王切開あるいは自然分娩させた発生毒性試験に
おいて、母動物毒性 (体重増加抑制、前胃の肥厚、胃と他器官との癒着) がみられる用量で、胎児
死亡率の増加傾向がみられたが、胎児の外形、骨格、内部器官の異常発現頻度の増加はない。ま
た、生後21日目までの新生児の発育に影響はみられていない (NITE初期リスク評価書 (2007))。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-B-030-MHLW, MOE
フルフリルアル
コール

98-00-0
特定標的臓器
毒性（反復暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1) より、ヒトでは呼吸器に対する影響がみられ、実験動物では(2)～(6) より、区分1の範囲
で呼吸器、区分2の範囲で肝臓、腎臓に影響がみられている。したがって、区分1 (呼吸器)、
区分2 (肝臓、腎臓) とした。なお、旧分類で中枢神経系への影響の根拠としたと考えられる
(7) については、一般的な試験でないこと、他の試験において中枢神経系への影響がみられ
ていないことから分類根拠としなかった。したがって、旧分類から分類結果を変更した。

【根拠データ】
(1) 鋳造工場労働者を対象とした研究では、28人の労働者で気道症状 (咳、鼻、喉）及び眼
の刺激が報告された。 時間加重ばく露レベルは7 mg/m3であり、ピーク値は40 mg/m3を超
えていた (SCOEL (2011)、MAK (DFG) (2016))。
(2) ラットに2、4、8、16、32 ppm (ガイダンス値換算: 0.0062、0.0125、0.0250、
0.0499、0.0999 mg/L; いずれも区分1の範囲) の本物質を14週間吸入ばく露した試験 (6時間
/日、5日/週) において、鼻腔への影響 (2 ppm以上で移行上皮の扁平上皮化生、4 ppm以上
で嗅上皮の変性、8 ppm以上で呼吸上皮に扁平上皮化生と杯細胞過形成、16 ppm以上で鼻
咽頭管を覆う呼吸上皮の肥大、嗅上皮の過形成、粘膜固有層の細胞浸潤、32 ppmで嗅上皮
の化生等) がみられている (NTP TR482 (1999)、MAK (DFG) (2016))。
(3) マウスに2、4、8、16、32 ppm (ガイダンス値換算: 0.0062、0.0125、0.0250、
0.0499、0.0999 mg/L; いずれも区分1の範囲) の本物質を14週間吸入ばく露した試験 (6時間
/日、5日/週) において、ラットと同様に鼻腔への影響が区分1の範囲 (2 ppm以上) でみられ
ている (NTP TR482 (1999)、MAK (DFG) (2016))。
(4) ラットを用いた強制経口投与による13週間反復投与毒性試験において、75 mg/kg/day
(区分2の範囲) で肝臓・腎臓の絶対重量増加、肝臓及び腎臓の病変 (肝臓: 肝細胞の変性、細

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1) より、ヒトでは呼吸器に対する影響がみられ、実験動物では(2)～(5) より、区分1の範囲で呼吸
器、区分2の範囲で肝臓、腎臓に影響がみられている。したがって、区分1 (呼吸器)、区分2 (肝臓、
腎臓) とした。なお、旧分類で中枢神経系への影響の根拠としたと考えられる (6) については、一般
的な試験でないこと、他の試験において中枢神経系への影響がみられていないことから分類根拠と
しなかった。したがって、旧分類から分類結果を変更した。

【根拠データ】
(1) 鋳造工場労働者を対象とした研究では、28人の労働者で気道症状 (咳、鼻、喉）及び眼の刺激
が報告された。 時間加重ばく露レベルは7 mg/m3であり、ピーク値は40 mg/m3を超えていた
(SCOEL (2011)、MAK (DFG) (2016))。
(2) ラットに2、4、8、16、32 ppm (ガイダンス値換算: 0.0062、0.0125、0.0250、0.0499、0.0999 mg/L;
いずれも区分1の範囲) の本物質を14週間吸入ばく露した試験 (6時間/日、5日/週) において、鼻腔
への影響 (2 ppm以上で移行上皮の扁平上皮化生、4 ppm以上で嗅上皮の変性、8 ppm以上で呼
吸上皮に扁平上皮化生と杯細胞過形成、16 ppm以上で鼻咽頭管を覆う呼吸上皮の肥大、嗅上皮
の過形成、粘膜固有層の細胞浸潤、32 ppmで嗅上皮の化生等) がみられている (NTP TR482
(1999)、MAK (DFG) (2016))。
(3) マウスに2、4、8、16、32 ppm (ガイダンス値換算: 0.0062、0.0125、0.0250、0.0499、0.0999 mg/L;
いずれも区分1の範囲) の本物質を14週間吸入ばく露した試験 (6時間/日、5日/週) において、ラッ
トと同様に鼻腔への影響が区分1の範囲 (2 ppm以上) でみられている (NTP TR482 (1999)、MAK
(DFG) (2016))。
(4) ラットを用いた強制経口投与による13週間反復投与毒性試験において、75 mg/kg/day (区分2
の範囲) で肝臓・腎臓の絶対重量増加、肝臓及び腎臓の病変 (肝臓: 肝細胞の変性、細胞質の空
胞化、腎臓: 皮質の尿細管上皮の病変) がみられている (NTP TR482 (1999)、AICIS IMAP (2016))。
(5) ラット、マウスを用いた2年間吸入ばく露試験においても、非腫瘍性変化として区分1の範囲の用
量で鼻腔への影響のほか、腎症の重症化がみられている (NTP TR482 (1999)、AICIS IMAP
(2016))。

【参考データ等】
(6) ラットに4、9及び16週間吸入ばく露し神経系への影響を調べた試験 (6時間/日、5日/週) におい
て、4週間後では50 ppm以上 (ガイダンス値換算: 0.045 mg/m3、区分1の範囲) でクレアチンキナー
ゼ活性増加 （著者はこの結果を、非特異的な神経組織の損傷の結果、アストログリア細胞の増殖
を示すものとしている)、16週間後には100 ppm (ガイダンス値換算: 0.36 mg/m3、区分2の範囲) で
グリア細胞画分における脳蛋白合成の減少がみられている (ACGIH (7th, 2017))。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-B-025-MHLW, MOEコバルト 7440-48-4 生殖毒性 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)、(2) より、本物質は人工胃液及び人工リソソーム液中で溶解することが示されたことから、可溶
性コバルト化合物のデータに基づく分類が可能と考えた。また、(6) に本物質のデータがあるが、強
制経口投与ではバイオアベイラビリティが低いとされていることから分類には用いなかった。(3)～
(5) の水溶性コバルトのデータより、雄性生殖器毒性による生殖影響、母動物毒性がみられない用
量での奇形を含む発生影響がみられた。したがって、区分1Bとした。なお、水溶性コバルトのデータ
を用いたことから旧分類から分類結果を変更した。

【根拠データ】
(1) 水溶性コバルトと難水溶性コバルトは、コバルトイオンが細胞に入るメカニズムは異なるが 、水
溶性コバルトはイオンチャンネルにより細胞内にイオンとして取り込まれる。一方、難溶性の粒子状
コバルト化合物は、エンドサイトーシスにより、細胞内のリソソームに取り込まれ、リソソーム内の酸
性環境で可溶化され、細胞内にイオンとして放出される。すなわち、難溶性の本物質も生体内に入
りコバルトイオンを放出すること、コバルトイオンが毒性と発がん性の主な原因であることが示され
ている (NTP RoC (14th, 2016)。
(2) 本物質の水溶解度は低い（0.00029 g/cc）が人工胃液及び人工リソソーム液中での溶解度は
100％であることが示されている (NTP RoC (14th, 2016))。
(3) 雄マウスに塩化コバルト (CAS番号 7646-79-9) を12週間飲水投与後に無処置雌と交配した試
験において、雄性生殖器毒性 (精巣・精嚢の重量減少、精巣の精子数及び精子形成能低下、ライ
ディッヒ細胞の肥大、精原細胞の変性、精細管及び間質組織の壊死等) がみられ、吸収胚数及び
吸収胚を認めた雌の増加、生存胎仔数減少、雄の受胎能低下 (妊娠動物数の減少) が認められて
いる (MOE初期評価第11巻 (2013))。
(4) 雌ラットの妊娠1～21日に硫酸コバルト (CAS番号 10124-43-3) を強制経口投与した発生毒性
試験において、母動物毒性がみられない用量で胎児に低体重、骨格の発育遅延、奇形発生率増加
（頭蓋、脊柱、腎盂、尿細管、卵巣、精巣）がみられている (MOE初期評価第11巻 (2013))。
(5) 雌マウスの妊娠6～15日に硫酸コバルト (CAS番号 10124-43-3) を強制経口投与した発生毒性
試験において、母動物毒性がみられない用量で胎児に低体重、骨格の発育遅延、奇形発生率増加
（眼瞼、腎臓、頭蓋、脊椎）がみられている (MOE初期評価第11巻 (2013))。

【参考データ等】
(6) ラットに本物質を強制経口投与した反復投与毒性・生殖発生毒性併合試験 (OECD TG 422) に
おいて、親動物毒性 (母動物死亡 (5/10例)、腸管の肉眼的所見等) がみられる用量で、着床数減
少、出生率減少がみられている (RAC Background Document (2017))。なお、RAC Background
Document (2017) には、本物質のバイオアベイラビリティは、一度に大量に与えられる強制経口投
与では低く、混餌投与のような低濃度を長時間かけて摂取するのとは異なることが記載されている

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)、(2) より、本物質は人工胃液及び人工リソソーム液中で溶解することが示されたことから、可溶
性コバルト化合物のデータに基づく分類が可能と考えた。また、(6) に本物質のデータがあるが、強
制経口投与ではバイオアベイラビリティが低いとされていることから分類には用いなかった。(3)～
(5) の水溶性コバルトのデータより、雄性生殖器毒性による生殖影響、母動物毒性がみられない用
量での奇形を含む発生影響がみられた。したがって、区分1Bとした。なお、水溶性コバルトのデータ
を用いたことから旧分類から分類結果を変更した。

【根拠データ】
(1) 水溶性コバルトと難水溶性コバルトは、コバルトイオンが細胞に入るメカニズムは異なるが 、水
溶性コバルトはイオンチャンネルにより細胞内にイオンとして取り込まれる。一方、難溶性の粒子状
コバルト化合物は、エンドサイトーシスにより、細胞内のリソソームに取り込まれ、リソソーム内の酸
性環境で可溶化され、細胞内にイオンとして放出される。すなわち、難溶性の本物質も生体内に入
りコバルトイオンを放出すること、コバルトイオンが毒性と発がん性の主な原因であることが示され
ている (NTP RoC (14th, 2016)。
(2) 本物質の水溶解度は低い（0.00029 g/100 cc）が人工胃液及び人工リソソーム液中での溶解度
は100％であることが示されている (NTP RoC (14th, 2016))。
(3) 雄マウスに塩化コバルト (CAS番号 7646-79-9) を12週間飲水投与後に無処置雌と交配した試
験において、雄性生殖器毒性 (精巣・精嚢の重量減少、精巣の精子数及び精子形成能低下、ライ
ディッヒ細胞の肥大、精原細胞の変性、精細管及び間質組織の壊死等) がみられ、吸収胚数及び
吸収胚を認めた雌の増加、生存胎仔数減少、雄の受胎能低下 (妊娠動物数の減少) が認められて
いる (MOE初期評価第11巻 (2013))。
(4) 雌ラットの妊娠1～21日に硫酸コバルト (CAS番号 10124-43-3) を強制経口投与した発生毒性
試験において、母動物毒性がみられない用量で胎児に低体重、骨格の発育遅延、奇形発生率増加
（頭蓋、脊柱、腎盂、尿細管、卵巣、精巣）がみられている (MOE初期評価第11巻 (2013))。
(5) 雌マウスの妊娠6～15日に硫酸コバルト (CAS番号 10124-43-3) を強制経口投与した発生毒性
試験において、母動物毒性がみられない用量で胎児に低体重、骨格の発育遅延、奇形発生率増加
（眼瞼、腎臓、頭蓋、脊椎）がみられている (MOE初期評価第11巻 (2013))。

【参考データ等】
(6) ラットに本物質を強制経口投与した反復投与毒性・生殖発生毒性併合試験 (OECD TG 422) に
おいて、親動物毒性 (母動物死亡 (5/10例)、腸管の肉眼的所見等) がみられる用量で、着床数減
少、出生率減少がみられている (RAC Background Document (2017))。なお、RAC Background
Document (2017) には、本物質のバイオアベイラビリティは、一度に大量に与えられる強制経口投
与では低く、混餌投与のような低濃度を長時間かけて摂取するのとは異なることが記載されている
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分類根拠の修
正
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R1年度政府によるGHS分類結果  正誤表

R02-B-025-MHLW, MOEコバルト 7440-48-4

特定標的臓器
毒性（反復暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)～(3)、(6) より、ヒトにおいて呼吸器、心臓、甲状腺、血液系への影響がみられるとの情報があ
り、(4)、(5) より、実験動物において区分1の用量で呼吸器、生殖器 (男性) への影響がみられたと
の情報があったことから、区分1 (呼吸器、心臓、甲状腺、血液系、生殖器 (男性)) とした。新たな情
報 (1)、(3)～(6) を加えて検討を行い、旧分類から分類結果を変更した。

【根拠データ】
(1) コバルト精錬所の労働者 (ばく露期間: 0.3～39.4年 (平均8.0 年)、加重平均ばく露濃度の幾何平
均値: 約125 μg/m3) を対象とした調査では、呼吸困難、喘鳴、白血球数の増加、甲状腺ホルモン
T3、赤血球数、ヘモグロビン濃度、ヘマトクリット値の減少がみられ、甲状腺ホルモン (T3 取込み、
サイロキシン、甲状腺刺激ホルモン)、心筋型クレアチンキナーゼ (CPK) 活性、 白血球数、赤血球
数の異常値発生率の増加も報告されている (MOE初期評価第11巻 (2013)、ATSDR (2004)、CICAD
69 (2009)、AICIS IMAP (2014))。
(2) コバルト精錬所や超硬合金産業の労働者、コバルト砥石を用いるダイヤモンド研磨工、コバルト
ブルー染料を用いる塗装工を対象とした複数の調査で、鼻や喉の刺激感、咳、喘鳴、喘息、努力肺
活量、1秒量、最大中間呼気量の減少、間質性肺炎、肺線維症など呼吸器系への影響が報告され
ている (MOE初期評価第11巻 (2013)、産衛学会許容濃度の提案理由書 (1992)、ATSDR (2004)、
CICAD 69 (2009)、AICIS IMAP (2014))。
(3) 超硬合金産業労働者等で、本物質へのばく露に関連すると考えられる心筋症が報告されてい
る。これらの心筋症では、心室への機能的影響や心肥大、肝臓や腎臓のうっ血がみられたとの報
告もある (産衛学会許容濃度の提案理由書 (1992)、ATSDR (2004))。
(4) 本物質のラットの14週間吸入ばく露試験 (粉じん、6時間/日、5日/週ばく露) において、0.000625
mg/L (90日換算値0.0005 mg/L、区分1の範囲) 以上で肺重量の減少、肺炎、肺胞蛋白症、0.00125
mg/L (90日換算値0.001 mg/L、区分1の範囲) 以上で細気管支過形成と嗅上皮変性、0.0025 mg/L
(90日換算値0.0019 mg/L、区分1の範囲) 以上で嗅上皮及び呼吸器上皮の過形成、鼻甲骨の萎縮
がみられた。雄ラットではさらに、0.000625 mg/L以上で精子運動量の減少がみられた (NTP TR581
(2014))。
(5) 本物質のマウスの14週間吸入ばく露試験 (粉じん、6時間/日、5日/週ばく露) において、
0.000625 mg/L (90日換算値0.0005 mg/L、区分1の範囲) 以上で肺浸潤、細気管支の空胞変性、咽
頭の扁平上皮化生、0.00125 mg/L (90日換算値0.001 mg/L、区分1の範囲) 以上で嗅上皮及び呼
吸上皮の変性、0.0025 mg/L (90日換算値0.0019 mg/L、区分1の範囲) 以上で細気管支及び呼吸
上皮の過形成、呼吸上皮の扁平上皮化生、0.005 mg/L (90日換算値0.0039 mg/L、区分1の範囲)
以上で褐色肺、肺胞蛋白症、肺巨核球、鼻甲骨の萎縮、肺出血、肺炎及び鼻炎がみられた。雄で
はさらに、0.0025 mg/L以上で精子運動低下、0.005 mg/L以上で精巣重量の減少、精子活性低下、
0.01 mg/L (粉じん、区分1の範囲) 以上で精巣変性、精巣上体の細胞質空胞変性、精子減少、生殖

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)～(3)、(6) より、ヒトにおいて呼吸器、心臓、甲状腺、血液系への影響がみられるとの情報があ
り、(4)、(5) より、実験動物において区分1の用量で呼吸器、生殖器 (男性) への影響がみられたと
の情報があったことから、区分1 (呼吸器、心臓、甲状腺、血液系、生殖器 (男性)) とした。新たな情
報 (1)、(3)～(6) を加えて検討を行い、旧分類から分類結果を変更した。

【根拠データ】
(1) コバルト精錬所の労働者 (ばく露期間: 0.3～39.4年 (平均8.0 年)、加重平均ばく露濃度の幾何平
均値: 約125 μg/m3) を対象とした調査では、呼吸困難、喘鳴、白血球数の増加、甲状腺ホルモン
T3、赤血球数、ヘモグロビン濃度、ヘマトクリット値の減少がみられ、甲状腺ホルモン (T3 取込み、
サイロキシン、甲状腺刺激ホルモン)、心筋型クレアチンキナーゼ (CPK) 活性、 白血球数、赤血球
数の異常値発生率の増加も報告されている (MOE初期評価第11巻 (2013)、ATSDR (2004)、CICAD
69 (2009)、AICIS IMAP (2014))。
(2) コバルト精錬所や超硬合金産業の労働者、コバルト砥石を用いるダイヤモンド研磨工、コバルト
ブルー染料を用いる塗装工を対象とした複数の調査で、鼻や喉の刺激感、咳、喘鳴、喘息、努力肺
活量、1秒量、最大中間呼気量の減少、間質性肺炎、肺線維症など呼吸器系への影響が報告され
ている (MOE初期評価第11巻 (2013)、産衛学会許容濃度の提案理由書 (1992)、ATSDR (2004)、
CICAD 69 (2009)、AICIS IMAP (2014))。
(3) 超硬合金産業労働者等で、本物質へのばく露に関連すると考えられる心筋症が報告されてい
る。これらの心筋症では、心室への機能的影響や心肥大、肝臓や腎臓のうっ血がみられたとの報
告もある (産衛学会許容濃度の提案理由書 (1992)、ATSDR (2004))。
(4) 本物質のラットの14週間吸入ばく露試験 (粉じん、6時間/日、5日/週ばく露) において、0.000625
mg/L (90日換算値0.0005 mg/L、区分1の範囲) 以上で肺重量の減少、肺炎、肺胞蛋白症、0.00125
mg/L (90日換算値0.001 mg/L、区分1の範囲) 以上で細気管支過形成と嗅上皮変性、0.0025 mg/L
(90日換算値0.0019 mg/L、区分1の範囲) 以上で嗅上皮及び呼吸器上皮の過形成、鼻甲骨の萎縮
がみられた。雄ラットではさらに、0.000625 mg/L以上で精子運動量の減少がみられた (NTP TR581
(2014))。
(5) 本物質のマウスの14週間吸入ばく露試験 (粉じん、6時間/日、5日/週ばく露) において、
0.000625 mg/L (90日換算値0.0005 mg/L、区分1の範囲) 以上で肺浸潤、細気管支の空胞変性、喉
頭の扁平上皮化生、0.00125 mg/L (90日換算値0.001 mg/L、区分1の範囲) 以上で嗅上皮及び呼
吸上皮の変性、0.0025 mg/L (90日換算値0.0019 mg/L、区分1の範囲) 以上で細気管支及び呼吸
上皮の過形成、呼吸上皮の扁平上皮化生、0.005 mg/L (90日換算値0.0039 mg/L、区分1の範囲)
以上で褐色肺、肺胞蛋白症、肺巨核球、鼻甲骨の萎縮、肺出血、肺炎及び鼻炎がみられた。雄で
はさらに、0.0025 mg/L以上で精子運動低下、0.005 mg/L以上で精巣重量の減少、精子活性低下、
0.01 mg/L (粉じん、区分1の範囲) 以上で精巣変性、精巣上体の細胞質空胞変性、精子減少、生殖

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-B-027-MHLW, MOE
ペンタクロロフェ
ノール

87-86-5

特定標的臓器
毒性（単回暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)～(4) より、区分1 (神経系、心臓) 、区分3 (気道刺激性) とした。

【根拠データ】
(1) 本物質は酸化的リン酸化を脱共役することが知られており、急性及び慢性の吸入ばく露や経皮
ばく露において、その作用機序を介した体温の上昇、呼吸数及び心拍数の増加、神経性の筋力低
下、痙攣及び心不全による死亡が複数例報告されている (ACGIH (7th, 2014))。
(2) 本物質の一般的な中毒症状として、運動失調、精神的及び肉体的疲労、頭痛、めまい、見当識
障害、食欲不振、吐き気、嘔吐、呼吸困難、高熱、頻脈、代謝率の上昇がある。最も顕著な症状とし
て、極端な脱力感、体温上昇及び多量の発汗がある。 心停止と中毒によって死亡し、通常、顕著な
死後硬直を示す (EHC 71 (1987))。
(3) 急性の全身中毒症状は、頭痛、発汗、抑うつ、吐き気、脆弱、まれに発熱であり、頻度の高い症
状は頻脈、頻呼吸、胸痛、口渇、腹痛である (IPCS PIM 405 (1989))。
(4) ACGIHによる作業環境許容濃度は、本物質の職業曝露による上気道刺激及び眼刺激の報告に
基づき設定されている (ACGIH (7th, 2014))。

【参考データ等】
(5) イヌ、ウサギ、ラット及びモルモットで、多量の本物質の吸収 (投与量及び投与経路は不明) によ
り、呼吸促迫、血圧上昇、発熱、高血糖、尿糖、蠕動促進がみられたとの報告がある (産衛学会許
容濃度の提案理由書 (1989))。
(6) げっ歯類では、本物質の急性毒性症状として、酸化的リン酸化の脱共役に伴う高熱や、振戦、
痙攣及び正向反射の喪失がみられたとの報告がある (NTP TR483 (1999))。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)～(4) より、区分1 (神経系、心臓) 、区分3 (気道刺激性) とした。

【根拠データ】
(1) 本物質は酸化的リン酸化を脱共役することが知られており、急性及び慢性の吸入ばく露や経皮
ばく露において、その作用機序を介した体温の上昇、呼吸数及び心拍数の増加、神経性の筋力低
下、痙攣及び心不全による死亡が複数例報告されている (ACGIH (7th, 2014))。
(2) 本物質の一般的な中毒症状として、運動失調、精神的及び肉体的疲労、頭痛、めまい、見当識
障害、食欲不振、吐き気、嘔吐、呼吸困難、高熱、頻脈、代謝率の上昇がある。最も顕著な症状とし
て、極端な脱力感、体温上昇及び多量の発汗がある。中毒の場合の死因は心停止で、通常、顕著
な死後硬直を示す(EHC 71 (1987))。
(3) 急性の全身中毒症状は、頭痛、発汗、抑うつ、吐き気、脆弱、まれに発熱であり、頻度の高い症
状は頻脈、頻呼吸、胸痛、口渇、腹痛である (IPCS PIM 405 (1989))。
(4) ACGIHによる作業環境許容濃度は、本物質の職業曝露による上気道刺激及び眼刺激の報告に
基づき設定されている (ACGIH (7th, 2014))。

【参考データ等】
(5) イヌ、ウサギ、ラット及びモルモットで、多量の本物質の吸収 (投与量及び投与経路は不明) によ
り、呼吸促迫、血圧上昇、発熱、高血糖、尿糖、蠕動促進がみられたとの報告がある (産衛学会許
容濃度の提案理由書 (1989))。
(6) げっ歯類では、本物質の急性毒性症状として、酸化的リン酸化の脱共役に伴う高熱や、振戦、
痙攣及び正向反射の喪失がみられたとの報告がある (NTP TR483 (1999))。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-B-031-MHLW, MOE
3,3'-ジクロロ-4,4'-
ジアミノジフェニ
ルメタン

101-14-4

特定標的臓器
毒性（単回暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)、(2) より、ガイダンス値区分1の用量範囲で血液系に対する影響が示唆される。したがって、区
分1 (血液) とした。

【根拠データ】
(1) イヌを用いた反復経口投与試験で試験開始1日目に10 mg/kg/day 以上の群で血中のメトヘモ
グロビン濃度が上昇し、40及び80 mg/kg/day  以上の群で虚弱、嘔吐、蒼白、チアノーゼが現れ、少
量を連日投与によりメトヘモグロビン血症と大球性貧血を起こしたとの記述がある （ACGIH (7th,
2019))。
(2) ラットを用いた強制経口投与による急性毒性試験 (OECD TG 423) において、300 mg/kg (区分1
の範囲) の1例で耳介及び四肢の暗調化、2,000 mg/kg (区分2の範囲) で耳介及び四肢の暗調化、
飲水行動の亢進、自発運動減少、呼吸数減少、異常歩行 (失調性歩行)、死亡例1例で呼吸深大、
粗毛を伴い2日後に死亡がみられている。死亡例の剖検では、肝臓の白色巣、副腎の暗赤色、胃の
暗赤色巣、空腸から回腸の暗赤色内容物がみられた (既存点検結果 (Access on May 2020)、SIAR
(2014))。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)、(2) より、ガイダンス値区分1の用量範囲で血液系に対する影響が示唆される。したがって、区
分1 (血液) とした。

【根拠データ】
(1) イヌを用いた反復経口投与試験で試験開始1日目に10 mg/kg/day 以上の群で血中のメトヘモ
グロビン濃度が上昇し、40及び80 mg/kg/day の群で虚弱、嘔吐、蒼白、チアノーゼが現れ、少量を
連日投与によりメトヘモグロビン血症と大球性貧血を起こしたとの記述がある （ACGIH (7th,
2019))。
(2) ラットを用いた強制経口投与による急性毒性試験 (OECD TG 423) において、300 mg/kg (区分1
の範囲) の1例で耳介及び四肢の暗調化、2,000 mg/kg (区分2の範囲) で耳介及び四肢の暗調化、
飲水行動の亢進、自発運動減少、呼吸数減少、異常歩行 (失調性歩行)、死亡例1例で呼吸深大、
粗毛を伴い2日後に死亡がみられている。死亡例の剖検では、肝臓の白色巣、副腎の暗赤色、胃の
暗赤色巣、空腸から回腸の暗赤色内容物がみられた (既存点検結果 (Access on May 2020)、SIAR
(2014))。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-B-043-MHLW, MOE

1,2,3,4,10,10-ヘキ
サクロロ-6,7-エポ
キシ－
1,4,4a,5,6,7,8,8a－
オクタヒドロ-エキ
ソ-1,4-エンド-
5,8-ジメタノナフ
タレン 【ディル
ドリン】

60-57-1 生殖毒性 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)～(5) の繁殖試験において、授乳期の児動物の死亡率増加がみられた。原因として (3)、
(4) より、母動物毒性 (知覚過敏、過活動) によって適切な授乳ができない可能性、あるい
は、(3)、(5)、(6) 及び (7) より、胎盤移行や母乳を介した児動物毒性の可能性が示された。
(8)～(10) の発生毒性試験において催奇形性を示す明確な証拠は得られていないが、(11) よ
りアルドリンとの類似性を考慮した。また、(5) より、乳汁移行がみられている。したがっ
て、区分1B、追加区分: 授乳に対する、又は授乳を介した影響とした。なお、授乳影響を加
えたことから旧分類から分類結果を変更した。

【根拠データ】
(1) ラットを用いた混餌投与による3世代繁殖試験において、最高用量群のF1b 児動物で死亡
率の増加が認められた (食安委 農薬評価書 (2013)、EHC 91 (1989))。
(2) ラットを用いた混餌投与による3世代繁殖試験において、授乳期間中の児動物の死亡率増
加がみられた (食安委 農薬評価書 (2013))。
(3) ラットを用いた混餌投与による繁殖試験において、離乳期に生存児数の減少がみられ、
児動物は痙攣 (43％) 又は飢 え (57％) で死亡した。飢えの原因は、母動物及び児動物の知覚
過敏のために適切な授乳ができなかったためと考えられている (食安委 農薬評価書 (2013)、
EHC 91 (1989))。なお、この試験において、神経障害 (大脳浮腫及び水頭等) が母動物毒性
の記載のない最低用量群の児動物で認められたが、より高用量では認められなかったとあ
り、この変化については影響としなかった。
(4) マウスを用いた混餌投与による繁殖試験においても離乳前の児動物の死亡率の増加がみ
られ、母動物の過活動が児動物の死亡の原因と考えられている (食安委 農薬評価書 (2013)、
EHC 91 (1989))。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)～(5) の繁殖試験において、授乳期の児動物の死亡率増加がみられた。原因として (3)、(4) よ
り、母動物毒性 (知覚過敏、過活動) によって適切な授乳ができない可能性、あるいは、(3)、(5)、(6)
及び (7) より、胎盤移行や母乳を介した児動物毒性の可能性が示された。(8)～(10) の発生毒性試
験において催奇形性を示す明確な証拠は得られていないが、(11) よりアルドリンとの類似性を考慮
した。また、(5) より、乳汁移行がみられている。したがって、区分1B、追加区分: 授乳に対する、又
は授乳を介した影響とした。なお、授乳影響を加えたことから旧分類から分類結果を変更した。

【根拠データ】
(1) ラットを用いた混餌投与による3世代繁殖試験において、最高用量群のF1b 児動物で死亡率の
増加が認められた (食安委 農薬評価書 (2013)、EHC 91 (1989))。
(2) ラットを用いた混餌投与による3世代繁殖試験において、授乳期間中の児動物の死亡率増加が
みられた (食安委 農薬評価書 (2013))。
(3) ラットを用いた混餌投与による繁殖試験において、離乳期に生存児数の減少がみられ、児動物
は痙攣 (43％) 又は飢 え (57％) で死亡した。飢えの原因は、母動物及び児動物の知覚過敏のた
めに適切な授乳ができなかったためと考えられている (食安委 農薬評価書 (2013)、EHC 91
(1989))。なお、この試験において、神経障害 (大脳浮腫及び水頭等) が母動物毒性の記載のない
最低用量群の児動物で認められたが、より高用量では認められなかったとあり、この変化について
は影響としなかった。
(4) マウスを用いた混餌投与による繁殖試験においても離乳前の児動物の死亡率の増加がみら
れ、母動物の過活動が児動物の死亡の原因と考えられている (食安委 農薬評価書 (2013)、EHC
91 (1989))。
(5) ラットを用いた混餌投与による繁殖試験において、児動物の生存率減少がみられ、この試験で
の母乳中のディルドリン濃度は飼料中濃度の17倍高く、乳汁への最大分泌量は授乳期間当たり1
～4 mgであったことが示されている (食安委 農薬評価書 (2013))。
(6) マウスを用いた混餌投与による繁殖試験において、出生前ばく露を受けた児動物を非ばく露群
の母動物に哺育させた結果、全ての児動物で4日以内の死亡が確認された (食安委 農薬評価書
(2013)、EHC 91 (1989))。
(7) 妊娠ラット、マウス、ウサギを用いて試験において胎盤透過性がある結果が示されている (食安
委 農薬評価書 (2013))。
(8) 雌ラット、ウサギの妊娠期に強制経口投与した発生毒性試験において、奇形はみられていない
(EHC 91 (1989)).
(9) 雌マウスの妊娠7～16日に強制経口投与した発生毒性試験において、母動物毒性がみられな
い用量で胎児に過剰肋骨の増加がみられ、母動物毒性 (体重増加抑制及び肝比重量の増加) が
みられた用量の胎児においてはさらに、尾部の骨化中心の数の減少が認められた (食安委 農薬評
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R1年度政府によるGHS分類結果  正誤表

R02-B-046-MHLW, MOE

ジメチル－パラ－
ニトロフェニルチ
オホスフェイト
【メチルパラチオ
ン】

298-00-0
特定標的臓器
毒性（単回）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)～(5) より、区分1 (神経系、心血管系、呼吸器) とした。ATSDR (2001) によると、肝臓
への影響は低酸素、ストレス等に関連した非特異的なものであり、腎臓への影響も低酸素症
の二次的影響であると考えられているため、採用しなかった。なお、新たな情報源の使用に
より、旧分類から分類結果を変更した。

【根拠データ】
(1) 屋内での殺虫剤としての不適切な使用の結果、本物質のばく露後に、7人の子供が有機リ
ン中毒の症状 (嗜眠、唾液分泌の増加、呼吸分泌の増加、縮瞳、呼吸停止) を示した (ACGIH
(7th, 2009)、ATSDR (2001))。
(2) 本物質に急性ばく露 (経口、経皮、吸入) されたヒトでは、中毒症状として呼吸器、心血
管、肝臓及び腎臓への影響がみられた (ATSDR (2001))。
(3) 本物質の急性中毒で死亡したヒトで肺水腫が報告された。本物質の主なムスカリン作用
は、気管支収縮と気管支腺の分泌過多 (気管支漏) であり、本物質による気管支収縮、気管
支漏、徐脈は、肺水腫を強く助長する (ATSDR (2001))。
(4) 本物質の急性ばく露により、18歳から82歳の男性20人、女性10人の30人がばく露後2時
間から9日で死亡した。30例のうち、26例は本物質50～300 gを摂取しており、残りは噴霧
中に過剰な皮膚ばく露と吸入ばく露の組み合わせであった。肝臓、腎臓、脾臓、心臓、脳、
血管内皮に組織学的病変が報告された (ATSDR (2001))。
(5) 本物質の急性中毒の兆候と症状は、コリンエステラーゼ阻害有機リン化合物による全身
性中毒であり、ばく露後数分で急速に現れる末梢及び中枢のコリン作動性神経系症状が含ま
れる (EHC 15 (1993))。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)～(5) より、区分1 (神経系、心血管系、呼吸器) とした。ATSDR (2001) によると、肝臓への影響
は低酸素、ストレス等に関連した非特異的なものであり、腎臓への影響も低酸素症の二次的影響で
あると考えられているため、採用しなかった。なお、新たな情報源の使用により、旧分類から分類結
果を変更した。

【根拠データ】
(1) 屋内での殺虫剤としての不適切な使用の結果、本物質のばく露後に、7人の子供が有機リン中
毒の症状 (嗜眠、唾液分泌の増加、呼吸分泌の増加、縮瞳、呼吸停止) を示した (ACGIH (7th,
2009)、ATSDR (2001))。
(2) 本物質に急性ばく露 (経口、経皮、吸入) されたヒトでは、中毒症状として呼吸器、心血管、肝臓
及び腎臓への影響がみられた (ATSDR (2001))。
(3) 本物質の急性中毒で死亡したヒトで肺水腫が報告された。本物質の主なムスカリン作用は、気
管支収縮と気管支腺の分泌過多 (気管支漏) であり、本物質による気管支収縮、気管支漏、徐脈
は、肺水腫を強く助長する (ATSDR (2001))。
(4) 本物質の急性ばく露により、18歳から82歳の男性20人、女性10人の30人がばく露後2時間から9
日で死亡した。30例のうち、26例は本物質50～300 gを摂取しており、残りは噴霧中に過剰な皮膚ば
く露と吸入ばく露の組み合わせであった。肝臓、腎臓、脾臓、心臓、脳、血管内皮に組織学的病変
が報告された (ATSDR (2001))。
(5) 本物質の急性中毒の兆候と症状は、コリンエステラーゼ阻害有機リン化合物による全身性中毒
であり、ばく露後数分で急速に現れる末梢及び中枢のコリン作動性神経系症状が含まれる (EHC
145 (1993))。

【参考データ等】
(6) 本物質も含まれる有機リン系農薬は、吸入、摂取、皮膚吸収を含むすべての経路で吸収され、
その毒物学的影響は、神経系のアセチルコリンエステラーゼ阻害によるものであり、呼吸器、心筋、
神経筋の伝達障害を引き起こす (IPCS PIM G001 (1998))。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-B-046-MHLW, MOE

ジメチル－パラ－
ニトロフェニルチ
オホスフェイト
【メチルパラチオ
ン】

298-00-0
特定標的臓器
毒性（反復）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)～(6) より、区分1の範囲で神経系に影響がみられたことから、区分1 (神経系) とした。

【根拠データ】
(1) ラットを用いた90日間混餌投与試験において、25 ppm (1.2 mg/kg/day、区分1の範囲)
で血漿、赤血球及び脳コリンエステラーゼ (ChE) 活性減少がみられた (JMPR (1995))。
(2) イヌを用いた13週間混餌投与試験において、3 mg/kg/day (区分1の範囲) で血漿、赤血
球及び脳ChE活性減少がみられた (JMPR (1995))。
(3) ラットを用いた1年間混餌投与試験において、12 ppm (0.5 mg/kg/day、区分1の範囲)
以上で坐骨神経の変性性変化、脱髄がみられた (JMPR (1995))。
(4) マウスを用いた2年間混餌投与試験において、50 ppm (9.2 mg/kg/day、区分1の範囲)
血漿、赤血球及び脳ChE活性減少がみられた (JMPR (1995))。
(5) ラットを用いた2年間混餌投与試験において、50 ppm (2.5 mg/kg/day、区分1の範囲)
で振戦、泌尿器周囲被毛の着色、体重減少、網膜変性、坐骨神経の変性、ヘマトクリット値
の減少、ヘモグロビン及び赤血球数減少、脳ChE活性の減少がみられた (JMPR (1995))。
(6) ラットを用いた2年間混餌投与試験において、10 ppm (0.52 mg/kg/day、区分1の範囲)
で脳ChE活性減少がみられた (JMPR (1995))。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)～(6) より、区分1の範囲で神経系に影響がみられたことから、区分1 (神経系) とした。

【根拠データ】
(1) ラットを用いた90日間混餌投与試験において、25 ppm (1.2 mg/kg/day、区分1の範囲) で血漿、
赤血球及び脳コリンエステラーゼ (ChE) 活性減少がみられた (JMPR (1995))。
(2) イヌを用いた13週間混餌投与試験において、3 mg/kg/day (区分1の範囲) で血漿、赤血球及び
脳ChE活性減少がみられた (JMPR (1995))。
(3) ラットを用いた1年間混餌投与試験において、12 ppm (0.5 mg/kg/day、区分1の範囲) 以上で坐
骨神経の変性性変化、脱髄がみられた (JMPR (1995))。
(4) マウスを用いた2年間混餌投与試験において、50 ppm (9.2 mg/kg/day、区分1の範囲) 血漿、赤
血球及び脳ChE活性減少がみられた (JMPR (1995))。
(5) ラットを用いた2年間混餌投与試験において、50 ppm (2.5 mg/kg/day、区分1の範囲) で振戦、
泌尿器周囲被毛の着色、体重減少、網膜変性、坐骨神経の変性、血中血球容積の減少、ヘモグロ
ビン及び赤血球数減少、脳ChE活性の減少がみられた (JMPR (1995))。
(6) ラットを用いた2年間混餌投与試験において、10 ppm (0.52 mg/kg/day、区分1の範囲) で脳ChE
活性減少がみられた (JMPR (1995))。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-B-050-
MHLW, MOE

チオりん酸Ｏ，Ｏ
－ジメチル－Ｏ－
（２，４，５－ト
リクロロフェニ
ル） 【ロンネ
ル】

299-84-3
特定標的臓器
毒性（反復暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)～(5) より、区分1 (神経系) とした。(4) のラットの試験では肝臓、腎臓の所見も報告さ
れているが、加齢に伴う変化の可能性が考えられることから標的臓器としなかった。

【根拠データ】
(1) 本物質は有機リン系農薬である。有機リン系農薬の主な毒性作用機序はエステラーゼ酵
素活性、特にコリンエステラーゼ (ChE) 阻害である (HSDB (Access on 2020))。
(2) 本物質10 mg/kg/dayを5又は10日間経口投与した皮膚幼虫移行症の患者21名中5名で、
吐き気、虚弱、視界のぼやけ (clurred vision)、蛇行性潰瘍がみられた (ACGIH (7th,
2006))。
(3) ボランティア20名に本物質250 mgを3～7日間経口投与した試験で、7名で散発性腹部痙
攣、食欲不振、かすみ目、下痢、頭痛、胸やけ、倦怠感、吐き気、脱力感などの副作用が生
じ、3日目の終わりに投与を中止した。症状がみられなかった3名で、赤血球ChE低下と血漿
中ChE活性の顕著な低下がみられた (JMPR (1969))。
(4) ラットに本物質を2年間混餌投与した結果、1.5 mg/kg/day以上 (区分1の範囲) の雌で血
漿中ChE活性阻害、15 mg/kg/day以上 (区分2の範囲) の雌雄で赤血球中、脳中ChE活性阻
害、雄で血漿中ChE活性阻害、50 mg/kg/day (区分2の範囲) で肝実質細胞の軽度の顆粒変
性又は混濁腫脹、腎尿細管上皮の混濁腫脹及び空胞化がみられた (ACGIH (7th, 2006)、
JMPR (1969))。
(5) イヌに本物質を2年間混餌投与した結果、3 mg/kg/day (区分1の範囲) で血漿中ChE活性
阻害がみられた (ACGIH (7th, 2006)、JMPR (1969))。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)～(5) より、区分1 (神経系) とした。(4) のラットの試験では肝臓、腎臓の所見も報告されている
が、加齢に伴う変化の可能性が考えられることから標的臓器としなかった。

【根拠データ】
(1) 本物質も含まれる有機リン系農薬は、吸入、摂取、皮膚吸収を含むすべての経路で吸収され、
その毒物学的影響は、神経系のアセチルコリンエステラーゼ阻害によるものであり、呼吸器、心筋、
神経筋の伝達障害を引き起こす (IPCS PIM G001 (1998))。
(2) 本物質10 mg/kg/dayを5又は10日間経口投与した皮膚幼虫移行症の患者21名中5名で、吐き
気、虚弱、視界のぼやけ (clurred vision)、蛇行性潰瘍がみられた (ACGIH (7th, 2006))。
(3) ボランティア20名に本物質250 mgを3～7日間経口投与した試験で、7名で散発性腹部痙攣、食
欲不振、かすみ目、下痢、頭痛、胸やけ、倦怠感、吐き気、脱力感などの副作用が生じ、3日目の終
わりに投与を中止した。症状がみられなかった3名で、赤血球ChE低下と血漿中ChE活性の顕著な
低下がみられた (JMPR (1969))。
(4) ラットに本物質を2年間混餌投与した結果、1.5 mg/kg/day以上 (区分1の範囲) の雌で血漿中
ChE活性阻害、15 mg/kg/day以上 (区分2の範囲) の雌雄で赤血球中、脳中ChE活性阻害、雄で血
漿中ChE活性阻害、50 mg/kg/day (区分2の範囲) で肝実質細胞の軽度の顆粒変性又は混濁腫
脹、腎尿細管上皮の混濁腫脹及び空胞化がみられた (ACGIH (7th, 2006)、JMPR (1969))。
(5) イヌに本物質を2年間混餌投与した結果、3 mg/kg/day (区分1の範囲) で血漿中ChE活性阻害
がみられた (ACGIH (7th, 2006)、JMPR (1969))。
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R1年度政府によるGHS分類結果  正誤表

R02-B-052-
MHLW, MOE

チオりん酸Ｏ-1-
（4-クロロフェニ
ル）-4-ピラゾリル
-Ｏ-エチル-Ｓ-プ
ロピル（別名：ピ
ラクロホス）

77458-01-6
特定標的臓器
毒性（反復暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)～(5) より、区分1 (神経系、血液系)、区分2 (消化管) とした。(3) のラットの慢性毒性試
験では精巣、子宮、肝臓、甲状腺での所見も報告されているが、肝臓については低栄養状態
による変化と考えられると記載されており、(4) のラットの慢性毒性試験ではこれらの臓器
への影響は報告されていないことから、標的臓器としなかった。新たな情報源の情報に基づ
き検討を行い、旧分類から分類結果を変更した。

【根拠データ】
(1) ラットに3ヵ月間混餌投与した結果、10 ppm以上 (ガイダンス値換算: 1 mg/kg/day、区
分1の範囲) の雌雄で血漿及び赤血球コリンエステラーゼ (ChE) 活性の低下、1,000 ppm以
上 (ガイダンス値換算: 100 mg/kg/day、区分2の範囲) の雌雄でヘマトクリット値、ヘモグ
ロビン濃度、赤血球数の減少、脳ChE活性の低下、空・回腸粘膜上皮細胞の空胞化、固有層
の水腫、軽度の小円形細胞浸潤及び粘膜表面における細胞破砕物を含む粘膜様物質の付着を
伴うカタル性腸炎、雌で副腎の白色化がみられた (農薬工業会「日本農薬学会誌」15巻
(1990))。
(2) マウスに3ヵ月間混餌投与した結果、1 ppm以上 (ガイダンス値換算: 0.15 mg/kg/day、
区分1の範囲) で血漿ChE活性の低下、200 ppm (ガイダンス値換算: 30 mg/kg/day、区分2
の範囲) で赤血球数、ヘモグロビン濃度、ヘマトクリット値及びMCVの低下、赤血球及び脳
ChE活性の低下がみられた (農薬工業会「日本農薬学会誌」15巻 (1990))。
(3) ラットに24ヵ月間混餌投与した結果、10 ppm以上 (ガイダンス値換算: 0.5 mg/kg/day、
区分1の範囲) で精巣の精細管萎縮、子宮角の腔拡張、赤血球ChE活性の低下、100 ppm以上
(ガイダンス値換算: 5 mg/kg/day、区分1の範囲) で体重増加抑制、肝細胞脂肪変性 (低栄養
状態による変化と考えられるとの記載あり)、甲状腺の大型濾胞、赤血球数減少等、300

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)～(5) より、区分1 (神経系、血液系)、区分2 (消化管) とした。(3) のラットの慢性毒性試験では精
巣、子宮、肝臓、甲状腺での所見も報告されているが、肝臓については低栄養状態による変化と考
えられると記載されており、(4) のラットの慢性毒性試験ではこれらの臓器への影響は報告されてい
ないことから、標的臓器としなかった。新たな情報源の情報に基づき検討を行い、旧分類から分類
結果を変更した。

【根拠データ】
(1) ラットに3ヵ月間混餌投与した結果、10 ppm以上 (ガイダンス値換算: 1 mg/kg/day、区分1の範
囲) の雌雄で血漿及び赤血球コリンエステラーゼ (ChE) 活性の低下、1,000 ppm以上 (ガイダンス
値換算: 100 mg/kg/day、区分2の範囲) の雌雄でヘマトクリット値、ヘモグロビン濃度、赤血球数の
減少、脳ChE活性の低下、空・回腸粘膜上皮細胞の空胞化、固有層の水腫、軽度の小円形細胞浸
潤及び粘膜表面における細胞破砕物を含む粘膜様物質の付着を伴うカタル性腸炎、雌で副腎の白
色化がみられた (農薬工業会「日本農薬学会誌」15巻 (1990))。
(2) マウスに3ヵ月間混餌投与した結果、1 ppm以上 (ガイダンス値換算: 0.15 mg/kg/day、区分1の
範囲) で血漿ChE活性の低下、200 ppm (ガイダンス値換算: 30 mg/kg/day、区分2の範囲) で赤血
球数、ヘモグロビン濃度、ヘマトクリット値及びMCVの低下、赤血球及び脳ChE活性の低下がみら
れた (農薬工業会「日本農薬学会誌」15巻 (1990))。
(3) ラットに24ヵ月間混餌投与した結果、10 ppm以上 (ガイダンス値換算: 0.5 mg/kg/day、区分1の
範囲) で精巣の精細管萎縮、子宮角の腔拡張、赤血球ChE活性の低下、100 ppm以上 (ガイダンス
値換算: 5 mg/kg/day、区分1の範囲) で体重増加抑制、肝細胞脂肪変性 (低栄養状態による変化
と考えられるとの記載あり)、甲状腺の大型濾胞、赤血球数減少等、300 ppm (ガイダンス値換算: 15
mg/kg/day、区分2の範囲) で脳ChE活性の低下、血漿及び赤血球ChE活性の低下がみられた (農
薬工業会「日本農薬学会誌」15巻 (1990)、農薬工業会：食品衛生研究 vol. 46, No. 19 (1996))。
(4) マウスに24ヵ月間混餌した結果、70 ppm (ガイダンス値換算: 1.05 mg/kg/day、区分1の範囲) で
体重増加抑制、赤血球ChE活性低下がみられた (同上)。
(5) イヌに1年間経口投与した結果、3 mg/kg以上 (区分1の範囲) で脾臓の色素沈着の増強、赤血
球数・ヘモグロビン濃度・ヘマトクリット値の減少、ALT活性の上昇、赤血球ChE活性の低下等、15
mg/kg (区分2の範囲) で副腎皮質の空胞化の増加、血清カリウムの上昇、ALP活性の上昇、脳ChE
活性の低下がみられた (農薬工業会：食品衛生研究 vol. 46, No. 19 (1996))。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-B-053-
MHLW, MOE

チオりん酸Ｏ-
3,5,6-トリクロロ-
2-ピリジル-Ｏ,Ｏ-
ジメチル (別名：
クロルピリホスメ
チル）

5598-13-0
特定標的臓器
毒性（反復暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(2) より、ヒトへの経皮適用で血漿コリンエステラーゼ (ChE) 活性阻害がみられ、(3)～(6)
より実験動物への経口投与により区分1の範囲で神経系、副腎への影響が、(7) より実験動物
への経皮適用により区分1の範囲で神経系、区分2の範囲で副腎への影響がみられていること
から、区分1 (神経系、副腎) とした。なお、(5) では、区分2の範囲で腎臓、筋肉、血液系へ
の影響もみられているが、摂餌量減少及び体重減少に伴う所見であると考えられ、より長期
の (6) の試験でこれらの臓器への影響はみられていないことから、標的臓器としなかった。
新たな情報源の情報に基づき検討を行い、旧分類から分類結果を変更した。

【根拠データ】
(1) 本物質は有機リン系農薬である。有機リン系農薬の毒性メカニズムの主な特徴はエステ
ラーゼ酵素活性、特にChEの阻害である (HSDB (Access on 2020))。
(2) 本物質10、25、50 mg/kg/dayをボランティア3名の背中及び腹部の皮膚に経皮適用し、
血漿及び赤血球ChE活性を測定した結果、臨床症状はみられず、血漿ChE活性は10
mg/kg/day群で10日目からわずかに低下した。影響は12日で最大となり、25日までに回復
した。25 mg/kg/day群では血漿ChE活性は4日目に47.5％減少し、28日目までに回復した
(JMPR (2009))。
(3) ラットに本物質を13週間混餌投与した結果、1 mg/kg/day (区分1の範囲) 以上で血漿
ChE活性の低下、10 mg/kg/day以上 (区分1の範囲) で赤血球及び脳ChE活性の低下、副腎の
両側性びまん性肥大、副腎皮質束状帯の空胞化がみられた (JMPR (2009)。
(4) ラットに本物質を2年間混餌投与した結果、1 mg/kg/day (区分1の範囲) 以上の雌雄で血
漿ChE活性の低下が、50 mg/kg/day (区分2の範囲) の雌雄で赤血球及び脳ChE活性の低下、
副腎皮質束状帯の空胞化、雄で精巣重量の増加、ライディッヒ細胞過形成がみられた

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(2) より、ヒトへの経皮適用で血漿コリンエステラーゼ (ChE) 活性阻害がみられ、(3)～(6) より実験
動物への経口投与により区分1の範囲で神経系、副腎への影響が、(7) より実験動物への経皮適
用により区分1の範囲で神経系、区分2の範囲で副腎への影響がみられていることから、区分1 (神
経系、副腎) とした。なお、(5) では、区分2の範囲で腎臓、筋肉、血液系への影響もみられている
が、摂餌量減少及び体重減少に伴う所見であると考えられ、より長期の (6) の試験でこれらの臓器
への影響はみられていないことから、標的臓器としなかった。新たな情報源の情報に基づき検討を
行い、旧分類から分類結果を変更した。

【根拠データ】
(1) 本物質も含まれる有機リン系農薬は、吸入、摂取、皮膚吸収を含むすべての経路で吸収され、
その毒物学的影響は、神経系のアセチルコリンエステラーゼ阻害によるものであり、呼吸器、心筋、
神経筋の伝達障害を引き起こす (IPCS PIM G001 (1998))。
(2) 本物質10、25、50 mg/kg/dayをボランティア3名の背中及び腹部の皮膚に経皮適用し、血漿及
び赤血球ChE活性を測定した結果、臨床症状はみられず、血漿ChE活性は10 mg/kg/day群で10日
目からわずかに低下した。影響は12日で最大となり、25日までに回復した。25 mg/kg/day群では血
漿ChE活性は4日目に47.5％減少し、28日目までに回復した (JMPR (2009))。
(3) ラットに本物質を13週間混餌投与した結果、1 mg/kg/day (区分1の範囲) 以上で血漿ChE活性
の低下、10 mg/kg/day以上 (区分1の範囲) で赤血球及び脳ChE活性の低下、副腎の両側性びま
ん性肥大、副腎皮質束状帯の空胞化がみられた (JMPR (2009)。
(4) ラットに本物質を2年間混餌投与した結果、1 mg/kg/day (区分1の範囲) 以上の雌雄で血漿ChE
活性の低下が、50 mg/kg/day (区分2の範囲) の雌雄で赤血球及び脳ChE活性の低下、副腎皮質
束状帯の空胞化、雄で精巣重量の増加、ライディッヒ細胞過形成がみられた (JMPR (2009))。
(5) イヌに本物質を13週間混餌投与した結果、0.1 mg/kg/day (区分1の範囲) 以上で血漿及び赤血
球ChE活性の低下、50 mg/kg/day (区分2の範囲) の雌雄で摂餌量減少、体重減少、赤血球数・赤
血球容積・ヘモグロビン濃度の減少、肝臓、腎臓重量の増加、ALP、AST、CKの増加、脳ChE活性
の低下、びまん性の小葉中心性肝細胞肥大、雌で筋消耗、腸間膜脂肪の減少、骨格筋の萎縮、腎
近位尿細管の空胞化がみられた (JMPR (2009))。
(6) イヌに本物質を104週間混餌投与した結果、0.1 mg/kg/day (区分1の範囲) 以上で血漿ChE活性
の低下、1 mg/kg/day以上 (区分1の範囲) で赤血球ChE活性の低下、3 mg/kg/day (区分1の範囲)
で神経学的検査 (感覚および分節反射に対する反応) の異常がみられた。血液・血液生化学・尿検
査パラメータについては投与に関連する影響はみられなかった (JMPR (2009))。
(7) ラットに本物質を28日間経皮適用した結果、全身影響として、10 mg/kg/day (90日換算: 3.1
mg/kg/day (区分1の範囲)) 以上の雌雄で血漿、赤血球、心臓のChE活性阻害、雌で脳ChE活性阻
害、100 mg/kg/day以上 (90日換算: 31 mg/kg/day (区分2の範囲)) の雄で脳ChE活性阻害、副腎

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-B-057-
MHLW, MOE

ジチオりん酸Ｏ，
Ｏ－ジメチル－Ｓ
－１，２－ビス
（エトキシカルボ
ニル）エチル
（別名：マラチオ
ン）

121-75-5 生殖毒性 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)～(3) より、区分に該当しないとした。

【根拠データ】
(1) ラットを用いた混餌投与による2世代繁殖試験において、親世代に影響はなく、F1、F2
児動物で軽微な影響 (離乳時の体重低値) のみであった (食安委 農薬評価書 (2014))。
(2) ラットを用いた混餌投与による3世代繁殖試験において、P、Ｆ1及びF2親動物に交配時
の低体重、P親動物に呼吸困難、死亡 (雄: 3/16例、雌: 1/16例) 、F3親動物の雌に呼吸困
難、死亡 (1/16) がみられ、P親動物で受胎率低下、出産率低下、F1及びF3児動物に離乳時
の低体重、F1児動物で哺育率低下がみられた。なお、受胎率低下、出産率低下、哺育率低下
は母動物の毒性に起因するものであり、繁殖能に対する検体の直接的な影響とは考えられて
いない (食安委 農薬評価書 (2014))。
(3) 妊娠ラット、妊娠ウサギを用いた強制経口投与による発生毒性試験において、母動物毒
性がみられる用量においても胎児に影響はみられていない (食安委 農薬評価書 (2014))。

【参考データ等】
(4) ラットを用いた発達神経毒性試験 (母動物に妊娠 6 日～出産後 10日、及び児動物には生
後 11～21日に強制経口投与) において、母動物毒性はみられず、児動物では生後11～21日
に振戦及び活動性低下が、生後11日に平面立ち直り反応の遅れが認められたが、これらは検
体投与の直接的な影響であり、発達神経毒性影響を示すものではないと考えられている (食
安委 農薬評価書 (2014))。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)～(3) より、区分に該当しないとした。

【根拠データ】
(1) ラットを用いた混餌投与による2世代繁殖試験において、親世代に影響はなく、F1、F2児動物で
軽微な影響 (離乳時の体重低値) のみであった (食安委　農薬評価書 (2014))。
(2) ラットを用いた混餌投与による3世代繁殖試験において、P、Ｆ1及びF2親動物に交配時の低体
重、P親動物に呼吸困難、死亡 (雄: 3/16例、雌: 1/16例) 、F3親動物の雌に呼吸困難、死亡 (1/16)
がみられ、P親動物で受胎率低下、出産率低下、F1及びF3児動物に離乳時の低体重、F3児動物で
哺育率低下がみられた。なお、受胎率低下、出産率低下、哺育率低下は母動物の毒性に起因する
ものであり、繁殖能に対する検体の直接的な影響とは考えられていない (食安委 農薬評価書
(2014))。
(3) 妊娠ラット、妊娠ウサギを用いた強制経口投与による発生毒性試験において、母動物毒性がみ
られる用量においても胎児に影響はみられていない (食安委 農薬評価書 (2014))。

【参考データ等】
(4) ラットを用いた発達神経毒性試験 (母動物に妊娠 6 日～出産後 10日、及び児動物には生後 11
～21日に強制経口投与) において、母動物毒性はみられず、児動物では生後11～21日に振戦及び
活動性低下が、生後11日に平面立ち直り反応の遅れが認められたが、これらは検体投与の直接的
な影響であり、発達神経毒性影響を示すものではないと考えられている (食安委 農薬評価書
(2014))。

2022.12修正
分類根拠の修
正
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R1年度政府によるGHS分類結果  正誤表

R02-B-059-
MHLW, MOE

トリクロロフルオ
ロメタン   (別
名：CFC-11）

75-69-4 生殖毒性 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)、(2) より、母動物毒性用量で重篤な胚・胎児影響がみられ、ガイダンスに従い区分2と
した。なお、データを再検討し旧分類から分類結果を変更した。

【根拠データ】
(1) 雌ラットの妊娠6～15日に吸入ばく露した発生毒性試験において、母動物に顕著な中毒
症状がみられる用量 (36,000 ppm) で、胚致死率の増加、体重増加の遅延、奇形の頻度の増
加 (特に心臓と大動脈弓の異常) がみられた (MAK (DFG) vol.1 (1991))。この母動物の中毒
症状について、MOE初期評価第8巻：暫定的有害性評価シート (2010) には眼瞼下垂、流
涙、流涎等がみられたとしている。
(2) 雌ウサギの妊娠6～18日に吸入ばく露した発生毒性試験において、母動物毒性 (詳細記載
なし) がみられる用量 (36,000 ppm) で、胚死亡の増加、 胎児重量低値、胎児の81.6％に胸
腰部の過剰肋骨がみられている (MAK (DFG) vol.1 (1991))。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)、(2) より、母動物毒性用量で重篤な胚・胎児影響がみられ、ガイダンスに従い区分2とした。な
お、データを再検討し旧分類から分類結果を変更した。

【根拠データ】
(1) 雌ラットの妊娠6～15日に吸入ばく露した発生毒性試験において、母動物に顕著な中毒症状が
みられる用量 (36,000 ppm) で、胚致死率の増加、体重増加の遅延、奇形の頻度の増加 (特に心臓
と大動脈弓の異常) がみられた (MAK (DFG) vol.1 (1990))。この母動物の中毒症状について、MOE
初期評価第8巻：暫定的有害性評価シート (2010) には眼瞼下垂、流涙、流涎等がみられたとしてい
る。
(2) 雌ウサギの妊娠6～18日に吸入ばく露した発生毒性試験において、母動物毒性 (詳細記載なし)
がみられる用量 (36,000 ppm) で、胚死亡の増加、 胎児重量低値、胎児の81.6％に胸腰部の過剰
肋骨がみられている (MAK (DFG) vol.1 (1990))。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-B-059-
MHLW, MOE

トリクロロフルオ
ロメタン   (別
名：CFC-11）

75-69-4
特定標的臓器
毒性（単回暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)～(5) より、区分1 (心臓)、区分3 (麻酔作用、気道刺激性) とした。

【根拠データ】
(1) 本物質の吸入による致死中毒例において、死因としては、カテコールアミンに対する心
筋の増感によって生じた不整脈及び心停止、または閉鎖環境で本物質が飽和し、低酸素血症
から窒息したことが考えられた (MOE初期評価第8巻：暫定的有害性評価シート (2010))。
(2) 本物質には、弱い麻酔作用、呼吸器への刺激があり、心臓への軽度の影響も認められる
(産衛学会許容濃度提案理由書 (1987))。
(3) ヒトに本物質 (50,000 ppm) を30分間吸入ばく露試験させた結果、眼に刺激がみられ、
めまいによる神経症状が現れた (産衛学会許容濃度提案理由書 (1987))。
(4) 本物質を大量にこぼして高濃度にばく露された労働者で昏睡がみられ、1名が意識不明と
なり、もう1名に頻脈がみられた (ACGIH (7th, 2001)、HSDB (Access on May 2020)、
GESTIS (Access on May 2020))。
(5) 本物質10％を含む空気を吸入したヒトでは、通常の反応として徐脈がみられ、本物質の
上気道への刺激に由来する (HSDB (Access on May 2020))。

【参考データ等】
(6) クロロフルオロカーボン化合物は、心臓を感作して、アドレナリン誘発性不整脈に対す
る感受性を亢進することが知られている (EURAR (2007))。.

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)～(5) より、区分1 (心臓)、区分3 (麻酔作用、気道刺激性) とした。

【根拠データ】
(1) 本物質の吸入による致死中毒例において、死因としては、カテコールアミンに対する心筋の増感
によって生じた不整脈及び心停止、または閉鎖環境で本物質が飽和し、低酸素血症から窒息した
ことが考えられた (MOE初期評価第8巻：暫定的有害性評価シート (2010))。
(2) 本物質には、弱い麻酔作用、呼吸器への刺激があり、心臓への軽度の影響も認められる (産衛
学会許容濃度提案理由書 (1987))。
(3) ヒトに本物質 (50,000 ppm) を30分間吸入ばく露試験させた結果、眼に刺激がみられ、めまいに
よる神経症状が現れた (産衛学会許容濃度提案理由書 (1987))。
(4) 本物質を大量にこぼして高濃度にばく露された労働者で昏睡がみられ、1名が意識不明となり、
もう1名に頻脈がみられた (ACGIH (7th, 2001)、HSDB (Access on May 2020)、GESTIS (Access on
May 2020))。
(5) 本物質10％を含む空気を吸入したヒトでは、通常の反応として徐脈がみられ、本物質の上気道
への刺激に由来する (HSDB (Access on May 2020))。

【参考データ等】
(6) クロロフルオロカーボン化合物は、心臓を感作して、アドレナリン誘発性不整脈に対する感受性
を亢進することが知られている (EURAR (2007)(CAS番号 75-45-6))。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-B-059-
MHLW, MOE

トリクロロフルオ
ロメタン   (別
名：CFC-11）

75-69-4
特定標的臓器
毒性（反復暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1) より、吸入ばく露されたヒトにおいて明らかな影響は報告されておらず、(2)～(4) よ
り、実験動物の吸入、経口経路のばく露でも毒性影響は観察されていないことから、区分に
該当しないとした。(5) のラット1ヵ月試験において区分2の範囲で血液系、肝臓、腎臓への
影響がみられているが、 (3) ラットの90日試験及び (4) イヌの90日試験ではこれらの影響は
みられていないことから、分類根拠としなかった。

【根拠データ】
(1) 本物質1,000 ppmに1日8時間、4週間ばく露された46名の男女の被験者において、知覚能
力のわずかな低下を除き、全身状態、心臓、肺機能への変化はみられなかった (GESTIS
(Access on May 2020))。
(2) イヌ、ラットにガイダンス値をはるかに超える濃度 (イヌ: 5,000 ppm、ラット: 10,000
ppm) を90日間 (6時間/日) 吸入ばく露した試験で、血液成分、臨床化学パラメータ、組織検
査で影響はみられなかった (MOE初期評価第8巻：暫定的有害性評価シート (2010))。
(3) ラットに90日間経口投与した試験で、450 mg/kg/day (区分2超) で尿中フッ化物レベル
のわずかな増加がみられたが、一貫性のない変化であり投与との関連は明らかでないとされ
ている。他の尿及び血液学的パラメータに変化はなく、毒性症状もみられなかった (MAK
(DFG) vol.1 (1991))。
(4) イヌに40～350 mg/kg/day (区分2の範囲～区分2超) を90日間経口投与した試験で、毒
性影響は観察されず、生化学的変化もなかった (MAK (DFG) vol.1 (1991))。

【参考データ等】
(5) ラットに1ヵ月間経口投与した試験で、54.5 mg/kg/day (ガイダンス値換算: 18.2

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1) より、吸入ばく露されたヒトにおいて明らかな影響は報告されておらず、(2)～(4) より、実験動物
の吸入、経口経路のばく露でも毒性影響は観察されていないことから、区分に該当しないとした。
(5) のラット1ヵ月試験において区分2の範囲で血液系、肝臓、腎臓への影響がみられているが、 (3)
ラットの90日試験及び (4) イヌの90日試験ではこれらの影響はみられていないことから、分類根拠
としなかった。

【根拠データ】
(1) 本物質1,000 ppmに1日8時間、4週間ばく露された46名の男女の被験者において、知覚能力の
わずかな低下を除き、全身状態、心臓、肺機能への変化はみられなかった (GESTIS (Access on
May 2020))。
(2) イヌ、ラットにガイダンス値をはるかに超える濃度 (イヌ: 5,000 ppm、ラット: 10,000 ppm) を90日
間 (6時間/日) 吸入ばく露した試験で、血液成分、臨床化学パラメータ、組織検査で影響はみられ
なかった (MOE初期評価第8巻：暫定的有害性評価シート (2010))。
(3) ラットに90日間経口投与した試験で、450 mg/kg/day (区分2超) で尿中フッ化物レベルのわずか
な増加がみられたが、一貫性のない変化であり投与との関連は明らかでないとされている。他の尿
及び血液学的パラメータに変化はなく、毒性症状もみられなかった (MAK (DFG) vol.1 (1990))。
(4) イヌに40～350 mg/kg/day (区分2の範囲～区分2超) を90日間経口投与した試験で、毒性影響
は観察されず、生化学的変化もなかった (MAK (DFG) vol.1 (1990))。

【参考データ等】
(5) ラットに1ヵ月間経口投与した試験で、54.5 mg/kg/day (ガイダンス値換算: 18.2 mg/kg/day、区
分2の範囲) で脾臓でうっ血、軽度のヘモジデリン沈着、リンパ濾胞の増生、128 mg/kg/day (ガイダ
ンス値換算: 43 mg/kg/day、区分2の範囲) で死亡 (8/15)、肝臓で限局性細胞浸潤、中心静脈周辺
の軽度のうっ血、腎臓で間質の限局性細胞浸潤、尿細管の軽度の拡張、リンパ濾胞の散在がみら
れた (MOE初期評価第8巻：暫定的有害性評価シート (2010))。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-B-060-
MHLW, MOE

１－クロロ－１，
１－ジフルオロエ
タン   (別名：
HCFC-142b）

75-68-3
特定標的臓器
毒性（単回暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
本物質のヒトでの単回ばく露に関する報告はない。(1)、(2) より、区分3 (麻酔作用、気道刺
激性) とした。なお、新たな情報源の使用により、旧分類から分類結果を変更した。

【根拠データ】
(1) 本物質を高濃度でばく露したマウス及びラットで、死亡または麻酔作用がみられた
(EHC 139 (1992))。
(2) ラットの6時間単回吸入ばく露において、LC50は1,640,000 mg/m3超 (400,000 ppm) (4
時間換算値: 489,898 ppm (区分2超)) であり、高濃度で肺の炎症や中枢神経抑制作用がみら
れた (SIAR (2004))。

【参考データ等】
(3) イヌに本物質を単回吸入投与した試験で心臓感作性がみられ、EC50が2,050,000 mg/m3
(498,731 ppm) と報告されている (SIAR (2004))。
(4) クロロフルオロカーボン化合物は、心臓を感作して、アドレナリン誘発性不整脈に対す
る感受性を亢進することが知られている (EURAR (2007))。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
本物質のヒトでの単回ばく露に関する報告はない。(1)、(2) より、区分3 (麻酔作用、気道刺激性) と
した。なお、新たな情報源の使用により、旧分類から分類結果を変更した。

【根拠データ】
(1) 本物質を高濃度でばく露したマウス及びラットで、死亡または麻酔作用がみられた (EHC 139
(1992))。
(2) ラットの6時間単回吸入ばく露において、LC50は1,640,000 mg/m3超 (400,000 ppm) (4時間換算
値: 489,898 ppm (区分2超)) であり、高濃度で肺の炎症や中枢神経抑制作用がみられた (SIAR
(2004))。

【参考データ等】
(3) イヌに本物質を単回吸入投与した試験で心臓感作性がみられ、EC50が2,050,000 mg/m3
(498,731 ppm) と報告されている (SIAR (2004))。
(4) クロロフルオロカーボン化合物は、心臓を感作して、アドレナリン誘発性不整脈に対する感受性
を亢進することが知られている (EURAR (2007)(CAS番号 75-45-6))。

2022.12修正
分類根拠の修
正
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R02-B-060-
MHLW, MOE

１－クロロ－１，
１－ジフルオロエ
タン   (別名：
HCFC-142b）

75-68-3
特定標的臓器
毒性（反復暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)～(3) より、実験動物において区分2をはるかに超える濃度の吸入ばく露試験で毒性影響
がみられていない。経口経路、経皮経路の反復投与毒性に関する情報は得られていないもの
の、本物質はガスであり、主要なばく露経路は吸入経路であることから、区分に該当しない
とした。

【根拠データ】
(1) ラットに1,000、10,000 ppm (いずれも区分2超) の濃度で90日間 (6時間/日、5日/週) 吸
入ばく露した試験で、ばく露に関連した影響はなかった (EHC 139 (1992)、MAK (DFG)
vol.1 (1991)、IRIS (1995)、SIAR (2004)、MOE初期評価第6巻：暫定的有害性評価シート
(2008))。
(2) イヌに1,000、10,000 ppm (いずれも区分2超) の濃度で90日間 (6時間/日、5日/週) 吸入
ばく露した試験で、ばく露に関連した影響はなかった (MAK (DFG) vol.1 (1991)、SIAR
(2004)、MOE初期評価第6巻：暫定的有害性評価シート (2008))。
(3) ラットに20,000 ppm (区分2超) までの濃度で104週間 (6時間/日、5日/週) 吸入ばく露し
た試験で、ばく露に関連した影響はなかった (IRIS (1995)、SIAR (2004)、MOE初期評価第6
巻：暫定的有害性評価シート (2008))。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)～(3) より、実験動物において区分2をはるかに超える濃度の吸入ばく露試験で毒性影響がみら
れていない。経口経路、経皮経路の反復投与毒性に関する情報は得られていないものの、本物質
はガスであり、主要なばく露経路は吸入経路であることから、区分に該当しないとした。

【根拠データ】
(1) ラットに1,000、10,000 ppm (いずれも区分2超) の濃度で90日間 (6時間/日、5日/週) 吸入ばく露
した試験で、ばく露に関連した影響はなかった (EHC 139 (1992)、MAK (DFG) vol.1 (1991)、IRIS
(1995)、SIAR (2004)、MOE初期評価第6巻：暫定的有害性評価シート (2008))。
(2) イヌに1,000、10,000 ppm (いずれも区分2超) の濃度で90日間 (6時間/日、5日/週) 吸入ばく露し
た試験で、ばく露に関連した影響はなかった (MAK (DFG) vol.1 (1990)、SIAR (2004)、MOE初期評
価第6巻：暫定的有害性評価シート (2008))。
(3) ラットに20,000 ppm (区分2超) までの濃度で104週間 (6時間/日、5日/週) 吸入ばく露した試験
で、ばく露に関連した影響はなかった (IRIS (1995)、SIAR (2004)、MOE初期評価第6巻：暫定的有害
性評価シート (2008))。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-B-061-
MHLW, MOE

２，２，２－トリ
クロロ－１，１－
ビス（４－クロロ
フェニル）エタ
ノール   (別名：
ジコホル）

115-32-2 特定標的臓器
毒性（反復）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)～(5) より、区分1 (肝臓、副腎)、区分2 (神経系) とした。(1) のラットの試験では区分1
の範囲で甲状腺への影響もみられているが、肝臓影響の二次性変化 (肝酵素誘導に関連した
甲状腺系の生理的変化) と判断し、標的臓器としなかった。また、(3) のイヌの試験では区分
2の範囲で中枢神経抑制、心臓、精巣への影響、精子減少症もみられているが、(5) のより長
期の試験でこれらの影響はみられていないことから標的臓器としなかった。旧分類の分類根
拠データは参照できず、List 1、2の情報源の情報を用いて検討を行った結果、旧分類から分
類結果を変更した。

【根拠データ】
(1) ラットを用いた13週間混餌投与試験において、10 ppm以上 (雄/雌: 0.64/0.78
mg/kg/day、区分1の範囲) の雄で甲状腺濾胞上皮細胞の肥大が、100 ppm以上 (雄/雌:
6.49/7.84 mg/kg/day、区分1の範囲) の雌雄で肝臓の混合機能オキシダーゼ (MFO) 活性の
上昇、肝細胞肥大が、500 ppm以上 (雄/雌: 32.01/36.11 mg/kg/day、区分2の範囲) の雌雄
で肝臓重量増加、血中コルチコステロン濃度の低下、副腎皮質の空胞化、雌で甲状腺濾胞上
皮細胞の肥大が、1,500 ppm (雄/雌: 95.84/105.91 mg/kg/day、雄は区分2の範囲、雌は区
分2超) の雌雄で死亡 (雄5/10、雌8/10)、運動失調、嗜眠がみられた (EPA Pesticides RED
(1998)、MOE初期評価第4巻：暫定的有害性評価シート (2005)、JMPR (2011))。
(2) マウスを用いた13週間混餌投与試験において、125 ppm以上 (雄/雌: 18.2/29.3
mg/kg/day、区分2の範囲) の雌雄で肝臓のMFO活性の上昇、雌で肝臓重量増加が、250
ppm以上 (雄/雌: 38.2/56.2 mg/kg/day、区分2の範囲) の雌雄で肝細胞肥大、雌でGTP活性
の上昇が、500 ppm以上 (雄/雌: 84.4/108.0 mg/kg/day、雄は区分2の範囲、雌は区分2超)
の雌雄で副腎皮質細胞の肥大、肝細胞壊死及び空胞化、雌で腎臓の変性がみられた (同上)。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)～(5) より、区分1 (肝臓、副腎)、区分2 (神経系) とした。(1) のラットの試験では区分1の範囲で
甲状腺への影響もみられているが、肝臓影響の二次性変化 (肝酵素誘導に関連した甲状腺系の生
理的変化) と判断し、標的臓器としなかった。また、(3) のイヌの試験では区分2の範囲で中枢神経
抑制、心臓、精巣への影響、精子減少症もみられているが、(5) のより長期の試験でこれらの影響
はみられていないことから標的臓器としなかった。旧分類の分類根拠データは参照できず、List 1、
2の情報源の情報を用いて検討を行った結果、旧分類から分類結果を変更した。

【根拠データ】
(1) ラットを用いた13週間混餌投与試験において、10 ppm以上 (雄/雌: 0.64/0.78 mg/kg/day、区分
1の範囲) の雄で甲状腺濾胞上皮細胞の肥大が、100 ppm以上 (雄/雌: 6.49/7.84 mg/kg/day、区
分1の範囲) の雌雄で肝臓の混合機能オキシダーゼ (MFO) 活性の上昇、肝細胞肥大が、500 ppm
以上 (雄/雌: 32.01/36.11 mg/kg/day、区分2の範囲) の雌雄で肝臓重量増加、血中コルチコステロ
ン濃度の低下、副腎皮質の空胞化、雌で甲状腺濾胞上皮細胞の肥大が、1,500 ppm (雄/雌:
95.84/105.91 mg/kg/day、雄は区分2の範囲、雌は区分2超) の雌雄で死亡 (雄5/10、雌8/10)、運
動失調、嗜眠がみられた (EPA Pesticides RED (1998)、MOE初期評価第4巻：暫定的有害性評価
シート (2005)、JMPR addendum(2011))。
(2) マウスを用いた13週間混餌投与試験において、125 ppm以上 (雄/雌: 18.2/29.3 mg/kg/day、区
分2の範囲) の雌雄で肝臓のMFO活性の上昇、雌で肝臓重量増加が、250 ppm以上 (雄/雌:
38.2/56.2 mg/kg/day、区分2の範囲) の雌雄で肝細胞肥大、雌でGTP活性の上昇が、500 ppm以上
(雄/雌: 84.4/108.0 mg/kg/day、雄は区分2の範囲、雌は区分2超) の雌雄で副腎皮質細胞の肥大、
肝細胞壊死及び空胞化、雌で腎臓の変性がみられた (同上)。
(3) イヌを用いた3ヵ月間の混餌投与試験において、100 ppm以上 (雄/雌: 3.3/3.4 mg/kg/day、区分
1の範囲) の雄で副腎皮質刺激 (ACTH) 投与に応答したコルチゾール分泌低下、精子減少症が、
300 ppm以上 (雄/雌: 9.9/9.8 mg/kg/day、区分1の範囲) の雌雄で呼吸困難、活動低下、脱水症、
下痢、協調運動障害、流涎過多、QT間隔の延長、雄で肝重量の増加、雌でALT及びALP活性の増
加が、1,000 ppm (雄/雌: 26/27 mg/kg/day、区分2の範囲) の雌雄で肝臓、精巣、心臓の病理組織
学的変化、雌で肝重量の増加がみられた (EPA Pesticides RED (1998)、JMPR addendum(2011))。
(4) ラットに24ヵ月間混餌投与した結果、50 ppm以上 (雄/雌: 2.23/2.69 mg/kg/day、区分1の範囲)
の雌雄で肝臓のMFO活性の上昇、肝小葉中心性肝細胞の肥大、空胞化及び好酸性化、副腎皮質
束状帯及び網状帯のびまん性の空胞化、雄で肝重量増加が、250 ppm (雄/雌: 11.34/14.26
mg/kg/day、区分2の範囲) の雌雄で体重増加の抑制、雌で肝重量増加、限局性の肝細胞過形成
や慢性膀胱炎がみられた (EPA Pesticides RED (1998)、MOE初期評価第4巻：暫定的有害性評価
シート (2005)、JMPR addendum(2011))。
(5) イヌに52週間混餌投与した結果、180 ppm (雄/雌: 5.71/5.42 mg/kg/day、区分1の範囲) の雌雄

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-B-064-
MHLW, MOE

ホスゲン 75-44-5 特定標的臓器
毒性（単回）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)～(5) より、区分1 (呼吸器) とした。

【根拠データ】
(1) ヒトの死因の多くはホスゲン無酸素症に関連しており、生存例では肺の広範な線維化、
肺気腫、無気肺、気管支炎がみられた。初期症状 (咳、呼吸困難、眼刺激及び熱感) に続い
て数時間後に、細気管支炎、気管支周囲浮腫及び広範な肺のうっ血がみられた (ACGIH (7th,
2001))。
(2) 本物質は吸入した場合、肺胞内で徐々に加水分解され、塩化水素と塩素を放出し、通常
ばく露6～24時間後の遅延死を生じる (ACGIH (7th, 2001)）。
(3) 本物質は6 mg/m3で臭いを感じ、12 mg/m3で眼、鼻、喉の刺激、120 mg/m3-分以上
で肺の傷害、600 mg/m3-分以上で肺水腫を起こす (MOE初期評価第3巻：暫定的有害性評価
シート (2004))。
(4) 国内で 1966年に起きた本物質の漏洩事故で382人がばく露され、うち12人が入院してお
り、頭痛、吐き気、咳、呼吸異常、疲労、咽頭痛、胸部締付感、胸の痛み、発熱の他に1人
で流涙及び眼の発赤がみられた。また、48時間後のX線検査で7人が肺水腫と診断されてお
り、眼や鼻の刺激症状がない場合でも、肺水腫の起こり得ることが示されている (MOE初期
評価第3巻 (2004)、EHC 193 (1997))。
(5) ホスゲンによる頭痛、めまい、嘔吐等の自覚症状、皮膚障害、前眼部障害又は気道・肺
障害は、労働基準法施行規則別表第一の二に掲げる業務上の疾病として定められている (労
働省告示第三十三号 (1996))。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)～(5) より、区分1 (呼吸器) とした。

【根拠データ】
(1) ヒトの死因の多くはホスゲン無酸素症に関連しており、生存例では肺の広範な線維化、肺気腫、
無気肺、気管支炎がみられた。初期症状 (咳、呼吸困難、眼刺激及び熱感) に続いて数時間後に、
細気管支炎、気管支周囲浮腫及び広範な肺のうっ血がみられた (ACGIH (7th, 2001))。
(2) 本物質は吸入した場合、肺胞内で徐々に加水分解され、塩化水素と塩素を放出し、通常ばく露6
～24時間後の遅延死を生じる (ACGIH (7th, 2001)）。
(3) 本物質は1.6 mg/m3で臭いを感じ、12 mg/m3で眼、鼻、喉の刺激、120 mg/m3-分以上で肺の
傷害、600 mg/m3-分以上で肺水腫を起こす (MOE初期評価第3巻：暫定的有害性評価シート
(2004))。
(4) 国内で 1966年に起きた本物質の漏洩事故で382人がばく露され、うち12人が入院しており、頭
痛、吐き気、咳、呼吸異常、疲労、咽頭痛、胸部締付感、胸の痛み、発熱の他に1人で流涙及び眼
の発赤がみられた。また、48時間後のX線検査で7人が肺水腫と診断されており、眼や鼻の刺激症
状がない場合でも、肺水腫の起こり得ることが示されている (MOE初期評価第3巻 (2004)、EHC 193
(1997))。
(5) ホスゲンによる頭痛、めまい、嘔吐等の自覚症状、皮膚障害、前眼部障害又は気道・肺障害
は、労働基準法施行規則別表第一の二に掲げる業務上の疾病として定められている (労働省告示
第三十三号 (1996))。

2022.12修正
分類根拠の修
正
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R1年度政府によるGHS分類結果  正誤表

R02-B-065-
MHLW

炭化けい素ウィス
カー

409-21-2
特定標的臓器
毒性（反復）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1) より、区分1 (肺) とした。

【根拠データ】
(1) ラットに炭化けい素ウィスカー (平均直径0.577 μm、長さ4.68 μmの繊維状) 0.09～
60.5 mg/m3を13週間 (6時間/日、5日/週) (ガイダンス値換算: 0.0001～0.04 mg/L、区分1
又は区分2の範囲) で吸入ばく露した結果、濃度に依存した肺病変発生率の増加 (炎症性病
変、気管支及び縦隔のリンパ節病変におけるリンパ系過形成、細気管支、肺胞及び胸膜壁の
肥厚および胸膜線維症) がみられた (ACGIH (7th, 2003)、EU CLP CLH (2018))。

【参考データ等】
(1) 炭化けい素を取り扱う作業者において、塵肺症、肺のX線写真の陰影 (結節性陰影等)、
肺機能のパラメーターの変化等が報告されている (ACGIH (7th, 2003)、MAK (DFG)
(2019))。
(3) 炭化けい素について、ACGIHでは、非繊維状粒子と繊維状に分けてTLV-TWAを設定して
おり、非繊維状粒子 (Nonficrous particles (containing no asbenos and < 1％ crystalline
silica)) のTLV-TWAは10 mg/m3 (Inharable particles mass)、3 mg/m3 (Respirable
particle mass)、ウィスカーを含む繊維状 (Fibrous forms (including whiskers)) のTLV-
TWAは0.1 f/cc (Respirable fibers) である (ACGIH (7th, 2003))。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1) より、区分1 (肺) とした。

【根拠データ】
(1) ラットに炭化けい素ウィスカー (平均直径0.577 μm、長さ4.68 μmの繊維状) 0.09～60.5 mg/m3
を13週間 (6時間/日、5日/週) (ガイダンス値換算: 0.0001～0.04 mg/L、区分1又は区分2の範囲) で
吸入ばく露した結果、濃度に依存した肺病変発生率の増加 (炎症性病変、気管支及び縦隔のリン
パ節病変におけるリンパ系過形成、細気管支、肺胞及び胸膜壁の肥厚および胸膜線維症) がみら
れた (ACGIH (7th, 2003)、RAC (2018))。

【参考データ等】
(2) 炭化けい素を取り扱う作業者において、塵肺症、肺のX線写真の陰影 (結節性陰影等)、肺機能
のパラメーターの変化等が報告されている (ACGIH (7th, 2003)、MAK (DFG) (2019))。
(3) 炭化けい素について、ACGIHでは、非繊維状粒子と繊維状に分けてTLV-TWAを設定しており、
非繊維状粒子 (Nonficrous particles (containing no asbenos and < 1％ crystalline silica)) のTLV-
TWAは10 mg/m3 (Inharable particles mass)、3 mg/m3 (Respirable particle mass)、ウィスカーを含
む繊維状 (Fibrous forms (including whiskers)) のTLV-TWAは0.1 f/cc (Respirable fibers) である
(ACGIH (7th, 2003))。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-B-070-MHLW, MOE
オメガ－クロロア
セトフェノン

532-27-4

特定標的臓器
毒性（反復暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)、(2) より、区分1 (呼吸器) とした。旧分類で分類根拠とされたヒトの情報は、単回ばく
露による影響である可能性が高いことから分類根拠としなかった。新たな情報源の情報を加
えて検討を行い、旧分類から分類結果を変更した。

【根拠データ】
(1) ラットに本物質を2年間吸入ばく露した試験で、1 mg/m3以上 (0.001 mg/L、区分1の範
囲) で鼻腔の呼吸上皮の過形成、扁平上皮化生が、2 mg/m3 (0.002 mg/L、区分1の範囲) で
鼻腔の化膿性炎、リンパ球数や有核赤血球数の増加がみられた。なお、ウイルス感染によっ
て鼻粘膜に対する刺激作用が悪化した可能性があると示唆されている (IRIS (1991)、ACGIH
(7th, 2001)、MOE初期評価第6巻：暫定的有害性評価シート (2008))。
(2) ラットに本物質を2年間吸入ばく露した試験で、2 mg/m3 (0.002 mg/L、区分1の範囲)
で浅くて速い呼吸、雌で生存率低下が、4 mg/m3 (0.004 mg/L、区分1の範囲) で鼻腔の呼
吸上皮の過形成や扁平上皮化生がみられた (同上)。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)、(2) より、区分1 (呼吸器) とした。旧分類で分類根拠とされたヒトの情報は、単回ばく露による影
響である可能性が高いことから分類根拠としなかった。新たな情報源の情報を加えて検討を行い、
旧分類から分類結果を変更した。

【根拠データ】
(1) ラットに本物質を2年間吸入ばく露した試験で、1 mg/m3以上 (0.001 mg/L、区分1の範囲) で鼻
腔の呼吸上皮の過形成、扁平上皮化生が、2 mg/m3 (0.002 mg/L、区分1の範囲) で鼻腔の化膿性
炎、リンパ球数や有核赤血球数の増加がみられた。なお、ウイルス感染によって鼻粘膜に対する刺
激作用が悪化した可能性があると示唆されている (IRIS (1991)、ACGIH (7th, 2001)、MOE初期評価
第6巻：暫定的有害性評価シート (2008))。
(2) マウスに本物質を2年間吸入ばく露した試験で、2 mg/m3 (0.002 mg/L、区分1の範囲) で浅くて
速い呼吸、雌で生存率低下が、4 mg/m3 (0.004 mg/L、区分1の範囲) で鼻腔の呼吸上皮の過形成
や扁平上皮化生がみられた (同上)。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-B-071-MHLW, MOE

ジメチルフタリル
イミドメチルジチ
オホスフェイト
(別名：ホスメッ
ト）

732-11-6

特定標的臓器
毒性（反復暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1) より、ヒトにおいて神経系への影響がみられるとの情報があり、(2)～(4) より、実験動
物において区分1の用量で神経系への影響、区分2の用量で肝臓への影響がみられたとの情報
があったことから、区分1 (神経系)、区分2 (肝臓) とした。

【根拠データ】
(1) 本物質を含む動物用ノミ駆除剤の業務上の使用による長期ばく露の症例が複数報告され
ている。これらの例では、赤血球コリンエステラーゼ (ChE) 活性は正常値の範囲内であった
が、頭痛、めまい、かすみ目、縮瞳、息切れ、胸痛、頻脈、腹部の痙攣、吐き気、疲労感、
発汗等の有機リン系中毒の症状がみられた (HSDB (Access on May 2020)、Patty (6th,
2012))。
(2) ラットの90日間混餌投与試験では、100 ppm (5 mg/kg/day相当、区分1の範囲) で赤血
球及び脳ChE活性の阻害がみられたとの報告がある (食安委 農薬評価書 (2012)、JMPR
(1994))。
(3) ラットの2年間混餌投与試験では、200 ppm (雄/雌: 23/27 mg/kg相当、いずれも区分2
の範囲) で赤血球及び脳ChE活性の阻害、脂肪肝及び重篤化がみられたとの報告がある (食安
委 農薬評価書 (2012)、JMPR (1994))。
(4) マウスの2年間混餌投与試験では、100 ppm (15 mg/kg/day相当、区分2の範囲) の雄で
痙攣、肝細胞細胞質空胞化、雌で脳ChE活性阻害がみられたとの報告がある (食安委 農薬評
価書 (2012)、JMPR (1994))。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1) より、ヒトにおいて神経系への影響がみられるとの情報があり、(2)～(4) より、実験動物において
区分1の用量で神経系への影響、区分2の用量で肝臓への影響がみられたとの情報があったことか
ら、区分1 (神経系)、区分2 (肝臓) とした。

【根拠データ】
(1) 本物質を含む動物用ノミ駆除剤の業務上の使用による長期ばく露の症例が複数報告されてい
る。これらの例では、赤血球コリンエステラーゼ (ChE) 活性は正常値の範囲内であったが、頭痛、
めまい、かすみ目、縮瞳、息切れ、胸痛、頻脈、腹部の痙攣、吐き気、疲労感、発汗等の有機リン系
中毒の症状がみられた (HSDB (Access on May 2020)、Patty (6th, 2012))。
(2) ラットの90日間混餌投与試験では、100 ppm (5 mg/kg/day相当、区分1の範囲) で赤血球及び
脳ChE活性の阻害がみられたとの報告がある (食安委 農薬評価書 (2012)、JMPR (1994))。
(3) ラットの2年間混餌投与試験では、200 ppm (雄/雌: 9.4/10.9 mg/kg相当、いずれも区分2の範
囲) で赤血球及び脳ChE活性の阻害、脂肪肝及び重篤化がみられたとの報告がある (食安委 農薬
評価書 (2012)、JMPR (1994))。
(4) マウスの2年間混餌投与試験では、100 ppm (15 mg/kg/day相当、区分2の範囲) の雄で痙攣、
肝細胞細胞質空胞化、雌で脳ChE活性阻害がみられたとの報告がある (食安委 農薬評価書
(2012)、JMPR (1994))。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-B-072-MHLW, MOE

２，３－ジシアノ
－１，４－ジチア
アントラキノン
(別名：ジチアノ
ン)

3347-22-6 生殖毒性 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1) より、繁殖能への影響はみられていないが、(2)～(5) より、母動物毒性用量で胎児に対
する影響がみられていることから、区分2とした。なお、新たな情報源の使用により、旧分
類から分類結果を変更した。

【根拠データ】
(1) ラットを用いた混餌投与による2世代繁殖試験において、親動物毒性として体重増加抑
制、摂餌量減少がみられる用量においても児動物に対する影響、繁殖能に対する影響はみら
れていない (食安委 農薬評価書 (2018))。
(2) 雌ラットの妊娠6～15日に強制経口投与した発生毒性試験において、母動物毒性 (体重増
加抑制、摂餌量減少) がみられる用量で、胎児に着床後胚損失率の上昇、子宮内死亡数の増
加及び着床数に対する生存胎児数の割合の低下が認められた (食安委 農薬評価書 (2018))。
(3) 雌マウスの妊娠6～15日に強制経口投与した発生毒性試験において、母動物毒性 (体重増
加抑制、摂餌量減少) がみられる用量で、胎児に骨化遅延、低体重及び胎盤重量減少が認め
られた (食安委 農薬評価書 (2018))。
(4) 雌ウサギの妊娠6～15日に強制経口投与した発生毒性試験において、母動物毒性 （体重
減少、流産（3例)) がみられ、早期吸収胚数の増加に起因する着床後胚損失率の上昇及び生
存胎児数の減少、胎盤重量減少がみられた (食安委 農薬評価書 (2018))。
(5) 雌ウサギの妊娠6～15日に強制経口投与した発生毒性試験において、母動物毒性 (体重増
加抑制、摂餌量減少) がみられる用量で、早期胚吸収数の増加、着床後胚損失率の上昇並び
に胎盤重量の減少、胎児数の減少がみられている (食安委 農薬評価書 (2018))。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1) より、繁殖能への影響はみられていないが、(2)～(5) より、母動物毒性用量で胎児に対する影
響がみられていることから、区分2とした。なお、新たな情報源の使用により、旧分類から分類結果
を変更した。

【根拠データ】
(1) ラットを用いた混餌投与による2世代繁殖試験において、親動物毒性として体重増加抑制、摂餌
量減少がみられる用量においても児動物に対する影響、繁殖能に対する影響はみられていない
(食安委 農薬評価書 (2018))。
(2) 雌ラットの妊娠6～15日に強制経口投与した発生毒性試験において、母動物毒性 (体重増加抑
制、摂餌量減少) がみられる用量で、胎児に着床後胚損失率の上昇、子宮内死亡数の増加及び着
床数に対する生存胎児数の割合の低下が認められた (食安委 農薬評価書 (2018))。
(3) 雌マウスの妊娠6～15日に強制経口投与した発生毒性試験において、母動物毒性 (体重増加
抑制、摂餌量減少) がみられる用量で、胎児に骨化遅延、低体重及び胎盤重量減少が認められた
(食安委 農薬評価書 (2018))。
(4) 雌ウサギの妊娠6～18日に強制経口投与した発生毒性試験において、母動物毒性 （体重減
少、流産（3例)) がみられ、早期吸収胚数の増加に起因する着床後胚損失率の上昇及び生存胎児
数の減少、胎盤重量減少がみられた (食安委 農薬評価書 (2018))。
(5) 雌ウサギの妊娠6～18日に強制経口投与した発生毒性試験において、母動物毒性 (体重増加
抑制、摂餌量減少) がみられる用量で、早期胚吸収数の増加、着床後胚損失率の上昇並びに胎盤
重量の減少、胎児数の減少がみられている (食安委 農薬評価書 (2018))。

2022.12修正
分類根拠の修
正

40 / 59 ページ



R1年度政府によるGHS分類結果  正誤表

R02-B-076-MHLW, MOE

２－ジメチルアミ
ノ－５，６－ジメ
チルピリミジル－
４－Ｎ，Ｎ－ジメ
チルカルバメート
(別名：ピリミカー
ブ）

23103-98-2

特定標的臓器
毒性（反復暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
本物質のヒトでの反復ばく露に関する報告はない。実験動物では、(1)～(4) より区分2の用
量で神経系、血液系、肝臓、腎臓への影響がみられていることから、区分2 (神経系、血液
系、肝臓、腎臓) とした。情報の再検討により、旧分類から分類結果を変更した。

【根拠データ】
 (1) ラットの12週間混餌投与試験では、250 ppm (雄/雌: 12.9/15.3 mg/kg/day相当、いずれ
 も区分2の範囲) 以上で網状赤血球及び血漿コリンエステラーゼ (ChE) 活性の減少がみら
 れ、750 ppm (雄/雌: 38.8/47.1 mg/kg/day相当、いずれも区分2の範囲) でヘモグロビン濃
 度及びリンパ球数の減少がみられたとの報告がある (食安委  農薬評価書 (2014)、CLH
 Report (2013)、JMPR (2004))。
(2) ラットの104週間混餌投与試験では、250 ppm (雄/雌: 12.3/15.6 mg/kg/day相当、いず
れも区分2の範囲) 以上でコレステロール及びトリグリセリドの増加、腎盂移行上皮過形成、
雄では腎盂血管拡張、雌ではヘモグロビン濃度及びヘマトクリット値の増加がみられ、750
ppm (雄/雌: 37.3/47.4 mg/kg/day相当、いずれも区分2の範囲) で平均赤血球ヘモグロビン
量 (MCH) の増加、雄では平均赤血球容積 (MCV) の増加、副腎皮質空胞変性、肝細胞肥大、
明細胞性変異肝細胞巣がみられたとの報告がある (食安委  農薬評価書 (2014)、EU CLP
CLH (2014)、JMPR (2004))。
(3) マウスの80週間混餌投与試験では、200 ppm (雄/雌: 26.6/37.1 mg/kg/day相当、いずれ
も区分2の範囲) 以上で赤血球数及び平均赤血球ヘモグロビン濃度 (MCHC) の増加、MCV及
びMCHの減少、雄ではさらに腎盂単核細胞浸潤がみられたとの報告がある (同上)。
(4) イヌの90日間混餌投与試験では、10 mg/kg/day (区分1の範囲) 以上で循環赤芽球の増
加、雌ではさらに大球性貧血、25 mg/kg/day (区分2の範囲) で赤血球ChE活性低下、平均

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
本物質のヒトでの反復ばく露に関する報告はない。実験動物では、(1)～(4) より区分2の用量で神
経系、血液系、肝臓、腎臓への影響がみられていることから、区分2 (神経系、血液系、肝臓、腎臓)
とした。情報の再検討により、旧分類から分類結果を変更した。

【根拠データ】
(1) ラットの104週間混餌投与試験では、250 ppm (雄/雌: 12.3/15.6 mg/kg/day相当、いずれも区分
2の範囲) 以上でコレステロール及びトリグリセリドの増加、腎盂移行上皮過形成、雄では腎盂血管
拡張、雌ではヘモグロビン濃度及びヘマトクリット値の増加がみられ、750 ppm (雄/雌: 37.3/47.4
mg/kg/day相当、いずれも区分2の範囲) で平均赤血球ヘモグロビン量 (MCH) の増加、雄では平均
赤血球容積 (MCV) の増加、副腎皮質空胞変性、肝細胞肥大、明細胞性変異肝細胞巣がみられた
との報告がある (食安委  農薬評価書 (2014)、EU CLP CLH (2014)、JMPR (2004))。
(2) マウスの80週間混餌投与試験では、200 ppm (雄/雌: 26.6/37.1 mg/kg/day相当、いずれも区分
2の範囲) 以上で赤血球数及び平均赤血球ヘモグロビン濃度 (MCHC) の増加、MCV及びMCHの減
少、雄ではさらに腎盂単核細胞浸潤がみられたとの報告がある (同上)。
(3) イヌの90日間混餌投与試験では、10 mg/kg/day (区分1の範囲) 以上で循環赤芽球の増加、雌
ではさらに大球性貧血、25 mg/kg/day (区分2の範囲) で赤血球ChE活性低下、平均赤血球直径の
増加がみられ、重篤な貧血を発症した例では脾臓及びリンパ節に髄外造血がみとめられた (食安
委  農薬評価書 (2014)、CLH Report (2013)、JMPR (2004))。
(4) イヌの1年間経口投与試験では、35 mg/kg/day (区分2の範囲) を1週間投与した後2週間の休
薬期間を設け、その後25 mg/kg/day (区分2の範囲) を投与した最高投与群で振戦、流涎、不安定
歩行、沈静、不規則呼吸、散発的な咳、液状便、アルブミン及び総蛋白の減少、肝ヘモジデリン沈
着がみられたとの報告がある (食安委  農薬評価書 (2014)、CLH Report (2013)、JMPR (2004))。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-B-049-MHLW, MOE

チオりん酸Ｏ，Ｏ
－ジエチル－エチ
ルチオエチル
（別名：ジメト
ン）

8065-48-3

特定標的臓器
毒性（反復暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)～(5) より、区分1 (神経系) とした。

【根拠データ】
(1) 本物質は有機リン系農薬である。有機リン系農薬の主な毒性作用機序はエステラーゼ酵素活
性、特にコリンエステラーゼ (ChE) 阻害である (HSDB (Access on 2020))。
(2) 男性5名に0.75 mg/dayから開始して異なる用量を30日間カプセル投与した結果、7.124 mg/day
(体重70 kg換算: 0.10 mg/kg/day) の用量で血漿ChEが25日までに40％、赤血球ChEは16％阻害さ
れたとの報告がある (ACGIH (7th, 2002))。
(3) ラットに本物質の構成成分の1つであるジメトン-S (CAS番号 126-75-0) を48％含有した餌0.05
～2.6 mg/kg/dayを11～16週間投与した結果、0.05 mg/kg/day (区分1の範囲) 以上で血漿中、赤血
球中、脳中ChEの活性阻害がみられたと報告されている (ACGIH (7th, 2002)、MAK (DFG) vol.19
(2003)、JMPR (1965))。
(4) ラットに本物質を90日間にわたって65回経口投与した結果、0.9 mg/kg/day (90日換算: 0.65
mg/kg/day、区分1の範囲) 以上で興奮性亢進および振戦がみられ、1.89 mg/kg/day (90日換算:
1.26 mg/kg/day、区分1の範囲))  以上で1例が死亡した (同上)。
(5) イヌに本物質を24週間混餌投与した結果、0.047 mg/kg/day (区分1の範囲) で血漿ChE活性阻
害が、0.149 mg/kg/day (区分1の範囲) で赤血球ChE活性阻害がみられた (同上)。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)～(5) より、区分1 (神経系) とした。

【根拠データ】
(1) 本物質は有機リン系農薬である。有機リン系農薬の主な毒性作用機序はエステラーゼ酵素活
性、特にコリンエステラーゼ (ChE) 阻害である (HSDB (Access on 2020))。
(2) 男性5名に0.75 mg/dayから開始して異なる用量を30日間カプセル投与した結果、7.124 mg/day
(体重70 kg換算: 0.10 mg/kg/day) の用量で血漿ChEが25日までに40％、赤血球ChEは16％阻害さ
れたとの報告がある (ACGIH (7th, 2002))。
(3) ラットに本物質の構成成分の1つであるジメトン-S (CAS番号 126-75-0) を48％含有した餌0.05
～2.6 mg/kg/dayを11～16週間投与した結果、0.05 mg/kg/day (区分1の範囲) 以上で血漿中、赤血
球中、脳中ChEの活性阻害がみられたと報告されている (ACGIH (7th, 2002)、MAK (DFG) vol.19
(2003)、JMPR (1965))。
(4) ラットに本物質を90日間にわたって65回経口投与した結果、0.9 mg/kg/day (90日換算: 0.65
mg/kg/day、区分1の範囲) 以上で興奮性亢進および振戦がみられ、1.89 mg/kg/day (90日換算:
1.26 mg/kg/day、区分1の範囲)) で1例が死亡した (同上)。
(5) イヌに本物質を24週間混餌投与した結果、0.047 mg/kg/day (区分1の範囲) で血漿ChE活性阻
害が、0.149 mg/kg/day (区分1の範囲) で赤血球ChE活性阻害がみられた (同上)。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-B-053-MHLW, MOE

チオりん酸Ｏ-
3,5,6-トリクロロ-
2-ピリジル-Ｏ,Ｏ-
ジメチル (別名：
クロルピリホスメ
チル）

5598-13-0 生殖毒性 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)～(3) より、総合的に判断して区分2とした。なお、旧分類で分類に用いた情報源は利用できず、
異なる情報源を用いて検討したため旧分類から分類結果を変更した。

【根拠データ】
(1) 雌マウスの妊娠7～13日に経口投与した発生毒性試験において、母動物毒性の記載はないが、
胎児重量低値、口蓋裂の発生率の増加及び頸椎体の骨化の遅延がみられている (JMPR (1975))。
(2) 雌マウスの妊娠7あるいは10日に1,000 mg/kgを単回経口投与した発生毒性試験において、妊
娠7日目の投与で、骨格異常 (外脳症、口蓋裂、頸椎椎弓の骨片の遊離) が数例観察された。な
お、この試験は対照群を設定していない (JMPR (1975))。
(3) 雌ラットの妊娠6～15日に投与 (投与経路記載なし) した発生毒性試験において、母動物に血漿
及び赤血球中コリンエステラーゼ (ChE) 活性低下がみられる用量で、胎児に腰椎の増加、胎児組
織ホモジネート中ChE活性低下がみられ、この用量より低い用量で胎児に胸骨の骨化遅延がみら
れている (JMPR (1975))。

【参考データ等】
(4) ラットを用いた混餌投与による3世代生殖毒性試験において、親動物に血漿及び赤血球ChE活
性の抑制がみられる用量において、生殖影響はみられていない。なお、第3世代の児動物の体重低
値 (分娩後0、4及び21日) がみられている (JMPR (1975))。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)～(3) より、総合的に判断して区分2とした。なお、旧分類で分類に用いた情報源は利用できず、
異なる情報源を用いて検討したため旧分類から分類結果を変更した。

【根拠データ】
(1) 雌マウスの妊娠7～13日に経口投与した発生毒性試験において、母動物毒性の記載はないが、
胎児重量低値、口蓋裂の発生率の増加及び頸椎体の骨化の遅延がみられている (JMPR (1975))。
(2) 雌マウスの妊娠7あるいは10日に1,000 mg/kgを単回経口投与した発生毒性試験において、妊
娠7日目の投与で、骨格異常 (外脳症、口蓋裂、頸椎椎弓の骨片の遊離) が数例観察された。な
お、この試験は対照群を設定していない (JMPR (1975))。
(3) 雌ラットの妊娠6～15日に投与 (投与経路記載なし) した発生毒性試験において、母動物に血漿
及び赤血球中コリンエステラーゼ (ChE) 活性低下がみられる用量で、胎児に腰椎の増加、胎児組
織ホモジネート中ChE活性低下がみられ、この用量より低い用量で胎児に胸骨分節の骨化遅延が
みられている (JMPR (1975))。

【参考データ等】
(4) ラットを用いた混餌投与による3世代生殖毒性試験において、親動物に血漿及び赤血球ChE活
性の抑制がみられる用量において、生殖影響はみられていない。なお、第3世代の児動物の体重低
値 (分娩後0、4及び21日) がみられている (JMPR (1975))。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-B-058-MHLW, MOE

りん酸ジメチル＝
（E)-1-（Ｎ，Ｎ－
ジメチルカルバモ
イル）-1-プロペン
-2-イル  (別名：ジ
クロトホス）

141-66-2

特定標的臓器
毒性（反復暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1) より、ヒトにおいて神経系への影響がみられるとの情報があり、(2) より、実験動物において区分
1の用量で神経系への影響がみられたとの情報があったことから、区分1 (神経系) とした。

【根拠データ】
(1) 本物質を含むスプレーを蚊の駆除を目的に自宅で2～3週間使用した結果、吸入ばく露による有
機リン酸塩中毒を発症した例が報告されている。入院時の主訴は腹部の痙攣、吐き気、嘔吐、下痢
で、翌日には発汗、流涎、呼吸困難、両足の粗大振戦、全身の脱力がみられた。血漿中及び赤血
球コリンエステラーゼ (ChE) 活性は不検出であった。6日目に典型的な中間期症候群である呼吸麻
痺が出現し、5日間の人工呼吸器による補助が必要となったが、22日目に退院した (ACGIH (7th,
2002))。
(2) ラットの90日間経口投与試験では、0.04 mg/kg (区分1の範囲) 以上で血漿ChE活性、血球及び
脳アセチルコリンエステラーゼ阻害がみられたとの報告がある。また、複数のラットの2年間混餌投
与試験で、1.25～5 mg/kg (区分1の範囲) 以上でコリン性の毒性所見や振戦がみられたとの報告
がある (食安委 農薬評価書 (2007))。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1) より、ヒトにおいて神経系への影響がみられるとの情報があり、(2) より、実験動物において区分
1の用量で神経系への影響がみられたとの情報があったことから、区分1 (神経系) とした。

【根拠データ】
(1) 本物質を含むスプレーを蚊の駆除を目的に自宅で2～3週間使用した結果、吸入ばく露による有
機リン酸塩中毒を発症した例が報告されている。入院時の主訴は腹部の痙攣、吐き気、嘔吐、下痢
で、翌日には発汗、流涎、呼吸困難、両足の粗大振戦、全身の脱力がみられた。血漿中及び赤血
球コリンエステラーゼ (ChE) 活性は不検出であった。6日目に典型的な中間期症候群である呼吸麻
痺が出現し、5日間の人工呼吸器による補助が必要となったが、22日目に退院した (ACGIH (7th,
2002))。
(2) ラットの90日間経口投与試験では、0.04 mg/kg (区分1の範囲) 以上で血漿ChE活性、赤血球及
び脳アセチルコリンエステラーゼ活性阻害がみられたとの報告がある。また、複数のラットの2年間
混餌投与試験で、1.25～5 mg/kg (区分1の範囲) 以上でコリン性の毒性所見や振戦がみられたと
の報告がある (食安委 農薬評価書 (2007))。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-B-060-MHLW, MOE

１－クロロ－１，
１－ジフルオロエ
タン   (別名：
HCFC-142b）

75-68-3 生殖毒性 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1) より発生影響の可能性は低いと考えられるが、性機能及び生殖能に関する情報がなくデータ不
足のため分類できないとした。なお、分類根拠を見直したことにより、旧分類から分類結果を変更し
た。

【根拠データ】
(1) 雌ラットの妊娠6～15日に吸入ばく露した発生毒性試験において、母動物毒性はみられず、胎児
に骨化の減少 (頭蓋骨の頭頂間骨、後頭骨及び舌骨) がみられたが、明らかな用量相関性はみら
れていない (IRIS (1995)、MOE初期評価第6巻：暫定的有害性評価シート (2008))。

【参考データ等】
(2) 雌ラットの妊娠4～13日あるいは6～15日に吸入ばく露した発生毒性試験において、母動物毒性
は不明、着床全胚損失の増加がみられたが、用量に依存したものでないとの報告がある (MOE初
期評価第6巻：暫定的有害性評価シート (2008))。IRIS (1995)では、この試験は方法と報告が不十分
であるとしている。
(3) 雄ラットに15週間吸入ばく露した優性致死試験の結果は陰性であった (SIAR (2004))。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1) より発生影響の可能性は低いと考えられるが、性機能及び生殖能に関する情報がなくデータ不
足のため分類できないとした。なお、分類根拠を見直したことにより、旧分類から分類結果を変更し
た。

【根拠データ】
(1) 雌ラットの妊娠6～15日に吸入ばく露した発生毒性試験において、母動物毒性はみられず、胎児
に骨化の減少 (頭蓋骨の頭頂間骨、後頭骨及び舌骨) がみられたが、明らかな用量相関性はみら
れていない (IRIS (1995)、MOE初期評価第6巻：暫定的有害性評価シート (2008))。

【参考データ等】
(2) 雌ラットの妊娠4～13日あるいは6～15日に吸入ばく露した発生毒性試験において、母動物毒性
は不明、着床前胚損失の増加がみられたが、用量に依存したものでないとの報告がある (MOE初
期評価第6巻：暫定的有害性評価シート (2008))。IRIS (1995)では、この試験は方法と報告が不十分
であるとしている。
(3) 雄ラットに15週間吸入ばく露した優性致死試験の結果は陰性であった (SIAR (2004))。

2022.12修正
分類根拠の修
正
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R1年度政府によるGHS分類結果  正誤表

R02-B-067-
MHLW, MOE

３－（３，４－ジ
クロロフェニル）
－１－メトキシ－
１－メチル尿素
(別名：リニュロ
ン）

330-55-2

特定標的臓器
毒性（反復暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)～(5) より、区分2 (血液系) とした。(3) では、区分1の範囲で血液毒性の兆候がみられている
が、他の動物試験結果も踏まえ、区分2の範囲の用量において明らかな血液毒性が生じると判断し
た。

【根拠データ】
(1) ラットに本物質を90日間混餌投与した結果、400 ppm以上 (20 mg/k/day、区分2の範囲) で赤血
球数の減少、白血球数の増加が、3,000 ppm (150 m/kg/day、区分2超) で体重増加抑制 がみられ
た (EPA Pesticides RED (1995))。
(2) ラットに本物質を2年間混餌投与した結果、625 ppm (15.63 mg/kg/day、区分2の範囲) の雌雄で
体重増加抑制、摂餌量の低下、脾臓のヘモジデリン含有増加、雌で溶血に伴う骨髄脂肪の減少及
び子宮内膜過形成がみられた (EPA Pesticides RED (1995))。
(3) ラットに本物質を2年間混餌投与した結果、125 ppm 以上 (6.25 mg/kg/day、区分1の範囲) で血
球破壊と再生の兆候 (平均赤血球体積の増加、赤血球数の減少、網赤血球の増加傾向)、雄で精
巣間細胞腺腫の増加がみられた (EPA Pesticides RED (1995))。
(4) マウスに本物質を2年間混餌投与した結果、50 ppm (12 mg/kg/day、区分2の範囲) の雌雄でメ
トヘモグロビンの増加、雄で肝細胞腺腫の増加が、1,500 ppm (455 mg/kg/day、区分2超) の雌雄で
体重減少、脾臓のヘモジデリン沈着、肝細胞腫大・細胞質変性・空胞化・壊死、出血、雌で肝細胞
腺腫の増加、肝重量増加がみられた (EPA Pesticides RED (1995))。
(5) イヌに本物質を1年間混餌投与した結果、625 ppm (雄/雌: 18.6/16.1 mg/kg/day、区分2の範囲)
の雌雄で肝クッパー細胞のヘモジデリン沈着、赤血球数、ヘモグロビン、ヘマトクリット値の軽度減
少、骨髄における赤血球新生のわずかな増加等がみられた (EPA Pesticides RED (1995))。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)～(5) より、区分2 (血液系) とした。(3) では、区分1の範囲で血液毒性の兆候がみられている
が、他の動物試験結果も踏まえ、区分2の範囲の用量において明らかな血液毒性が生じると判断し
た。

【根拠データ】
(1) ラットに本物質を90日間混餌投与した結果、400 ppm以上 (20 mg/k/day、区分2の範囲) で赤血
球数の減少、白血球数の増加が、3,000 ppm (150 m/kg/day、区分2超) で体重増加抑制 がみられ
た (EPA Pesticides RED (1995))。
(2) ラットに本物質を2年間混餌投与した結果、625 ppm (15.63 mg/kg/day、区分2の範囲) の雌雄で
体重増加抑制、摂餌量の低下、脾臓のヘモジデリン含有増加、雌で溶血に伴う骨髄脂肪の減少及
び子宮内膜形成不全がみられた (EPA Pesticides RED (1995))。
(3) ラットに本物質を2年間混餌投与した結果、125 ppm 以上 (6.25 mg/kg/day、区分1の範囲) で血
球破壊と再生の兆候 (平均赤血球体積の増加、赤血球数の減少、網赤血球の増加傾向)、雄で精
巣間細胞腺腫の増加がみられた (EPA Pesticides RED (1995))。
(4) マウスに本物質を2年間混餌投与した結果、50 ppm (12 mg/kg/day、区分2の範囲) の雌雄でメ
トヘモグロビンの増加、雄で肝細胞腺腫の増加が、1,500 ppm (455 mg/kg/day、区分2超) の雌雄で
体重減少、脾臓のヘモジデリン沈着、肝細胞腫大・細胞質変性・空胞化・壊死、出血、雌で肝細胞
腺腫の増加、肝重量増加がみられた (EPA Pesticides RED (1995))。
(5) イヌに本物質を1年間混餌投与した結果、625 ppm (雄/雌: 18.6/16.1 mg/kg/day、区分2の範囲)
の雌雄で肝クッパー細胞のヘモジデリン沈着、赤血球数、ヘモグロビン、ヘマトクリット値の軽度減
少、骨髄における赤血球新生のわずかな増加等がみられた (EPA Pesticides RED (1995))。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-B-027-
MHLW, MOE

ペンタクロロフェ
ノール

87-86-5 酸化性固体 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし
酸素及びフッ素を含まず、塩素を含む有機化合物であるが、この塩素が炭素及び水素以外の
元素と結合していないため、区分に該当しない。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし
フッ素を含まず、酸素及び塩素を含む有機化合物であるが、この酸素及び塩素が炭素及び水素以
外の元素と結合していないため、区分に該当しない。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-B-028-MHLW, MOE
２，４，６－トリ
クロロフェノール

88-06-2 酸化性固体 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし
酸素及びフッ素を含まず、塩素を含む有機化合物であるが、この塩素が炭素及び水素以外の
元素と結合していないため、区分に該当しない。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし
フッ素を含まず、酸素及び塩素を含む有機化合物であるが、この酸素及び塩素が炭素及び水素以
外の元素と結合していないため、区分に該当しない。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-B-036-MHLW, MOE
２－クロロプロピ
オン酸

598-78-7 酸化性固体 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし
フッ素及び塩素を含まず、酸素を含む有機化合物であるが、この酸素が炭素及び水素以外の
元素と結合していないため、区分に該当しない。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし
フッ素を含まず、酸素及び塩素を含む有機化合物であるが、この酸素及び塩素が炭素及び水素以
外の元素と結合していないため、区分に該当しない。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-B-046-
MHLW, MOE

ジメチル－パラ－
ニトロフェニルチ
オホスフェイト
（別名：メチルパ
ラチオン）

298-00-0 酸化性固体 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし
酸素及びフッ素を含まず、塩素を含む有機化合物であるが、この塩素が炭素及び水素以外の
元素と結合していないため、区分に該当しない。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし
フッ素及び塩素を含まず、酸素を含む有機化合物であり、この酸素が炭素及び水素以外の元素
(P、N) と結合しているが、データがなく、分類できない。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-B-056-MHLW, MOE

りん酸ジメチル＝
１－メトキシカル
ボニル－１－プロ
ペン－２－イル
（別名：メビンホ
ス）

7786-34-7
自然発火性液
体

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし
UNRTDGにおいて、UN番号2783、クラス6.1に分類されていることから、優先評価項目の
自然発火性物質には該当しないため、区分に該当しない。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし
UNRTDGにおいて、UN番号3018、クラス6.1に分類されていることから、優先評価項目の自然発火
性物質には該当しないため、区分に該当しない。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-B-072-MHLW, MOE

２，３－ジシアノ
－１，４－ジチア
アントラキノン
(別名：ジチアノ
ン)

3347-22-6

水生環境有害
性 長期（慢
性）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

慢性毒性データを用いた場合、急速分解性がなく（BODによる4週間分解度：0%（METI既
存点検結果, 2001））、藻類（ムレミカヅキモ）の = 0.025 mg/L（農薬抄録, 2012）から、
区分1となる。
慢性毒性データが得られていない栄養段階に対して急性毒性データを用いた場合、急速分解
性がなく（BODによる4週間分解度：0%（METI既存点検結果, 2001））、魚類（コイ）の
96時間LC50 = 0.0596 mg/L（農薬抄録, 2012）から、区分1となる。
以上の結果から、区分1とした。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

慢性毒性データを用いた場合、急速分解性がなく（BODによる4週間分解度：0%（METI既
存点検結果, 2001））、藻類（ムレミカヅキモ）の72時間NOErC = 0.025 mg/L（農薬抄録,
2012）から、区分1となる。
慢性毒性データが得られていない栄養段階に対して急性毒性データを用いた場合、急速分解
性がなく（BODによる4週間分解度：0%（METI既存点検結果, 2001））、魚類（コイ）の
96時間LC50 = 0.0596 mg/L（農薬抄録, 2012）から、区分1となる。
以上の結果から、区分1とした。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-B-084-MHLW, MOE

チオリン酸Ｏ，Ｏ
－ジエチル－Ｏ－
（２－イソプロピ
ル－６－メチル－
４－ピリミジニ
ル） (別名：ダイ
アジノン)

333-41-5 酸化性液体 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし
フッ素及び塩素を含まず、酸素を含む有機化合物であり、この酸素 及び塩素が炭素及び水素
以外の元素 (P) と結合しているが、データがなく分類できない。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし
フッ素及び塩素を含まず、酸素を含む有機化合物であり、この酸素が炭素及び水素以外の元素 (P)
と結合しているが、データがなく分類できない。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-B-109-MHLW
次亜塩素酸バリウ
ム

13477-10-6
水反応可燃性
化学品

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし
半金属 (Ba) を含むが、水にわずかに溶ける (HSFS (2001)) というデータが得られており、
水と急激な反応をしないと考えられるため、区分に該当しない。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし
金属 (Ba) を含むが、水にわずかに溶ける (HSFS (2001)) というデータが得られており、水と急激な
反応をしないと考えられるため、区分に該当しない。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-010-METI, MOE
３－ヘキセニルサ
リチレート

65405-77-8 皮膚感作性 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（３）より、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）50名に対するパッチテストにおいて、本物質15％溶液約100mgを3週間閉塞適用して
誘導し、感作から14日後に8％溶液約100gを48時間閉塞適用して惹起させたところ、皮膚反
応はほどんどみられなかったとの報告がある（REACH登録情報 (Accessed June 2020)）。
（２）25名に対するパッチテストにおいて、前腕に5％ラウリル硫酸ナトリウム溶液を24時
間閉塞適用した後に本物質を48時間適用したところ、全例で陽性反応はみられなかったとの
報告がある（REACH登録情報 (Accessed June 2020)）。
（３）モルモット（n=20）を用いたMaximisation試験（OECD TG 406、GLP、皮内投与：
5％溶液）において、パッチ除去後24時間、48時間の陽性率はともに0％ （0/20例）との報
告がある（REACH登録情報 (Accessed June 2020)）。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（３）より、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）50名に対するパッチテストにおいて、本物質15％溶液約100mgを3週間閉塞適用して誘導し、感
作から14日後に8％溶液約100mgを48時間閉塞適用して惹起させたところ、皮膚反応はほどんどみ
られなかったとの報告がある（REACH登録情報 (Accessed June 2020)）。
（２）25名に対するパッチテストにおいて、前腕に5％ラウリル硫酸ナトリウム溶液を24時間閉塞適用
した後に本物質を48時間適用したところ、全例で陽性反応はみられなかったとの報告がある
（REACH登録情報 (Accessed June 2020)）。
（３）モルモット（n=20）を用いたMaximisation試験（OECD TG 406、GLP、皮内投与：5％溶液）におい
て、パッチ除去後24時間、48時間の陽性率はともに0％ （0/20例）との報告がある（REACH登録情
報 (Accessed June 2020)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-061-METI, MOE
イソ酪酸β－フェ
ノキシエチル

103-60-6
皮膚腐食性／
刺激性

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）より、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）ウサギ（n=8）を用いた皮膚刺激性試験（OECD TG 404相当、半閉塞、4時間適用、
72時間観察）において、24時間後に2例で軽微な紅斑、2例で軽微な紅斑と浮腫がみられ、
72時間後に1例で軽微な紅斑、2例で軽微な紅斑が持続した（紅斑・痂皮スコア：
0/1/0.3/0/0/0/1/1、浮腫スコア：0/0/0/0/0/0/1/1.3）との報告がある（REACH登録情報
(Accessed Oct. 2020)）。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）より、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）ウサギ（n=8）を用いた皮膚刺激性試験（OECD TG 404相当、半閉塞、4時間適用、72時間観察）
において、24時間後に2例で軽微な紅斑、2例で軽微な紅斑と浮腫がみられ、72時間後に1例で軽微
な紅斑、2例で軽微な紅斑と浮腫が持続した（紅斑・痂皮スコア：0/1/0.3/0/0/0/1/1、浮腫スコア：
0/0/0/0/0/0/1/1.3）との報告がある（REACH登録情報 (Accessed Oct. 2020)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正
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R02-A-063-METI, MOE
テルピネオール酢
酸エステル

80-26-2

眼に対する重
篤な損傷性／
眼刺激性

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）より、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）ニワトリ摘出眼球を用いたin vitro試験（OECD TG 438、GLP）において、最高平均
角膜厚増加率は75、120、180分後の4％（ICEクラス：Ⅰ）、最高平均角膜混濁度は120、
180、240分後の1.2（ICEクラス：Ⅱ）、処理から30分後の平均フルオレセイン染色スコア
は0.7（ICEクラス：Ⅱ）であり、3つの指標の組み合わせは2xⅡ,1xⅠ（予測不可に該当）で
あったとの報告がある（REACH登録情報 (Accessed Oct. 2020)）。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）より、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）ニワトリ摘出眼球を用いたin vitro試験（OECD TG 438、GLP）において、最高平均角膜厚増加
率は75、120、180分後の4％（ICEクラス：Ⅰ）、最高平均角膜混濁度は120、180、240分後の1.2（ICE
クラス：Ⅱ）、処理から30分後の平均フルオレセイン染色スコアは0.7（ICEクラス：Ⅱ）であり、3つの指
標の組み合わせは2xⅡ,1xⅠ（区分に該当しない結果）であったとの報告がある（REACH登録情報
(Accessed Oct. 2020)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-071-METI, MOE

（Ｅ）－Ｎ－（１
－｛Ｎ－［（６－
クロロ－３－ピリ
ジル）メチル］－
Ｎ－メチルアミ
ノ｝エチリデン）
カルバモニトリル
（別名：アセタミ
プリド）

135410-20-7 皮膚感作性 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）、（２）より、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）モルモット（n=20）を用いたMaximisation試験（GLP、皮内投与：2.5％溶液）にお
いて、惹起24、48時間後の陽性率はともに0％（0/20例）であったとの報告がある（食安委
農薬評価書 (2014)、JMPR (2011)、農薬抄録 (2015)）。
（２）モルモット（n=10）を用いたMaximisation試験（GLP、皮内投与：1％溶液）におい
て、惹起24、48時間後の陽性率はともに0％（0/20例）であったとの報告がある（食安委 農
薬評価書 (2014)、JMPR (2011)、農薬抄録 (2015)）。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）、（２）より、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）モルモット（n=20）を用いたMaximisation試験（GLP、皮内投与：2.5％溶液）において、惹起24、48
時間後の陽性率はともに0％（0/20例）であったとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2014)、JMPR
(2011)、農薬抄録 (2015)）。
（２）モルモット（n=10）を用いたMaximisation試験（GLP、皮内投与：1％溶液）において、惹起24、48
時間後の陽性率はともに0％（0/10例）であったとの報告がある（食安委 農薬評価書 (2014)、JMPR
(2011)、農薬抄録 (2015)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-B-079-MHLW, MOE
２，４－ジアミノ
アニソール

615-05-4
特定標的臓器
毒性（反復）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
本物質のデータは不足しているが、本物質の硫酸塩 (CAS番号 39156-41-7) を用いた動物試
験では (1)～(3) にて区分2の用量から甲状腺への影響がみられたことから、区分2 (甲状腺)
とした。

【根拠データ】
(1) 本物質の硫酸塩を用いたラットの8週間混餌投与試験では、0.25％ (ガイダンス90日換算
値: 78 mg/kg/day、本物質換算: 46 mg/kg/day、区分2の範囲) で甲状腺刺激ホルモン
(TSH) の血清濃度上昇、トリヨードチロニン (T3) の血清濃度低下がみられたとの報告があ
る (IARC 79 (2001))。
(2) 本物質の硫酸塩を用いたラットの78週間混餌投与試験では、0.5％ (ガイダンス換算値:
250 mg/kg/day、本物質換算: 146 mg/kg/day、区分2超) で甲状腺の肥大、暗赤色化や黒色
化、濾胞性嚢胞がみられたとの報告がある (MOE初期評価第9巻(2011) 、MAK (DFG) vol.6
(1994))。
(3) 本物質の硫酸塩を用いたマウスの78～96週間混餌投与試験では、0.24％ (ガイダンス換
算値: 360 mg/kg/day、本物質換算: 211 mg/kg/day、区分2超) で雄に甲状腺濾胞細胞の過
形成がみられたとの報告がある (MOE初期評価第9巻(2011))。

【参考データ等】
(4) 本物質の甲状腺及び下垂体形態への影響を調べた動物試験において、6週間の投与により
甲状腺上皮の肥大化や色素沈着がみられたとの報告があるが、詳細は不明である (HSDB
(Access on May 2020))。
(5) 本物質の硫酸塩を用いたラットの経皮投与試験では毒性影響はみられなかったとの報告

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
本物質のデータは不足しているが、本物質の硫酸塩 (CAS番号 39156-41-7) を用いた動物試験で
は (1)～(3) にて区分2の用量から甲状腺への影響がみられたことから、区分2 (甲状腺) とした。

【根拠データ】
(1) 本物質の硫酸塩を用いたラットの8週間混餌投与試験では、0.25％ (ガイダンス90日換算値: 78
mg/kg/day、本物質換算: 46 mg/kg/day、区分2の範囲) で甲状腺刺激ホルモン (TSH) の血清濃度
上昇、トリヨードチロニン (T3) の血清濃度低下がみられたとの報告がある (IARC 79 (2001))。
(2) 本物質の硫酸塩を用いたラットの78週間混餌投与試験では、0.5％ (ガイダンス換算値: 250
mg/kg/day、本物質換算: 146 mg/kg/day、区分2超) で甲状腺の肥大、暗赤色化や黒色化、濾胞性
嚢胞がみられたとの報告がある (MOE初期評価第9巻(2011))。
(3) 本物質の硫酸塩を用いたマウスの78～96週間混餌投与試験では、0.24％ (ガイダンス換算値:
360 mg/kg/day、本物質換算: 211 mg/kg/day、区分2超) で雄に甲状腺濾胞細胞の過形成がみら
れたとの報告がある (MOE初期評価第9巻(2011))。

【参考データ等】
(4) 本物質の甲状腺及び下垂体形態への影響を調べた動物試験において、6週間の投与により甲
状腺上皮の肥大化や色素沈着がみられたとの報告があるが、詳細は不明である (HSDB (Access
on May 2020))。
(5) 本物質の硫酸塩を用いたラットの経皮投与試験では毒性影響はみられなかったとの報告があ
る (MAK (DFG) vol.6 (1994)、IARC 79 (2001))。
(6) 本物質の硫酸塩を用いたラットの12週間強制経口投与試験では、23 mg/kg/day (90日換算: 15
mg/kg/day、区分2の範囲) で雌のみに成長抑制、赤血球数及び白血球数の減少、肝臓・腎臓及び
脾臓の相対重量の軽度増加、複数の臓器における赤血球破壊の軽度増加がみられたとの報告が
ある (MAK (DFG) vol.6 (1994))。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-B-080-MHLW, MOE

６，７，８，９，
１０，１０－ヘキ
サクロロ－１，
５，５ａ，６，
９，９ａ－ヘキサ
ヒドロ－６，９－
メタノ－２，４，
３－ベンゾジオキ
サチエピン＝３－
オキシド   (別
名：エンドスル
ファン）

115-29-7 生殖毒性 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)～(3) より、分類根拠とする影響はみられていないことから、区分に該当しないとした。

【根拠データ】
(1) ラットを用いた混餌による2世代生殖毒性試験において、親動物に体重増加抑制がみられ
たが、生殖影響はみられていない (IRIS (1994)、ACGIH (7th, 2009))。
 (2) 雌ラットの妊娠6～17日に強制経口投与した発生毒性試験において、母動物毒性 (死亡、
 洗顔、活動亢進、被毛粗剛、体重減少等) がみられる用量で、胎児に胎児重量減少、頭臀長
 減少、胸骨骨化遅延、過剰肋骨がみられている (IRIS (1994))。ACGIH (7th, 2009) では、母
 動物毒性 (死亡等) がみられたが、発生影響はみられていないとしている。
(3) 雌ウサギの妊娠6～28日に強制経口投与した発生毒性試験において、母動物毒性 (死亡、
呼吸雑音、呼吸促拍、活動亢進等) がみられる用量においても胎児に影響はみられていない
(IRIS (1994))。

【参考データ等】
(4) 雄ラットの70日間経口投与試験では、精子数の減少及び精巣酵素活性の変化、精巣内精
子数、精子産生量の減少、異常精子の発生率増加がみられたとの報告がある (ACGIH (7th,
2009))。
(5) ATSDR (2015) には、「入手可能な生殖試験に関する情報は、本物質が動物の生殖能に
有害影響を及ぼさないことを示している。しかし、雄の生殖エンドポイント (精子パラメー
タ、精巣の病理組織学的変化、性ホルモン濃度) に対する有害影響がラット、マウス、ウサ
ギ、モルモットで認められている。雄の生殖能を調べた試験で影響がみられなかったのは、
少なくともラットでは、正常な受精能及び同腹児数に必要な精子数の10倍以上の精子が生産

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)、(2) より、分類根拠とする影響はみられていないことから、区分に該当しないとした。

【根拠データ】
(1) ラットを用いた混餌による2世代生殖毒性試験において、親動物に体重増加抑制がみられたが、
生殖影響はみられていない (IRIS (1994)、ACGIH (7th, 2009))。
(2) 雌ウサギの妊娠6～28日に強制経口投与した発生毒性試験において、母動物毒性 (死亡、呼吸
雑音、呼吸促拍、活動亢進等) がみられる用量においても胎児に影響はみられていない (IRIS
(1994))。

【参考データ等】
(3) 雌ラットの妊娠6～19日に強制経口投与した発生毒性試験において、母動物毒性 (死亡、洗顔、
活動亢進、被毛粗剛、体重減少等) がみられる用量で、胎児に胎児重量減少、頭臀長減少、胸骨
骨化遅延、過剰肋骨がみられている (IRIS (1994))。なお、本試験は投与過誤による母動物死亡の
ため途中から試験動物を追加したことにより、結果の解釈が難しく、データの利用には制限がある
と注記されている (IRIS (1994)、ATSDR (2015))。ACGIH (7th, 2009) では、母動物毒性 (死亡等) が
みられたが、発生影響の証拠はみられていないとしている。
(4) 雄ラットの70日間経口投与試験では、精子数の減少及び精巣酵素活性の変化、精巣内精子
数、精子産生量の減少、異常精子の発生率増加がみられたとの報告がある (ACGIH (7th, 2009))。
(5) ATSDR (2015) には、「入手可能な生殖試験に関する情報は、本物質が動物の生殖能に有害影
響を及ぼさないことを示している。しかし、雄の生殖エンドポイント (精子パラメータ、精巣の病理組
織学的変化、性ホルモン濃度) に対する有害影響がラット、マウス、ウサギ、モルモットで認められ
ている。雄の生殖能を調べた試験で影響がみられなかったのは、少なくともラットでは、正常な受精
能及び同腹児数に必要な精子数の10倍以上の精子が生産及び射出されたためと考えられる」と記
載されている。

2022.12修正
分類根拠の修
正
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R1年度政府によるGHS分類結果  正誤表

R02-B-081-MHLW

α，α，α－トリ
フルオロ－２，６
－ジニトロ－Ｎ，
Ｎ－ジプロピル－
ｐ－トルイジン
(別名：トリフルラ
リン）

1582-09-8

特定標的臓器
毒性（反復暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
本物質のヒトでの反復ばく露に関する報告はない。実験動物では、(1) より区分1の用量から
血液系への影響がみられていることから、区分1 (血液系) とした。ラットで腎毒性がみられ
たとの情報があったが、情報を再検討したところ雄ラットに特有のα2uグロブリン腎症を示
唆する所見であったため、旧分類から分類結果を変更した。

【根拠データ】
(1) イヌの1年間混餌投与試験では、3.75 mg/kg/day (区分1の範囲) 以上でメトヘモグロビ
ン濃度の上昇、18.75 mg/kg/day (区分2の範囲) で赤血球数の減少がみられたとの報告があ
る (食安委 農薬評価書 (2012)、MOE初期評価第2巻 (2003)、EPA Pesticides RED (1996))。

【参考データ等】
(2) ヒトが吸入すると、咳、痰、胸の締め付けなどの気道の炎症を引き起こす可能性がある
(HSDB (Access on May 2020))。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
本物質のヒトでの反復ばく露に関する報告はない。実験動物では、(1) より区分1の用量から
血液系への影響がみられていることから、区分1 (血液系) とした。ラットで腎毒性がみられ
たとの情報があったが、情報を再検討したところ雄ラットに特有のα2uグロブリン腎症を示
唆する所見であったため、旧分類から分類結果を変更した。

【根拠データ】
(1) イヌの1年間混餌投与試験では、3.75 mg/kg/day (区分1の範囲) 以上でメトヘモグロビ
ン濃度の上昇、18.75 mg/kg/day (区分2の範囲) で赤血球数の減少がみられたとの報告があ
る (食安委 農薬評価書 (2012)、MOE初期評価第4巻：暫定的有害性評価シート (2005)、EPA
Pesticides RED (1996))。

【参考データ等】
(2) ヒトが吸入すると、咳、痰、胸の締め付けなどの気道の炎症を引き起こす可能性がある
(HSDB (Access on May 2020))。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-B-083-MHLW, MOE

エチレンイミン
(安定剤入りのも
の、別名：アジリ
ジン)

151-56-4

特定標的臓器
毒性（反復暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)、(2) より、区分1 (呼吸器、肝臓、腎臓) とした。

【根拠データ】
(1) ラットに本物質を1.5ヵ月間 (4時間/日、毎日) 吸入ばく露した試験で、8.8 mg/m3 (ガイ
ダンス値換算: 0.003 mg/L、区分1の範囲) で気管支でカタル性の炎症、リンパ節でリンパ系
成分減少、肝臓及び腎臓で変性変化がみられた (産衛学会生殖毒性提案理由書 (2018)、
AICIS (旧NICNAS) IMAP (2014)、MOE初期評価第12巻 (2014)、ACGIH (7th, 2009)、IARC
9 (1975))。
(2) 本物質による皮膚障害、前眼部障害、気道・肺障害又は腎障害は、労働基準法施行規則
別表第一の二第四号1の厚生労働大臣が指定する単体たる化学物質及び化合物 (合金を含
む。) 並びに厚生労働大臣が定める疾病として定められている (労働省告示第三十三号
(1996))。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)、(2) より、区分1 (呼吸器、肝臓、腎臓) とした。

【根拠データ】
(1) ラットに本物質を1.5ヵ月間 (4時間/日、毎日) 吸入ばく露した試験で、0.01 m/L (ガイダ
ンス値換算: 0.007 mg/L、区分1の範囲) で気管支でカタル性の炎症、リンパ節でリンパ系成
分減少、肝臓及び腎臓で変性変化がみられた (産衛学会生殖毒性提案理由書 (2018)、AICIS
(旧NICNAS) IMAP (2014)、MOE初期評価第12巻 (2014)、ACGIH (7th, 2009)、IARC 9
(1975))。
(2) 本物質による皮膚障害、前眼部障害、気道・肺障害又は腎障害は、労働基準法施行規則
別表第一の二第四号1の厚生労働大臣が指定する単体たる化学物質及び化合物 (合金を含
む。) 並びに厚生労働大臣が定める疾病として定められている (労働省告示第三十三号
(1996))。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-B-086-MHLW, MOE

５－エチリデン－
２－ノルボルネン
(別名：エチリデン
ノルボルネン)

16219-75-3

特定標的臓器
毒性（反復暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)～(3) より、区分2 (肝臓) とした。なお、腎臓及び甲状腺でみられた変化はラット特有の
変化とされ (参考データ (4))、ヒトへの外挿の妥当性が低いと判断し、標的臓器としなかっ
た。

【根拠データ】
(1) 本物質の蒸気をラットに14週間 (6時間/日、5日/週) 吸入ばく露した試験で、4.9 ppm
(ガイダンス値換算: 0.02 mg/L、区分1の範囲) 以上の雄で腎臓重量の増加、甲状腺濾胞コロ
イドの減少が、24.8 ppm (ガイダンス値換算: 0.09 mg/L、区分1の範囲) 以上の雌で甲状腺
濾胞コロイドの減少等、149 ppm (ガイダンス値換算: 0.57 mg/L、区分2の範囲) の雄で肝臓
重量増加、尿の浸透圧及びクレアチニンの減少、雌で腎臓重量増加、尿タンパクの増加がみ
られた。このうち腎臓及び甲状腺の変化について、SIAR (2005) ではヒトへの外挿性はない
影響であるとしている (ACGIH (7th, 2014)、SIAR (2005))。
(2) 本物質蒸気をラットに89日間吸入ばく露した試験で、90 ppm (ガイダンス値換算: 0.44
mg/L、区分2の範囲) において腎臓障害、肝臓の軽度腫大及び小葉中心性肝細胞変性、精巣
の萎縮等がみられた (ACGIH (7th, 2014)、SIAR (2005))。
(3) 本物質蒸気をイヌに89日間吸入ばく露した試験で、61 ppm (ガイダンス値換算: 0.29
mg/L、区分2の範囲) 以上で胆管増生、門脈域の線維化、血清AST及びALT活性の増加が、
93 ppm (ガイダンス値換算: 0.46 mg/L、区分2の範囲) で精巣萎縮、軽度の血液変化がみら
れた (ACGIH (7th, 2014)、SIAR (2005))。

【参考データ等】
(4) ラットの28日間強制経口投与試験で、最低用量の4 mg/kg/day (90日換算: 1.24

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)～(3) より、区分2 (肝臓) とした。なお、腎臓及び甲状腺でみられた変化はラット特有の
変化とされ (参考データ (4))、ヒトへの外挿の妥当性が低いと判断し、標的臓器としなかっ
た。

【根拠データ】
(1) 本物質の蒸気をラットに14週間 (6時間/日、5日/週) 吸入ばく露した試験で、4.9 ppm
(ガイダンス値換算: 0.02 mg/L、区分1の範囲) 以上の雄で腎臓重量の増加、甲状腺濾胞コロ
イドの減少が、24.8 ppm (ガイダンス値換算: 0.09 mg/L、区分1の範囲) 以上の雌で甲状腺
濾胞コロイドの減少等、149 ppm (ガイダンス値換算: 0.57 mg/L、区分2の範囲) の雄で肝臓
重量増加、尿の浸透圧及びクレアチニンの減少、雌で腎臓重量増加、尿タンパクの増加がみ
られた。このうち腎臓及び甲状腺の変化について、SIAR (2005) ではヒトへの外挿性はない
影響であるとしている (ACGIH (7th, 2014)、SIAR (2005))。
(2) 本物質蒸気をラットに88日間吸入ばく露した試験で、90 ppm (ガイダンス値換算: 0.44
mg/L、区分2の範囲) 以上で腎臓障害、237 ppm (ガイダンス値換算: 1.16 mg/L、区分2超)
において肝臓の軽度腫大及び小葉中心性肝細胞変性、精巣の萎縮等がみられた (ACGIH (7th,
2014)、SIAR (2005))。
(3) 本物質蒸気をイヌに89日間吸入ばく露した試験で、61 ppm (ガイダンス値換算: 0.29
mg/L、区分2の範囲) 以上で胆管増生、門脈域の線維化、血清AST及びALT活性の増加が、
93 ppm (ガイダンス値換算: 0.46 mg/L、区分2の範囲) で精巣萎縮、軽度の血液変化がみら
れた (ACGIH (7th, 2014)、SIAR (2005))。

【参考データ等】

2022.12修正
分類根拠の修
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R02-B-087-MHLW, MOE

Ｎ－（１－エチル
プロピル）－２，
６－ジニトロ－
３，４－キシリジ
ン (別名：ペン
ディメタリン)

40487-42-1 生殖毒性 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)～(4) の報告があり、 (3)、(4) より、区分2とした。新たな情報源を用い検討した結果、
旧分類から分類結果を変更した。

【根拠データ】
(1) ラットを用いた混餌による2世代繁殖試験において、親動物に体重増加抑制、摂餌量減少
がみられる用量で、児動物に体重低下、軽度で有意差のない新生児同腹児数減少がみられて
いる (食安委 農薬評価書 (2012)、CLP Report (2019))。
(2) 雌ラットの妊娠6～15日に強制経口投与した発生毒性試験において、母動物毒性、胎児
毒性ともにみられていない (食安委 農薬評価書 (2012)、CLP Report (2019))。
(3) 雌ウサギの妊娠6～18日に強制経口投与した発生毒性試験において、母動物に摂餌量及
び飲水量低下並びに体重増加抑制がみられる用量においても胎児に影響はみられていない
(食安委 農薬評価書 (2012))。この試験について、CLP Report (2019) では、母動物毒性はみ
られていないが、胎児に12対未満の肋骨及び欠損/不完全脊椎の発生率増加がみられている
としている。
(4) CLP Report (2019) では、(3) で明らかな母動物毒性が認められない場合に発生影響が認
められていることに基づき、試験の限界 (骨格標本が骨の骨化部分だけを染色するアリザリ
ンレッド染色のみが行われ、軟骨の染色は含まれないことから、12対未満の肋骨が、肋骨欠
損を真に反映しているのかどうかを結論付けることは困難である。また、胎児の骨格骨化が
影響を受けたことを示す他の徴候が無いこと) を考慮して生殖影響区分2 (Repr.2) に分類す
ることを提案している。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)～(4) の報告があり、 (3)、(4) より、区分2とした。新たな情報源を用い検討した結果、
旧分類から分類結果を変更した。

【根拠データ】
(1) ラットを用いた混餌による2世代繁殖試験において、親動物に体重増加抑制、摂餌量減少
がみられる用量で、児動物に体重低下、軽度で有意差のない新生児同腹児数減少がみられて
いる (食安委 農薬評価書 (2012)、CLH Report (2019))。
(2) 雌ラットの妊娠6～15日に強制経口投与した発生毒性試験において、母動物毒性、胎児
毒性ともにみられていない (食安委 農薬評価書 (2012)、CLH Report (2019))。
(3) 雌ウサギの妊娠6～18日に強制経口投与した発生毒性試験において、母動物に摂餌量及
び飲水量低下並びに体重増加抑制がみられる用量においても胎児に影響はみられていない
(食安委 農薬評価書 (2012))。この試験について、CLH Report (2019) では、母動物毒性は
みられていないが、胎児に12対未満の肋骨及び欠損/不完全脊椎の発生率増加がみられてい
るとしている。
(4) CLH Report (2019) では、(3) で明らかな母動物毒性が認められない場合に発生影響が認
められていることに基づき、試験の限界 (骨格標本が骨の骨化部分だけを染色するアリザリ
ンレッド染色のみが行われ、軟骨の染色は含まれないことから、12対未満の肋骨が、肋骨欠
損を真に反映しているのかどうかを結論付けることは困難である。また、胎児の骨格骨化が
影響を受けたことを示す他の徴候が無いこと) を考慮して生殖影響区分2 (Repr.2) に分類す
ることを提案している。
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R02-B-087-MHLW, MOE

Ｎ－（１－エチル
プロピル）－２，
６－ジニトロ－
３，４－キシリジ
ン (別名：ペン
ディメタリン)

40487-42-1

特定標的臓器
毒性（単回暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
本物質のヒトでの急性ばく露影響に関する報告はない。実験動物では、(1)～(3) より、経
口、経皮、吸入のいずれの経路においても標的臓器を特定可能な所見は得られず、区分に該
当しないとした。

【根拠データ】
(1) ラットの単回経口投与試験において、2,500 mg/kg (区分2超) 以上で、流涎、行動不活
発、尿の変色、虚脱、尿量増加がみられ、別のラットの単回経口投与試験では5,000 mg/kg
(区分2超) 以上で自発運動低下がみられた (食安委 農薬評価書 (2012))。
(2) ラットの単回経皮適用試験において、5,000 mg/kg (区分2超) で血涙 (1例）、尿の変色
及び被毛の黄色着染 (全投与群) がみられた (食安委 農薬評価書 (2012))。
(3) ラットの4時間単回吸入ばく露試験 (鼻部ばく露) において、6.73 mg/L (区分2超) で呼吸
困難、流涙、あえぎ呼吸、湿潤ラ音がみられたが、媒体対照群にも観察されていたことか
ら、吸入ばく露による症状であり、本物質の中毒症状ではないと報告されている (食安委 農
薬評価書 (2012)、農薬抄録 (2011))。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
本物質のヒトでの急性ばく露影響に関する報告はない。実験動物では、(1)～(3) より、経
口、経皮、吸入のいずれの経路においても標的臓器を特定可能な所見は得られず、区分に該
当しないとした。

【根拠データ】
(1) ラットの単回経口投与試験において、2,500 mg/kg (区分2超) 以上で、流涎、行動不活
発、尿の変色、虚脱、尿量増加がみられ、別のラットの単回経口投与試験では5,000 mg/kg
(区分2超) 以上で自発運動低下がみられた (食安委 農薬評価書 (2012)、農薬抄録 (2011))。
(2) ラットの単回経皮適用試験において、5,000 mg/kg (区分2超) で血涙 (1例）、尿の変色
及び被毛の黄色着染 (全投与群) がみられた (食安委 農薬評価書 (2012)、農薬抄録 (2011))。
(3) ラットの4時間単回吸入ばく露試験 (鼻部ばく露) において、6.73 mg/L (区分2超) で呼吸
困難、流涙、あえぎ呼吸、湿潤ラ音がみられたが、媒体対照群にも観察されていたことか
ら、吸入ばく露による症状であり、本物質の中毒症状ではないと報告されている (食安委 農
薬評価書 (2012)、農薬抄録 (2011))。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-B-090-MHLW, MOE

Ｏ－エチル＝Ｓ，
Ｓ－ジプロピル＝
ホスホロジチオ
アート (別名：エ
トプロポス)

13194-48-4

特定標的臓器
毒性（単回暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
本物質のヒトでの急性ばく露影響に関する報告はない。実験動物では、(1)～(6) より、区分
1 (神経系) とした。

【根拠データ】
(1) 雌ラットの単回経口投与試験 (影響がみられた最小用量の記載なし、少なくともLD50値
(56 mg/kg、区分1の範囲) 付近で影響がみられたと想定) において、削痩、歩行失調、流
涎、活動低下、円背位、振戦がみられた (食安委 農薬評価書 (2010)、JMPR (1999))。
(2) ラットの単回経皮適用試験 (影響がみられた最小用量の記載なし、少なくともLD50値
(226 mg/kg、区分1の範囲) 付近で影響がみられたと想定) において、振戦、痙攣、活動低
下、呼吸困難がみられた (食安委 農薬評価書 (2010)、JMPR (1999))。
(3) ラットの単回経皮適用試験 (影響がみられた最小用量の記載なし、少なくともLD50値
(雄: 1,280 mg/kg、雌: 424 mg/kg、区分2の範囲) 付近で影響がみられたと想定) において、
着色尿、振戦、流涎、活動低下、運動失調、軟便、下痢、努力呼吸、流涙、眼球突出がみら
れた (食安委 農薬評価書 (2010)、JMPR (1999))。
(3) ウサギの単回経皮適用試験 (影響がみられた最小用量の記載なし、少なくともLD50値
(8.5 mg/kg、区分1の範囲) 付近で影響がみられたと想定) において、立毛、努力呼吸、流
涎、自発運動減少、振戦、運動失調、軟便、下痢、流涙、死亡動物で体重減少がみられた
(食安委 農薬評価書 (2010)、JMPR (1999))。
(4) ラットの4時間単回吸入ばく露試験 (影響がみられた最小用量の記載なし、少なくとも
LC50値 (0.25 mg/kg、区分1の範囲) 付近で影響がみられたと想定) において、感情鈍麻、努
力呼吸、流涎がみられた (食安委 農薬評価書 (2010)、JMPR (1999))。
(5) ラットの経口投与による急性神経毒性試験 (雄: 0、30、60 mg/kg、雌: 0、20、40

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
本物質のヒトでの急性ばく露影響に関する報告はない。実験動物では、(1)～(7) より、区分
1 (神経系) とした。

【根拠データ】
(1) 雌ラットの単回経口投与試験 (影響がみられた最小用量の記載なし、少なくともLD50値
(56 mg/kg、区分1の範囲) 付近で影響がみられたと想定) において、削痩、歩行失調、流
涎、活動低下、円背位、振戦がみられた (食安委 農薬評価書 (2010)、JMPR (1999))。
(2) ラットの単回経皮適用試験 (影響がみられた最小用量の記載なし、少なくともLD50値
(226 mg/kg、区分1の範囲) 付近で影響がみられたと想定) において、振戦、痙攣、活動低
下、呼吸困難がみられた (食安委 農薬評価書 (2010)、JMPR (1999))。
(3) ラットの単回経皮適用試験 (影響がみられた最小用量の記載なし、少なくともLD50値
(雄: 1,280 mg/kg、雌: 424 mg/kg、区分2の範囲) 付近で影響がみられたと想定) において、
着色尿、振戦、流涎、活動低下、運動失調、軟便、下痢、努力呼吸、流涙、眼球突出がみら
れた (食安委 農薬評価書 (2010)、JMPR (1999))。
(4) ウサギの単回経皮適用試験 (影響がみられた最小用量の記載なし、少なくともLD50値
(8.5 mg/kg、区分1の範囲) 付近で影響がみられたと想定) において、立毛、努力呼吸、流
涎、自発運動減少、振戦、運動失調、軟便、下痢、流涙、死亡動物で体重減少がみられた
(食安委 農薬評価書 (2010)、JMPR (1999))。
(5) ラットの4時間単回吸入ばく露試験 (影響がみられた最小用量の記載なし、少なくとも
LC50値 (0.25 mg/kg、区分1の範囲) 付近で影響がみられたと想定) において、感情鈍麻、努
力呼吸、流涎がみられた (食安委 農薬評価書 (2010)、JMPR (1999))。
(6) ラットの経口投与による急性神経毒性試験 (雄: 0、30、60 mg/kg、雌: 0、20、40

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-B-090-
MHLW, MOE

Ｏ－エチル＝Ｓ，
Ｓ－ジプロピル＝
ホスホロジチオ
アート (別名：エ
トプロポス)

13194-48-4
特定標的臓器
毒性（反復暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)～(6) より、区分1 (神経系、血液系、肝臓) とした。新たな情報を用いて検討した結果、
旧分類から分類結果を変更した。

【根拠データ】
(1) ラットを用いた90日間混餌投与試験の結果、0.3 ppm (0.015 mg/kg/day、区分1の範囲)
以上の雌雄で赤血球及び脳コリンエステラーゼ (ChE) 活性阻害がみられた (食安委 農薬評価
書 (2010))。
(2) イヌを用いた90日間混餌投与試験の結果、100 ppm (2.5 mg/kg/day、区分1の範囲) で
嘔吐並びに赤血球数及びヘマトクリット値の減少、赤血球ChE活性阻害がみられた (食安委
農薬評価書 (2010))。
(3) ウサギを用いた21日間経皮毒性試験の結果、1 mg/kg/day (ガイダンス値換算: 0.23
mg/kg/day、区分1の範囲) 以上の雌雄で赤血球及び脳ChE活性阻害がみられた (食安委 農薬
評価書 (2010))。
(4) ラットを用いた3件の混餌投与による慢性毒性/発がん性併合試験結果の報告があり、い
ずれも区分1の範囲で神経系 (脳ChE活性阻害等)、血液系への影響が報告されている (食安委
農薬評価書 (2010))。
(5) マウスを用いた混餌投与による慢性毒性/発がん性併合試験結果の結果、1.0 mg/kg/day
(区分1の範囲) で血漿、赤血球及び脳ChE活性阻害がみられた (食安委 農薬評価書 (2010))。
(6) イヌを用いた経口投与による1年間慢性毒性試験の結果、1.0 mg/kg/day (区分1の範囲)
以上の雌雄で肝細胞空胞化等、雌で 摂餌量減少傾向、赤血球ChE活性阻害が、10
mg/kg/day (区分1の範囲) 以上の雌雄で脳ChE活性阻害、肝巣状壊死、肝線維化、胆管増生
が、雄で赤血球数、ヘモグロビン、ヘマトクリット値の減少、赤血球ChE活性阻害、雌で体

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)～(6) より、区分1 (神経系、血液系、肝臓) とした。新たな情報を用いて検討した結果、
旧分類から分類結果を変更した。

【根拠データ】
(1) ラットを用いた90日間混餌投与試験の結果、0.3 ppm (0.015 mg/kg/day、区分1の範囲)
以上の雌雄で赤血球及び脳コリンエステラーゼ (ChE) 活性阻害がみられた (食安委 農薬評価
書 (2010))。
(2) イヌを用いた90日間混餌投与試験の結果、100 ppm (2.5 mg/kg/day、区分1の範囲) で
嘔吐並びに赤血球数及びヘマトクリット値の減少、赤血球ChE活性阻害がみられた (食安委
農薬評価書 (2010))。
(3) ウサギを用いた21日間経皮毒性試験の結果、1 mg/kg/day (ガイダンス値換算: 0.23
mg/kg/day、区分1の範囲) 以上の雌雄で赤血球及び脳ChE活性阻害がみられた (食安委 農薬
評価書 (2010))。
(4) ラットを用いた3件の混餌投与による慢性毒性/発がん性併合試験結果の報告があり、い
ずれも区分1の範囲で神経系 (脳ChE活性阻害等)、血液系への影響が報告されている (食安委
農薬評価書 (2010))。
(5) マウスを用いた混餌投与による2年間発がん性試験の結果、30 ppm (雄/雌: 4.0/4.9
mg/kg/day、区分1の範囲) で赤血球及び脳ChE活性阻害がみられた (食安委 農薬評価書
(2010))。
(6) イヌを用いた経口投与による1年間慢性毒性試験の結果、1.0 mg/kg/day (区分1の範囲)
以上の雌雄で肝細胞空胞化等、雌で赤血球ChE活性阻害が、10 mg/kg/day (区分1の範囲)
以上の雌雄で脳ChE活性阻害、肝巣状壊死、肝線維化、胆管増生が、雄で赤血球数、ヘモグ

2022.12修正
分類根拠の修
正
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R1年度政府によるGHS分類結果  正誤表

R02-B-091-MHLW, MOE

Ｓ－エチル＝ヘキ
サヒドロ－１Ｈ－
アゼピン－１－カ
ルボチオアート
(別名：モリネー
ト)

2212-67-1

特定標的臓器
毒性（反復暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)～(6) より、区分1 (神経系、筋肉、生殖器 (男性))、区分2 (副腎、生殖器 (女性)) とし
た。新たな情報を用いて検討した結果、旧分類から分類結果を変更した。

【根拠データ】
(1) ラットを用いた90日間混餌投与試験の結果、50 ppm (雄/雌: 4.0/4.5 mg/kg/day、区分1
の範囲) 以上の雌雄で神経障害標的エステラーゼ (NTE) 活性が用量相関的に増加したほか、
150 ppm (雄/雌: 11.7/13.9 mg/kg/day、区分2の範囲) 以上の雌で脳及び赤血球コリンエス
テラーゼ (ChE) 活性阻害が、450 ppm (雄/雌: 35.5/41.0 mg/kg/day、区分2の範囲) の雄で
脳及び赤血球ChE活性阻害がみられた (食安委 農薬評価書 (2013))。
(2) ラットを用いた90日間混餌投与試験の結果、70 mg/kg/day (区分2の範囲) 以上の雄で精
細管細胞変性、副腎皮質細胞空胞化が、140 mg/kg/day (区分2超) の雄で精子無形成を伴う
精細管の退行性変化、雌で卵巣萎縮、副腎皮質細胞空胞化がみられた (食安委 農薬評価書
(2013))。
(3) ラットを用いた90日間混餌投与試験の結果、16 mg/kg/day (区分2の範囲) 以上の雌で卵
巣間質細胞泡沫空胞形成が、32 mg/kg/day (区分2の範囲) の雌で副腎重量増加、副腎皮質
細胞空胞化がみられた (食安委 農薬評価書 (2013))。
(4) ラットを用いた慢性毒性/発がん性併合試験の結果、50 ppm (雄/雌: 0.21/0.25
mg/kg/day、区分1の範囲) 以上の雌雄で眼検査における網膜異常、骨格筋の筋線維変性、
雄で精細管萎縮が、100 ppm (3.90/5.13 mg/kg/day、区分1の範囲) 以上の雌で網膜の限局
性萎縮が、200 ppm (7.90/10.5 mg/kg/day、雄は区分1、雌は区分2の範囲) の雄で骨格筋の
衛星細胞過形成、雌で卵巣絶対重量増加がみられた (食安委 農薬評価書 (2013))。
(5) ラットを用いた慢性毒性/発がん性併合試験の結果、7 ppm (0.3/0.4 mg/kg/day、区分1

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)～(6) より、区分1 (神経系、筋肉、生殖器 (男性))、区分2 (副腎、生殖器 (女性)) とし
た。新たな情報を用いて検討した結果、旧分類から分類結果を変更した。

【根拠データ】
(1) ラットを用いた90日間混餌投与試験の結果、50 ppm (雄/雌: 4.0/4.5 mg/kg/day、区分1
の範囲) 以上の雌雄で神経障害標的エステラーゼ (NTE) 活性が用量相関的に低下したほか、
150 ppm (雄/雌: 11.7/13.9 mg/kg/day、区分2の範囲) 以上の雌で脳及び赤血球コリンエス
テラーゼ (ChE) 活性阻害が、450 ppm (雄/雌: 35.5/41.0 mg/kg/day、区分2の範囲) の雄で
脳及び赤血球ChE活性阻害がみられた (食安委 農薬評価書 (2013))。
(2) ラットを用いた90日間混餌投与試験の結果、70 mg/kg/day (区分2の範囲) 以上の雄で尿
細管細胞変性、副腎皮質細胞空胞化が、140 mg/kg/day (区分2超) の雄で精子無形成を伴う
精細管の退行性変化、雌で卵巣萎縮、副腎皮質細胞空胞化がみられた (食安委 農薬評価書
(2013))。
(3) ラットを用いた90日間混餌投与試験の結果、16 mg/kg/day (区分2の範囲) 以上の雌で卵
巣間質細胞泡沫空胞形成が、32 mg/kg/day (区分2の範囲) の雌で副腎重量増加、副腎皮質
細胞空胞化がみられた (食安委 農薬評価書 (2013))。
(4) ラットを用いた慢性毒性/発がん性併合試験の結果、50 ppm (雄/雌: 1.97/2.55
mg/kg/day、区分1の範囲) 以上の雌雄で眼検査における網膜異常、骨格筋の筋線維変性、
雄で精細管萎縮が、100 ppm (3.90/5.13 mg/kg/day、区分1の範囲) 以上の雌で網膜の限局
性萎縮が、200 ppm (7.90/10.5 mg/kg/day、雄は区分1、雌は区分2の範囲) の雄で骨格筋の
衛星細胞過形成、雌で卵巣絶対重量増加がみられた (食安委 農薬評価書 (2013))。
(5) ラットを用いた慢性毒性/発がん性併合試験の結果、7 ppm (0.3/0.4 mg/kg/day、区分1

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-B-093-MHLW

テトラクロロイソ
フタロニトリル
(別名：クロロタロ
ニル)

1897-45-6 生殖毒性 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1) より、概して親動物の一般毒性用量において、母乳を介した児動物毒性が示唆されるこ
とから、「追加区分：授乳に対する又は授乳を介した影響」とした。なお、旧分類の分類根
拠であるラット催奇形性試験での初期胚死亡の増加は、(3) のデータと考えられる。この試
験は母動物の死亡が多いため参考データとしたことから、旧分類から分類結果を変更した。

【根拠データ】
(1) ラットを用いた混餌投与による3世代繁殖試験において、15,000 ppm (P世代: 雄: 942
mg/kg/day、雌: 967 mg/kg/day；F1世代: 雄: 1,420 mg/kg/day、雌: 1,580 mg/kg/day；
F2世代: 雄: 1,400 mg/kg/day、雌: 977 mg/kg/day) 以上の全世代の雌雄親動物で削痩、円
背位、体重増加抑制等がみられ、これらの用量のF1及びF2児動物で斜視、円背位及び体重
増加抑制、腎臓の病変等がみられた。1,500 ppm (雄: 110 mg/kg/day、雌: 130 mg/kg/day)
以上のF2雌雄親動物では腎皮質緑色化、盲腸拡張がみられ、この用量でのF3児動物では体
重増加抑制、円背位、斜視 (離乳期)、食道及び前胃扁平上皮肥厚、腎尿細管上皮空胞化がみ
られた。また、親動物毒性がみられない1,500 ppmのF2児動物で体重増加抑制がみられた。
児動物での体重増加抑制に着目して、F1及びF2世代の第1産児に対して、15,000 ppm投与
群と対照群との間で交叉哺育が実施された。その結果、15,000 ppm投与群の児動物を対照
群の雌が哺育した場合には、児動物に体重増加抑制は認められなかった (食安委 農薬評価書
(2018))。

【参考データ等】
(2) ラットを用いた混餌投与による2世代繁殖試験において、親動物では500 ppm以上の投与
群の雌雄で前胃扁平上皮細胞過形成、雄で腎尿細管上皮過形成、尿細管肥大、明細胞過形成

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1) より、概して親動物の一般毒性用量において、母乳を介した児動物毒性が示唆されるこ
とから、「追加区分：授乳に対する又は授乳を介した影響」とした。なお、旧分類の分類根
拠であるラット催奇形性試験での初期胚死亡の増加は、(3) のデータと考えられる。この試
験は母動物の死亡が多いため参考データとしたことから、旧分類から分類結果を変更した。

【根拠データ】
(1) ラットを用いた混餌投与による3世代繁殖試験において、15,000 ppm (P世代: 雄: 942
mg/kg/day、雌: 967 mg/kg/day；F1世代: 雄: 1,420 mg/kg/day、雌: 1,580 mg/kg/day；
F2世代: 雄: 1,400 mg/kg/day、雌: 977 mg/kg/day) 以上の全世代の雌雄親動物で削痩、円
背位、体重増加抑制等がみられ、これらの用量のF1児動物では斜視や体重増加抑制、F2児
動物では円背位がみられた。1,500 ppm (雄: 110 mg/kg/day、雌: 130 mg/kg/day) 以上の
F2雌雄親動物では腎皮質緑色化、盲腸拡張がみられ、この用量でのF3児動物では体重増加
抑制、円背位、斜視 (離乳期)、食道及び前胃扁平上皮肥厚、腎尿細管上皮空胞化がみられ
た。また、親動物毒性がみられない1,500 ppmのF2児動物で体重増加抑制がみられた。児動
物での体重増加抑制に着目して、F1及びF2世代の第1産児に対して、15,000 ppm投与群と
対照群との間で交叉哺育が実施された。その結果、15,000 ppm投与群の児動物を対照群の
雌が哺育した場合には、児動物に体重増加抑制は認められなかった (食安委 農薬評価書
(2018))。

【参考データ等】
(2) ラットを用いた混餌投与による2世代繁殖試験において、親動物では500 ppm以上の投与
群の雌雄で前胃扁平上皮細胞過形成、雄で腎尿細管上皮過形成、尿細管肥大、明細胞過形成

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-B-095-MHLW

Ｎ－メチルカルバ
ミン酸２，３－ジ
ヒドロ－２，２－
ジメチル－７－ベ
ンゾ［ｂ］フラニ
ル (別名：カルボ
フラン)

1563-66-2
特定標的臓器
毒性（反復暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
本物質のヒトでの反復ばく露に関する報告はない。実験動物では、(1)～(4) より区分1の用
量で神経系への影響がみられていることから、区分1 (神経系) とした。(5)、(6) では血液
系、肝臓、生殖器 (雄) への影響も報告されているが、(3) では報告されておらず、一貫性が
ないため標的臓器としなかった。情報の再検討により、旧分類から分類結果を変更した。

【根拠データ】
(1) ラットの90日間混餌投与試験では、120 ppm (雄/雌: 16.2/6.8 mg/kg/day相当、区分2/
区分1の範囲) 以上で脳コリンエステラーゼ (ChE) 活性阻害がみられ、720 ppm (雄/雌:
38.7/43.5 mg/kg/day相当、いずれも区分2の範囲) で赤血球ChE活性阻害がみられたとの報
告がある (食安委 農薬評価書 (2020))。
(2) イヌの13週間混餌投与試験では、10 ppm (雄/雌: 0.45/0.41 mg/kg/day相当、いずれも
区分1の範囲) 以上で流涎、赤血球ChE活性阻害がみられ、500 ppmを5日間投与後に投与量
を250 ppmに引き下げた群 (雄/雌: 10.9/10.4 mg/kg/day相当、いずれも区分2の範囲) では
筋攣縮、運動失調、運動性低下、頻呼吸/呼吸深大及び嘔吐がみられ、雄1匹が死亡したとの
報告がある (食安委 農薬評価書 (2020)、ACGIH (7th, 2004)、JMPR (2008))。
(3) イヌの1年間カプセル経口投与試験では、1 mg/kg/day (区分1の範囲) 以上で軟便、縮
瞳、赤血球ChE活性阻害、10 mg/kg/day (区分1の範囲) で嘔吐、さらに雄では流涎、振戦
がみられたとの報告がある (食安委 農薬評価書 (2020))。
(4) 複数のウサギの21日間経皮投与試験において、100 mg/kg/day (90日換算値: 23.3
mg/kg/day、区分2の範囲) 以上で脳ChE活性阻害がみられたとの報告がある (食安委 農薬評
価書 (2020)、ACGIH (7th, 2004))。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
本物質のヒトでの反復ばく露に関する報告はない。実験動物では、(1)～(4) より区分1の用
量で神経系への影響がみられていることから、区分1 (神経系) とした。(5)、(6) では血液
系、肝臓、生殖器 (雄) への影響も報告されているが、(3) では報告されておらず、一貫性が
ないため標的臓器としなかった。情報の再検討により、旧分類から分類結果を変更した。

【根拠データ】
(1) ラットの90日間混餌投与試験では、120 ppm (雄/雌: 6.2/6.8 mg/kg/day相当、区分2/区
分1の範囲) 以上で脳コリンエステラーゼ (ChE) 活性阻害がみられ、720 ppm (雄/雌:
38.7/43.5 mg/kg/day相当、いずれも区分2の範囲) で赤血球ChE活性阻害がみられたとの報
告がある (食安委 農薬評価書 (2020))。
(2) イヌの13週間混餌投与試験では、10 ppm (雄/雌: 0.45/0.41 mg/kg/day相当、いずれも
区分1の範囲) 以上で流涎、赤血球ChE活性阻害がみられ、500 ppmを5日間投与後に投与量
を250 ppmに引き下げた群 (雄/雌: 10.9/10.4 mg/kg/day相当、いずれも区分2の範囲) では
筋攣縮、運動失調、運動性低下、頻呼吸/呼吸深大及び嘔吐がみられ、雌1匹が死亡したとの
報告がある (食安委 農薬評価書 (2020)、ACGIH (7th, 2004)、JMPR (2008))。
(3) イヌの1年間カプセル経口投与試験では、1 mg/kg/day (区分1の範囲) 以上で軟便、縮
瞳、赤血球ChE活性阻害、10 mg/kg/day (区分1の範囲) で嘔吐、さらに雄では流涎、振戦
がみられたとの報告がある (食安委 農薬評価書 (2020))。
(4) 複数のウサギの21日間経皮投与試験において、100 mg/kg/day (90日換算値: 23.3
mg/kg/day、区分2の範囲) 以上で脳ChE活性阻害がみられたとの報告がある (食安委 農薬評
価書 (2020)、ACGIH (7th, 2004))。

2022.12修正
分類根拠の修
正
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R1年度政府によるGHS分類結果  正誤表

R02-B-096-
MHLW, MOE

２－エチルアミノ
－４－イソプロピ
ルアミノ－６－メ
チルチオ－１，
３，５－トリアジ
ン (別名：アメト
リン)

834-12-8

特定標的臓器
毒性（反復暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
本物質のヒトでの反復ばく露に関する報告はない。実験動物では、(1)、(2) より区分2の用
量で血液系及び肝臓への影響がみられていることから、区分2 (血液系、肝臓) とした。新た
な情報の追加により、旧分類から分類結果を変更した。

【根拠データ】
(1) ラットの90日間混餌投与試験では、500 ppm (ガイダンス換算値: 25 mg/kg/day、区分2
の範囲) 以上でプロトロンビン時間の延長、雄ではヘマトクリット値の低下及びALP上昇、
2,000 ppm (ガイダンス換算値: 100 mg/kg/day、区分2の範囲) で赤血球数の減少、ヘモグ
ロビンの低下、雄では脾臓へのヘモジデリン沈着がみられたとの報告がある (食安委 農薬評
価書 (2007))。
(2) イヌの1年間混餌投与試験では、2,000 ppm (ガイダンス換算値: 100 mg/kg/day、区分2
の範囲) 以上で貧血、AST、ALT、ALP及びγ-GTPの上昇、肉芽腫性肝炎、化膿性肝炎、リ
ンパ球性肝炎、単細胞壊死、色素沈着、空胞変性、胆管増生及び壊死、リンパ組織、精巣、
唾液腺の萎縮等がみられたとの報告がある (食安委 農薬評価書 (2007))。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
本物質のヒトでの反復ばく露に関する報告はない。実験動物では、(1)、(2) より区分2の用
量で血液系及び肝臓への影響がみられていることから、区分2 (血液系、肝臓) とした。新た
な情報の追加により、旧分類から分類結果を変更した。

【根拠データ】
(1) ラットの90日間混餌投与試験では、500 ppm (ガイダンス換算値: 25 mg/kg/day、区分2
の範囲) 以上でプロトロンビン時間の延長、雌ではヘマトクリット値の低下及びALP上昇、
2,000 ppm (ガイダンス換算値: 100 mg/kg/day、区分2の範囲) で赤血球数の減少、ヘモグ
ロビンの低下、雄では脾臓へのヘモジデリン沈着がみられたとの報告がある (食安委 農薬評
価書 (2007))。
(2) イヌの1年間混餌投与試験では、2,000 ppm (ガイダンス換算値: 100 mg/kg/day、区分2
の範囲) 以上で貧血、AST、ALT、ALP及びγ-GTPの上昇、肉芽腫性肝炎、化膿性肝炎、リ
ンパ球性肝炎、単細胞壊死、色素沈着、空胞変性、胆管増生及び壊死、リンパ組織、精巣、
唾液腺の萎縮等がみられたとの報告がある (食安委 農薬評価書 (2007))。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-081-METI

Ｎ－（｛４－［２
－クロロ－４－
（トリフルオロメ
チル）フェノキ
シ］－２－フルオ
ロフェニル｝カル
バモイル）－２，
６－ジフルオロベ
ンズアミド（別
名：フルフェノク
スロン）

101463-69-8
生殖細胞変異
原性

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（７）より、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）マウスの骨髄細胞を用いた小核試験（GLP、腹腔内投与、2日間）において陰性との
報告がある（食安委 農薬評価書 (2014)、農薬抄録 (2015)、CLH Report (2009)）。
（２）ラットの骨髄細胞を用いた染色体異常試験（GLP、単回経口投与）において陰性との
報告がある（食安委 農薬評価書 (2014)、農薬抄録 (2015)、CLH Report (2009)）。
（３）In vivo/in vitro試験系として実施されたラットの肝細胞を用いた不定期DNA合成試験
において陰性との報告がある（食安委 農薬評価書 (2014)、農薬抄録 (2015)、CLH Report
(2009)）。
（４）細菌復帰突然変異試験において3件陰性との報告がある（食安委 農薬評価書 (2014)、
農薬抄録 (2015)、CLH Report (2009)）。
（５）ほ乳類培養細胞を用いた遺伝子突然変異試験において陰性との報告がある（食安委
農薬評価書 (2014)、農薬抄録 (2015)、CLH Report (2009)）。
（６）ほ乳類培養細胞又はヒトリンパ球を用いた3件の染色体異常試験のうち、1件で陽性の
結果であったが、他は陰性の結果が得られている（食安委 農薬評価書 (2014)、農薬抄録
(2015)、CLH Report (2009)）。
（７）本物質はin vivoで遺伝毒性を有さないものと考えられる（JMPR (2014)）。

【参考データ等】
（８）ECHAのRACとしては、本物質は変異原性活性

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（７）より、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）マウスの骨髄細胞を用いた小核試験（GLP、腹腔内投与、2日間）において陰性との報告がある
（食安委 農薬評価書 (2014)、農薬抄録 (2015)、CLH Report (2009)）。
（２）ラットの骨髄細胞を用いた染色体異常試験（GLP、単回経口投与）において陰性との報告があ
る（食安委 農薬評価書 (2014)、農薬抄録 (2015)、CLH Report (2009)）。
（３）In vivo/in vitro試験系として実施されたラットの肝細胞を用いた不定期DNA合成試験において
陰性との報告がある（食安委 農薬評価書 (2014)、農薬抄録 (2015)、CLH Report (2009)）。
（４）細菌復帰突然変異試験において2件陰性との報告がある（食安委 農薬評価書 (2014)、農薬抄
録 (2015)、CLH Report (2009)）。
（５）ほ乳類培養細胞を用いた遺伝子突然変異試験において陰性との報告がある（食安委 農薬評
価書 (2014)、農薬抄録 (2015)、CLH Report (2009)）。
（６）ほ乳類培養細胞又はヒトリンパ球を用いた4件の染色体異常試験のうち、1件で陽性の結果で
あったが、他は陰性の結果が得られている（食安委 農薬評価書 (2014)、農薬抄録 (2015)、CLH
Report (2009)）。
（７）本物質はin vivoで遺伝毒性を有さないものと考えられる（JMPR (2014)）。

【参考データ等】
（８）ECHAのRACとしては、本物質は変異原性活性を示さず、分類の必要はないとの考えである
（RAC Opinion (2011)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-097-METI, MOE
ジイソプロピルナ
フタレン

38640-62-9

特定標的臓器
毒性（単回暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）より、区分3（気道刺激性）とした。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた単回吸入（ミスト）ばく露試験（OECD TG 403、GLP、4時間）にお
いて、5.64 mg/L（区分該当しない範囲）で軽度～中程度の鼻出血、軽度～中程度の生理的
抑うつ症状（円背姿勢、立毛、腹部膨満、振戦、呼吸障害）、肺の赤班がみられたとの報告
がある（REACH登録情報 (Accessed Dec. 2020)）。

【参考データ等】
（２）ラットを用いた単回経口投与試験（OECD TG 401、GLP）において、2,000 mg/kg
（区分2の上限）で影響がみられなかったとの報告がある（厚生労働省 既存点検結果（作成
年不明））。
（３）ラットを用いた単回経口投与試験（OECD TG 401）において、1,730、2,210、
2,780、3,460、4,320、5,380、6,720 mg/kg（雄）、2,780、3,460、4,320、5,380、6,720
mg/kg（雌）（区分2～区分に該当しない範囲）で投与を行い、用量不明であるが活動の低
下、筋緊張の低下、つま先歩き、下痢、失禁、血性の鼻汁、衰弱影響がみられたとの報告が
ある（REACH登録情報 (Accessed Dec. 2020)）。
（４）ラットを用いた単回経口投与試験（OECD TG 401）において、9,250、13,875、
16,188、18,500 mg/kg（区分に該当しない範囲）で投与を行い、用量不明であるが無関
心、運動失調、わずかなチアノーゼ、立毛、呼吸数のわずかな低下（1時間から7日）がみら
れたとの報告がある（REACH登録情報 (Accessed Dec. 2020)）。
（５）ラットを用いた単回経皮投与試験（OECD TG 402、GLP）において、4,130 mg/kg

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）より、区分3（気道刺激性）とした。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた単回吸入（ミスト）ばく露試験（OECD TG 403、GLP、4時間）において、5.64 mg/L
（区分該当しない範囲）で軽度～中程度の鼻出血、軽度～中程度の生理的抑うつ症状（円背姿勢、
立毛、腹部膨満、振戦、呼吸障害）、肺の赤班がみられたとの報告がある（REACH登録情報
(Accessed Dec. 2020)）。

【参考データ等】
（２）ラットを用いた単回経口投与試験（OECD TG 401、GLP）において、2,000 mg/kg（区分2の上限）
で影響がみられなかったとの報告がある（厚生労働省 既存点検結果（作成年不明））。
（３）ラットを用いた単回経口投与試験（OECD TG 401）において、1,730、2,210、2,780、3,460、
4,320、5,380、6,720 mg/kg（雄）、2,780、3,460、4,320、5,380、6,720 mg/kg（雌）（区分2～区分に該当
しない範囲）で投与を行い、用量不明であるが活動の低下、筋緊張の低下、つま先歩き、下痢、失
禁、血性の鼻汁、衰弱影響がみられたとの報告がある（REACH登録情報 (Accessed Dec. 2020)）。
（４）ラットを用いた単回経口投与試験（OECD TG 401）において、9,250、13,875、16,188、18,500
mg/kg（区分に該当しない範囲）で投与を行い、用量不明であるが無関心、運動失調、わずかなチア
ノーゼ、立毛、呼吸数のわずかな低下（1時間から7日）がみられたとの報告がある（REACH登録情
報 (Accessed Dec. 2020)）。
（５）ラットを用いた単回経皮投与試験（OECD TG 402、GLP）において、LD50が>4500mg/kg（区分に
該当しない範囲）との報告がある（REACH登録情報 (Accessed Dec. 2020)）。
（６）ラットを用いた単回経皮投与試験（OECD TG 402）において、LD50が>9,250 mg/kg（区分に該当
しない範囲）との報告がある（REACH登録情報 (Accessed Dec. 2020)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正
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R1年度政府によるGHS分類結果  正誤表

R02-B-080-
MHLW, MOE

６，７，８，９，１０，１
０－ヘキサクロロ－
１，５，５ａ，６，９，９
ａ－ヘキサヒドロ－
６，９－メタノ－２，
４，３－ベンゾジオ
キサチエピン＝３－
オキシド　  (別名：
エンドスルファン）

115-29-7
特定標的臓器
毒性（反復暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
本物質のヒトでの反復ばく露に関する報告はない。実験動物では、(1)～(10) より区分1の用量で神
経系、血液系、腎臓、生殖器 (男性) 、区分2の用量で肝臓への影響がみられていることから、区分
1 (神経系、血液系、腎臓、生殖器 (男性))、区分2 (肝臓) とした。情報の再検討により、旧分類から
分類結果を変更した。

【根拠データ】
(1) ラットの3ヵ月間混餌投与試験では、60 ppm (雄/雌: 3.8/4.6 mg/kg/day相当、いずれも区分1の
範囲) 以上で近位尿細管細胞の色素沈着、さらに雌では脳アセチルコリンエステラーゼ活性の増加
がみられ、360 ppm (雄/雌: 23/27 mg/kg/day相当、いずれも区分2の範囲) の雄では尿量及び尿
蛋白濃度の増加、尿細管細胞質内の好酸性滴状物を伴う黄色の蛋白質凝集、雌では血漿及び赤
血球コリンエステラーゼ (ChE) 活性の低下がみられたとの報告がある (JMPR (1998))。
(2) ラットの13週間経口投与試験では、0.8 mg/kg/day (区分1の範囲) 以上でヘモグロビン濃度の
低下、1.9 mg/kg/day (区分1の範囲) 以上で平均赤血球ヘモグロビン濃度の低下、さらに雄では赤
血球数の低下、平均赤血球容積の増加がみられたとの報告がある (ATSDR (2015))。
(3) マウスの3ヵ月間混餌投与試験では、54 ppm (雄/雌: 7.3/7.5 mg/kg/day、いずれも区分1の範
囲) で痙攣や流涎がみられたとの報告がある (JMPR (1998))。
(4) マウスの12ヵ月間混餌投与試験では、300 ppm (42 mg/kg/day、区分2の範囲) で肝臓において
巨細胞浸潤、褐色色素で満たされた巨大組織球性細胞、リンパ節において巨細胞浸潤及び細網内
皮細胞増殖がみられたとの報告がある (JMPR (1998))。
(5) ラットの30日間経皮ばく露試験では、雄では致死量の190 mg/kg/day (90日換算値: 44.3
mg/kg/day、区分2の範囲) で振戦、強直性間代性痙攣、過呼吸、血清、赤血球及び脳ChE活性の
低下、雌では48 mg/kg/day (90日換算値: 11.2 mg/kg/day、区分1の範囲) 以上で血清ChE活性の
低下がみられたとの報告がある (JMPR (1998))。
(6) ラットの30日間経皮ばく露試験では、雄の致死量である9 mg/kg/day (90日換算値: 2.1
mg/kg/day、区分1の範囲) 以上で肝辺縁の肝実質細胞肥大、細胞質の好塩基性の喪失、血清及
び脳内ChE活性の低下がみられたとの報告がある (JMPR (1998))。
(7) 雄ラットの70日間経口投与試験では、2.5 mg/kg/day (90日換算値: 1.4 mg/kg/day、区分1の範
囲) 以上で精子数の減少及び精巣酵素活性の変化、5 mg/kg/day (90日換算値: 2.8 mg/kg/day、
区分1の範囲) 以上で精巣内精子数、精子産生量の減少、異常精子の発生率増加がみられたとの
報告がある (ACGIH (7th, 2009))。
(8) ラットの78週間混餌投与試験では、雌では影響がみられなかったが、220 ppm (ガイダンス換算
値: 11 mg/kg/day、区分2の範囲) 以上の雄で中毒性腎症（混濁腫脹、脂肪変性及び尿細管上皮の
壊死を伴う近位尿細管の変性、硝子円柱、尿細管上皮の再生像）、胃、腎臓、精巣、大動脈、腸間
膜動脈の石灰沈着、上皮小体過形成、精細管における生殖細胞の変性・壊死及び多核細胞に特

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
本物質のヒトでの反復ばく露に関する報告はない。実験動物では、(1)～(10) より区分1の用量で神
経系、血液系、腎臓、生殖器 (男性) 、区分2の用量で肝臓への影響がみられていることから、区分
1 (神経系、血液系、腎臓、生殖器 (男性))、区分2 (肝臓) とした。情報の再検討により、旧分類から
分類結果を変更した。

【根拠データ】
(1) ラットの3ヵ月間混餌投与試験では、60 ppm (雄/雌: 3.8/4.6 mg/kg/day相当、いずれも区分1の
範囲) 以上で近位尿細管細胞の色素沈着、さらに雌では脳アセチルコリンエステラーゼ活性の増加
がみられ、360 ppm (雄/雌: 23/27 mg/kg/day相当、いずれも区分2の範囲) の雄では尿量及び尿
蛋白濃度の増加、尿細管細胞質内の好酸性滴状物を伴う黄色の蛋白質凝集、雌では血漿及び赤
血球コリンエステラーゼ (ChE) 活性の低下がみられたとの報告がある (JMPR (1998))。
(2) ラットの13週間経口投与試験では、0.8 mg/kg/day (区分1の範囲) 以上でヘモグロビン濃度の
低下、1.9 mg/kg/day (区分1の範囲) 以上で平均赤血球ヘモグロビン濃度の低下、さらに雄では赤
血球数の低下、平均赤血球容積の増加がみられたとの報告がある (ATSDR (2015))。
(3) マウスの3ヵ月間混餌投与試験では、54 ppm (雄/雌: 7.3/7.5 mg/kg/day、いずれも区分1の範
囲) で痙攣や流涎がみられたとの報告がある (JMPR (1998))。
(4) マウスの12ヵ月間混餌投与試験では、300 ppm (42 mg/kg/day、区分2の範囲) で肝臓において
巨細胞浸潤、褐色色素で満たされた巨大組織球性細胞、リンパ節において巨細胞浸潤及び細網内
皮細胞増殖がみられたとの報告がある (JMPR (1998))。
(5) ラットの30日間経皮ばく露試験では、雄では致死量の190 mg/kg/day (90日換算値: 44.3
mg/kg/day、区分2の範囲) で振戦、強直性間代性痙攣、流涎、血清、赤血球及び脳ChE活性の低
下、雌では48 mg/kg/day (90日換算値: 11.2 mg/kg/day、区分1の範囲) 以上で血清ChE活性の低
下がみられたとの報告がある (JMPR (1998))。
(6) ラットの30日間経皮ばく露試験では、雄の致死量である9 mg/kg/day (90日換算値: 2.1
mg/kg/day、区分1の範囲) 以上で肝辺縁の肝実質細胞肥大、細胞質の好塩基性の喪失、血清及
び脳内ChE活性の低下がみられたとの報告がある (JMPR (1998))。
(7) 雄ラットの70日間経口投与試験では、2.5 mg/kg/day (90日換算値: 1.4 mg/kg/day、区分1の範
囲) 以上で精子数の減少及び精巣酵素活性の変化、5 mg/kg/day (90日換算値: 2.8 mg/kg/day、
区分1の範囲) 以上で精巣内精子数、精子産生量の減少、異常精子の発生率増加がみられたとの
報告がある (ACGIH (7th, 2009))。
(8) ラットの78週間混餌投与試験では、雌では影響がみられなかったが、220 ppm (ガイダンス換算
値: 11 mg/kg/day、区分2の範囲) 以上の雄で中毒性腎症（混濁腫脹、脂肪変性及び尿細管上皮の
壊死を伴う近位尿細管の変性、硝子円柱、尿細管上皮の再生像）、胃、腎臓、精巣、大動脈、腸間
膜動脈の石灰沈着、上皮小体過形成、精細管における生殖細胞の変性・壊死及び多核細胞に特

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-B-082-MHLW, MOE

４，４’－ジクロロ
ベンジル酸エチル
エステル   (別
名：クロロベンジ
ラート）

510-15-6 生殖毒性 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1) より、母動物毒性用量で胚/胎児への影響がみられたことからガイダンスに従い区分2とした。な
お、新たなデータが得られたことにより旧分類から分類結果を変更した。

【根拠データ】
(1) 雌ラットの妊娠6～15日に強制経口投与した発生毒性試験において、母動物毒性 (流涎、嗜眠)
がみられる用量で、胚/胎児に胚吸収及び着床後胚損失の増加がみられている (IRIS (1989)、
HSDB (Access on May 2020))。

【参考データ等】
(2) ラットを用いた混餌による2世代生殖毒性試験において、生殖影響はみられていない (IRIS
(1989)、HSDB (Access on May 2020))。
(3) ラットを用いた混餌による3世代生殖毒性試験において、生殖影響、催奇形性はみられていない
(IARC 30 (1983))。
(4) 雌ウサギの妊娠7～19日に強制経口投与した発生毒性試験において、母動物毒性 (過敏、糞量
減少、摂餌量減少、体重増加抑制) がみられる用量で、胎児に胸骨癒合の増加がみられている
(IRIS (1989)、HSDB (Access on May 2020))。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1) より、母動物毒性用量で胚/胎児への影響がみられたことからガイダンスに従い区分2とした。な
お、新たなデータが得られたことにより旧分類から分類結果を変更した。

【根拠データ】
(1) 雌ラットの妊娠6～15日に強制経口投与した発生毒性試験において、母動物毒性 (流涎、嗜眠)
がみられる用量で、胚/胎児に胚吸収及び着床後胚損失の増加がみられている (IRIS (1989)、
HSDB (Access on May 2020))。

【参考データ等】
(2) ラットを用いた混餌による2世代生殖毒性試験において、生殖影響はみられていない (IRIS
(1989)、HSDB (Access on May 2020))。
(3) ラットを用いた混餌による3世代生殖毒性試験において、生殖影響、催奇形性はみられていない
(IARC 30 (1983))。
(4) 雌ウサギの妊娠7～19日に強制経口投与した発生毒性試験において、母動物毒性 (過敏、糞量
減少、摂餌量減少、体重増加抑制) がみられる用量で、胎児に胸骨分節癒合の増加がみられてい
る (IRIS (1989)、HSDB (Access on May 2020))。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-B-083-
MHLW, MOE

エチレンイミン
(安定剤入りのも
の、別名：アジリ
ジン)

151-56-4

特定標的臓器
毒性（単回暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)～(7) より、区分1 (中枢神経系、呼吸器、腎臓) とした。視覚器、皮膚への所見については、強い
刺激性によるものと判断し、除外した。また、肝臓への所見については、ヒトの知見1件のみで、実
験動物を用いた試験でもみられていないことから除外した。なお、新たな情報源を用いて評価を見
直した結果、旧分類から分類結果を変更した。

【根拠データ】
(1) 本物質をばく露したヒトでの毒性は、一般に遅延性であり、濃度に応じて接触器官 (皮膚、眼、
口腔、上・下気道) への刺激性、全身毒性、死亡などがある (US AEGL (2010))。
(2) 労働者への本物質の急性吸入または経皮ばく露は、中枢神経系への影響、肺の液体貯留、肝
臓や腎臓への損傷を引き起こし、場合によっては死に至ることもある (ACGIH (7th, 2009)、AICIS
(旧NICNAS) IMAP (2014))。
(3) 本物質に約2時間吸入ばく露された学生 (5名) は、喉の痛み、激しい眼刺激、結膜炎、嘔吐、
咳、上・下気道の炎症、一過性多血症、赤血球症、好酸球増多、アルブミン尿などが数時間遅れて
みられた (ACGIH (7th, 2009)、US AEGL (2010)、HSDB (Access on May 2020)、MOE初期評価第12
巻 (2014)、産衛学会許容濃度提案理由書 (2018))。
(4) 本物質に吸入ばく露 (5分間未満) された57歳の男性では、眼、鼻、喉頭の刺激、流涎、嘔吐、息
切れ、肺水腫がみられた。退院して3週後に息切れが生じ、喘鳴を伴った咳を発症し、再入院時に
は気管支痙攣がみられた。気管の内視鏡検査では狭窄を伴った広範な潰瘍がみられ、再入院から
2週後に死亡した (MOE初期評価第12巻 (2014)、産衛学会許容濃度提案理由書 (2018)、US AEGL
(2010))。
(5) 本物質による皮膚障害、前眼部障害、気道・肺障害又は腎障害は、労働基準法施行規則別表
第一の二に掲げる業務上の疾病として定められている (労働省告示第三十三号 (1996))。
(6) 実験動物を用いた本物質の吸入ばく露試験により、うっ血、浮腫、出血を伴う遅発性肺障害を起
こし、腎障害も観察された (ACGIH (7th, 2009))。
(7) 実験動物の経皮適用試験では、皮膚の壊死に加えて、全ての動物で腎臓の特徴的な損傷 (タ
ンパク質、赤血球、白血球、尿中の腎上皮、血中尿素の増加、腎髄質や乳頭の壊死) がみられた
(GESTIS (Access on May 2020))。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)～(7) より、区分1 (中枢神経系、呼吸器、腎臓) とした。視覚器、皮膚への所見については、強い
刺激性によるものと判断し、除外した。また、肝臓への所見については、ヒトの知見1件のみで、実
験動物を用いた試験でもみられていないことから除外した。なお、新たな情報源を用いて評価を見
直した結果、旧分類から分類結果を変更した。

【根拠データ】
(1) 本物質をばく露したヒトでの毒性は、一般に遅延性であり、濃度に応じて接触器官 (皮膚、眼、
口腔、上・下気道) への刺激性、全身毒性、死亡などがある (US AEGL (2010))。
(2) 労働者への本物質の急性吸入または経皮ばく露は、中枢神経系への影響、肺の液体貯留、肝
臓や腎臓への損傷を引き起こし、場合によっては死に至ることもある (ACGIH (7th, 2009)、AICIS
(旧NICNAS) IMAP (2014))。
(3) 本物質に約2時間吸入ばく露された学生 (5名) は、喉の痛み、激しい眼刺激、結膜炎、嘔吐、
咳、上・下気道の炎症、一過性多血症、白血球増多症、好酸球増多、アルブミン尿などが数時間遅
れてみられた (ACGIH (7th, 2009)、US AEGL (2010)、HSDB (Access on May 2020)、MOE初期評価
第12巻 (2014)、産衛学会許容濃度提案理由書 (2018))。
(4) 本物質に吸入ばく露 (5分間未満) された57歳の男性では、眼、鼻、喉頭の刺激、流涎、嘔吐、息
切れ、肺水腫がみられた。退院して3週後に息切れが生じ、喘鳴を伴った咳を発症し、再入院時に
は気管支痙攣がみられた。気管の内視鏡検査では狭窄を伴った広範な潰瘍がみられ、再入院から
2週後に死亡した (MOE初期評価第12巻 (2014)、産衛学会許容濃度提案理由書 (2018)、US AEGL
(2010))。
(5) 本物質による皮膚障害、前眼部障害、気道・肺障害又は腎障害は、労働基準法施行規則別表
第一の二に掲げる業務上の疾病として定められている (労働省告示第三十三号 (1996))。
(6) 実験動物を用いた本物質の吸入ばく露試験により、うっ血、浮腫、出血を伴う遅発性肺障害を起
こし、腎障害も観察された (ACGIH (7th, 2009))。
(7) 実験動物の経皮適用試験では、皮膚の壊死に加えて、全ての動物で腎臓の特徴的な損傷 (尿
中のタンパク質、赤血球、白血球、腎上皮、血中尿素の増加、腎髄質や乳頭の壊死) がみられた
(GESTIS (Access on May 2020))。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-B-084-MHLW, MOE

チオリン酸Ｏ，Ｏ
－ジエチル－Ｏ－
（２－イソプロピ
ル－６－メチル－
４－ピリミジニ
ル） (別名：ダイ
アジノン)

333-41-5 特定標的臓器毒性（単回暴露）変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)～(5) より、区分1 (神経系) とした。また、呼吸器でみられた所見は神経系への影響による二次
的影響と考えられるため、不採用とした。

【根拠データ】
(1) 本物質はコリンエステラーゼ阻害剤であり、ヒトの急性症状として、眼や皮膚の発赤、痛み、眼
の縮瞳、吐き気、嘔吐、息苦しさ、意識喪失、筋痙直がみられ、吸入では痙攣、めまい、唾液分泌過
多、経口摂取では胃痙攣、下痢もみられた (MOE初期評価第4巻：暫定的有害評価シート (2005))。
(2) 本物質による76例の死亡例では、縮瞳、鼻と口からの泡沫 (froth from nose and mouth)、急性
肺水腫とうっ血、急性潰瘍、血液混じりの胃内容物 (blood-stained gastric contents)、中枢神経系
出血、窒息がみられている (Patty (6th, 2012))。
(3) 本物質 (推定1.5 mg/kg) を摂取した女性で、コリン作動性神経系影響 (吐き気、心窩部痛、頭
痛、縮瞳及び非反応性瞳孔、頻脈) がみられた (Patty (6th, 2012))。
(4) 本物質 (240～986 mg/kg) を故意に摂取した5人で、徐脈、頻脈、クローヌス、昏睡、鼻水症、唾
液漏、縮瞳、反射亢進、筋力低下、運動障害、腹痛、吐き気、昏睡、痙攣、不穏状態
(restlessness)、気管支痙攣がみられた (Patty (6th, 2012))。
(5) 本物質 (約2.5～244 ppm) が残留したオートミールを摂取した子供で、有機リン酸中毒の兆候
(発汗、吐き気、嘔吐、腹部痙攣) がみられた (Patty (6th, 2012))。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)～(5) より、区分1 (神経系) とした。また、呼吸器でみられた所見は神経系への影響による二次
的影響と考えられるため、不採用とした。

【根拠データ】
(1) 本物質はコリンエステラーゼ阻害剤であり、ヒトの急性症状として、眼や皮膚の発赤、痛み、眼
の縮瞳、吐き気、嘔吐、息苦しさ、意識喪失、筋痙直がみられ、吸入では痙攣、めまい、唾液分泌過
多、経口摂取では胃痙攣、下痢もみられた (MOE初期評価第4巻：暫定的有害評価シート (2005))。
(2) 本物質による76例の死亡例では、縮瞳、鼻と口からの泡沫 (froth from nose and mouth)、急性
肺水腫とうっ血、急性潰瘍、血液混じりの胃内容物 (blood-stained gastric contents)、中枢神経系
出血、窒息がみられている (Patty (6th, 2012))。
(3) 本物質 (推定1.5 mg/kg) を摂取した女性で、コリン作動性神経系影響 (吐き気、心窩部痛、頭
痛、縮瞳及び非反応性瞳孔、頻脈) がみられた (Patty (6th, 2012))。
(4) 本物質 (240～986 mg/kg) を故意に摂取した5人で、徐脈、頻脈、クローヌス、昏迷、著しい発
汗、唾液漏、縮瞳、反射亢進、筋力低下、運動障害、腹痛、吐き気、昏睡、痙攣、不穏状態
(restlessness)、気管支痙攣がみられた (Patty (6th, 2012))。
(5) 本物質 (約2.5～244 ppm) が残留したオートミールを摂取した子供で、有機リン酸中毒の兆候
(発汗、吐き気、嘔吐、腹部痙攣) がみられた (Patty (6th, 2012))。

2022.12修正
分類根拠の修
正
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R02-B-084-MHLW, MOE

チオリン酸Ｏ，Ｏ
－ジエチル－Ｏ－
（２－イソプロピ
ル－６－メチル－
４－ピリミジニ
ル） (別名：ダイ
アジノン)

333-41-5

特定標的臓器
毒性（反復暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)～(6) より、区分1 (神経系、血液系、肝臓、腎臓、生殖器 (男性)) とした。旧分類の分類根拠デー
タで影響がみられた用量についてガイダンス値を適用し、旧分類から分類結果を変更した。

【根拠データ】
(1) ラットを用いた13週間の混餌投与試験において、0.3 mg/kg/day (区分1の範囲) 以上の雌雄で
血清コリンエステラーゼ (ChE) 低下が、15 mg/kg/day (区分2の範囲) 以上の雌雄で赤血球AChE
低下、雌で脳AChE低下が、168 mg/kg/day (区分2超) の雌雄で多動、触覚や音に対する過敏症、
軟便、雄で攻撃性の増加、雌で白血球、網赤血球数増加、ヘモグロビン及びヘマトクリット値の低
下、肝重量増加がみられた (MAK (DFG) (2017))。
(2) イヌを用いた強制経口投与による90日間反復投与毒性試験において3 mg/kg/day (区分1の範
囲) 以上で赤血球及び脳AChE活性阻害、10 mg/kg/day (区分1の範囲) で血液への影響 (赤血球
数、ヘモグロビン及びヘマトクリット値減少)、肝臓への影響 (雄で肝門脈周囲炎症細胞浸潤、AST、
ALT、ALP及びγGT活性の増加、雌で肝胆管増生)、腎臓への影響 (雄で腎近位尿細管脂肪化、雌
で腎尿細管上皮再生) 等がみられた (食安委 農薬・動物用医薬品評価書 (2017))。
(3) イヌを用いた8ヵ月間の強制経口投与試験では、10又は20 mg/kg/day (区分2の範囲) 投与群で
死亡、嘔吐、下痢、筋攣縮等のコリン作動性所見及び骨髄球増加、肝硬変、肝臓の巣状壊死等、
精巣萎縮及び精子形成阻害、腎臓の萎縮、尿細管及び糸球体の変性を伴う腎炎が認められた
(食安委 農薬・動物用医薬品評価書 (2017))。
(4) ラットを用いた3週間の吸入ばく露試験 (エアロゾル、6時間/日、5日/週) において、151 mg/m3
(ガイダンス値換算: 0.03 mg/L、区分2の範囲) 以上で外眼炎、下痢、脳AChE活性低下が、559
mg/m3 (ガイダンス値換算: 0.09 mg/L、区分2の範囲) 以上で流涎、立毛、強直性痙攣、摂餌量低
下、赤血球AChE低下、死亡がみられた (MAK (DFG) (2017))。
(5) 雄ラットに本物質1.5又は3.0 mg/kg/day (90日換算: 1.1又は2.2 mg/kg/day、区分1の範囲) を65
日間経口投与した優性致死試験において、生殖器官重量の減少、形態異常精子の割合の増加、
血漿テストステロン濃度の低下がみられた (ATSDR (2008))。
(6) 雄マウスを用いた4週間経口投与毒性試験において、4.1 mg/kg/day (90日換算: 1.3
mg/kg/day、区分1の範囲) 以上の用量で精子の様々な発生段階への影響、精細管の病理組織学
的変化、及び性腺刺激ホルモン濃度の低下が認められた (MAK (DFG) (2017))。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)～(6) より、区分1 (神経系、血液系、肝臓、腎臓、生殖器 (男性)) とした。旧分類の分類根拠デー
タで影響がみられた用量についてガイダンス値を適用し、旧分類から分類結果を変更した。

【根拠データ】
(1) ラットを用いた13週間の混餌投与試験において、0.3 mg/kg/day (区分1の範囲) 以上の雌雄で
血清コリンエステラーゼ (ChE) 低下が、15 mg/kg/day (区分2の範囲) 以上の雌雄で赤血球AChE
低下、雌で脳AChE低下が、168 mg/kg/day (区分2超) の雌雄で多動、触覚や音に対する過敏症、
軟便、雄で攻撃性の増加、雌で白血球、網赤血球数増加、ヘモグロビン及びヘマトクリット値の低
下、肝重量増加がみられた (MAK (DFG) (2017))。
(2) イヌを用いた強制経口投与による90日間反復投与毒性試験において3 mg/kg/day (区分1の範
囲) 以上で赤血球及び脳AChE活性阻害、10 mg/kg/day (区分1の範囲) で血液への影響 (赤血球
数、ヘモグロビン及びヘマトクリット値減少)、肝臓への影響 (雄で肝門脈周囲炎症細胞浸潤、AST、
ALT、ALP及びγGT活性の増加、雌で肝胆管増生)、腎臓への影響 (雄で腎近位尿細管脂肪化、雌
で腎尿細管上皮再生) 等がみられた (食安委 農薬・動物用医薬品評価書 (2017))。
(3) イヌを用いた8ヵ月間の強制経口投与試験では、10又は20 mg/kg/day (区分2の範囲) 投与群で
死亡、嘔吐、下痢、筋攣縮等のコリン作動性所見及び骨髄球増加、肝硬変、肝臓の巣状壊死等、
精巣萎縮及び精子形成阻害、腎臓の萎縮、尿細管及び糸球体の変性を伴う腎炎が認められた
(食安委 農薬・動物用医薬品評価書 (2017))。
(4) ラットを用いた3週間の吸入ばく露試験 (エアロゾル、6時間/日、5日/週) において、151 mg/m3
(ガイダンス値換算: 0.03 mg/L、区分2の範囲) 以上で眼球突出、下痢、脳AChE活性低下が、559
mg/m3 (ガイダンス値換算: 0.09 mg/L、区分2の範囲) 以上で流涎、立毛、強直性痙攣、摂餌量低
下、赤血球AChE低下、死亡がみられた (MAK (DFG) (2017))。
(5) 雄ラットに本物質1.5又は3.0 mg/kg/day (90日換算: 1.1又は2.2 mg/kg/day、区分1の範囲) を65
日間経口投与した優性致死試験において、生殖器官重量の減少、形態異常精子の割合の増加、
血漿テストステロン濃度の低下がみられた (ATSDR (2008))。
(6) 雄マウスを用いた4週間経口投与毒性試験において、4.1 mg/kg/day (90日換算: 1.3
mg/kg/day、区分1の範囲) 以上の用量で精子の様々な発生段階への影響、精細管の病理組織学
的変化、及び性腺刺激ホルモン濃度の低下が認められた (MAK (DFG) (2017))。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-B-089-MHLW, MOE

Ｏ－エチル＝Ｏ－
（６－ニトロ－ｍ
－トリル）＝ｓｅ
ｃ－ブチルホスホ
ルアミドチオアー
ト (別名：ブタミ
ホス)

36335-67-8 生殖毒性 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1) より、親動物毒性がみられない用量で哺育期間中の生存児数減少が認められている。しかし、
(1)～(3) より、この他に繁殖能、出生時の影響、胎児に影響がみられないことから「追加区分：授乳
に対する又は授乳を介した影響」とした。

【根拠データ】
(1) ラットを用いた混餌投与による3世代繁殖試験において、親動物毒性がみられない用量 (最高用
量である300 ppm (雄: 24.37 mg/kg/day、雌: 31.60 mg/kg/day) で、哺育期間中の生存児数減少
( F1児動物: P、F1及びF2世代の哺育12及び21日) が認められた (食安委 農薬評価書 (2009)、農薬
抄録 (2009))。
(2) 雌ラットの妊娠6～15日に強制経口投与した発生毒性試験において、最高用量である125
mg/kg/day で母動物毒性 (体重増加抑制、1 例にラ音、呼吸困難及び流涎) がみられたが胎児に
影響はみられていない (食安委 農薬評価書 (2009))。
(3) 雌ウサギの妊娠6～18日に強制経口投与した発生毒性試験において、最高用量である80
mg/kg/dayで母動物毒性 (死亡及び体重増加抑制) がみられたが胎児に影響はみられていない
(食安委 農薬評価書 (2009))。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1) より、親動物毒性がみられない用量で哺育期間中の生存児数減少が認められている。しかし、
(1)～(3) より、この他に繁殖能、出生時の影響、胎児に影響がみられないことから「追加区分：授乳
に対する又は授乳を介した影響」とした。

【根拠データ】
(1) ラットを用いた混餌投与による3世代繁殖試験において、親動物毒性がみられない用量 (最高用
量である300 ppm (雄: 24.37 mg/kg/day、雌: 31.60 mg/kg/day) で、哺育期間中の生存児数減少
(P、F1及びF2世代の哺育12及び21日) が認められた (食安委 農薬評価書 (2009)、農薬抄録
(2009))。
(2) 雌ラットの妊娠6～15日に強制経口投与した発生毒性試験において、最高用量である125
mg/kg/day で母動物毒性 (体重増加抑制、1 例にラ音、呼吸困難及び流涎) がみられたが胎児に
影響はみられていない (食安委 農薬評価書 (2009))。
(3) 雌ウサギの妊娠6～18日に強制経口投与した発生毒性試験において、最高用量である80
mg/kg/dayで母動物毒性 (死亡及び体重増加抑制) がみられたが胎児に影響はみられていない
(食安委 農薬評価書 (2009))。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-B-090-
MHLW, MOE

Ｏ－エチル＝Ｓ，
Ｓ－ジプロピル＝
ホスホロジチオ
アート (別名：エ
トプロポス)

13194-48-4

特定標的臓器
毒性（単回暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
本物質のヒトでの急性ばく露影響に関する報告はない。実験動物では、(1)～(6) より、区分1 (神経
系) とした。

【根拠データ】
(1) 雌ラットの単回経口投与試験 (影響がみられた最小用量の記載なし、少なくともLD50値 (56
mg/kg、区分1の範囲) 付近で影響がみられたと想定) において、削痩、歩行失調、流涎、活動低
下、円背位、振戦がみられた (食安委 農薬評価書 (2010)、JMPR (1999))。
(2) ラットの単回経皮適用試験 (影響がみられた最小用量の記載なし、少なくともLD50値 (226
mg/kg、区分1の範囲) 付近で影響がみられたと想定) において、振戦、痙攣、活動低下、呼吸困難
がみられた (食安委 農薬評価書 (2010)、JMPR (1999))。
(3) ラットの単回経皮適用試験 (影響がみられた最小用量の記載なし、少なくともLD50値 (雄: 1,280
mg/kg、雌: 424 mg/kg、区分2の範囲) 付近で影響がみられたと想定) において、着色尿、振戦、流
涎、活動低下、運動失調、軟便、下痢、努力呼吸、流涙、眼球突出がみられた (食安委 農薬評価書
(2010)、JMPR (1999))。
(3) ウサギの単回経皮適用試験 (影響がみられた最小用量の記載なし、少なくともLD50値 (8.5
mg/kg、区分1の範囲) 付近で影響がみられたと想定) において、立毛、努力呼吸、流涎、自発運動
減少、振戦、運動失調、軟便、下痢、流涙、死亡動物で体重減少がみられた (食安委 農薬評価書
(2010)、JMPR (1999))。
(4) ラットの4時間単回吸入ばく露試験 (影響がみられた最小用量の記載なし、少なくともLC50値
(0.25 mg/kg、区分1の範囲) 付近で影響がみられたと想定) において、感情鈍麻、努力呼吸、流涎
がみられた (食安委 農薬評価書 (2010)、JMPR (1999))。
(5) ラットの経口投与による急性神経毒性試験 (雄: 0、30、60 mg/kg、雌: 0、20、40 mg/kg) では、
雄: 60 mg/kg及び雌: 40 mg/kgで振戦、流涎がみられ、同群の雄で円背位、努力呼吸、粗毛、被毛
の着色、体の蒼白化、眼の分泌物、活動性低下及び接触時の冷感が認められた。投与2時間後に
は、赤血球及び脳の各組織のコリンエステラーゼ (ChE) 活性が全投与群で用量相関的に43～93％
阻害された。投与15日後には、雌雄の小脳ChE活性、雌の血球ChE 活性は回復したが、全投与群
の雌雄の赤血球及び脳前頭皮質、高用量群の雌雄の海馬で、ChE の約20％またはそれ以上の阻
害が認められた (食安委 農薬評価書 (2010))。
(6) ラットの経口投与による急性神経毒性試験 (雄: 0、5、50、75 mg/kg、雌: 0、5、25、50 mg/kg) で
は、75 mg/kgの雄で腹臥位、嗜眠、扱いやすさの変化、流涙、あえぎ呼吸、よろめき歩行、角膜反
射消失、熱に対する反射の遅れ、体温低下、前肢握力減少がみられた。また、50 mg/kg以上の雄
では、円背位、振戦、努力呼吸、眼球突出、活動低下、協調不能、流涎、接触時の冷感、軽度の体
温低下、自発運動低下、赤血球ChE活性阻害 (20％以上) がみられ、雌で円背位、振戦、眼球突
出、協調不能、活動低下、接触時の冷感、腹臥位、嗜眠、扱いやすさの変化、流涙、努力呼吸、あ

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
本物質のヒトでの急性ばく露影響に関する報告はない。実験動物では、(1)～(6) より、区分1 (神経
系) とした。

【根拠データ】
(1) 雌ラットの単回経口投与試験 (影響がみられた最小用量の記載なし、少なくともLD50値 (56
mg/kg、区分1の範囲) 付近で影響がみられたと想定) において、削痩、歩行失調、流涎、活動低
下、円背位、振戦がみられた (食安委 農薬評価書 (2010)、JMPR (1999))。
(2) ラットの単回経皮適用試験 (影響がみられた最小用量の記載なし、少なくともLD50値 (226
mg/kg、区分1の範囲) 付近で影響がみられたと想定) において、振戦、痙攣、活動低下、呼吸困難
がみられた (食安委 農薬評価書 (2010)、JMPR (1999))。
(3) ラットの単回経皮適用試験 (影響がみられた最小用量の記載なし、少なくともLD50値 (雄: 1,280
mg/kg、雌: 424 mg/kg、区分2の範囲) 付近で影響がみられたと想定) において、着色尿、振戦、流
涎、活動低下、運動失調、軟便、下痢、努力呼吸、流涙、眼球突出がみられた (食安委 農薬評価書
(2010)、JMPR (1999))。
(3) ウサギの単回経皮適用試験 (影響がみられた最小用量の記載なし、少なくともLD50値 (8.5
mg/kg、区分1の範囲) 付近で影響がみられたと想定) において、立毛、努力呼吸、流涎、自発運動
減少、振戦、運動失調、軟便、下痢、流涙、死亡動物で体重減少がみられた (食安委 農薬評価書
(2010)、JMPR (1999))。
(4) ラットの4時間単回吸入ばく露試験 (影響がみられた最小用量の記載なし、少なくともLC50値
(0.25 mg/kg、区分1の範囲) 付近で影響がみられたと想定) において、感情鈍麻、努力呼吸、流涎
がみられた (食安委 農薬評価書 (2010)、JMPR (1999))。
(5) ラットの経口投与による急性神経毒性試験 (雄: 0、30、60 mg/kg、雌: 0、20、40 mg/kg) では、
雄: 60 mg/kg及び雌: 40 mg/kgで振戦、流涎がみられ、同群の雄で円背位、努力呼吸、粗毛、被毛
の着色、体の蒼白化、眼の分泌物、活動性低下及び接触時の冷感が認められた。投与2時間後に
は、赤血球及び脳の各組織のコリンエステラーゼ (ChE) 活性が全投与群で用量相関的に43～93％
阻害された。投与15日後には、雌雄の小脳ChE活性、雌の赤血球ChE 活性は回復したが、全投与
群の雌雄の赤血球及び脳前頭皮質、高用量群の雌雄の海馬で、ChE の約20％またはそれ以上の
阻害が認められた (食安委 農薬評価書 (2010))。
(6) ラットの経口投与による急性神経毒性試験 (雄: 0、5、50、75 mg/kg、雌: 0、5、25、50 mg/kg) で
は、75 mg/kgの雄で腹臥位、嗜眠、扱いやすさの変化、流涙、あえぎ呼吸、よろめき歩行、角膜反
射消失、熱に対する反射の遅れ、体温低下、前肢握力減少がみられた。また、50 mg/kg以上の雄
では、円背位、振戦、努力呼吸、眼球突出、活動低下、協調不能、流涎、接触時の冷感、軽度の体
温低下、自発運動低下、赤血球ChE活性阻害 (20％以上) がみられ、雌で円背位、振戦、眼球突
出、協調不能、活動低下、接触時の冷感、腹臥位、嗜眠、扱いやすさの変化、流涙、努力呼吸、あ

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-B-051-
MHLW, MOE

チオりん酸Ｏ，Ｏ
－ジメチル－Ｓ－
｛２－［１－（Ｎ
－メチルカルバモ
イル）エチルチ
オ］エチル｝（別
名：バミドチオ
ン）

2275-23-2

特定標的臓器
毒性（反復暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)～(5) より、神経系 (区分1) とした。

【根拠データ】
(1) 本物質は有機リン系殺虫剤である。有機リン系殺虫剤は強力なコリンエステラーゼ (ChE) 酵素
阻害剤である (HSDB (Access on 2020))。
(2) 健康な男女ボランティア6～11名に本物質の水溶液 (9.6又は37.2 μg本物質/kg/day) を3週間、
別のグループには本物質の水溶液 (78.8又は122.8 μg本物質/kg/day) を5週間経口投与した結
果、投与に関連する臨床症状はみられなかった。いずれのグループでも血漿ChE活性の低下はみ
られなかったが、122.8 μg本物質/kg/day投与群の3名で赤血球ChE活性の低下がみられた
(JMPR (1973))。
(3) ラットに本物質2、5、10 mg/kg/day (いずれも区分1の範囲) を3ヵ月間強制経口投与した結果、
血清アセチルコリンエステラーゼ (AChE) 活性阻害 (2 mg/kg/day群: 35％; 5 mg/kg/day群: 12％;
10 mg/kg/day群: 8％) がみられた (JMPR (1973))。
(4) ラット、マウスに本物質0.1～100 ppmを24ヵ月間混餌投与した結果、いずれの試験でも毒性症
状はみられなかったが、10 ppm (ラット0.5 mg/kg/day: マウス: 1.5 mg/kg/day、区分1の範囲) 以上
で血清及び赤血球ChE活性の低下がみられ、ラットでは10 ppm (0.5 mg/kg/day、区分1の範囲) 以
上の雄、マウスでは100 ppm (15 mg/kg/day、区分2の範囲) の雌雄で脳ChE活性の低下もみられ
た (JMPR (1982))。
(5) イヌに本物質を52週間経口投与した結果、0.5 mg/kg/day (区分1の範囲) 以上で血漿および赤
血球ChE活性阻害が、5.0 mg/kg/day (区分1の範囲) で後肢の硬直による歩行異常、脳ChE活性阻
害 (20～30％) がみられた (JMPR (1988))。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)～(5) より、区分1 (神経系) とした。

【根拠データ】
(1) 本物質は有機リン系殺虫剤である。有機リン系殺虫剤は強力なコリンエステラーゼ (ChE) 酵素
阻害剤である (HSDB (Access on 2020))。
(2) 健康な男女ボランティア6～11名に本物質の水溶液 (9.6又は37.2 μg本物質/kg/day) を3週間、
別のグループには本物質の水溶液 (78.8又は122.8 μg本物質/kg/day) を5週間経口投与した結
果、投与に関連する臨床症状はみられなかった。いずれのグループでも血漿ChE活性の低下はみ
られなかったが、122.8 μg本物質/kg/day投与群の3名で赤血球ChE活性の低下がみられた
(JMPR (1973))。
(3) ラットに本物質2、5、10 mg/kg/day (いずれも区分1の範囲) を3ヵ月間強制経口投与した結果、
血清アセチルコリンエステラーゼ (AChE) 活性阻害 (2 mg/kg/day群: 35％; 5 mg/kg/day群: 12％;
10 mg/kg/day群: 8％) がみられた (JMPR (1973))。
(4) ラット、マウスに本物質0.1～100 ppmを24ヵ月間混餌投与した結果、いずれの試験でも毒性症
状はみられなかったが、10 ppm (ラット0.5 mg/kg/day: マウス: 1.5 mg/kg/day、区分1の範囲) 以上
で血清及び赤血球ChE活性の低下がみられ、ラットでは10 ppm (0.5 mg/kg/day、区分1の範囲) 以
上の雄、マウスでは100 ppm (15 mg/kg/day、区分2の範囲) の雌雄で脳ChE活性の低下もみられ
た (JMPR (1982))。
(5) イヌに本物質を52週間経口投与した結果、0.5 mg/kg/day (区分1の範囲) 以上で血漿および赤
血球ChE活性阻害が、5.0 mg/kg/day (区分1の範囲) で後肢の硬直による歩行異常、脳ChE活性阻
害 (20～30％) がみられた (JMPR (1988))。

2022.12修正
分類根拠の修
正
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R1年度政府によるGHS分類結果  正誤表

R02-B-070-
MHLW, MOE

オメガ－クロロ
アセトフェノン

532-27-4
急性毒性（経
口）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)、(2) より、区分3とした。
 なお、新たな情報源の使用により、旧分類から分類結果を変更した。

【根拠データ】
(1) ラットのLD50: 71～258 mg/kg (ACGIH (7th, 2001))
(2) ラットのLD50: 127 mg/kg (ACGIH (7th, 2001)、NTP TR379 (1990)、HSDB (Access
on May 2020))

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)、(2) より、区分3とした。

【根拠データ】
(1) ラットのLD50: 71～258 mg/kg (ACGIH (7th, 2001))
(2) ラットのLD50: 127 mg/kg (ACGIH (7th, 2001)、NTP TR379 (1990)、HSDB (Access on May
2020))

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-B-080-
MHLW, MOE

６，７，８，
９，１０，１０
－ヘキサクロロ
－１，５，５
ａ，６，９，９
ａ－ヘキサヒド
ロ－６，９－メ
タノ－２，４，
３－ベンゾジオ
キサチエピン＝
３－オキシド
(別名：エンドス
ルファン）

115-29-7
皮膚腐食性／
刺激性

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1) 、(2) より、区分に該当しないとした。

【根拠データ】
(1) 本物質のウサギを用いた皮膚刺激性試験において刺激性を示さない (JMPR (1999)、
GESTIS (Access on May 2020))。
 

【参考データ等】
(2) EPA OPPTS 870.2500に準拠した本物質の製剤 (有功濃度 50 ％) のウサギを用いた皮膚
刺激性試験で刺激性を示さない (EPA Pesticides RED (2002))。
(3) ラットの皮膚に本物質を6h/日、5日間の適用で、雌では62.5 mg/kg/day、雄では250
mg/kg/dayにおいて、軽度から中等度の紅斑、軽度の浮腫、乾燥及び落屑がみられたが、雌
で48 mg/kg/day及び雄で 192 mg/kg/dayまでの適用量では刺激性はみられなかった。ま
た、モルモットに本物質を 587 mg/kg/dayの用量で6h/日、3日/週、3週間適用した実験で
紅斑及び浮腫はみられていない (ATSDR (2015))。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)より、区分に該当しないとした。

【根拠データ】
(1) 本物質のウサギを用いた皮膚刺激性試験において刺激性を示さない (JMPR (1999)、GESTIS
(Access on May 2020))。

【参考データ等】
(2) EPA OPPTS 870.2500に準拠した本物質の製剤 (有功濃度 50 ％) のウサギを用いた皮膚刺激
性試験で刺激性を示さない (EPA Pesticides RED (2002))。
(3) ラットの皮膚に本物質を6h/日、5日間の適用で、雌では62.5 mg/kg/day、雄では250 mg/kg/day
において、軽度から中等度の紅斑、軽度の浮腫、乾燥及び落屑がみられたが、雌で48 mg/kg/day
及び雄で 192 mg/kg/dayまでの適用量では刺激性はみられなかった。また、モルモットに本物質を
587 mg/kg/dayの用量で6h/日、3日/週、3週間適用した実験で紅斑及び浮腫はみられていない
(ATSDR (2015))。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-B-081-
MHLW

α，α，α－ト
リフルオロ－
２，６－ジニト
ロ－Ｎ，Ｎ－ジ
プロピル－ｐ－
トルイジン
(別名：トリフル
ラリン）

1582-09-8
生殖細胞変異
原性

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)、(2) より、区分に該当しないとした。

【根拠データ】
(1) in vivoでは、チャイニーズハムスター経口投与の骨髄細胞を用いた姉妹染色分体交換試
験で陰性、マウス経口投与の骨髄細胞を用いる小核試験で陰性、ラット経口投与の骨髄細胞
を用いる優性致死試験で陰性 (食安委 農薬評価書 (2012)、農薬抄録 (2013))。
(2) in vitroでは、細菌の復帰突然変異試験で陰性、哺乳類培養細胞の染色体異常試験で陰
性、遺伝子突然変異試験で陰性 (食安委 農薬評価書 (2012)、農薬抄録 (2013))。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)、(2) より、区分に該当しないとした。

【根拠データ】
(1) in vivoでは、チャイニーズハムスター経口投与の骨髄細胞を用いた姉妹染色分体交換試
験で陰性、マウス経口投与の骨髄細胞を用いる小核試験で陰性、ラット経口投与による優性
致死試験で陰性 (食安委 農薬評価書 (2012)、農薬抄録 (2013))。
(2) in vitroでは、細菌の復帰突然変異試験で陰性、哺乳類培養細胞の染色体異常試験で陰
性、遺伝子突然変異試験で陰性 (食安委 農薬評価書 (2012)、農薬抄録 (2013))。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-082-
METI

３－（４－クロ
ロフェニル）－
３－（３，４－
ジメトキシフェ
ニル）－１－モ
ルホリノプロパ
－２－エン－１
－オン（別名：
ジメトモルフ）

110488-70-5
眼に対する重
篤な損傷性／
眼刺激性

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）より、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）ウサギ（n=3）を用いた眼刺激性試験（GLP、7日観察）において、4時間後に全例で
結膜発赤及び結膜浮腫がみられたが、48時間以内に回復した（角膜浮腫スコアの平均：0、
虹彩炎の平均：結膜発赤スコアの平均：0.2、結膜浮腫スコアの平均：0）との報告がある
（食安委 農薬評価書 (2013)、農薬抄録 (2009)）。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）より、区分に該当しない。

【根拠データ】
（１）ウサギ（n=3）を用いた眼刺激性試験（GLP、7日観察）において、4時間後に全例で
結膜発赤及び結膜浮腫がみられたが（角膜混濁スコアの平均：0.0、虹彩炎スコアの平均：
0.0、結膜発赤スコアの平均：2.0、結膜浮腫スコアの平均：1.0）、48時間以内に回復したと
の報告がある（食安委 農薬評価書 (2013)、農薬抄録 (2009)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-067-
METI, MOE

メチル＝２－ヒ
ドロキシベンゾ
アート（別名：
サリチル酸メチ
ル）

119-36-8
特定標的臓器
毒性（単回暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（４）より、中枢神経系及び消化管が主標的臓器と考えられ、区分１（中枢神経系、消化管）に
分類できる。また嗜眠、昏睡がみられていることから区分3（麻酔作用）を追加し、区分１（中枢神経
系、消化管）、区分3（麻酔作用）とした。

【根拠データ】
（１）本物質の大量使用による副作用として、頭痛、悪心・嘔吐、食欲不振、頻脈等が生じるとの報
告がある（JAPIC (2019)）。
（２）本物質は経口経路ではよく吸収される。本物質は迅速かつ大半が加水分解され、サリチル酸と
メタノールになる。本物質はヒトの場合、経口投与後に80％が90分以内に加水分解されるとの報告
がある（CLH Report (2018)）。
（３）サリチル酸の急性中毒は、アセチルサリチル酸（アスピリン）の過剰量、局所薬の過剰適用、サ
リチル酸軟膏の摂取等多くの症例報告がある。2004年だけでもサリチル酸のヒトばく露が米国の
poison control centerに40,405件報告されている。これらのうち、本物質の関与が12,500件（30％）含
まれる。サリチル酸中毒の典型的な症状は吐血、頻脈、呼吸、呼吸困難、耳鳴り、難聴、嗜眠、発
作、錯乱等であるとの報告がある（CLH Report (2018)）。
（４）経口摂取後のサリチル酸中毒の主症状は悪心・嘔吐、上腹部痛であり、時には吐血がみられ
る。また、軽度～中程度のサリチル酸中毒の共通的な臨床症状には過呼吸、発汗、紅潮、発熱、被
刺激性亢進、耳鳴り、難聴が含まれる。重篤な中毒症例では、呼吸困難、卒倒、幻覚、痙攣、乳頭
浮腫及び昏睡が特に小児に発生するおそれがある。代謝性アシドーシス、非心原性肺水腫、肝毒
性及び心リズム障害をきたすおそれもあるとの報告がある（IPCS PIM 642 (Accessed Oct. 2020）。

【参考データ等】
（５）ラットの単回経口投与試験において、投与後すぐに鎮静（depression）がみられ、死亡例は4～
18時間後に生じた。LD50値（887 mg/kg）と報告されている（CLH Report (2018)、REACH登録情報
情報 (Accessed Oct. 2020)）。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）～（４）より、中枢神経系及び消化管が主標的臓器と考えられ、区分１（中枢神経系、消化管）に
分類できる。また嗜眠、昏睡がみられていることから区分3（麻酔作用）を追加し、区分１（中枢神経
系、消化管）、区分3（麻酔作用）とした。

【根拠データ】
（１）本物質の大量使用による副作用として、頭痛、悪心・嘔吐、食欲不振、頻脈等が生じるとの報
告がある（JAPIC (2019)）。
（２）本物質は経口経路ではよく吸収される。本物質は迅速かつ大半が加水分解され、サリチル酸と
メタノールになる。本物質はヒトの場合、経口投与後に80％が90分以内に加水分解されるとの報告
がある（CLH Report (2018)）。
（３）サリチル酸の急性中毒は、アセチルサリチル酸（アスピリン）の過剰量、局所薬の過剰適用、サ
リチル酸軟膏の摂取等多くの症例報告がある。2004年だけでもサリチル酸のヒトばく露が米国の
poison control centerに40,405件報告されている。これらのうち、本物質の関与が12,500件（30％）含
まれる。サリチル酸中毒の典型的な症状は吐血、頻呼吸、過呼吸、呼吸困難、耳鳴り、難聴、嗜
眠、発作、錯乱等であるとの報告がある（CLH Report (2018)）。
（４）経口摂取後のサリチル酸中毒の主症状は悪心・嘔吐、上腹部痛であり、時には吐血がみられ
る。また、軽度～中程度のサリチル酸中毒の共通的な臨床症状には過呼吸、発汗、紅潮、発熱、被
刺激性亢進、耳鳴り、難聴が含まれる。重篤な中毒症例では、呼吸困難、卒倒、幻覚、痙攣、乳頭
浮腫及び昏睡が特に小児に発生するおそれがある。代謝性アシドーシス、非心原性肺水腫、肝毒
性及び心リズム障害をきたすおそれもあるとの報告がある（IPCS PIM 642 (Accessed Oct. 2020）。

【参考データ等】
（５）ラットの単回経口投与試験において、投与後すぐに鎮静（depression）がみられ、死亡例は4～
18時間後に生じた。LD50値（887 mg/kg）と報告されている（CLH Report (2018)、REACH登録情報
情報 (Accessed Oct. 2020)）。

2022.12修正
分類根拠の修
正
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R1年度政府によるGHS分類結果  正誤表

R02-A-097-
METI, MOE

ジイソプロピル
ナフタレン

38640-62-9
特定標的臓器
毒性（反復暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）より、経口経路では区分に該当しない。ただし、他経路での分類に十分な情報がな
く、データ不足のため分類できない。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた強制経口投与による28日間経口投与試験において、30 mg/kg/day
（90日換算：9.33 mg/kg/day、区分1の範囲）で総コレステロールの高値（雌）が、100
mg/kg/day（90日換算：31.1 mg/kg/day、区分2の範囲）で 総ビリルビンの高値、TGの低
 値（雄）、肝臓影響（相対重量高値）（雄）が、300 mg/kg/day（90日換算：93.3
mg/kg/day、区分2の範囲）で肝臓影響（軽度の小葉中心性肝細胞肥大、相対重量高値
（雌））、APTT・PTの高値/高値傾向、摂水量の高値（雌）、尿量の高値（雌）、腎臓影
響（絶対・相対重量高値）（雌）がみられたとの報告がある。なお、肝細胞肥大は被験物質
に基づく変化と考えられると報告されている（厚生労働省 既存点検結果（作成年不
明））。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
（１）より、経口経路では区分に該当しない。ただし、他経路での分類に十分な情報がなく、データ不
足のため分類できない。

【根拠データ】
（１）ラットを用いた強制経口投与による28日間経口投与試験において、30 mg/kg/day（90日換算：
9.33 mg/kg/day、区分1の範囲）で総コレステロールの高値（雌）が、100 mg/kg/day（90日換算：31.1
mg/kg/day、区分2の範囲）で肝臓影響（絶対及び相対重量高値）（雄）が、300 mg/kg/day（90日換
算：93.3 mg/kg/day、区分2の範囲）で総ビリルビンの高値、TGの低値（雄）、肝臓影響（軽度の小葉
中心性肝細胞肥大、相対重量高値（雌））、APTT・PTの高値/高値傾向、摂水量の高値（雌）、尿量
の高値（雌）、腎臓影響（絶対・相対重量高値）（雌）がみられたとの報告がある。なお、肝細胞肥大
は被験物質に基づく変化と考えられると報告されている（厚生労働省 既存点検結果（作成年不
明））。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-B-067-
MHLW, MOE

３－（３，４－
ジクロロフェニ
ル）－１－メト
キシ－１－メチ
ル尿素   (別
名：リニュロ
ン）

330-55-2
特定標的臓器
毒性（反復暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)～(5) より、区分2 (血液系) とした。(3) では、区分1の範囲で血液毒性の兆候がみられている
が、他の動物試験結果も踏まえ、区分2の範囲の用量において明らかな血液毒性が生じると判断し
た。

【根拠データ】
(1) ラットに本物質を90日間混餌投与した結果、400 ppm以上 (20 mg/k/day、区分2の範囲) で赤血
球数の減少、白血球数の増加が、3,000 ppm (150 m/kg/day、区分2超) で体重増加抑制 がみられ
た (EPA Pesticides RED (1995))。
(2) ラットに本物質を2年間混餌投与した結果、625 ppm (15.63 mg/kg/day、区分2の範囲) の雌雄で
体重増加抑制、摂餌量の低下、脾臓のヘモジデリン含有増加、雌で溶血に伴う骨髄脂肪の減少及
び子宮内膜過形成がみられた (EPA Pesticides RED (1995))。
(3) ラットに本物質を2年間混餌投与した結果、125 ppm 以上 (6.25 mg/kg/day、区分1の範囲) で血
球破壊と再生の兆候 (平均赤血球体積の増加、赤血球数の減少、網赤血球の増加傾向)、雄で精
巣間細胞腺腫の増加がみられた (EPA Pesticides RED (1995))。
(4) マウスに本物質を2年間混餌投与した結果、50 ppm (12 mg/kg/day、区分2の範囲) の雌雄でメ
トヘモグロビンの増加、雄で肝細胞腺腫の増加が、1,500 ppm (455 mg/kg/day、区分2超) の雌雄で
体重減少、脾臓のヘモジデリン沈着、肝細胞腫大・細胞質変性・空胞化・壊死、出血、雌で肝細胞
腺腫の増加、肝重量増加がみられた (EPA Pesticides RED (1995))。
(5) イヌに本物質を1年間混餌投与した結果、625 ppm (雄/雌: 18.6/16.1 mg/kg/day、区分2の範囲)
の雌雄で肝クッパー細胞のヘモジデリン沈着、赤血球数、ヘモグロビン、ヘマトクリット値の軽度減
少、骨髄における赤血球新生のわずかな増加等がみられた (EPA Pesticides RED (1995))。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)～(5) より、区分2 (血液系) とした。(3) では、区分1の範囲で血液毒性の兆候がみられている
が、他の動物試験結果も踏まえ、区分2の範囲の用量において明らかな血液毒性が生じると判断し
た。

【根拠データ】
(1) ラットに本物質を90日間混餌投与した結果、400 ppm以上 (20 mg/kg/day、区分2の範囲) で赤
血球数の減少、白血球数の増加が、3,000 ppm (150 m/kg/day、区分2超) で体重増加抑制 がみら
れた (EPA Pesticides RED (1995))。
(2) ラットに本物質を2年間混餌投与した結果、625 ppm (15.63 mg/kg/day、区分2の範囲) の雌雄で
体重増加抑制、摂餌量の低下、脾臓のヘモジデリン含有増加、雌で溶血に伴う骨髄脂肪の減少及
び子宮内膜過形成がみられた (EPA Pesticides RED (1995))。
(3) ラットに本物質を2年間混餌投与した結果、125 ppm 以上 (6.25 mg/kg/day、区分1の範囲) で血
球破壊と再生の兆候 (平均赤血球体積の増加、赤血球数の減少、網赤血球の増加傾向)、雄で精
巣間細胞腺腫の増加がみられた (EPA Pesticides RED (1995))。
(4) マウスに本物質を2年間混餌投与した結果、50 ppm (12 mg/kg/day、区分2の範囲) の雌雄でメ
トヘモグロビンの増加、雄で肝細胞腺腫の増加が、1,500 ppm (455 mg/kg/day、区分2超) の雌雄で
体重減少、脾臓のヘモジデリン沈着、肝細胞腫大・細胞質変性・空胞化・壊死、出血、雌で肝細胞
腺腫の増加、肝重量増加がみられた (EPA Pesticides RED (1995))。
(5) イヌに本物質を1年間混餌投与した結果、625 ppm (雄/雌: 18.6/16.1 mg/kg/day、区分2の範囲)
の雌雄で肝クッパー細胞のヘモジデリン沈着、赤血球数、ヘモグロビン、ヘマトクリット値の軽度減
少、骨髄における赤血球新生のわずかな増加等がみられた (EPA Pesticides RED (1995))。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-B-099-
MHLW, MOE

オキサロトリル
(別名：ジシア
ン)

460-19-5
特定標的臓器
毒性（単回暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)、(2) より、区分1 (中枢神経系)、区分3 (麻酔作用、気道刺激性) とした。

【根拠データ】
(1) ヒトにおいて、本物質の16 ppmに6又は8分間ばく露されたボランティアで眼及び鼻の刺
激がみらればく露停止後、数分間刺激が持続した。8 ppmの6分間ばく露ではこれらの刺激
はみられなかった (ACGIH (7th, 2016)、US AEGL (2014)、ATSDR (2006))。
(2) ラットを250 ppmの本物質に1.5～120分間ばく露 (120分間ばく露の4時間換算値は85
ppm (区分1の範囲)) した結果、眼の刺激、窒息、中枢神経系への影響 (落ち着きのないパ
ニック様動作、協調運動の低下、振戦、嗜眠等) がみられている (ATSDR (2006))。

【参考データ等】
(3) シアン化物への急性ばく露の標的器官は、中枢神経系、呼吸器系、心血管系である。高
濃度のシアン化物にばく露すると、急速に死に至る (ATSDR (2006))。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)、(2) より、区分1 (中枢神経系)、区分3 (麻酔作用、気道刺激性) とした。

【根拠データ】
(1) ヒトにおいて、本物質の16 ppmに6又は8分間ばく露されたボランティアで眼及び鼻の刺
激がみらればく露停止後、数分間刺激が持続した。8 ppmの6分間ばく露ではこれらの刺激
はみられなかった (ACGIH (7th, 2016)、US AEGL (2014)、ATSDR (2006))。
(2) ラットを250 ppmの本物質に7.5～120分間ばく露 (120分間ばく露の4時間換算値は85
ppm (区分1の範囲)) した結果、眼の刺激、窒息、中枢神経系への影響 (落ち着きのないパ
ニック様動作、協調運動の低下、振戦、嗜眠等) がみられている (ATSDR (2006))。

【参考データ等】
(3) シアン化物への急性ばく露の標的器官は、中枢神経系、呼吸器系、心血管系である。高
濃度のシアン化物にばく露すると、急速に死に至る (ATSDR (2006))。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-B-101-
MHLW, MOE

３－（１－メチ
ル－２－ピロリ
ジニル）ピリジ
ン (別名：ニコ
チン)

54-11-5 生殖毒性 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)～(4) より、区分2とした。また、(5) より「授乳に対する又は授乳を介した影響」を追加
した。なお、再検討した結果、旧分類から分類結果を変更した。

【根拠データ】
(1) ラットを用いた吸入ばく露による反復投与毒性・生殖発生毒性併合試験 (OECD TG 422)
において、親動物毒性 (体重増加抑制、摂餌量減少、肝臓の肝細胞壊死、水腫様変性、スト
レスによる副腎皮質肥大、胸腺萎縮及び子宮萎縮) がみられる用量で、生殖影響はみられて
いないが不規則な性周期、児動物の体重低値がみられている (REACH登録情報 (Access on
October 2020))。
(2) 雌マウス、ラット及びウサギの器官形成期に皮下投与した試験において、母動物毒性 (体
重増加抑制、摂餌量減少) がみられる用量でマウス、ラットでは胎児に未骨化がみられたが
ウサギでは胎児に影響がみられていない (Patty (6th, 2012))。
(3) 雌ラットの妊娠4～20日に6 mg/kg/dayを皮下投与した結果、母動物に体重増加抑制、児
動物に体重減少び脳の未発達がみられた (ACGIH (7th, 2001))。
(4) 雌ラットの交配6週間前から妊娠期間中に6 mg/kg/dayを投与し、生後12時間で対照群の
雌で交差飼育した新生児において、雌雄で副腎重量減少、雄で出生児体重減少、胎児/腹減
少、活動の低下がみられている (MAK (DFG) (2014))。
(5) ラットでの妊娠・授乳期間に投与した試験では、母乳の分泌が著しく減少したため、大
部分の出生児が死亡した （Patty (6th, 2012))。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)～(4) より、区分2とした。また、(5) より「授乳に対する又は授乳を介した影響」を追加
した。なお、再検討した結果、旧分類から分類結果を変更した。

【根拠データ】
(1) ラットを用いた吸入ばく露による反復投与毒性・生殖発生毒性併合試験 (OECD TG 422)
において、親動物毒性 (体重増加抑制、摂餌量減少、肝臓の肝細胞壊死、水腫様変性、スト
レスによる副腎皮質肥大、胸腺萎縮及び子宮萎縮) がみられる用量で、生殖影響はみられて
いないが不規則な性周期、児動物の体重低値がみられている (REACH登録情報 (Access on
October 2020))。
(2) 雌マウス、ラット及びウサギの器官形成期に皮下投与した試験において、母動物毒性 (体
重増加抑制、摂餌量減少) がみられる用量でマウス、ラットでは胎児に未骨化がみられたが
ウサギでは胎児に影響がみられていない (Patty (6th, 2012))。
(3) 雌ラットの妊娠4～20日に6 mg/kg/dayを皮下投与した結果、母動物に体重増加抑制、児
動物に体重減少び脳の未発達がみられた (ACGIH (7th, 2001))。
(4) 雌ラットの交配6週間前から妊娠期間中に6 mg/kg/dayを投与し、生後12時間で対照群の
雌で交差飼育した新生児において、雄で副腎重量減少、雌で副腎重量増加、雄で出生児体重
減少、胎児/腹減少、活動の低下がみられている (MAK (DFG) (2014))。
(5) ラットでの妊娠・授乳期間に投与した試験では、母乳の分泌が著しく減少したため、大
部分の出生児が死亡した （Patty (6th, 2012))。

2022.12修正
分類根拠の修
正
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R1年度政府によるGHS分類結果  正誤表

R02-B-102-
MHLW, MOE

２－チオキソ－
３，５－ジメチ
ルテトラヒドロ
－２Ｈ－１，
３，５－チアジ
アジン (別名：
ダゾメット)

533-74-4
特定標的臓器
毒性（反復）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
本物質のヒトでの反復ばく露に関する報告はない。実験動物では、(1)～(4) より区分1の用
量で血液系、肝臓への影響がみられていることから、区分1 (血液系、肝臓) とした。新たな
情報の追加により、旧分類から分類結果を変更した。

【根拠データ】
(1) ラットの90日間混餌投与試験では、雄では50 ppm (4 mg/kg/day相当、区分1の範囲)、
雌では200 ppm (16 mg/kg/day相当、区分2の範囲) 以上で小葉中心性の肝細胞脂肪変性が
みられたとの報告がある (食安委 農薬評価書 (2019))。
(2) ラットの90日間混餌投与試験では、投与量を23日目に400 ppmから200 ppmへ減量した
群 (雄/雌: 7.0/6.4 mg/kg/day相当、いずれも区分1の範囲) でヘモグロビン、赤血球数及び
ヘマトクリット値の減少、さらに雌では血小板数増加、ALT減少、脾ヘモジデリン沈着等が
みられたとの報告がある (食安委 農薬評価書 (2019))。
(3) イヌの1年間混餌投与試験では、雌では50 ppm (1.4 mg/kg/day相当、区分1の範囲) 以
上で肝ヘモジデリン沈着がみられ、150 ppm (雄/雌: 3.6/4.0 mg/kg/day相当、いずれも区
分1の範囲) の雌雄ではAST、ALT及びALP増加、アルブミン減少、雄では赤血球数、ヘモグ
ロビン及びヘマトクリット値減少、部分トロンボプラスチン時間及びプロトロンビン時間延
長、総ビリルビン及びグロブリン増加、肝ヘモジデリン沈着、肝硬変、雌では慢性肝炎がみ
られたとの報告がある (食安委 農薬評価書 (2019))。
(4) ラットの2年間混餌投与試験では、80 ppm (雄/雌: 3.4/4.6 mg/kg/day相当、いずれも区
分1の範囲) 以上の雌で血小板数増加、総タンパク質、アルブミン、グロブリン、トリグリセ
リド及びコリンエステラーゼ減少、320 ppm (雄/雌: 14.0/19.1 mg/kg/day相当、いずれも
区分2の範囲) の雌で赤血球数、ヘモグロビン及びヘマトクリット値減少、総ビリルビン増

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
本物質のヒトでの反復ばく露に関する報告はない。実験動物では、(1)～(4) より区分1の用
量で血液系、肝臓への影響がみられていることから、区分1 (血液系、肝臓) とした。新たな
情報の追加により、旧分類から分類結果を変更した。

【根拠データ】
(1) ラットの90日間混餌投与試験では、雄では50 ppm (4 mg/kg/day相当、区分1の範囲)、
雌では200 ppm (16 mg/kg/day相当、区分2の範囲) 以上で小葉中心性の肝細胞脂肪変性が
みられたとの報告がある (食安委 農薬評価書 (2019))。
(2) イヌの90日間混餌投与試験では、投与量を23日目に400 ppmから200 ppmへ減量した群
(雄/雌: 7.0/6.4 mg/kg/day相当、いずれも区分1の範囲) でヘモグロビン、赤血球数及びヘマ
トクリット値の減少、さらに雌では血小板数増加、ALT減少、脾ヘモジデリン沈着等がみら
れたとの報告がある (食安委 農薬評価書 (2019))。
(3) イヌの1年間混餌投与試験では、雌では50 ppm (1.4 mg/kg/day相当、区分1の範囲) 以
上で肝ヘモジデリン沈着がみられ、150 ppm (雄/雌: 3.6/4.0 mg/kg/day相当、いずれも区
分1の範囲) の雌雄ではAST、ALT及びALP増加、アルブミン減少、雄では赤血球数、ヘモグ
ロビン及びヘマトクリット値減少、部分トロンボプラスチン時間及びプロトロンビン時間延
長、総ビリルビン及びグロブリン増加、肝ヘモジデリン沈着、肝硬変、雌では慢性肝炎がみ
られたとの報告がある (食安委 農薬評価書 (2019))。
(4) ラットの2年間混餌投与試験では、80 ppm (雄/雌: 3.4/4.8 mg/kg/day相当、いずれも区
分1の範囲) 以上の雌で血小板数増加、総タンパク質、アルブミン、グロブリン、トリグリセ
リド及びコリンエステラーゼ減少、320 ppm (雄/雌: 14.0/19.1 mg/kg/day相当、いずれも
区分2の範囲) の雌で赤血球数、ヘモグロビン及びヘマトクリット値減少、総ビリルビン増

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-B-103-
MHLW, MOE

３－メチル－
１，５－ジ
（２，４－キシ
リル）－１，
３，５－トリア
ザペンタ－１，
４－ジエン (別
名：アミトラズ)

33089-61-1
特定標的臓器
毒性（反復）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
本物質のヒトでの反復ばく露に関する報告はない。実験動物では、(1)～(4) より区分1の用
量から中枢神経系、肝臓への影響がみられていることから、区分1 (中枢神経系、肝臓) とし
た。情報の再検討により、旧分類から分類結果を変更した。

【根拠データ】
(1) イヌの90日間カプセル経口投与試験では、1.0 mg/kg/day (区分1の範囲) 以上で中枢神
経系の抑制、運動失調、回帰性の直腸温及び心拍数低下、肝細胞肥大がみられたとの報告が
ある (食安委 農薬・動物用医薬品評価書 (2007)、JMPR (1988)、EPA Pesticides RED
(1995))。
(2) ラットの2年間混餌投与試験では、50 ppm (ガイダンス換算値: 2.5 mg/kg/day、区分1の
範囲) で神経過敏、興奮性及び攻撃性がみられたとの報告がある (食安委 農薬・動物用医薬
品評価書 (2007)、EPA Pesticides RED (1995))。
(3) マウスの2年間混餌投与試験では、25 ppm (ガイダンス換算値: 1.25 mg/kg/day、区分1
の範囲) 以上の雌で肝臓の過形成性結節、好塩基性肝細胞変性及び斑状血管拡張、100 ppm
(ガイダンス換算値: 5 mg/kg/day、区分1の範囲) 以上の雄で攻撃行動、400 ppm (ガイダン
ス換算値: 20 mg/kg/day、区分2の範囲) の雄で自発運動の亢進、立毛及び円背位の増加、
肝腫瘤がみられたとの報告がある (食安委 農薬・動物用医薬品評価書 (2007)、EPA
Pesticides RED (1995))。
(4) ラットの21日間吸入ばく露試験では、0.1 mg/L (粉じん、区分2の範囲) 以上で呼吸困
難、音に対する感受性低下、指診に対する過敏性、攻撃性がみられたとの報告がある (食安
委 農薬・動物用医薬品評価書 (2007)、EPA Pesticides RED (1995))。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
本物質のヒトでの反復ばく露に関する報告はない。実験動物では、(1)～(4) より区分1の用
量から中枢神経系、肝臓への影響がみられていることから、区分1 (中枢神経系、肝臓) とし
た。情報の再検討により、旧分類から分類結果を変更した。

【根拠データ】
(1) イヌの90日間カプセル経口投与試験では、1.0 mg/kg/day (区分1の範囲) 以上で中枢神
経系の抑制、運動失調、回帰性の直腸温及び心拍数低下、肝細胞肥大がみられたとの報告が
ある (食安委 農薬・動物用医薬品評価書 (2007)、JMPR (1988)、EPA Pesticides RED
(1995))。
(2) ラットの2年間混餌投与試験では、50 ppm (ガイダンス換算値: 2.5 mg/kg/day、区分1の
範囲) で神経過敏、興奮性及び攻撃性がみられたとの報告がある (食安委 農薬・動物用医薬
品評価書 (2007)、EPA Pesticides RED (1995))。
(3) マウスの2年間混餌投与試験では、25 ppm (ガイダンス換算値: 1.25 mg/kg/day、区分1
の範囲) 以上の雌で肝臓の過形成性結節、好塩基性肝細胞変性及び斑状血管拡張、100 ppm
(ガイダンス換算値: 5 mg/kg/day、区分1の範囲) 以上の雄で攻撃行動、400 ppm (ガイダン
ス換算値: 20 mg/kg/day、区分2の範囲) の雄で自発運動の亢進、立毛及び円背位の増加、
肝腫瘤がみられたとの報告がある (食安委 農薬・動物用医薬品評価書 (2007)、EPA
Pesticides RED (1995))。
(4) ラットの21日間吸入ばく露試験では、0.1 mg/L (粉じん、区分2の範囲) 以上で呼吸困
難、音に対する感受性低下、指診に対する過敏性、攻撃性がみられたとの報告がある (食安
委 農薬・動物用医薬品評価書 (2007))。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-B-107-
MHLW

次亜塩素酸カル
シウム

7778-54-3
特定標的臓器
毒性（反復暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
本物質自体の情報はないが、(1) より、次亜塩素酸ナトリウム (CAS番号 7681-52-9) の情報
に基づき検討した。(2)、(3) より次亜塩素酸ナトリウムの経口及び経皮経路の反復投与毒性
は低いと考えられが、吸入ばく露による呼吸器への影響が不明であるため、分類できないと
した。

【参考データ等】
(1) 本物質は水溶液中でと次亜塩素酸イオンとカルシウムイオンに解離する (SIAR (2006))。
(2) 次亜塩素酸ナトリウムを用いた飲水投与試験では、ラット、マウスに90日間及び2年間
投与した場合も摂水量低下に伴うものと考えられる体重増加抑制がみられたのみである
(SIAR (2006))。
(3) モルモットに次亜塩素酸ナトリウム水溶液を51週間 (週2回) 経皮適用した試験で、投与
に関連した影響はみられなかった (AICIS (旧NICNAS) IMAP (2015)、EURAR (2007)、SIAR
(2006))。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
本物質自体の情報はないが、(1) より、次亜塩素酸ナトリウム (CAS番号 7681-52-9) の情報
に基づき検討した。(2)、(3) より次亜塩素酸ナトリウムの経口及び経皮経路の反復投与毒性
は低いと考えられが、吸入ばく露による呼吸器への影響が不明であるため、分類できないと
した。

【参考データ等】
(1) 本物質は水溶液中でと次亜塩素酸イオンとカルシウムイオンに解離する (SIAR (2006))。
(2) 次亜塩素酸ナトリウムを用いた飲水投与試験では、ラット、マウスに90日間及び2年間
投与した場合も摂水量低下に伴うものと考えられる体重増加抑制がみられたのみである
(SIAR (2006))。
(3) マウスに次亜塩素酸ナトリウム水溶液を51週間 (週2回) 経皮適用した試験で、投与に関
連した影響はみられなかった (AICIS (旧NICNAS) IMAP (2015)、EURAR (2007)、SIAR
(2006))。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-B-108-
MHLW

次亜塩素酸ナト
リウム (有効塩
素濃度：6～
15％の水溶液)

7681-52-9
特定標的臓器
毒性（反復暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)、(2) より次亜塩素酸ナトリウムの経口及び経皮経路の反復投与毒性は低いと考えられる
が、吸入ばく露による呼吸器への影響が不明であるため、分類できないとした。情報源の情
報を見直し、旧分類から分類結果を変更した。

【参考データ等】
(1) 本物質 (有効塩素濃度14％) を用いた飲水投与試験では、ラット、マウスに90日間及び2
年間投与した場合も摂水量低下に伴うものと考えられる体重増加抑制がみられたのみである
(EURAR (2007)、SIAR (2006))。
(2) モルモットに本物質の水溶液を51週間 (週2回) 経皮適用した試験で、投与に関連した影
響はみられなかった (AICIS (旧NICNAS) IMAP (2014)、EURAR (2007)、SIAR (2006))。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)、(2) より次亜塩素酸ナトリウムの経口及び経皮経路の反復投与毒性は低いと考えられる
が、吸入ばく露による呼吸器への影響が不明であるため、分類できないとした。情報源の情
報を見直し、旧分類から分類結果を変更した。

【参考データ等】
(1) 本物質 (有効塩素濃度14％) を用いた飲水投与試験では、ラット、マウスに90日間及び2
年間投与した場合も摂水量低下に伴うものと考えられる体重増加抑制がみられたのみである
(EURAR (2007)、SIAR (2006))。
(2) マウスに本物質の水溶液を51週間 (週2回) 経皮適用した試験で、投与に関連した影響は
みられなかった (AICIS (旧NICNAS) IMAP (2014)、EURAR (2007)、SIAR (2006))。

2022.12修正
分類根拠の修
正
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R02-B-109-
MHLW

次亜塩素酸バリ
ウム

13477-10-6
特定標的臓器
毒性（反復暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
本物質自体の情報はないが、本物質は水溶液中で次亜塩素酸イオンとバリウムイオン解離す
ると考えられることから、次亜塩素酸ナトリウム (CAS番号 7681-52-9)、水溶性バリウム化
合物の情報に基づき検討した。(3)、(4) より次亜塩素酸ナトリウムの経口及び経皮経路の反
復投与毒性は低いと考えられるが、(1)、(2) の水溶性バリウム化合物の情報に基づき、区分
1 (心血管系) とした。新たな情報を加えて検討を行った結果、旧分類から分類結果を変更し
た。

【根拠データ】
(1) 塩化バリウム等の可溶性バリウムを含む飲料水を摂取していた居住地区のヒトの集団に
おいて、高血圧、心臓疾患、発作の発生頻度が上昇したとの報告、並びに、同様の他の集団
において心血管障害、動脈硬化症など心臓疾患による死亡率の増加がみられた (ATSDR
(2007))。
(2) 鉱物処理施設において様々なグレードのバリウムの混合及び粉砕によって平均1.07
mg/m3 の可溶性バリウムにばく露された労働者における高血圧症の発生率の増加が報告さ
れている (CICAD 33 (2001))。
(3) 次亜塩素酸ナトリウムを用いた飲水投与試験では、ラット、マウスに90日間及び2年間
投与した場合も摂水量低下に伴うものと考えられる体重増加抑制がみられたのみである
(EURAR (2007)、SIAR (2006))。
(4) モルモットに次亜塩素酸ナトリウム水溶液を51週間 (週2回) 経皮適用した試験で、投与
に関連した影響はみられなかった (AICIS (旧NICNAS) IMAP (2015)、EURAR (2007)、SIAR
(2006))。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
本物質自体の情報はないが、本物質は水溶液中で次亜塩素酸イオンとバリウムイオン解離す
ると考えられることから、次亜塩素酸ナトリウム (CAS番号 7681-52-9)、水溶性バリウム化
合物の情報に基づき検討した。(3)、(4) より次亜塩素酸ナトリウムの経口及び経皮経路の反
復投与毒性は低いと考えられるが、(1)、(2) の水溶性バリウム化合物の情報に基づき、区分
1 (心血管系) とした。新たな情報を加えて検討を行った結果、旧分類から分類結果を変更し
た。

【根拠データ】
(1) 塩化バリウム等の可溶性バリウムを含む飲料水を摂取していた居住地区のヒトの集団に
おいて、高血圧、心臓疾患、発作の発生頻度が上昇したとの報告、並びに、同様の他の集団
において心血管障害、動脈硬化症など心臓疾患による死亡率の増加がみられた (ATSDR
(2007))。
(2) 鉱物処理施設において様々なグレードのバリウムの混合及び粉砕によって平均1068.5
mg/m3 の可溶性バリウムにばく露された労働者における高血圧症の発生率の増加が報告さ
れている (CICAD 33 (2001))。
(3) 次亜塩素酸ナトリウムを用いた飲水投与試験では、ラット、マウスに90日間及び2年間
投与した場合も摂水量低下に伴うものと考えられる体重増加抑制がみられたのみである
(EURAR (2007)、SIAR (2006))。
(4) マウスに次亜塩素酸ナトリウム水溶液を51週間 (週2回) 経皮適用した試験で、投与に関
連した影響はみられなかった (AICIS (旧NICNAS) IMAP (2015)、EURAR (2007)、SIAR
(2006))。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-B-110-
MHLW

次亜塩素酸リチ
ウム

13840-33-0
特定標的臓器
毒性（反復暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
本物質自体の情報はないが、(1) より、次亜塩素酸ナトリウム (CAS番号 7681-52-9)、水溶
性リチウム化合物の情報に基づき検討した。(3)、(4) より次亜塩素酸ナトリウムの経口及び
経皮経路の反復投与毒性は低いと考えられるが、(2) の炭酸リチウム (CAS番号 554-13-2)
の情報に基づき、区分1 (神経系、心血管系、腎臓、消化管) とした。新たな情報を加えて検
討を行った結果、旧分類から分類結果を変更した。

【根拠データ】
(1) 次亜塩素酸リチウムは、水溶液中で次亜塩素酸イオンとリチウムイオンに解離する
(AICIS (旧NICNAS) IMAP (2015))。
(2) 炭酸リチウムの治療的使用により、神経筋の変化 (振戦、筋肉の過刺激性、運動失調)、
中枢神経系の変化 (意識喪失、てんかん発作、不明瞭な発話、昏睡、心身症の遅延、喉の渇
き)、心血管系の変化 (不整脈、高血圧、循環虚脱)、消化管の変化 (食欲不振、悪心、嘔吐)
及び腎障害 (アルブミン尿症および糖尿) を生じる可能性がある (HSDB (Access on October
2020))。
(3) 次亜塩素酸ナトリウムを用いた飲水投与試験では、ラット、マウスに90日間及び2年間
投与した場合も摂水量低下に伴うものと考えられる体重増加抑制がみられたのみである
(EURAR (2007)、SIAR (2006))。
(4) モルモットに次亜塩素酸ナトリウム水溶液を51週間 (週2回) 経皮適用した試験で、投与
に関連した影響はみられなかった (AICIS (旧NICNAS) IMAP (2015)、EURAR (2007)、SIAR
(2006))。

【参考データ等】

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
本物質自体の情報はないが、(1) より、次亜塩素酸ナトリウム (CAS番号 7681-52-9)、水溶
性リチウム化合物の情報に基づき検討した。(3)、(4) より次亜塩素酸ナトリウムの経口及び
経皮経路の反復投与毒性は低いと考えられるが、(2) の炭酸リチウム (CAS番号 554-13-2)
の情報に基づき、区分1 (神経系、心血管系、腎臓、消化管) とした。新たな情報を加えて検
討を行った結果、旧分類から分類結果を変更した。

【根拠データ】
(1) 次亜塩素酸リチウムは、水溶液中で次亜塩素酸イオンとリチウムイオンに解離する
(AICIS (旧NICNAS) IMAP (2015))。
(2) 炭酸リチウムの治療的使用により、神経筋の変化 (振戦、筋肉の過刺激性、運動失調)、
中枢神経系の変化 (意識喪失、てんかん発作、不明瞭な発話、昏睡、心身症の遅延、喉の渇
き)、心血管系の変化 (不整脈、高血圧、循環虚脱)、消化管の変化 (食欲不振、悪心、嘔吐)
及び腎障害 (アルブミン尿症および糖尿) を生じる可能性がある (HSDB (Access on October
2020))。
(3) 次亜塩素酸ナトリウムを用いた飲水投与試験では、ラット、マウスに90日間及び2年間
投与した場合も摂水量低下に伴うものと考えられる体重増加抑制がみられたのみである
(EURAR (2007)、SIAR (2006))。
(4) マウスに次亜塩素酸ナトリウム水溶液を51週間 (週2回) 経皮適用した試験で、投与に関
連した影響はみられなかった (AICIS (旧NICNAS) IMAP (2015)、EURAR (2007)、SIAR
(2006))。

【参考データ等】

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-B-114-
MHLW

Ｎ－メチルジチ
オカルバミン酸
(別名：メタム)

144-54-7
特定標的臓器
毒性（反復暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
本物質のデータはないが、本物質のアンモニウム塩 (CAS番号 39680-90-5)、ナトリウム塩
（CAS番号 137-42-8） のデータを用いて分類した。いずれの物質もヒトでの反復ばく露に
関する報告はない。実験動物では (1)～(4) より、両物質において区分1以上の用量で肝臓、
区分2の用量で血液系への影響がみられていることから、区分1 (肝臓)、区分2 (血液系) とし
た。胃への影響も両物質でみられたが、刺激性に基づく所見と考えられたため標的臓器とし
なかった。新たな情報の追加により、旧分類から分類結果を変更した。

【根拠データ】
(1) 本物質のアンモニウム塩を用いたラットの90日間強制経口投与試験では、10 mg/kg/day
(本物質換算値: 8.6 mg/kg/day、区分1の範囲) 以上で前胃角化亢進及び粘膜上皮肥厚、さら
に雄ではナトリウム総排泄量増加、50 mg/kg/day (区分2の範囲) で流涎、総コレステロー
ル増加、肝比重量増加、小葉中心性肝細胞肥大、さらに雄では尿量増加及びクロール総排泄
量増加、血小板数増加、リン脂質、アルブミン及びA/G比増加、肝絶対重量増加、腺胃粘膜
上皮過形成がみられたとの報告がある (食安委 農薬評価書 (2015))。
(2) 本物質のアンモニウム塩を用いたイヌの1年間カプセル経口投与試験では、3 mg/kg/day
(本物質換算値: 2.6 mg/kg/day、区分1の範囲) 以上で嘔吐及び流涎、AST増加、さらに雄で
はALT及びALP増加、肝単核細胞浸潤、15 mg/kg/day (本物質換算値: 13 mg/kg/day、区分
2の範囲) では死亡又は切迫と殺 (投与21週までに雄全例、雌3/4) が生じ、これらの動物では
肝単細胞壊死、肝単核細胞浸潤、胃粘膜上皮増生、肝単細胞壊死 (雄のみ)、白血球数増加
(雄のみ) がみられ、死亡又は切迫と殺前以外に雌でみられた所見として赤血球数、ヘマトク
リット値 (Ht) 及びヘモグロビン (Hb) 減少、活性化部分トロンボプラスチン時間 (APTT) 増
加、ALT、ALP、LDH及び総ビリルビン増加、肝単核細胞浸潤の報告がある。100

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
本物質のデータはないが、本物質のアンモニウム塩 (CAS番号 39680-90-5)、ナトリウム塩
（CAS番号 137-42-8） のデータを用いて分類した。いずれの物質もヒトでの反復ばく露に
関する報告はない。実験動物では (1)～(4) より、両物質において区分1以上の用量で肝臓、
区分2の用量で血液系への影響がみられていることから、区分1 (肝臓)、区分2 (血液系) とし
た。胃への影響も両物質でみられたが、刺激性に基づく所見と考えられたため標的臓器とし
なかった。新たな情報の追加により、旧分類から分類結果を変更した。

【根拠データ】
(1) 本物質のアンモニウム塩を用いたラットの90日間強制経口投与試験では、10 mg/kg/day
(本物質換算値: 8.6 mg/kg/day、区分1の範囲) 以上で前胃角化亢進及び粘膜上皮肥厚、さら
に雄ではナトリウム総排泄量増加、50 mg/kg/day (区分2の範囲) で流涎、総コレステロー
ル増加、肝比重量増加、小葉中心性肝細胞肥大、さらに雄では尿量増加及びクロール総排泄
量増加、血小板数増加、リン脂質、アルブミン及びA/G比増加、肝絶対重量増加、腺胃粘膜
上皮過形成がみられたとの報告がある (食安委 農薬評価書 (2015))。
(2) 本物質のアンモニウム塩を用いたイヌの1年間カプセル経口投与試験では、3 mg/kg/day
(本物質換算値: 2.6 mg/kg/day、区分1の範囲) 以上で嘔吐及び流涎、AST増加、さらに雄で
はALT及びALP増加、肝単核細胞浸潤、15 mg/kg/day (本物質換算値: 13 mg/kg/day、区分
2の範囲) では死亡又は切迫と殺 (投与21週までに雄全例、雌3/4) が生じ、これらの動物では
肝単細胞壊死、肝単核細胞浸潤、胃粘膜上皮増生、肝単細胞壊死 (雄のみ)、白血球数増加
(雄のみ) がみられ、死亡又は切迫と殺前以外に雌でみられた所見として赤血球数、ヘマトク
リット値 (Ht) 及びヘモグロビン (Hb) 減少、活性化部分トロンボプラスチン時間 (APTT) 増
加、ALT、ALP、LDH及び総ビリルビン増加、肝単核細胞浸潤の報告がある。100

2022.12修正
分類根拠の修
正
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R1年度政府によるGHS分類結果  正誤表

R02-B-117-
MHLW

Ｎ，Ｎ－ジメチ
ルチオカルバミ
ン酸Ｓ－４－
フェノキシブチ
ル (別名：フェ
ノチオカルブ)

62850-32-2
特定標的臓器
毒性（反復暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
本物質のヒトでの反復ばく露に関する有害性の報告はない。実験動物では (1)～(4) で区分1
の範囲の用量から神経系、区分2の用量で血液系、肝臓への影響がみられていることから、
区分1 (神経系)、区分2 (血液系、肝臓) とした。新たな情報の追加により、旧分類から分類
結果を変更した。

【根拠データ】
(1) ラットの90日間混餌投与試験では、300 ppm (雄/雌: 21.2/22.7 mg/kg/day、いずれも区
分2の範囲) 以上で雌では網赤血球数増加、900 ppm (雄/雌: 63.1/67.7 mg/kg/day、いずれ
も区分2の範囲) 以上で粗毛、ALP減少、さらに雄では肝内門脈枝の内膜肥厚、腸間膜リンパ
節の髄索の出血及び肥満細胞浸潤、雌では白血球数 (WBC) 増加、肝絶対及び比重量増加、
1,200 ppm (雄/雌: 85.1/雌: 87.8 mg/kg/day、いずれも区分2の範囲) でヘモグロビン (Hb)
及びヘマトクリット値 (Ht) 減少、腸間膜リンパ節の髄索のプラズマ細胞増生、さらに雄で
は赤血球数 (RBC) 減少、網赤血球数増加、ALT増加、脾臓の髄外造血亢進、雌では血小板数
(PLT) 及びリンパ球数の増加、肝内門脈枝の内膜肥厚、腸間膜リンパ節の髄索の出血、肥満
細胞浸潤がみられたとの報告がある (食安委 農薬評価書 (2014))。
(2) イヌの1年間カプセル経口投与試験では、6 mg/kg/day (区分1の範囲) で振戦、強直性痙
攣、流涎、横臥、呼吸促迫及び歩行困難、さらに雄ではよろめき歩行、雌では間代性痙攣が
みられたとの報告がある (食安委 農薬評価書 (2014))。
(3) ラットの2年間混餌投与試験では、600 ppm (雄/雌: 37.3/39.9 mg/kg/day、いずれも区
分2の範囲) 以上で肝内門脈枝の内膜肥厚、肝臓萎縮、胃浮腫、小腸色素沈着、さらに雌では
腎臓再生上皮、1,200 ppm (雄/雌: 83.7/88.2 mg/kg/day、いずれも区分2の範囲) でHt及び
Hb減少、肝臓壊死、膵臓外分泌腺萎縮、さらに雄では死亡率上昇、RBC減少、PLT増加、雌

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
本物質のヒトでの反復ばく露に関する有害性の報告はない。実験動物では (1)～(4) で区分1
の範囲の用量から神経系、区分2の用量で血液系、肝臓への影響がみられていることから、
区分1 (神経系)、区分2 (血液系、肝臓) とした。新たな情報の追加により、旧分類から分類
結果を変更した。

【根拠データ】
(1) ラットの90日間混餌投与試験では、300 ppm (雄/雌: 21.2/22.7 mg/kg/day、いずれも区
分2の範囲) 以上で雌では網赤血球数増加、900 ppm (雄/雌: 63.1/67.7 mg/kg/day、いずれ
も区分2の範囲) 以上で粗毛、ALP減少、さらに雄では肝内門脈枝の内膜肥厚、腸間膜リンパ
節の髄索の出血及び肥満細胞浸潤、雌では白血球数 (WBC) 増加、肝絶対及び比重量増加、
1,200 ppm (雄/雌: 85.1/雌: 87.8 mg/kg/day、いずれも区分2の範囲) でヘモグロビン (Hb)
及びヘマトクリット値 (Ht) 減少、腸間膜リンパ節の髄索のプラズマ細胞増生、さらに雄で
は赤血球数 (RBC) 減少、網赤血球数増加、ALT増加、脾臓の髄外造血亢進、雌では血小板数
(PLT) 及びリンパ球数の増加、肝内門脈枝の内膜肥厚、腸間膜リンパ節の髄索の出血、肥満
細胞浸潤がみられたとの報告がある (食安委 農薬評価書 (2014))。
(2) イヌの1年間カプセル経口投与試験では、6 mg/kg/day (区分1の範囲) で振戦、強直性痙
攣、流涎、横臥、呼吸促迫及び歩行困難、さらに雄ではよろめき歩行、雌では間代性痙攣が
みられたとの報告がある (食安委 農薬評価書 (2014))。
(3) ラットの2年間混餌投与試験では、600 ppm (雄/雌: 37.3/39.9 mg/kg/day、いずれも区
分2の範囲) 以上で肝内門脈枝の内膜肥厚、肝臓萎縮、胃浮腫、小腸色素沈着、さらに雌では
腎臓再生上皮、1,200 ppm (雄/雌: 83.7/88.2 mg/kg/day、いずれも区分2の範囲) でHt及び
Hb減少、肝臓壊死、膵臓外分泌腺萎縮、さらに雄では死亡率上昇、RBC減少、PLT増加、雌

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-B-122-
MHLW
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79983-71-4 生殖毒性 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1) より、母動物毒性がみられない用量で胎児にみられた影響は軽微であること、母動物毒
性がみられる用量での胎児影響も奇形とは判断されないものであった。しかし、着床後損失
率の増加、変異等が多くみられていることから区分2とした。なお、新たな情報源に基づき
旧分類から分類結果を変更した。

【根拠データ】
(1) 雌ラットの妊娠6～15日に強制経口投与した発生毒性試験において、母動物毒性がみら
れない用量 (25 mg/kg/day) で胎児に第14肋骨の発現率増加、母動物毒性 (切迫屠殺 (異常
分娩の徴候を示した1例) 、体重増加抑制及び摂餌量減少、被毛の汚れ) がみられる用量 (250
mg/kg/day) で、後期胚死亡による着床後損失率の増加がみられ、胎児に低体重、片側尿管
の中等度拡張及び蛇行、頸肋、第4及び第6胸骨分節部分骨化、第1頸椎未骨化、第7頸椎横突
起両側部分骨化、第7頸椎横突起片側部分骨化並びに前肢及び後肢の骨化遅延が認められた
(食安委 農薬評価書 (2015))。

【参考データ等】
(2) ラットを用いた混餌投与による2世代繁殖試験において、親動物では1,000 ppm投与群の
雌雄で体重増加抑制、摂餌量減少、肝絶対及び補正重量の増加、肝細胞空胞化、肝細胞脂肪
化等が認められ、児動物では同用量投与群の雌雄で体重増加抑制、肝細胞空胞化、肝細胞脂
肪化が認められた。繁殖能に対する影響は認められなかった (食安委 農薬評価書 (2015))。
(3) 雌ウサギの妊娠6～19日に強制経口投与した発生毒性試験において、母動物毒性がみら
れない用量 (25 mg/kg/day) で胎児の低体重がみられ、母動物毒性 (体重減少/体重増加抑制
及び摂餌量減少) がみられる用量 (100 mg/kg/day) で、胎児に第13肋骨及び仙椎前椎骨数

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1) より、母動物毒性がみられない用量で胎児にみられた影響は軽微であること、母動物毒
性がみられる用量での胎児影響も奇形とは判断されないものであった。しかし、着床後損失
率の増加、変異等が多くみられていることから区分2とした。なお、新たな情報源に基づき
旧分類から分類結果を変更した。

【根拠データ】
(1) 雌ラットの妊娠7～16日 (膣垢中に精子が認められた日を妊娠1日とした)に強制経口投与
した発生毒性試験において、母動物毒性がみられない用量 (25 mg/kg/day) で胎児に第14肋
骨の発現率増加、母動物毒性 (切迫屠殺 (異常分娩の徴候を示した1例) 、体重増加抑制及び
摂餌量減少、被毛の汚れ) がみられる用量 (250 mg/kg/day) で、後期胚死亡による着床後損
失率の増加がみられ、胎児に低体重、片側尿管の中等度拡張及び蛇行、頸肋、第4及び第6胸
骨分節部分骨化、第1頸椎未骨化、第7頸椎横突起両側部分骨化、第7頸椎横突起片側部分骨
化並びに前肢及び後肢の骨化遅延が認められた (食安委 農薬評価書 (2015))。

【参考データ等】
(2) ラットを用いた混餌投与による2世代繁殖試験において、親動物では1,000 ppm投与群の
雌雄で体重増加抑制、摂餌量減少、肝絶対及び補正重量の増加、肝細胞空胞化、肝細胞脂肪
化等が認められ、児動物では同用量投与群の雌雄で体重増加抑制、肝細胞空胞化、肝細胞脂
肪化が認められた。繁殖能に対する影響は認められなかった (食安委 農薬評価書 (2015))。
(3) 雌ウサギの妊娠7～19日 (人工授精日を妊娠1日とした)に強制経口投与した発生毒性試験
において、母動物毒性がみられない用量 (25 mg/kg/day) で胎児の低体重がみられ、母動物
毒性 (体重減少/体重増加抑制及び摂餌量減少) がみられる用量 (100 mg/kg/day) で、胎児に

2022.12修正
分類根拠の修
正
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100784-20-1 生殖毒性 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)～(3) より、母動物毒性がみられる用量であるが、胎児に対する重篤な影響がみられてい
ることから区分1Bとした。なお、新たな情報源に基づき旧分類から分類結果を変更した。

【根拠データ】
(1) 雌ラットの妊娠6～15日に強制経口投与した発生毒性試験において、母動物毒性がみら
れない用量 (300 mg/kg/day) で胎児に仙・尾椎における化骨遅延が認められ、母動物毒性
(軟便、体重増加抑制、摂餌量減少) がみられる用量で (1,000 mg/kg/day) で、胎児に死亡率
増加、胎児体重減少、椎体椎弓の奇形胎児合計 (5腹8胎児、4.9％) 増加、骨格奇形合計胎児
数 (6腹14胎児)、骨格奇形出現率 (8.6％) 増加、椎体椎弓化骨遅延胎児数合計 (9腹20胎児、
12.3％) 増加、骨格異常胎児数 (10腹22胎児) 及び出現率 (13.6％) 増加、骨格変異 (頸肋、腰
肋 (14肋骨)、椎体分離及び椎体亜鈴型) 増加、化骨遅延 (後頭骨鱗部化骨胎児数及び胎児当
たりの胸骨核数、中手骨数、中足骨数及び仙・尾椎数が減少) が認められた (食安委 農薬評
価書 (2014))。
(2) 雌ラットの妊娠6～15日に強制経口投与した発生毒性試験において、母動物毒性 (脱毛及
び尿による汚染、体重増加抑制並びに摂餌量及び食餌効率の減少) がみられる用量で (750
mg/kg/day) で、胎児に吸収増加、体重低下、側脳室の拡張等、骨格（胸椎、胸骨及び肋骨
の異常及び化骨遅延）の変異を有する胎児数及び腹数増加が認められた (食安委 農薬評価書
(2014))。
(3) 雌ウサギの妊娠6～19日に強制経口投与した発生毒性試験において、母動物毒性 (体重増
加抑制) がみられる用量 (150 mg/kg/day) で、初期胚死亡率高値傾向 (有意差なし) が認め
られた (食安委 農薬評価書 (2014))。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)～(3) より、母動物毒性がみられる用量であるが、胎児に対する重篤な影響がみられてい
ることから区分1Bとした。なお、新たな情報源に基づき旧分類から分類結果を変更した。

【根拠データ】
(1) 雌ラットの妊娠6～15日に強制経口投与した発生毒性試験において、母動物毒性がみら
れない用量 (300 mg/kg/day) で胎児に仙・尾椎における化骨遅延が認められ、母動物毒性
(軟便、体重増加抑制、摂餌量減少) がみられる用量で (1,000 mg/kg/day) で、胎児に死亡率
増加、胎児体重減少、椎体椎弓の奇形胎児合計 (5腹8胎児、4.9％) 増加、骨格奇形合計胎児
数 (6腹14胎児)、骨格奇形出現率 (8.6％) 増加、椎体椎弓化骨遅延胎児数合計 (9腹20胎児、
12.3％) 増加、骨格異常胎児数 (10腹22胎児) 及び出現率 (13.6％) 増加、骨格変異 (頸肋、腰
肋 (14肋骨)、椎体分離及び椎体亜鈴型) 増加、化骨遅延 (後頭骨鱗部化骨胎児数及び胎児当
たりの胸骨核数、中手骨数、中足骨数及び仙・尾椎数が減少) が認められた (食安委 農薬評
価書 (2014))。
(2) 雌ラットの妊娠6～15日に強制経口投与した発生毒性試験において、母動物毒性 (脱毛及
び尿による汚染、体重増加抑制並びに摂餌量及び食餌効率の減少) がみられる用量で (750
mg/kg/day) で、胎児に吸収増加、体重低下、側脳室の拡張等、骨格（胸椎、胸骨及び肋骨
の異常及び化骨遅延）の変異を有する胎児数及び腹数増加が認められた (食安委 農薬評価書
(2014))。
(3) 雌ウサギの妊娠7～19日に強制経口投与した発生毒性試験において、母動物毒性 (体重増
加抑制) がみられる用量 (150 mg/kg/day) で、初期胚死亡率高値傾向 (有意差なし) が認め
られた (食安委 農薬評価書 (2014))。

2022.12修正
分類根拠の修
正
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R02-B-124-
MHLW
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100784-20-1
特定標的臓器
毒性（反復暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(3) で区分2の範囲で雌に血液への影響がみられているが、片性のみの所見であり他の試験に
おいて区分2の範囲において血液への影響はみられていないことから、当該所見は分類根拠
としないこととした。(1)～(6) より、経口及び経皮経路の反復投与毒性は区分に該当しない
と考えられるが、吸入経路の情報が得られていないことから分類できないとした。

【参考データ等】
(1) ラットを用いた90日間混餌投与試験の結果、区分2の範囲では影響はみられず、6,400
ppm (雄/雌: 497/640 mg/kg/day、区分2超) の雌雄で体重増加抑制、食餌効率減少、腎尿細
管上皮細胞色素沈着、雄で ALT 及びクレアチニン増加がみられた (食安委 農薬評価書
(2014)、EU CLP CLH (2017))。
(2) イヌを用いた90日間経口投与試験の結果、40 mg/kg/day (区分2の範囲) の雌で体重増加
抑制が、160 mg/kg/day (区分2超) 以上の雌雄でアルブミン及びトリグリセリド減少、肝重
量増加、雌で摂餌量減少、赤血球数、ヘマトクリット値及びヘモグロビン減少がみられた
(同上)。
(3) イヌを用いた経口投与による1年間慢性毒性試験の結果、10.0 mg/kg/day (区分1の範囲)
以上の雄で総コレステロール減少が、40.0 mg/kg/day (区分2の範囲) の雌雄で体重増加抑
制、雌で赤血球数、ヘモグロビン及びヘマトクリット値の減少がみられた (同上)。
(4) ラットを用いた混餌投与による慢性毒性/発がん性併合試験の結果、2,500 ppm (雄/雌:
108/139 mg/kg/day、区分2超) の雄で体重増加抑制が、5,000 ppm (雌: 225 mg/kg/day、
区分2超) の雌で体重増加抑制がみられた (同上)。
(5) ラットを用いた混餌投与による発がん性試験の結果、7,000 ppm (雄/雌: 972/1,210
mg/kg/day、区分2超) の雄で体重増加抑制がみられた (同上)。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(3) で区分2の範囲で雌に血液への影響がみられているが、片性のみの所見であり他の試験に
おいて区分2の範囲において血液への影響はみられていないことから、当該所見は分類根拠
としないこととした。(1)～(6) より、経口及び経皮経路の反復投与毒性は区分に該当しない
と考えられるが、吸入経路の情報が得られていないことから分類できないとした。

【参考データ等】
(1) ラットを用いた90日間混餌投与試験の結果、区分2の範囲では影響はみられず、6,400
ppm (雄/雌: 497/640 mg/kg/day、区分2超) の雌雄で体重増加抑制、食餌効率減少、腎尿細
管上皮細胞色素沈着、雄で ALT 及びクレアチニン増加がみられた (食安委 農薬評価書
(2014)、EU CLP CLH (2017))。
(2) イヌを用いた90日間経口投与試験の結果、40 mg/kg/day (区分2の範囲) の雌で体重増加
抑制が、160 mg/kg/day (区分2超) 以上の雌雄でアルブミン及びトリグリセリド減少、肝重
量増加、雌で摂餌量減少、赤血球数、ヘマトクリット値及びヘモグロビン減少がみられた
(同上)。
(3) イヌを用いた経口投与による1年間慢性毒性試験の結果、10.0 mg/kg/day (区分1の範囲)
以上の雄で総コレステロール減少が、40.0 mg/kg/day (区分2の範囲) の雌雄で体重増加抑
制、雌で赤血球数、ヘモグロビン及びヘマトクリット値の減少がみられた (同上)。
(4) ラットを用いた混餌投与による慢性毒性/発がん性併合試験の結果、2,500 ppm (雄/雌:
108/139 mg/kg/day、区分2超) の雌で体重増加抑制が、5,000 ppm (雄: 225 mg/kg/day、
区分2超) の雄で体重増加抑制がみられた (同上)。
(5) マウスを用いた混餌投与による発がん性試験の結果、7,000 ppm (雄/雌: 972/1,210
mg/kg/day、区分2超) の雄で体重増加抑制がみられた (同上)。

2022.12修正
分類根拠の修
正
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露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)～(6) より、区分1 (神経系、心血管系、消化管) とした。なお、標的臓器を再検討し、旧分類から
分類結果を変更した。

【根拠データ】
(1) 急性ニコチン中毒の一種である緑色タバコ病の多数の症例が、タバコの葉を収穫中に労働者が
吸収したニコチンへの皮膚ばく露後に報告された。この疾患はわずか数時間後に起こることがあ
り、短期間みられる。吐き気、嘔吐、脱力、めまい、血圧や心拍数の変化が特徴である (MAK (DFG)
(2014))。
(2) 本物質78 mgの経皮パッチを12名の男性ボランティアの腕、胸及び背中に交互に24時間以内適
用した結果、心拍数と収縮期血圧は4時間後に有意に増加した (MAK (DFG) (2014))。
(3) 致死的な職業性中毒は比較的まれである。しかし、嘔吐と下痢を主症状とする軽度の症例は、
化学加工業者や殺虫剤散布業者では珍しくない。本物質の急性中毒で死亡した患者の剖検では、
心臓右側の著明な拡張、軽度の肺水腫、出血性胃炎、大部分の内臓の急性受動性うっ血、脳浮
腫、著明な腎充血が認められた (ACGIH (7th, 2001))。
(4) 本物質は心拍数と血圧に影響を与え、低用量では刺激作用が支配的である。さらに、消化管及
び中枢神経系に作用する。毒性用量では、中枢刺激に続いて抑制、例えば呼吸の中枢抑制が起こ
る。約60 mgはヒトに致死的であり呼吸麻痺により数分後に死亡する (MAK (DFG) (2014))。
(5) 本物質は、多くのニューロンに存在するいわゆるニコチン受容体に結合する。そこで、用量に依
存して、心血管系、中枢神経系及び消化管に異なる反応を誘導する。ニコチンは血液脳関門を容
易に通過できる (MAK (DFG) (2014))。
(6) 本物質の職業ばく露のTLV-TWA 0.5 mg/m3が推奨される。この値は、吐き気、嘔吐、下痢、出
血性胃炎等の消化管障害、血圧及び心拍数の増加等の心血管作用、頭痛、めまい、抑うつ、呼
吸、高血圧、発汗、流涎等の中枢神経系への有害作用の可能性を最小限に抑えることを目的とし
ている (ACGIH (7th, 2001))。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)～(6) より、区分1 (神経系、心血管系、消化管) とした。なお、標的臓器を再検討し、旧分類から
分類結果を変更した。

【根拠データ】
(1) 急性ニコチン中毒の一種である緑色タバコ病の多数の症例が、タバコの葉を収穫中に労働者が
吸収したニコチンへの皮膚ばく露後に報告された。この疾患はわずか数時間後に起こることがあ
り、短期間みられる。吐き気、嘔吐、脱力、めまい、血圧や心拍数の変化が特徴である (MAK (DFG)
(2014))。
(2) 本物質78 mgの経皮パッチを12名の男性ボランティアの腕、胸及び背中に交互に24時間以内適
用した結果、心拍数と収縮期血圧は4時間後に有意に増加した (MAK (DFG) (2014))。
(3) 致死的な職業性中毒は比較的まれである。しかし、嘔吐と下痢を主症状とする軽度の症例は、
化学加工業者や殺虫剤散布業者では珍しくない。本物質の急性中毒で死亡した患者の剖検では、
心臓右側の著明な拡張、軽度の肺水腫、出血性胃炎、大部分の内臓の急性受動性うっ血、脳浮
腫、著明な腎充血が認められた (ACGIH (7th, 2001))。
(4) 本物質は心拍数と血圧に影響を与え、低用量では刺激作用が支配的である。さらに、消化管及
び中枢神経系に作用する。毒性用量では、中枢刺激に続いて抑制、例えば呼吸の中枢抑制が起こ
る。約60 mgはヒトに致死的であり呼吸麻痺により数分後に死亡する (MAK (DFG) (2014))。
(5) 本物質は、多くのニューロンに存在するいわゆるニコチン受容体に結合する。そこで、用量に依
存して、心血管系、中枢神経系及び消化管に異なる反応を誘導する。ニコチンは血液脳関門を容
易に通過できる (MAK (DFG) (2014))。
(6) 本物質の職業ばく露のTLV-TWA 0.5 mg/m3が推奨される。この値は、吐き気、嘔吐、下痢、出
血性胃炎等の消化管障害、血圧及び心拍数の増加等の心血管作用、頭痛、めまい、抑うつ、呼吸
への影響、高血圧、発汗、流涎等の中枢神経系への有害作用の可能性を最小限に抑えることを目
的としている (ACGIH (7th, 2001))。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-B-109-
MHLW

次亜塩素酸バリ
ウム

13477-10-6
特定標的臓器
毒性（反復暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
本物質自体の情報はないが、本物質は水溶液中で次亜塩素酸イオンとバリウムイオン解離すると
考えられることから、次亜塩素酸ナトリウム (CAS番号 7681-52-9)、水溶性バリウム化合物の情報
に基づき検討した。(3)、(4) より次亜塩素酸ナトリウムの経口及び経皮経路の反復投与毒性は低い
と考えられるが、(1)、(2) の水溶性バリウム化合物の情報に基づき、区分1 (心血管系) とした。新た
な情報を加えて検討を行った結果、旧分類から分類結果を変更した。

【根拠データ】
(1) 塩化バリウム等の可溶性バリウムを含む飲料水を摂取していた居住地区のヒトの集団におい
て、高血圧、心臓疾患、発作の発生頻度が上昇したとの報告、並びに、同様の他の集団において心
血管障害、動脈硬化症など心臓疾患による死亡率の増加がみられた (ATSDR (2007))。
(2) 鉱物処理施設において様々なグレードのバリウムの混合及び粉砕によって平均1.07 mg/m3 の
可溶性バリウムにばく露された労働者における高血圧症の発生率の増加が報告されている
(CICAD 33 (2001))。
(3) 次亜塩素酸ナトリウムを用いた飲水投与試験では、ラット、マウスに90日間及び2年間投与した
場合も摂水量低下に伴うものと考えられる体重増加抑制がみられたのみである (EURAR (2007)、
SIAR (2006))。
(4) モルモットに次亜塩素酸ナトリウム水溶液を51週間 (週2回) 経皮適用した試験で、投与に関連
した影響はみられなかった (AICIS (旧NICNAS) IMAP (2015)、EURAR (2007)、SIAR (2006))。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
本物質自体の情報はないが、本物質は水溶液中で次亜塩素酸イオンとバリウムイオン解離すると
考えられることから、次亜塩素酸ナトリウム (CAS番号 7681-52-9)、水溶性バリウム化合物の情報
に基づき検討した。(3)、(4) より次亜塩素酸ナトリウムの経口及び経皮経路の反復投与毒性は低い
と考えられるが、(1)、(2) の水溶性バリウム化合物の情報に基づき、区分1 (心血管系) とした。新た
な情報を加えて検討を行った結果、旧分類から分類結果を変更した。

【根拠データ】
(1) 塩化バリウム等の可溶性バリウムを含む飲料水を摂取していた居住地区のヒトの集団におい
て、高血圧、心臓疾患、発作の発生頻度の上昇は認められなかったとの報告、並びに、同様の他の
集団において心血管障害、動脈硬化症など心臓疾患による死亡率の増加がみられた (ATSDR
(2007))。
(2) 鉱物処理施設において様々なグレードのバリウムの混合及び粉砕によって平均1.07 mg/m3 の
可溶性バリウムにばく露された労働者における高血圧症の発生率の増加が報告されている
(CICAD 33 (2001))。
(3) 次亜塩素酸ナトリウムを用いた飲水投与試験では、ラット、マウスに90日間及び2年間投与した
場合も摂水量低下に伴うものと考えられる体重増加抑制がみられたのみである (EURAR (2007)、
SIAR (2006))。
(4) モルモットに次亜塩素酸ナトリウム水溶液を51週間 (週2回) 経皮適用した試験で、投与に関連
した影響はみられなかった (AICIS (旧NICNAS) IMAP (2015)、EURAR (2007)、SIAR (2006))。

2022.12修正
分類根拠の修
正
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R02-B-110-
MHLW

次亜塩素酸リチ
ウム

13840-33-0
特定標的臓器
毒性（反復暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
本物質自体の情報はないが、(1) より、次亜塩素酸ナトリウム (CAS番号 7681-52-9)、水溶性リチ
ウム化合物の情報に基づき検討した。(3)、(4) より次亜塩素酸ナトリウムの経口及び経皮経路の反
復投与毒性は低いと考えられるが、(2) の炭酸リチウム (CAS番号 554-13-2) の情報に基づき、区
分1 (神経系、心血管系、腎臓、消化管) とした。新たな情報を加えて検討を行った結果、旧分類か
ら分類結果を変更した。

【根拠データ】
(1) 次亜塩素酸リチウムは、水溶液中で次亜塩素酸イオンとリチウムイオンに解離する (AICIS (旧
NICNAS) IMAP (2015))。
(2) 炭酸リチウムの治療的使用により、神経筋の変化 (振戦、筋肉の過刺激性、運動失調)、中枢神
経系の変化 (意識喪失、てんかん発作、不明瞭な発話、昏睡、心身症の遅延、喉の渇き)、心血管
系の変化 (不整脈、高血圧、循環虚脱)、消化管の変化 (食欲不振、悪心、嘔吐) 及び腎障害 (アル
ブミン尿症および糖尿) を生じる可能性がある (HSDB (Access on October 2020))。
(3) 次亜塩素酸ナトリウムを用いた飲水投与試験では、ラット、マウスに90日間及び2年間投与した
場合も摂水量低下に伴うものと考えられる体重増加抑制がみられたのみである (EURAR (2007)、
SIAR (2006))。
(4) モルモットに次亜塩素酸ナトリウム水溶液を51週間 (週2回) 経皮適用した試験で、投与に関連
した影響はみられなかった (AICIS (旧NICNAS) IMAP (2015)、EURAR (2007)、SIAR (2006))。

【参考データ等】
(5) 炭酸リチウムを有効成分とする精神神経用剤の服用による主な副作用として、振戦、口渇、下
痢等の副作用が認められた。重大な副作用としてリチウム中毒 (初期症状として食欲低下、嘔気、
嘔吐、下痢等の消化器症状、振戦、傾眠、錯乱等の中枢神経症状、運動機能症状、発熱、発汗等
の全身症状を示すことがある)、悪性症候群、洞不全症候群、高度徐脈、腎性尿崩壊症、急性腎不
全、間質性腎炎、ネフローゼ症候群、甲状腺機能低下症、甲状腺炎、副甲状腺機能亢進症、認知
様症状、意識障害が記載されている (医療用医薬品集 (2017))。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
本物質自体の情報はないが、(1) より、次亜塩素酸ナトリウム (CAS番号 7681-52-9)、水溶性リチ
ウム化合物の情報に基づき検討した。(3)、(4) より次亜塩素酸ナトリウムの経口及び経皮経路の反
復投与毒性は低いと考えられるが、(2) の炭酸リチウム (CAS番号 554-13-2) の情報に基づき、区
分1 (神経系、心血管系、腎臓、消化管) とした。新たな情報を加えて検討を行った結果、旧分類か
ら分類結果を変更した。

【根拠データ】
(1) 次亜塩素酸リチウムは、水溶液中で次亜塩素酸イオンとリチウムイオンに解離する (AICIS (旧
NICNAS) IMAP (2015))。
(2) 炭酸リチウムの治療的使用により、神経筋の変化 (振戦、筋肉の過刺激性、運動失調)、中枢神
経系の変化 (意識喪失、てんかん発作、不明瞭な発話、昏睡、心身症の遅延、喉の渇き)、心血管
系の変化 (不整脈、高血圧、循環虚脱)、消化管の変化 (食欲不振、悪心、嘔吐) 及び腎障害 (アル
ブミン尿症および糖尿) を生じる可能性がある (HSDB (Access on October 2020))。
(3) 次亜塩素酸ナトリウムを用いた飲水投与試験では、ラット、マウスに90日間及び2年間投与した
場合も摂水量低下に伴うものと考えられる体重増加抑制がみられたのみである (EURAR (2007)、
SIAR (2006))。
(4) モルモットに次亜塩素酸ナトリウム水溶液を51週間 (週2回) 経皮適用した試験で、投与に関連
した影響はみられなかった (AICIS (旧NICNAS) IMAP (2015)、EURAR (2007)、SIAR (2006))。

【参考データ等】
(5) 炭酸リチウムを有効成分とする精神神経用剤の服用による主な副作用として、振戦、口渇、下
痢等の副作用が認められた。重大な副作用としてリチウム中毒 (初期症状として食欲低下、嘔気、
嘔吐、下痢等の消化器症状、振戦、傾眠、錯乱等の中枢神経症状、運動機能症状、発熱、発汗等
の全身症状を示すことがある)、悪性症候群、洞不全症候群、高度徐脈、腎性尿崩壊症、急性腎不
全、間質性腎炎、ネフローゼ症候群、甲状腺機能低下症、甲状腺炎、副甲状腺機能亢進症、認知
症様症状、意識障害が記載されている (医療用医薬品集 (2017))。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-B-111-
MHLW

スチレン 100-42-5
特定標的臓器
毒性（反復暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)～(3) より、ヒトにおいて神経系、聴力、色覚、肝臓への影響が報告されており、(4)～(8) より、実
験動物においても区分1の範囲で呼吸器、区分2の範囲で聴覚、肝臓への影響がみられていること
から、区分1 (中枢及び末梢神経系、感覚器 (視覚・聴覚)、呼吸器、肝臓) とした。旧分類で標的臓
器とされた血液系については、最新の評価書 (ACGIH (7th, 2020)) において根拠を確認できる情報
が収載されていないことから、標的臓器から除外し、旧分類から分類結果を変更した。

【根拠データ】
(1) 長期間のスチレンばく露を受けると、皮膚及び粘膜、中枢・末梢神経系及び肝への影響が特に
重要である。スチレンに職業的にばく露された場合の主な人への影響は色覚障害の他、末梢及び
自律神経系障害、神経行動学的な影響、脳波異常、短期記憶障害などが報告されている (産衛学
会生物学的許容値提案理由書 (2007))。
(2) スチレンばく露により潜在的な肝障害があることが示唆される。50 ppm以下のスチレンばく露
は、肝臓のトランスアミナーゼ濃度の緩やかな上昇と関連し、また、抱合型ビリルビンの肝臓でのク
リアランス低下と関連する。この変化は穏やかな胆汁うっ帯にも関連していると思われる。これらの
知見は低濃度スチレンばく露によって、サブクリニカルな損傷と関係していることを示している (産衛
学会生物学的許容値提案理由書 (2007))。
(3) ヒトにおいて、色覚異常や高周波難聴を含む中枢神経系に対する影響がみられたとの複数の
報告がある (ACGIH (7th, 2020)、MOE初期評価第13巻 (2015))。
(4) ラットに4週間 (12時間/日、5日/週) 吸入ばく露した結果、600 ppm (2.6 mg/L (ガイダンス値換
算: 0.6 mg/L、区分2の範囲)) で聴力閾値の上昇、内耳のコルチ器官で重度の外有毛細胞の消失
がみられた (MOE初期評価第13巻 (2015))。
(5) ラットに8週間 (4時間/日、7日/週) 吸入ばく露した結果、30 ppm (0.13 mg/L (ガイダンス値換算:
0.05 mg/L、区分1の範囲) 以上で鼻粘膜で軽度の分泌亢進と高電子密度物質の増加が、800 ppm
(3.4 mg/L (ガイダンス値換算: 1.4 mg/L、区分2超)) で鼻腔及び気管で上皮細胞の空胞化、核濃
縮、剥離がみられた (MOE初期評価第13巻 (2015))。
(6) マウスに13週間 (6時間/日、5日/週) 吸入ばく露した結果、50 ppm (0.2 mg/L (ガイダンス値換
算: 0.1 mg/L、区分1の範囲)) 以上の雌雄で細気管支上皮細胞の好酸性減少、嗅上皮の萎縮、上
皮内の嚢胞、嗅神経線維の萎縮、ボーマン腺の拡張や肥厚、過形成、呼吸上皮及び移行上皮の好
酸性封入が、100 ppm (0.4 mg/L (ガイダンス値換算: 0.3 mg/L、区分2の範囲)) 以上の雌雄で細気
管支で非線毛細胞の巣状叢生、嗅上皮の呼吸上皮化生、ボーマン腺内腔の炎症細胞浸潤等、雌
で細気管支に限局性の上皮増生が、150 ppm (0.6 mg/L (ガイダンス値換算: 0.4 mg/L、区分2の範
囲)) 以上の雌で肝臓における炎症や線維化を伴った小葉中心性の鉄貪食細胞の凝集が、200
ppm (0.9 mg/L (ガイダンス値換算: 0.7 mg/L、区分2の範囲)) の雌雄で鉄貪食細胞を伴った巣状の
肝細胞の消失、雄で肝臓における炎症や線維化を伴った小葉中心性の鉄貪食細胞の凝集、雌で

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)～(3) より、ヒトにおいて神経系、聴力、色覚、肝臓への影響が報告されており、(4)～(8) より、実
験動物においても区分1の範囲で呼吸器、区分2の範囲で聴覚、肝臓への影響がみられていること
から、区分1 (中枢及び末梢神経系、感覚器 (視覚・聴覚)、呼吸器、肝臓) とした。旧分類で標的臓
器とされた血液系については、最新の評価書 (ACGIH (7th, 2020)) において根拠を確認できる情報
が収載されていないことから、標的臓器から除外し、旧分類から分類結果を変更した。

【根拠データ】
(1) 長期間のスチレンばく露を受けると、皮膚及び粘膜、中枢・末梢神経系及び肝への影響が特に
重要である。スチレンに職業的にばく露された場合の主な人への影響は色覚障害の他、末梢及び
自律神経系障害、神経行動学的な影響、脳波異常、短期記憶障害などが報告されている (産衛学
会許容濃度提案理由書 (2007))。
(2) スチレンばく露により潜在的な肝障害があることが示唆される。50 ppm以下のスチレンばく露
は、肝臓のトランスアミナーゼ濃度の緩やかな上昇と関連し、また、抱合型ビリルビンの肝臓でのク
リアランス低下と関連する。この変化は穏やかな胆汁うっ帯にも関連していると思われる。これらの
知見は低濃度スチレンばく露によって、サブクリニカルな損傷と関係していることを示している (産衛
学会許容濃度提案理由書 (2007))。
(3) ヒトにおいて、色覚異常や高周波難聴を含む中枢神経系に対する影響がみられたとの複数の
報告がある (ACGIH (7th, 2020)、MOE初期評価第13巻 (2015))。
(4) ラットに4週間 (12時間/日、5日/週) 吸入ばく露した結果、600 ppm (2.6 mg/L (ガイダンス値換
算: 0.6 mg/L、区分2の範囲)) で聴力閾値の上昇、内耳のコルチ器官で重度の外有毛細胞の消失
がみられた (MOE初期評価第13巻 (2015))。
(5) ラットに8週間 (4時間/日、7日/週) 吸入ばく露した結果、30 ppm (0.13 mg/L (ガイダンス値換算:
0.05 mg/L、区分1の範囲) 以上で鼻粘膜で軽度の分泌亢進と高電子密度物質の増加が、800 ppm
(3.4 mg/L (ガイダンス値換算: 1.4 mg/L、区分2超)) で鼻腔及び気管で上皮細胞の空胞化、核濃
縮、剥離がみられた (MOE初期評価第13巻 (2015))。
(6) マウスに13週間 (6時間/日、5日/週) 吸入ばく露した結果、50 ppm (0.2 mg/L (ガイダンス値換
算: 0.1 mg/L、区分1の範囲)) 以上の雌雄で細気管支上皮細胞の好酸性減少、嗅上皮の萎縮、上
皮内の嚢胞、嗅神経線維の萎縮、ボーマン腺の拡張や肥厚、過形成、呼吸上皮及び移行上皮の好
酸性封入が、100 ppm (0.4 mg/L (ガイダンス値換算: 0.3 mg/L、区分2の範囲)) 以上の雌雄で細気
管支で非線毛細胞の巣状叢生、嗅上皮の呼吸上皮化生、ボーマン腺内腔の炎症細胞浸潤等、雌
で細気管支に限局性の上皮増生が、150 ppm (0.6 mg/L (ガイダンス値換算: 0.4 mg/L、区分2の範
囲)) 以上の雌で肝臓における炎症や線維化を伴った小葉中心性の鉄貪食細胞の凝集が、200
ppm (0.9 mg/L (ガイダンス値換算: 0.7 mg/L、区分2の範囲)) の雌雄で鉄貪食細胞を伴った巣状の
肝細胞の消失、雄で肝臓における炎症や線維化を伴った小葉中心性の鉄貪食細胞の凝集、雌で
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R02-B-114-
MHLW

Ｎ－メチルジチ
オカルバミン酸
(別名：メタム)

144-54-7 生殖毒性 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
本物質のデータはないが、本物質のアンモニウム塩 (CAS番号 39680-90-5)、ナトリウム塩（CAS番
号 137-42-8） のデータを用いて分類した。繁殖試験では (1) より、親動物毒性がみられる用量で
生存児数減少、死産児数増加等が認められた。発生毒性試験では (2) より、母動物毒性がみられ
ない用量では胎児に低体重、骨格変異等がみられ、(3)～(6) より、複数の試験において母動物毒
性がみられる用量で、胎児に吸収胚数増加、生存胎児数減少、髄膜瘤等がみられた。以上より区
分1Bとした。なお、新たな情報源に基づき旧分類から分類結果を変更した。

【根拠データ】
(1) 本物質のアンモニウム塩のラットを用いた強制経口投与による2世代繁殖試験において、親動
物では、雄で肝臓重量増加、雌で体重増加抑制がみられる用量 (15 mg/kg/day) で、児動物では
雌雄で生存児数減少 (有意差なし)、死産児数増加 (有意差なし)、新生児生存率減少 (生後0日)
(F1児動物のみ有意) が認められた (食安委 農薬評価書 (2015))。
(2) 本物質のアンモニウム塩を雌ラットの妊娠6～15日に強制経口投与した発生毒性試験におい
て、母動物毒性がみられない用量で胎児に低体重、骨化遅延 (頸椎椎体)、骨格変異 (第7腰椎))
が認められた (食安委 農薬評価書 (2015))。
(3) 本物質のナトリウム塩を雌ラットの妊娠6～15日に強制経口投与した発生毒性試験において、母
動物に毒性 (体重増加抑制等) が認められる用量で胎児に髄膜瘤等が認められた (食安委 農薬
評価書 (2015))。
(4) 本物質のナトリウム塩を雌ラットの妊娠6～15日に強制経口投与した別の発生毒性試験におい
て、母動物に毒性 (流涎、尿失禁、体重増加抑制等) が認められる用量で胎児に小上顎、口唇裂、
内水頭症、骨格異常 (頸椎弓未骨化、頸椎体未骨化、胸骨分節未骨化の増加)、骨格変異等が認
められた (食安委 農薬評価書 (2015))。
(5) 本物質のナトリウム塩を雌ウサギの妊娠6～18日に強制経口投与した発生毒性試験において、
母動物に毒性 (体重増加抑制等) が認められる用量で胎児に吸収胚数増加 (有意差なし)、着床後
胚損失率増加、生存胎児数減少 (有意差なし)、髄膜瘤及び二分脊椎が認められた (食安委 農薬
評価書 (2015))。
(6) 本物質のナトリウム塩を雌ウサギの妊娠7～19日に強制経口投与した発生毒性試験において、
母動物に毒性 (排糞量減少、体重増加抑制等) が認められる用量で胎児に全胚吸収 (9例)、早期
子宮内死亡増加、着床後損失率増加、生存胎児数減少 (有意差なし)、髄膜瘤、骨格異常 (第7胸
骨分節) 等が認められた (食安委 農薬評価書 (2015))。

【参考データ等】
(7) 本物質のナトリウム塩のラットを用いた強制経口投与による2世代繁殖試験において、親動物、
児動物に体重増加抑制がみられているが繁殖能に対する影響はみられていない (食安委 農薬評

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
本物質のデータはないが、本物質のアンモニウム塩 (CAS番号 39680-90-5)、ナトリウム塩（CAS番
号 137-42-8） のデータを用いて分類した。繁殖試験では (1) より、親動物毒性がみられる用量で
生存児数減少、死産児数増加等が認められた。発生毒性試験では (2) より、母動物毒性がみられ
ない用量では胎児に低体重、骨格変異等がみられ、(3)～(6) より、複数の試験において母動物毒
性がみられる用量で、胎児に吸収胚数増加、生存胎児数減少、髄膜瘤等がみられた。以上より区
分1Bとした。なお、新たな情報源に基づき旧分類から分類結果を変更した。

【根拠データ】
(1) 本物質のアンモニウム塩のラットを用いた強制経口投与による2世代繁殖試験において、親動
物では、雄で肝臓重量増加、雌で体重増加抑制がみられる用量 (15 mg/kg/day) で、児動物では
雌雄で生存児数減少 (有意差なし)、死産児数増加 (有意差なし)、新生児生存率減少 (生後0日)
(F1児動物のみ有意) が認められた (食安委 農薬評価書 (2015))。
(2) 本物質のアンモニウム塩を雌ラットの妊娠6～15日に強制経口投与した発生毒性試験におい
て、母動物に毒性 (体重増加抑制等) が認められる用量で胎児に低体重、骨化遅延 (頸椎椎体)、
骨格変異 (第7腰椎)) が認められた (食安委 農薬評価書 (2015))。
(3) 本物質のナトリウム塩を雌ラットの妊娠6～15日に強制経口投与した発生毒性試験において、母
動物に毒性 (体重増加抑制等) が認められる用量で胎児に髄膜瘤等が認められた (食安委 農薬
評価書 (2015))。
(4) 本物質のナトリウム塩を雌ラットの妊娠6～15日に強制経口投与した別の発生毒性試験におい
て、母動物に毒性 (流涎、尿失禁、体重増加抑制等) が認められる用量で胎児に小上顎、口唇裂、
内水頭症、骨格異常 (頸椎弓未骨化、頸椎体未骨化、胸骨分節未骨化の増加)、骨格変異等が認
められた (食安委 農薬評価書 (2015))。
(5) 本物質のナトリウム塩を雌ウサギの妊娠6～18日に強制経口投与した発生毒性試験において、
母動物に毒性 (体重増加抑制等) が認められる用量で胎児に吸収胚数増加 (有意差なし)、着床後
胚損失率増加、生存胎児数減少 (有意差なし)、髄膜瘤及び二分脊椎が認められた (食安委 農薬
評価書 (2015))。
(6) 本物質のナトリウム塩を雌ウサギの妊娠7～19日に強制経口投与した発生毒性試験において、
母動物に毒性 (排糞量減少、体重増加抑制等) が認められる用量で胎児に全胚吸収 (9例)、早期
子宮内死亡増加、着床後損失率増加、生存胎児数減少 (有意差なし)、髄膜瘤、骨格異常 (第7胸
骨分節) 等が認められた (食安委 農薬評価書 (2015))。

【参考データ等】
(7) 本物質のナトリウム塩のラットを用いた強制経口投与による2世代繁殖試験において、親動物、
児動物に体重増加抑制がみられているが繁殖能に対する影響はみられていない (食安委 農薬評
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R1年度政府によるGHS分類結果  正誤表

R02-B-119-
MHLW

２－［４－
（２，４－ジク
ロロベンゾイ
ル）－１，３－
ジメチル－５－
ピラゾリルオキ
シ］アセトフェ
ノン（別名：ピ
ラゾキシフェ
ン）

71561-11-0
特定標的臓器
毒性（反復暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1) より、区分1 (肝臓) とした。旧分類の根拠データは現在入手できず確認を行えないため入手可
能な情報に基づき検討を行った結果、旧分類から分類結果を変更した。

【根拠データ】
(1) ラットを用いた慢性毒性/発がん性試験の結果、30 ppm (1.5 mg/kg/day、区分1の範囲) の雌で
胆管増生及び胆管線維化が、300 ppm (15 mg/kg/day、区分2の範囲) 以上の雄で 白血球数の減
少、LDH低下、雌でクレアチニンの低下が、1,000 ppm (50 mg/kg/day、区分2の範囲) の雌雄で眼
の白濁 (粉末飼料中の検体の付着に起因する角膜炎)、摂餌量及び飲水量の減少傾向、体重増加
抑制、血小板数の減少、AST低下がみられた (農薬工業会「日本農薬学会誌」第13巻第1号
(1988))。

【参考データ等】
(2) マウスを用いた4週間混餌投与試験の結果、1,250 ppm (187.5 mg/kg/day (90日換算: 58
mg/kg/day、区分2の範囲)) 以上の雌雄で小葉中心性肝細胞腫大及び脂肪化が、3,000 ppm (450
mg/kg/day (90日換算: 140 mg/kg/day、区分2超)) の雌雄で肝臓及び脾臓重量増加または増加傾
向、雄で腎尿細管上皮腫大がみられた (農薬工業会「日本農薬学会誌」第13巻第1号 (1988))。
(3) ラットを用いた4週間混餌投与試験の結果、250 ppm (12.5 mg/kg/day (90日換算: 3.9
mg/kg/day、区分1の範囲)) 以上の雌雄で肝臓重量増加、雌で体重増加抑制が、1,250 ppm (62.5
mg/kg/day (90日換算: 19.4 mg/kg/day、区分2の範囲)) の雌雄で総グロブリンの低下、A/G比の上
昇が、雄で体重増加抑制、総白血球数の低下、雌で総タンパクの低下、BUNの低下がみられた (農
薬工業会「日本農薬学会誌」第13巻第1号 (1988))。
(4) マウスを用いた慢性毒性/発がん性試験の結果、30 ppm (4.5 mg/kg/day、区分1の範囲) の雌
雄で肝臓の暗色調化、前胃粘膜上皮角化亢進、雄で肝相対重量の増加、小葉中心性肝細胞腫大
が、300 ppm (45 mg/kg/day、区分2の範囲) 以上の雌雄で体重増加抑制、尿pH低下、雌でウロビリ
ノーゲン陽性個体の増加、肝臓絶対及び相対重量増加、小葉中心性肝細胞腫大が、3,000 ppm
(450 mg/kg/day、区分2超) の雌雄で摂餌量及び飲水量の低下、雄でウロビリノーゲン陽性個体の
増加、ALP及びASTの上昇、雌で総コレステロール及び糖の低下、BUNの上昇がみられた (農薬工
業会「日本農薬学会誌」第13巻第1号 (1988))。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1) より、区分1 (肝臓) とした。旧分類の根拠データは現在入手できず確認を行えないため入手可
能な情報に基づき検討を行った結果、旧分類から分類結果を変更した。

【根拠データ】
(1) ラットを用いた慢性毒性/発がん性試験の結果、30 ppm (1.5 mg/kg/day、区分1の範囲) 以上の
雌で胆管増生及び胆管線維化が、300 ppm (15 mg/kg/day、区分2の範囲) 以上の雄で 白血球数
の減少、LDH低下、雌でクレアチニンの低下が、1,000 ppm (50 mg/kg/day、区分2の範囲) の雌雄
で眼の白濁 (粉末飼料中の検体の付着に起因する角膜炎)、摂餌量及び飲水量の減少傾向、体重
増加抑制、血小板数の減少、AST低下がみられた (農薬工業会「日本農薬学会誌」第13巻第1号
(1988))。

【参考データ等】
(2) マウスを用いた4週間混餌投与試験の結果、1,250 ppm (187.5 mg/kg/day (90日換算: 58
mg/kg/day、区分2の範囲)) 以上の雌雄で小葉中心性肝細胞腫大及び脂肪化が、3,000 ppm (450
mg/kg/day (90日換算: 140 mg/kg/day、区分2超)) の雌雄で肝臓及び脾臓重量増加または増加傾
向、雄で腎尿細管上皮腫大がみられた (農薬工業会「日本農薬学会誌」第13巻第1号 (1988))。
(3) ラットを用いた4週間混餌投与試験の結果、250 ppm (12.5 mg/kg/day (90日換算: 3.9
mg/kg/day、区分1の範囲)) 以上の雌雄で肝臓重量増加、雌で体重増加抑制が、1,250 ppm (62.5
mg/kg/day (90日換算: 19.4 mg/kg/day、区分2の範囲)) の雌雄で総グロブリンの低下、A/G比の上
昇が、雄で体重増加抑制、総白血球数の低下、雌で総タンパクの低下、BUNの低下がみられた (農
薬工業会「日本農薬学会誌」第13巻第1号 (1988))。
(4) マウスを用いた慢性毒性/発がん性試験の結果、30 ppm (4.5 mg/kg/day、区分1の範囲)以上
の雌雄で肝臓の暗色調化、前胃粘膜上皮角化亢進、雄で肝相対重量の増加、小葉中心性肝細胞
腫大が、300 ppm (45 mg/kg/day、区分2の範囲) 以上の雌雄で体重増加抑制、尿pH低下、雌でウ
ロビリノーゲン陽性個体の増加、肝臓絶対及び相対重量増加、小葉中心性肝細胞腫大が、3,000
ppm (450 mg/kg/day、区分2超) の雌雄で摂餌量及び飲水量の低下、雄でウロビリノーゲン陽性個
体の増加、ALP及びASTの上昇、雌で総コレステロール及び糖の低下、BUNの上昇がみられた (農
薬工業会「日本農薬学会誌」第13巻第1号 (1988))。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-B-123-
MHLW

２－ｔｅｒｔ－
ブチル－５－
（４－ｔｅｒｔ
－ブチルベンジ
ルチオ）－４－
クロロ－３（２
Ｈ）－ピリダジ
ノン（別名：ピ
リダベン）

96489-71-3
特定標的臓器
毒性（単回暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
本物質のヒトでの急性ばく露影響に関する報告はない。実験動物では、(1)～(4) より、区分1 (神経
系、呼吸器)、区分3 (麻酔作用) とした。なお、新たな情報源の使用により、旧分類から分類結果を
変更した。

【根拠データ】
(1) ラットの単回経口投与試験 (影響がみられた最小用量の記載なし、死亡がみられ始めた用量:
200 mg/kg (区分1の範囲) 付近で影響がみられたと想定) において、投与後1時間以内から自発運
動の減少、腹臥又は横臥、粘液便、軟便及び粥状便等の下痢、肛門周囲の汚れ、閉眼、歩行失
調、呼吸緩徐、背彎姿勢、立毛、排糞量の減少、顔面、前肢又は腹部の被毛の汚れ、体重増加抑
制がみられた (食安委 農薬評価書 (2011)、農薬抄録 (2012))。
(2) ラットの単回経口投与試験において、雄: 528 mg/kg 、雌: 310 mg/kg (いずれも区分2の範囲)
以上で症状が発現した。死亡動物でみられた症状は行動不活発、運動失調、彎背姿勢、毛づくろい
行動の減少、伏臥姿勢、昏睡、削痩が認められ、下痢、意識喪失、筋の痙攣、腹部膨満、眼窩と鼻
の色素性分泌物、立毛及び可視性多血管組織の発赤であった。なお、雄: 900 mg/kg 、雌: 310
mg/kg以上で死亡例がみられた。生存動物では、528 mg/kg以上で、不規則性の呼吸、伏臥姿勢、
意識喪失、筋の痙攣、眼窩と鼻の色素性分泌物及び可視性多血管組織の発赤が認められなかっ
たことを除いて、死亡動物と同様の症状が認められた (食安委 農薬評価書 (2011)、農薬抄録
(2012))。
(3) ラットの4時間吸入ばく露試験 (影響がみられた最小用量の記載なし、死亡がみられ始めた用
量: 雄: 0.66 mg/L、雌: 0.41 mg/L (いずれも区分1の範囲) 付近で影響がみられたと想定) におい
て、ばく露開始直後から閉眼及び遅くて深い呼吸が認められ、雄で肛門周囲被毛の汚れ、雌で流涙
がみられた。肉眼的病理検査では気管内白色粉末、白色泡沫液、胸水、肝の暗赤色化及び鼻吻部
の汚れがみられ、雌では眼球の白濁も認められた (食安委 農薬評価書 (2011)、農薬抄録
(2012))。
(4) マウスの一般薬理試験 (経口投与) において、30 mg/kg (区分1の範囲) 以上の雄で下痢、自発
運動の減少及び呼吸深大、100 mg/kg (区分1の範囲) 以上の雄で異常姿勢、外的刺激への反応
低下及び筋力低下、300 mg/kg (区分1の上限) の雄で異常歩行、腹筋緊張の低下及び正向反射
の消失がみられた (食安委 農薬評価書 (2011))。
(5) ラットの急性神経毒性試験 (強制経口) において、100 mg/kg (区分1の範囲) の雌で体重増加
抑制、雄で有意差はないが体重増加抑制傾向が認められた。200 mg/kg (区分1の範囲) の雄の
FOB で活動性の低下、正向反射の低下及び体温低下がみられた。なお、食安委の結論としては、
神経毒性は認められなかったと報告されている (食安委 農薬評価書 (2011))。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
本物質のヒトでの急性ばく露影響に関する報告はない。実験動物では、(1)～(4) より、区分1 (神経
系、呼吸器)、区分3 (麻酔作用) とした。なお、新たな情報源の使用により、旧分類から分類結果を
変更した。

【根拠データ】
(1) ラットの単回経口投与試験 (影響がみられた最小用量の記載なし、死亡がみられ始めた用量:
200 mg/kg (区分1の範囲) 付近で影響がみられたと想定) において、投与後1時間以内から自発運
動の減少、腹臥又は横臥、粘液便、軟便及び粥状便等の下痢、肛門周囲の汚れ、閉眼、歩行失
調、呼吸緩徐がみられ、投与後2日目以降には背彎姿勢、立毛、排糞量の減少、顔面、前肢又は腹
部の被毛の汚れ、体重増加抑制がみられた (食安委 農薬評価書 (2011)、農薬抄録 (2012))。
(2) ラットの単回経口投与試験において、雄: 528 mg/kg 、雌: 310 mg/kg (いずれも区分2の範囲)
以上で症状が発現した。死亡動物でみられた症状は行動不活発、運動失調、彎背姿勢、毛づくろい
行動の減少、伏臥姿勢、昏睡、削痩が認められ、下痢、意識喪失、筋の痙攣、腹部膨満、眼窩と鼻
の色素性分泌物、立毛及び可視性多血管組織の発赤であった。なお、雄: 900 mg/kg 、雌: 310
mg/kg以上で死亡例がみられた。生存動物では、528 mg/kg以上で、不規則性の呼吸、伏臥姿勢、
意識喪失、筋の痙攣、眼窩と鼻の色素性分泌物及び可視性多血管組織の発赤が認められなかっ
たことを除いて、死亡動物と同様の症状が認められた (食安委 農薬評価書 (2011)、農薬抄録
(2012))。
(3) ラットの4時間吸入ばく露試験 (影響がみられた最小用量の記載なし、死亡がみられ始めた用
量: 雄: 0.66 mg/L、雌: 0.41 mg/L (いずれも区分1の範囲) 付近で影響がみられたと想定) におい
て、ばく露開始直後から閉眼及び遅くて深い呼吸が認められ、雄で肛門周囲被毛の汚れ、雌で流涙
がみられた。肉眼的病理検査では気管内白色粉末、白色泡沫液、胸水、肝の暗赤色化及び鼻吻部
の汚れがみられ、雌では眼球の白濁も認められた (食安委 農薬評価書 (2011)、農薬抄録
(2012))。
(4) マウスの一般薬理試験 (経口投与) において、30 mg/kg (区分1の範囲) 以上の雄で下痢、自発
運動の減少及び呼吸深大、100 mg/kg (区分1の範囲) 以上の雄で異常姿勢、外的刺激への反応
低下及び筋力低下、300 mg/kg (区分1の上限) の雄で異常歩行、腹筋緊張の低下及び正向反射
の消失がみられた (食安委 農薬評価書 (2011))。
(5) ラットの急性神経毒性試験 (強制経口) において、100 mg/kg (区分1の範囲) の雌で体重増加
抑制、雄で有意差はないが体重増加抑制傾向が認められた。200 mg/kg (区分1の範囲) の雄の
FOB で活動性の低下、正向反射の低下及び体温低下がみられた。なお、食安委の結論としては、
神経毒性は認められなかったと報告されている (食安委 農薬評価書 (2011))。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-B-097-
MHLW, MOE

メチル－Ｎ’，Ｎ’
－ジメチル－Ｎ
－［（メチルカ
ルバモイル）オ
キシ］－１－チ
オオキサムイミ
ダート (別名：
オキサミル)

23135-22-0 生殖毒性 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)、(2) より、母動物毒性用量で児動物、胎児への影響がみられている。影響の程度が不明のため
ガイダンスに従い区分2とした。なお、新たな情報源の使用により、旧分類から分類結果を変更し
た。

【根拠データ】
(1) ラットを用いた混餌による2世代生殖毒性試験において、母動物では75 ppm以上で体重減少、
体重増加抑制、摂餌量減少等がみられ、胎児では75 ppm以上で児動物の体重減少、150 ppmで同
腹児数減少 (JMPR (2002))。
(2) 雌ウサギの妊娠6～19日に強制経口投与した発生毒性試験において、母動物では2 mg/kg/day
以上で体重増加抑制、胎児では4 mg/kg/dayで胎児生存率減少、全胚吸収 (2例) がみられた
(JMPR (2002))。

【参考データ等】
(3) 雌ラットの妊娠7～16日に強制経口投与した発生毒性試験において、母動物では0.5 mg/kg/day
以上で体重増加抑制、0.8 mg/kg/day以上で摂餌量減少、1.5 mg/kg/dayでコリンエステラーゼ活性
阻害を示す臨床症状 (振戦、流涎、会陰部湿潤、下痢等) がみられ、胎児では0.5 mg/kg/day以上
で胎児重量減少がみられた (JMPR (2002))。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)、(2) より、母動物毒性用量で児動物、胎児への影響がみられている。影響の程度が不明のため
ガイダンスに従い区分2とした。なお、新たな情報源の使用により、旧分類から分類結果を変更し
た。

【根拠データ】
(1) ラットを用いた混餌による2世代生殖毒性試験において、母動物では75 ppm以上で体重減少、
体重増加抑制、摂餌量減少等がみられ、胎児では75 ppm以上で児動物の体重減少、150 ppmで同
腹児数減少がみられた (JMPR (2002))。
(2) 雌ウサギの妊娠6～19日に強制経口投与した発生毒性試験において、母動物では2 mg/kg/day
以上で体重増加抑制、胎児では4 mg/kg/dayで胎児生存率減少、全胚吸収 (2例) がみられた
(JMPR (2002))。

【参考データ等】
(3) 雌ラットの妊娠7～16日に強制経口投与した発生毒性試験において、母動物では0.5 mg/kg/day
以上で体重増加抑制、0.8 mg/kg/day以上で摂餌量減少、1.5 mg/kg/dayでコリンエステラーゼ活性
阻害を示す臨床症状 (振戦、流涎、会陰部湿潤、下痢等) がみられ、胎児では0.5 mg/kg/day以上
で胎児重量減少がみられた (JMPR (2002))。

2022.12修正
分類根拠の修
正
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R1年度政府によるGHS分類結果  正誤表

R02-A-002-
MHLW, MOE

２－ベンジル－
２－（Ｎ，Ｎ－
ジメチルアミ
ノ）－１－（４
－モルホリノ
フェニル）ブタ
ン－１－オン

119313-12-1 生殖毒性 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1) より、母動物毒性用量で児動物の発生・発達に有害影響がみられたことから、区分2とし
た。

【根拠データ】
(1) ラットを用いた1世代生殖毒性試験 (OECD TG 415) において、母動物毒性 (体重増加抑
制、肝臓の小葉中心性～中間帯性肝細胞肥大を伴う肝臓重量増加) 用量で児動物毒性 (出生
率の減少、死産児数増加、生存率減少) が認められた。また、母動物毒性用量未満の用量で
背景データの範囲内であるが有意な死産児数増加が認められた (EU CLP CLH (2016))。

【参考データ等】
(2) EU CLP CLH (2016) では、上記試験の高用量での母体への影響は、その程度と質から観
察された発達影響の直接影響の原因ではないと考えられること、母体へのストレスや重大な
母動物毒性がみられない中用量で発達への影響みられていることを指摘した。したがって、
観察された発生影響が母体毒性の二次的な非特異的結果ではないと考えられること、試験の
質が高いこと、死産と出生後の死亡がヒトに関連する重大な影響であると考えられることか
ら、生殖カテゴリー1Bがカテゴリー2より適切であるとしている。
(3) EU CLP分類ではRepr.1Bに分類されている (EU CLP分類 (Access on April 2020))。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1) より、母動物毒性用量で児動物の発生・発達に有害影響がみられたことから、区分2とし
た。

【根拠データ】
(1) ラットを用いた1世代生殖毒性試験 (OECD TG 415) において、母動物毒性 (体重増加抑
制、肝臓の小葉中心性～中間帯性肝細胞肥大を伴う肝臓重量増加) 用量で児動物毒性 (出生
率の減少、死産児数増加、生存率減少) が認められた。また、母動物毒性用量未満の用量で
背景データの範囲内であるが有意な死産児数増加が認められた (EU CLP CLH (2015))。

【参考データ等】
(2) RAC opinion (2016)では、上記試験の高用量での母体への影響は、その程度と質から観
察された発達影響の直接影響の原因ではないと考えられること、母体へのストレスや重大な
母動物毒性がみられない中用量で発達への影響みられていることを指摘した。したがって、
観察された発生影響が母体毒性の二次的な非特異的結果ではないと考えられること、試験の
質が高いこと、死産と出生後の死亡がヒトに関連する重大な影響であると考えられることか
ら、生殖カテゴリー1Bがカテゴリー2より適切であるとしている。
(3) EU CLP分類ではRepr.1Bに分類されている (EU CLP分類 (Access on April 2020))。

2022.12修正
分類根拠の修
正

R02-A-070-
METI

２－クロロ－Ｎ
－（２－エチル
－６－メチル
フェニル）－Ｎ
－［（Ｒ）－１
－メトキシプロ
パン－２－イ
ル］アセトアミ
ド（別名：メト
ラクロール（R
体））

178961-20-1
健康に対する
有害性全ての
項目

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 本物質（R体）を含むメトラクロール（CAS番号：51528-45-2） 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 本物質（R体）を含むメトラクロール（CAS番号：51218-45-2））

2023.09修正
分類根拠の修
正

R02-B-020-
MHLW, MOE

アクリル酸メチ
ル

96-33-3
特定標的臓器
毒性（単回暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)、(2) より、ヒトにおいて呼吸器への刺激性がみられるとの情報があり、(3)、(4) より、
実験動物において区分1～2の用量で呼吸器、肺への影響がみられたとの情報があったことか
ら、区分1 (呼吸器) とした。新たな情報源 (1)、(2) の追加により、旧分類から分類結果を変
更した。

【根拠データ】
(1) ヒトが75 ppm (0.264 mg/L相当) の本物質を吸入ばく露された場合に、眼、鼻、肺への
刺激がみられたとの報告がある (ACGIH (7th, 2014))。
(2) ヒトが70 ppm (250 mg/m3) と 140 ppm (500 mg/m3) の本物質にばく露された場合
に、上気道及び結膜に刺激がみられたとの報告がある (NITE初期リスク評価書 (2008))。
(3) 本物質のラット、マウス及びハムスターの吸入ばく露試験で1.0～10.9 mg/L (区分1～2
の範囲) で眼や鼻の炎症、呼吸困難がみられた。1.9 mg/L (区分1の範囲) 以上では死亡例が
あり、死亡した動物では心臓の拡張やうっ血、肺のうっ血や充血、浮腫がみられ、と殺した
動物でも肺に斑状の変化があった (SIAR (2008))。
(4) 本物質のラットの吸入毒性試験では、10.8 mg/L (区分2の範囲) で呼吸困難、横隔膜呼
吸、喘鳴、呼吸音、赤く膿んだような目や鼻、流涎、土気色の皮膚、立毛、過剰興奮、振
戦、全身状態の悪化がみられた (MAK (DFG) (2019))。

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)、(2) より、ヒトにおいて呼吸器への刺激性がみられるとの情報があり、(3)、(4) より、
実験動物において区分1～2の用量で呼吸器、肺への影響がみられたとの情報があったことか
ら、区分1 (呼吸器) とした。新たな情報源 (1)、(2) の追加により、旧分類から分類結果を変
更した。

【根拠データ】
(1) ヒトが75 ppm (0.264 mg/L相当) の本物質を吸入ばく露された場合に、眼、鼻、肺への
刺激がみられたとの報告がある (ACGIH (7th, 2014))。
(2) ヒトが70 ppm (250 mg/m3) と 140 ppm (500 mg/m3) の本物質にばく露された場合
に、上気道及び結膜に刺激がみられたとの報告がある (NITE初期リスク評価書 (2008))。
(3) 本物質のラット、マウス及びハムスターの吸入ばく露試験で1.0～10.9 mg/L (区分1～2
の範囲) で眼や鼻の炎症、呼吸困難がみられた。1.9 mg/L (区分1の範囲) 以上では死亡例が
あり、死亡した動物では心臓の拡張やうっ血、肺のうっ血や充血、浮腫がみられ、と殺した
動物でも肺に斑状の変化があった（SIDS Dossier (2003)）。
(4) 本物質のラットの吸入毒性試験では、10.8 mg/L (区分2の範囲) で呼吸困難、横隔膜呼
吸、喘鳴、呼吸音、赤く膿んだような目や鼻、流涎、土気色の皮膚、立毛、過剰興奮、振
戦、全身状態の悪化がみられた (MAK (DFG) (2019))。

2023.09修正
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R02-B-050-
MHLW, MOE

チオりん酸Ｏ，
Ｏ－ジメチル－
Ｏ－（２，４，
５－トリクロロ
フェニル）
【ロンネル】

299-84-3
特定標的臓器
毒性（単回暴
露）

区分1 （神経
系、呼吸器）

健康有害性 危険
H370 : 臓器の
障害（神経系,
呼吸器）

P308+P311 : ばく露又
はばく露の懸念がある
場合：医師に連絡する
こと。

【分類根拠】
(1)～(4) より、区分1 (神経系、呼吸器) とした。なお、新たな情報源の使用により、旧分類
から分類結果を変更した。

【根拠データ】
(1) 本物質または他の有機リン系殺虫剤を換気の悪い場所で使用した獣医師に吐き気、頭
痛、喉や顔の皮膚の炎症がみられた (ACGIH (7th, 2006)、HSDB (Access on May 2020))。
(2) ヒトへの毒性症状として、吐き気、嘔吐、腹部痙攣、下痢、過剰な唾液分泌、頭痛、め
まい、覚醒、衰弱、鼻漏、胸部の圧迫感、視力のぼやけ、涙、毛様体筋痙攣、眼痛、散瞳、
筋肉の調整の欠如、音声の乱れ、筋緊張、精神的混乱、嗜癖がある (HSDB (Access on May
2020))
(3) ヒトへの毒性症状として、呼吸困難、唾液及び呼吸器粘液の過剰分泌、チアノーゼ、肺
炎、ラッセル音、高血圧、ランダムなぎくしゃくした動き、失禁、痙攣、昏睡、呼吸器障
害、呼吸器筋の麻痺、激しい気管支収縮がある (HSDB (Access on May 2020))
(4) 本物質 (10 mg/kg/day) を発疹を伴う21人の患者のグループに経口投与した結果、5人の
患者は悪心、脱力感、かすみ目、蛇行性潰瘍を含む副作用を報告した (HSDB (Access on
May 2020))。

【参考データ等】
(5) 本物質も含まれる有機リン系農薬は、吸入、摂取、皮膚吸収を含むすべての経路で吸収
され、その毒物学的影響は、神経系のアセチルコリンエステラーゼ阻害によるものであり、
呼吸器、心筋、神経筋の伝達障害を引き起こす (IPCS PIM G001 (1998))。
(6) 本物質も含まれる有機リン系農薬のばく露により、ヒトではムスカリン症状 (気管支分泌

区分1（神経
系）、区分3
（気道刺激
性）

健康有害性
感嘆符

危険
警告

H370 : 臓器の
障害（神経系）
H335 : 呼吸器
への刺激のお
それ（気道刺激
性）

P308+P311 : ばく露又は
ばく露の懸念がある場
合：医師に連絡するこ
と。
P260 : 粉じん／煙／ガ
ス／ミスト／蒸気／スプ
レーを吸入しないこと。
P264 : 取扱い後は．．．
をよく洗うこと。
P270 : この製品を使用
するときに、飲食又は喫
煙をしないこと。
P321 : 特別な処置が必
要である（このラベル
の．．．を見よ）。
P405 : 施錠して保管す
ること。
P501 : 内容物／容器
を．．．に廃棄すること。
P304+P340 : 吸入した場
合：空気の新鮮な場所に
移し、呼吸しやすい姿勢
で休息させること。
P403+P233 : 換気の良
い場所で保管すること。
容器を密閉しておくこと。
P261 : 粉じん／煙／ガ
ス／ミスト／蒸気／スプ
レーの吸入を避けるこ
と。
P271 : 屋外又は換気の
良い場所でだけ使用す
ること。
P312 : 気分が悪いとき
は医師／．．．に連絡す

【分類根拠】
（１）より、ヒトにおいて気道への刺激性がみられるとの情報があり、また（２）より、一
般的に本物質を含む有機リン系農薬はコリンエステラーゼ阻害作用があることから、 区分1
(神経系)、区分3 (気道刺激性) とした。

【根拠データ】
（１） 本物質または他の有機リン系殺虫剤を換気の悪い場所で使用した獣医師に吐き気、
頭痛、喉や顔の皮膚の炎症がみられた (ACGIH (7th, 2006)、HSDB (Access on May
2020))。
（２）ラットの単回経口投与試験において、250 mg/kg (区分1) 以上で血漿コリンエステ
ラーゼ阻害 (43%) がみられた (ACGIH, 7th, 2006)。

【参考データ等】
（３）本物質も含まれる有機リン系農薬は、吸入、摂取、皮膚吸収を含むすべての経路で吸
収され、その毒物学的影響は、神経系のアセチルコリンエステラーゼ阻害によるものであ
り、呼吸器、心筋、神経筋の伝達障害を引き起こす (IPCS PIM G001 (1998))。
（４）本物質も含まれる有機リン系農薬のばく露により、ヒトではムスカリン症状 (気管支
分泌の増加、過度の発汗、唾液分泌、流涙、縮瞳、気管支収縮、腹部痙攣 (嘔吐と下痢)、徐
脈)、ニコチン症状 (筋肉の線維束性収縮 (fasciculation of fine muscles)、頻脈)、中枢神経
系の症状 (頭痛、めまい、落ち着きのなさ、不安、精神錯乱、痙攣、昏睡、呼吸中枢の抑制)
が生じる。軽度の中毒には、ムスカリン性及びニコチン性の兆候のみが含まれる場合があ
り、重症の場合は中枢神経系の関与も示す。症状の組み合わせにより、呼吸不全になり、時
には肺水腫を引き起こす (EHC 63 (1986))。
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R1年度政府によるGHS分類結果  正誤表

R02-B-123-
MHLW

２－ｔｅｒｔ－
ブチル－５－
（４－ｔｅｒｔ
－ブチルベンジ
ルチオ）－４－
クロロ－３（２

96489-71-3
特定標的臓器
毒性（反復暴
露）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)～(6) より、実験動物への経口投与で区分2の範囲までで報告された影響は主に体重減少
であり、(7)、(8) より、吸入及び経皮経路についても明らかな標的臓器毒性はみられてない
が、区分2の上限付近の用量での影響が不明であることから、分類できないとした。

【根拠データ】

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

【分類根拠】
(1)～(6) より、実験動物への経口投与で区分2の範囲までで報告された影響は主に体重減少
であり、(7)、(8) より、吸入及び経皮経路についても明らかな標的臓器毒性はみられてない
が、区分2の上限付近の用量での影響が不明であることから、分類できないとした。

【根拠データ】
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